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    １章　物もの部のべ高校の七不思議（そのうち三つは影かげ月つきのせい）


    



    　浴室とリビングダイニングをつなぐインターホン。姉の、のんびりした声が聞こえてきた。


    『助けて～、あらたんマ～ン』


    「あらたんはやめろって言ってるだろ、姉ち……じゃなくて姉貴！　しかも、マンとかなんか変な接尾語ついてるし！」


    　俺・千せん石ごく新あらたは、読んでいた本をソファの上に置き、よっこらしょと立ち上がった。余談だが、俺が読んでいたのは『月刊ロボティクス』。ロボット工学の専門誌だ。


    『だって、家政科のロッカールームを盗撮してた犯人をつかまえたんでしょ？　正義のヒーローじゃない。七なな緖おも〈霧きり絵えの弟、見直した〉ってほめてたわよ』


    　バスタオルを取って浴室へ向かい、ドアを開けると、姉の霧絵は風呂用の椅い子すに腰かけていた。胸からふとももにかけてフェースタオルを乗せ、全裸を隠している。フェースタオルは小さくて、今にも何かがぽろりとこぼれ落ちそうだ。恥ずかしそうに腕で胸を隠しているが、そのせいで胸が押しつぶされて、逆にその豊かさや柔らかさをアピールしてしまっている。


    　姉は小学生のころ事故にあい、歩けなくなった。そして両親は仕事で家にいないので、ほぼ毎日俺が入浴を手伝っている。姉が小学生のころは俺も意識してなかったが、姉の胸が育つにつれ俺の胸はドキドキする。そのうえ、いつも俺を子供扱いしてる姉にヒーローだなんて言われると、むずがゆい。


    「べ、別に、俺はただ推理しただけで、つかまえたのは補習クラスの友達で……」


    　俺は姉の胸から意識的に視線を外しつつ、大判のバスタオルを姉の背中に回した。そのまま体の前で合わせて包みこむと、姉はてるてるぼうず状態になる。


    「友達、って言った？　あらたん、友達できたのね！」


    　姉が目を輝かせて振りかえった。あまりにも勢いよく振りかえったので、バスタオルがほどけかけて、ふかしたての肉まんみたいな湯上がりバストが、ぽいんとこぼれかける。


    「じっとしてろよ！」


    　俺は焦あせってバスタオルを合わせた。姉も慌てて、内側からバスタオルをきゅっとつかんだ。


    「ごめーん。ずっとロボットしか興味なかったあらたんに、『友達』って言える人ができたのねーって、お姉ちゃんうれしかったんだもん」


    「あっ」


    　俺は思わず口を押さえた。自分でも無意識だったが、言われてみれば俺は今、たしかに補習クラスの仲間のことを「友達」と呼んでいた。


    　小学生の頃、姉は歩道橋から落ちかけた俺を助けて背骨を折り、下半身を動かせなくなった。だから俺は姉のために、動きを補助してくれるロボットスーツを作ろうと誓った。今現在、世界のロボット市場で開発されているロボットスーツはまだまだ大型だし、部品の出っ張りも多い。だけど姉の夢は製菓職人パテイシエである。その夢を、俺がかなえてやりたい。ずっとそれしか考えてなかった。
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    　でもＲの発音ができなくて補習クラスに入って、俺ははじめてロボット以外のこと……補習クラスの友達に、目を向けるようになった。


    「補習クラス、楽しいのね」


    　姉が首をそらせて、うれしそうに下から俺の顔を見つめた。たしかに楽しいかもしれない。でも、正直に言うのは照れくさいので、俺はぶっきらぼうに答えた。


    「楽しいとか、そんなんじゃ……勉強しに行ってるだけだし……」


    「まじめなのはいいけど、せっかくなんだから少しぐらい青春したら？」


    「『青春する』なんて浮かれた動詞は、正しい日本語には存在しない」


    「それで、安あ心じ院むさんと火ひ村むらさん、どっちが好みなの？」


    「はあああ～っ？」


    　何だ、その話題は。修学旅行の夜の、テンション上がった告白タイムじゃないんだぞ？


    「二人ともいい娘こよね～。あらたんのお嫁さんになると、わたしの義いも妹うとになるわけよね。日曜日とか、二人でクッキーとか焼いてみたいなあ～♪」


    「勝手に想像を飛躍させてんなよ！　そういうんじゃないから。勉強がんばってる安心院たちにも失礼だろ？」


    「あらたんは二人のこと気にならないの？　二人ともあんなにかわいいのに？　あっ、ひょっとしてシャーリー先生のほうが好みなのかしら？」


    　エリザベス・シャーリー先生は英語リーダーの教師だ。イギリス出身の二十二歳で、補習クラスの顧問でもある。自分の時間を削って俺たちに勉強を教えてくれるシャーリー先生を、俺は心底尊敬している。たしかに若いし美人だと思うが、俺が先生に抱いだいているのは、姉が言うような、そんな浮っついた安っぽい感情じゃないのだ。


    「先生って厳しいけど、まじめなとこがかわいいもんね。シャーリー先生がお嫁さんになってくれたら、お姉ちゃんがんばって、アフタヌーンティーのケーキ毎日焼いちゃう」


    「だから想像が飛躍しすぎだって！　俺は先生のことも補習クラスの仲間のことも、そういう目で見たことないから！　補習クラスはあくまでも、勉強するとこだから！」


    「うーん。あらたんはつくづく、まじめすぎるのよねえ」


    　姉は不服そうに唇を尖とがらせた。


    「まあいいわ、想像の飛躍でも。だって、誰かのためにお菓子を作るの想像するのって楽しいもの。イギリスの人はパンケーキが好きだから、パンケーキのほうがいいかしら？」


    「パンケーキって、パンなのかケーキなのかどっちだよ」


    「どっちでもないわ。パンケーキってホットケーキの分厚くないやつのことだもの。イギリスでは二月ごろに『パンケーキの日』があって、この日はどの家庭でもパンケーキを山盛り作って食べるんですって。スプーンレースみたいに、フライパンにのせたパンケーキを引っくり返しながら走るレースもあるらしいの。楽しそうよね」


    　想像しているのか、姉は幸せそうにニコニコしている。その笑顔を見て、俺の胸がキュンと苦しくなった。思わず俺は、姉に言っていた。


    「……なら、そのレース、出ればいいだろ。俺のロボットスーツでさ」


    　姉がびっくりして俺を見た。言ってから、俺はすごく恥ずかしいことを言ったことに気づいて、汗がダラダラ出た。姉はそんな俺をうかがうようにじいっと見つめていたが、やがて、ふにゃっと溶けるような表情で笑った。


    「ありがとう、あらたん。お姉ちゃん、すっごく楽しみに待ってるわね」


    　いかん、ますます恥ずかしい。姉の顔を正視できなくて、俺は視線をそらしながら、着がえが入ったカゴをドスンと姉の前に置いた。


    「ほら、もう体かわいただろ、湯冷めするぞ！　とっとと着がえろよな！」


    　ぶっきらぼうに言い放ち、俺は脱衣所の前で待った。姉は浴室でゴソゴソしていたが、しばらくして声をかけてきた。


    「着がえましたー。白馬の王子様、お姫様を迎えにきてくださ～い」


    「誰が白馬の王子様だ！　まだあらたんマンのほうがマシだ、嫌だけど！」


    　俺は浴室に戻った。パジャマに着がえた姉が、椅い子すに座っている。俺は支えて立たせ、背中に寄りかからせて、リビングダイニングのソファへと運んでいった。姉は俺が運びやすいように、しっかりと俺の首に腕を回す。シャンプーの香りがふわっと俺をつつむ。風呂で温まって蒸したての蒸しパンみたいになった胸が、俺の背中にむぎゅっと押しつけられた。その感覚に思わず俺は緊張する。俺と姉の間にはさまれたそれのボリュームが、以前より分厚くなっている気がした。それに気づいて、背中の姉がすまなそうに言った。


    「ごめんね、あらたん。お姉ちゃん、また太っちゃったみたい……重い？」


    　いや。正確に言えば太ったのではなく、胸が育っているのだ。だがどっちにせよ、姉は気にしてダイエットをしかねない。今でも胸以外の部分は標準よりかなり細くて、心配だというのに。それで俺は、姉に釘をさした。


    「別に重くない。男子の筋力なめんな、ぜったいダイエットするとか言うなよな」


    「うふふ、わかりました。あらたん、たくましくなったもんね」


    　ぽっすん、と姉をソファに置いた。姉が遠慮なく俺を頼ってくれるのが理想なんだが、いつまでも弟だからって子供扱いされて、少々不満である。俺じゃ、まだまだ頼りないのかなあ……。かといって、ウチの両親の体格を見るに逆三角形のムキムキマッチョになる可能性は皆無なので、やっぱり頭をつかって、ロボットスーツの開発のため英語力を伸ばすほうが現実的である。


    「明日も補習クラスがんばろう……」


    　思わず、口に出してしまった。いきなりの脈絡のない発言に、俺は思わず口を押さえたが、


    「そうそう。補習クラスといえば、あらたんに聞こうと思ってたことがあるのよ」


    　姉がふつうに会話を続けてきてくれた。姉は俺とちがって友達が多いのだが、さすがコミュ力の高さに感心する。俺は焦あせって、何事もなかったかのようにその話に乗ろうとした。


    「は、はい？　何でありましょうか？」


    　いかん、気合いが入り過ぎて言葉づかいが不自然だ。つくづく俺はコミュ力が低いのだ。


    「補習クラスって、中央図書館でやってるんだっけ？」


    「一番上の中央講義室でな。それがどうした？」


    　姉の隣に座るのは恥ずかしいので、俺はソファではなく、食卓の椅い子すに座った。


    「『幻の絵』って見た？」


    「何だそれ。聞いたこともないが」


    「物もの部のべ高校七不思議のひとつよ。図書館のどこかに、ものすごーく高い絵があるんだって」


    「七不思議なんてあったんだ」


    「二つ目は、農業科のため池に棲すんでるネッシー」


    「ため池に住んでたらタッシーだろ」


    「三つ目は、家政科棟に出るフランス革命時代の貴族の令嬢の幽霊……」


    「それ、補習クラスにいる特待生の、影かげ月つき夜よ見みのコスプレだから」


    「四つ目は、噴水のまわりのイングリッシュガーデンに出るゴスロリ少女の幽霊……」


    「それも影月のコスプレだ」


    「五つ目は、工学科棟に出る白い着物の……」


    「影月」


    「六つ目は、夜の廊下を上半身だけですごいスピードで追いかけてくるテケテケさん」


    「いきなり本格派だな」


    「以上、七不思議でした～！」


    「ひとつ足りない！　番町皿屋敷のお菊さんが出てくるぞ！」


    「じゃあそれが七つ目でいいじゃない」


    「わあ、教科書のようなきれいなオチ」


    「えっ、お姉ちゃんがきれい？　そんなぁーやだー」


    「言ってねーよ！」


    　ほっぺたを押さえてモジモジしている姉に、俺は思いっきり断言した。


    「で、ほんとに絵のこと知らない？　パティシエを目指すお姉ちゃんとしては、芸術にはとっても興味があるんだけど」


    「パティシエと芸術と何の関係があるんだよ」


    「パティシエにはいくつか国家試験があるのよ。必ずしも持ってなきゃだめってことじゃないけど、お客様によりよいお菓子を食べていただくために、国家資格を取っておきたいの。そのうちのひとつ、菓子製造技能士検定に、芸術が必要なわけ」


    　話しているうちに、姉の声が熱を帯びる。こぶしを握り、頬ほおは上気し、きらきら輝く目はたしかに未来を見つめている。おっとりのんびり、ふにゃふにゃした姉なのに、ときどき帯びるその熱に俺はドキッとする。そのたび俺は、姉の希望を叶かなえたいとの思いを新たにする。明日も補習クラスがんばらなきゃな、と二度目は口に出さずに心の中でそっと思った。


    「どうしてかっていうと、二時間以内に三十センチ角の飴あめ細工を作りなさいとか、そういう実技試験があるのよ。飴細工を作ること自体も高度な技術が必要だけど、技術点だけじゃなく芸術点もあるから、色彩とか構図とか、芸術の勉強もしなきゃなの。だからけっこうお小遣いで美術全集とか集めてるんだけど、写真は本物とは大きさや色合いがちがうじゃない？　芸術家の本当の表現は、大きさがわからないと伝わらないと思うの」


    「何となくわかる気はするな。工学科で建築模型を作る授業があるけど、どんなに精密に作っても実際の建物とはなんか違うもんな」


    「あらたんがわかってくれて、お姉ちゃんうれしい！」


    「姉貴があらたん呼びにこだわる理由はわからんし、うれしくもない」


    「たとえばモナリザとか、ほんとはすごく小さい絵なのよ。わたしたちは偉大な名画だと思ってるから大きな絵のイメージがあるし、特別な意味のある絵なんじゃないかって思うでしょ。でもじつは小さい絵だってことは、ダ・ヴィンチにとってはよくある肖像画の仕事で、特別な意味はなかったんじゃないかしら。つまり、本物の芸術品を見ることって、芸術を理解するうえですごく大事なことだと思うのよ」


    　そんなに美術系に興味があったとは。そういえば、さいきん駅前に小さなギャラリーができたので、帰りに七なな緖おとよく寄ってるとか言っていた。俺が補習クラスに行くようになってから、姉の帰りは七緖と二人きりだ。七緖はどうにも友情と銘打った姉へのスキンシップが過剰すぎて俺は心配なのだが、ギャラリーに寄るぐらいなら、健全でよいだろう。


    　それに、理事長もよく「本物を作るには本物を見るのが必要」と言ってる。それで中央図書館の閉へい架か書庫には、ものすごく値打ちのある本が置かれてると影かげ月つきに聞いたことがある（コスプレ好きで特待生の影月夜よ見みは理事長の孫娘だ）。でも絵があるとは、聞いたことがない。


    「ぜったいガセだと思うけどな。噂うわさの出どころはどこだよ」


    「もう卒業した先輩が教えてくれたのよ。その先輩は一年生のとき、三年生の先輩から聞いたんですって」


    「計算すると、姉ちゃ……姉貴が一年生のときに、三年生の先輩に聞いた。そして、その先輩も一年生のころ、三年生の先輩に聞いたってわけか」


    「さらにその先輩も、前の先輩から聞いたらしいわ」


    「って、めちゃくちゃ遠い噂うわさだな！　『友達の友達の友達が言ってた』ってやつは、たいていガセだろ」


    「そうねえ……。じゃあ、やっぱりガセなのかしら」


    「高い絵って、作者は誰なんだよ。ゴッホとかピカソとかあるだろ」


    「うん、それもわからないの」


    「じゃ、ガセ決定だな、毎日補習クラスに行ってるけど、絵なんてどこにも置いてないぜ」


    「そっかあ～」


    　残念そうに息を深くついたあと、ふと姉はきらきらした目を上げて言った。


    「あ、でもため池のネッシーはほんとよね？　写真もあるらしいし」


    「姉貴、オレオレ詐さ欺ぎとか気をつけろよ」


    　ほとほと姉のことが心配である。


    　そのとき、玄関のドアがガチャッと開く音がした。姉が風呂に入っているのだから、ドアの施せ錠じようは確認したはずなのに、妙だ。空き巣でも入ったんじゃないかと思って見にいくと、背の高いクール系の美人が玄関に立っていた。姉の幼なじみで同級生の、滝たき川がわ七なな緖おである。


    「お邪魔するわよ、霧きり絵えの弟。そろそろわたしの嫁……ゲフンゲフン、もとい、霧絵のお風呂の時間でしょう？　お手伝いに来てあげたわよ、わたしって面倒見がいいわねえ」


    「玄関の鍵かぎかかってただろ、どうやって入ってきた！」


    　俺が問いつめると、七緖はふわっふわのバスタオルを両手で抱かかえて、「何当たり前のこと聞いてるの？」みたいな、かわいそうな子を見るような目で俺を見た。


    「（合）鍵で開けたに決まってるでしょ？」


    「今、ちっちゃい声で『合』鍵って言っただろ！　なんでうちの合鍵を持ってるんだ？」


    「同じマンションに住む幼なじみだもの。何かおかしいところでもあるかしら？」


    「全面的におかしい。そもそも、なんで七緖が姉貴の風呂を手伝いにくるんだ？」


    「もー霧絵の弟、質問攻めでうるさいわねえ。じつはわたしのことが好きで、質問にまぎれて好みのタイプとか聞いてくる作戦なんじゃないの？　ちなみにわたしの好みのタイプは、黒髪童顔巨乳、天然なピュアピュア天使。そう、まるで霧絵のような」


    「好きじゃないし、七緖の好みなんか聞いてもない！」


    「さーて、その霧絵のぱふぱふ巨乳を思う存分拭ふいてあげましょうか」


    　七緖はどうやら、人の話も聞いてない。不純同性交遊でもするつもり満々で、バスタオルを抱いてウキウキと靴を脱いで、リビングダイニングのほうへ移動する。


    「あっ七緖、こんばんはー」


    　パジャマ姿の姉が、にこっと笑いかけた。スキップでもしそうな足取りで廊下を歩いていった七緖は、その瞬間思いっきり絶望して、床にひざをついた。


    「とっ……時すでにお寿司！」


    「あっ、今夜お寿司とるのもいいわね～。七なな緖おもいっしょに食べる？」


    　危機感のまったくない姉が、のん気にそう言った。


    　また余談だが、うちは父親がゲーム会社で開発の仕事をしていて、納期の前は何日も徹夜で帰ってこられない。母親は病院で看護師長をしていて、しょっちゅう夜勤がある。それで、姉や七緖が夕飯を作る日もあるが、出前をとることも多いのだ。


    「でも霧きり絵えのパジャマ姿、これはこれでよいわ！　ごちそうさまでした！」


    「うふふっ、まだお寿司とっていないわよ。七緖って、クールっぽいのにたまにオッチョコチョイなんだから」


    　そんな無邪気な姉の笑顔が、ほんとに俺は心配でたまらないのであった。


    



    　次の日、俺は放課後がくると、いつもどおり補習クラスに行った。


    　カバンを持って工学科棟を出ると、物もの部のべ高校の敷地の中心にある中央図書館に向かう。十階建ての中央図書館の最上階に中央講義室があって、ここで補習クラスが開かれているからだ。


    　春の終わり、底抜けに天気がいい。放課後だけど、まだまだ太陽は高いし空も明るい。濃いピンクや白のラッパみたいな形の花が、しげみみたいになって、道の両側にいっぱい咲いていた。立て札には「躑躅」と書いてある。よ、読めん……「髑どく髏ろ」っぽいが、まさかそんな不気味な名前を花につけたりしないだろうし……。


    　ほかにも何人か、まわりに同じ工学科一年生の男子が、つかず離れずの距離感で図書館に向かっていた。


    「珍しいなあ、千せん石ごくも調べ物？」


    　一人が、俺に声をかけてきた。たしか同じクラスの出席番号一番、朝あさ宮みや太た一いちだ。それと、出席番号一番だから自動的に学級委員長に決まった気の毒な人、というのも最近知った。


    「いや、俺は補習クラスに行くんだ」


    「えっ、まだ行ってたっつーの？　どんだけＲの発音が苦手なんだよっつーの」


    「それもあるし、ほかにもいろいろ、ちゃんとできてないところが出てきたからな」


    「ああ、制服のボタンがきちんととまってないとか、シャツがインしてないとかだな。シャーリー先生は正装にうるさい英国淑女だから、俺もノーネクタイを注意されたことあるっつーの」


    「朝宮はド素しろ人うとだな。そこはノーネクタイじゃなくて、ネクタイをわざといびつな形で締めておくんだぜ。そうしたらシャーリー先生が、『いけませんわね、ミスター岩いわ橋はし。紳士ジエントルマンの心がけはネクタイからですわよ、次からはご自分できちんとお締めなさいませね』って、ネクタイを締めなおしてくれるんだぜ～」


    　横から口をはさんできた奴も、覚えた。出席番号二番の岩橋浩こう二じ、朝宮と同じ理由で副委員長に決まった気の毒な人だ。


    「うおっ、その手があったかっつーの！　岩橋は策士じゃのう～」


    「なんたってシャーリー先生は、男子しかいない工学科の癒いやしだぜ。よく聞けよ、ネクタイを締めるとき、両腕が狭まるだろ？　そして、シャーリー先生は胸がでかいだろ？」


    「うん。千せん石ごくが振動方程式で割り出したところによると、Ｉカップだっつーの」


    「狭まった両腕に胸が圧迫されて、上下にムチッとはみ出すのがたいへんエロくて、いとをかしなんだぜ～。あと、側にくるといい匂いがする！　シャンプーじゃなくて香水の、大人っぽい匂いがメチャシコなんだぜ」


    「メチャシコというのは、メキシコの遺跡か何かか？」


    　俺が尋ねると、岩いわ橋はしは死んだ魚のような目で薄くほほえみ、うなずいた。


    「あ、うん。千石の中では、そんな感じでいいんだぜ」


    　なんで急にメキシコの話になったのだ？　というか、完全に俺の話がほっとかれてるんだが。


    　俺が補習クラスを脱出できないのはもちろん服装の話じゃない。Ｒの発音以外にも、ぷしちょろぎー（サイコロジーPsychology）とかいろいろ、リーダーに不具合があるのだ。あと、俺のボタンがいつも適当なのは、服装にこだわらないタイプだからだ。ボタンをとめてる暇があったら、ロボットプログラムのひとつも組みたいのである。


    「でも中央図書館に行ったらシャーリー先生に会えるかもだぜ。ネクタイ緩ゆるめておくぜ～」


    「岩橋、浮かれるのもほどほどにしておかないと赤点食らうっつーの。俺たちには、宿題を調べに行くという重要なミッションがあるっつーの」


    　釘を刺した朝あさ宮みやのことばに、俺はあれっと思って聞きなおした。


    「今日って、わざわざ中央図書館で調べなきゃいけないような宿題、出てたか？」


    　そんな難しい宿題は出てなかったはずだが、と俺は首をかしげる。岩橋が答えた。


    「リニアサーボアクチュエータの座標変換の解き方だぜ」


    「それなら、工学科棟にある線形代数の参考書で十分なのに」


    「でも三次元の変数がどうこうなったら、何をどう解けばいいのかわからないんだぜ」


    「三次元じゃなくて、二次元＋１って考えればいいんだ。リニア移動は一次元だろ」


    「あーっ！　なるほど、さすが千石だぜ！」


    「今日習ったばかりのところなのに、完かん璧ぺきに理解してるとかすごいっつーの」


    「いや、補習クラスに二次元だ三次元だ言ってるやつがいるから、なんか詳しくなって」


    　ほめられると照れくさいが、前みたいに面倒くさいとは思わない。そもそも、その二次元だ三次元だ言ってるやつはもっと面倒くさい。自分でも、変わったなあと実感する。


    「それに、次世代のロボットは座標変換なんか使わなくなるだろう。関節の数だけ座標系を作ってたら、人間そっくりの動きができるロボットなんてプログラムが膨大になってバグだらけでまともに動かない。それと、リニアサーボアクチュエータと人間の筋肉繊維って、どっちも駆動装置のついているレール上を駆動体が前後に動くっていう構造がすごく似てるんだ。だから人間の動きを忠実に再現できるんだが、たとえば人間は腕を上げっぱなしにするときも筋力が必要で、だんだんプルプルしてくるだろ？　リニアサーボも、姿勢を保持する間、電磁石がつきっぱなしだ。そんなところまで再現されるとバッテリーがもたないから、逆に人間の動きの忠実な再現から離れて考えたほうがいいかもしれない。だから駆動装置を昔ながらの空気圧ピストン式にして、空気圧の弱点であるファジーな誤差をセンサーで補正するほうが省電力になるんじゃないかって、授業を聞きながら俺は考えてたんだけど。とりあえず、そうやって次世代のロボットは座標変換を人間が設計しなくても、学習システムを搭載して、赤ちゃんがハイハイから歩き方を覚えていくように自分でセンサーと駆動システムのネットワークを構築するタイプが主流になると思うんだ。そこのバグ取りも人間がやるっていうより、複数の学習ロボットをクラウドシステムでグループ化して、集合知として自動的にバグ取りを……」


    　俺はつい、つらつらと長文語りをはじめてしまう。聞いていた朝あさ宮みやたちが、「わわわわ」と焦あせりだした。


    「ちょ、待って、ストップ！　座標変換がまだわかってないのに次世代とか言われたら、頭がパンクするっつーの」


    「千せん石ごくがサービス精神旺おう盛せいなのはわかるけど、大盛りは胸焼けするんだぜ～」


    　しまった、また失敗してしまった。俺は無口なわけではなく、スイッチが入ると自分の思ってることを全部言わないと気がすまない。だからふつうのクラスメイトとしゃべってると、こうしてドン引きされてしまうため、無口になったのである。


    　でも補習クラスに来ている奴らは、シャーリー先生に指名されたとはいえ、放課後に残ってまで勉強しようという奴らだ。それだけ、好奇心旺盛で知識欲が貪どん欲よくなのだ。俺のトーキング・オンステージが始まっても聞いてくれるし、俺も自分の知らない専門知識をそいつらから聞くのが心地いい。補習クラスのおかげで、ふだん教室で感じている物足りなさがだいぶガス抜きできているし、Ｒの発音ができなくてよかった、とか思ってしまう。


    「とりあえず、工学科の図書室でもいけるなら戻るか？」


    「まあでも、ここまで来たんだから中央図書館に行くぜ」


    「俺も。シャーリー先生がいたら、勉強熱心ないい子ねって思われたいし。あとネクタイも締めなおしてほしいしな」


    「俺、入学してからまだ一度も中に入ったことがないぜ。借り方もよくわかってないぜ」


    「そうそう、どこで本を借りられるのか千石に聞いておかなくちゃな。ほとんど毎日、補習クラスで図書館に行ってるんだから、知ってるだろ？」


    　と、話を振られた。俺はたいてい補習クラスに直行するので自分で借りたことはないが、入って右側に受付窓口があって、そこで生徒が借りてるのは見たことがある。


    「本なら、玄関から入って右手にある受付窓口に持っていったら、司書さんが手続きしてくれてたぞ。返すときは、受付窓口の下に返却ボックスがあったと思う」


    「一階ってことだな？　玄関を入ってすぐわかる？」


    「うん、すぐそこに見えてる」


    「ＯＫＯＫ、図書館って本棚の立体迷路みたいだからなぁ。聞いておいてよかった」


    「ついでに聞くけど、『幻の絵』はどこにあるっつーの？」


    「幻の絵？」


    　まさか朝あさ宮みやの口からもその名を聞くとは思ってなかったので、俺は思わず聞き返していた。「幻の絵」というものを、姉から聞いただけなら家政科の先輩後輩に伝わるささいな都市伝説としてスルーしていたが、工学科まで拡散しているなら、根も葉もないガセとは言い切れない。


    「うん、すごい高価な絵だって先輩から聞いたから、図書館に行くついでに見に行こうと思ってるんだっつーの」


    「へー。せっかくだから俺も見に行ってみたいんだぜ」


    　岩いわ橋はしも言った。すごい高価な絵ってことは、有名な画家の作品だよな？　ということは、目立つ場所に飾ってるはずだよな？　だが、毎日補習クラスに行ってるが、それらしい絵は見たことがない。一階には館内地図のプレートはかかっているが、絵らしきものは見たことがない。エレベーターはガラス張りなので、十階ぶんの全フロアをざっくり見渡せるけれども、やはり視界にそれらしきものはなかった。「無い」のに「ある」という噂うわさが広まっている。どちらかが間違いなのだ。


    「見たことないんだが……作者が誰、とかは？」


    「いや、先輩もよく知らなくて、先輩の先輩から聞いたらしいっつーの。千せん石ごくが見たことないんなら、ガセかなぁー」


    　朝宮は軽くそう言った。わりとどっちでもいい話だったようだ。


    　でも俺は工学科でいつも、ロボットのプログラムの誤りバグのチェック……それこそちょっとした座標変換のバグで挙動が変になったりするのを、大量の座標系を洗いなおしてチェックしたりしている。たったひとつのバグによって、ロボットが大事故を起こすかもしれないからだ。


    　だから、朝宮にとってはどうでもいい話題だったとしても、気になるのだ。俺がいつも見ているはずの図書館に、俺の知らない絵があるという噂がある。火のないところに煙は立たないのに、その火がない。その矛盾、気にならずにはいられない。バグは、つぶさずにいられないのだ。


    　図書館に行ったら、調べてはっきりさせなくては……と、俺はモヤモヤしながら歩を速めた。


    



    　やがて、並木の向こうに十階建ての図書館が見えてきた。円筒形で、屋根はガラスのドーム、外壁も四角いガラスが張り巡らされ、建物の外周に沿ったらせん状の階段が透けて見える。


    「いつ見てもＳＦっぽいぜ～」


    　岩橋が感心して言った。建築家になった卒業生による設計らしい。


    「いよいよだな、シャーリー先生いるかな」


    「そうそう、ネクタイを緩ゆるめるのを忘れないようにして……」


    「シャーリー先生もかわいいけどさあ、よく花壇の手入れしてる園芸科の女子がけっこうかわいくね？」


    　ふと、誰かがそんな話を振った。春はる山やま野の菊ぎくのことかな。


    　春山は園芸科の一年生で、図書館のまわりが担当区域だ。そして先週から、俺と同じ補習クラスに入った。腐葉土の取り扱いミスで火事を出してしまい、化学の補習を受けることになったのだ。単なるミスなので補習を受けるほどじゃないと俺は思ったが、「事故を繰り返さないよう、ミズ春山はこの機会に、化学反応についてきちんと押さえておいたほうがよいでしょう」と、シャーリー先生は言っていた。


    「あの子だろ！　ゆるふわみつあみの、おとなしそうな！　俺もかわいいと思ってた、目が合ったらいきなりダッシュで逃げられるけど」


    　朝あさ宮みやが突然、目を輝かせた。岩いわ橋はしも朝宮を指さして、思いっきり食いついた。


    「俺もかわいいと思ってた！　目が合ったらいきなりダッシュで逃げられるけど」


    「今日もいたらいいな～」


    「目が合ったらいきなりダッシュで逃げられそうだけどな～」


    　たしかに春山はとても内気で、あまり人と話さないというか、人を避けているようなところもある。俺と似てるかもしれない。


    　図書館のまわりには扇形の花壇が広がり、色とりどりの花が咲いている。道の両脇には、ラッパのような形の花のしげみが並んでいた。


    　その花を、春山が摘つんでいた。大きなカゴを斜めがけに吊つって、摘んだ花をその中に放りこんでいる。ひとつ摘むたびに、何かブツブツ口の中でつぶやいていた。数でも数えてるんだろうか？　それにしてはすごく真剣な表情なのだが、何をつぶやいているんだろうか？


    「あっ、ゆるふわみつあみちゃんいたー！　ラッキー！」


    「目を合わせるなよ、いきなりダッシュで逃げられるからな！」


    「そばをそーっと通ろうぜ、そーっと。でも、最接近時にクンカクンカして彼女の香りをキャッチすることを忘れるな！」


    「彼女を焦しよう点てんＦとしたときの放物線軌道を描きつつ移動すれば、立ちどまることなく怪しまれることなく、最も長時間クンカクンカできるわけだな！」


    「よし、各人、y=[image: ]/4f軌道を取れ！」


    　いっしょにいた男子たちに緊張感が走った。運動方程式の無駄遣い感が半端ないのと、女子に対する接近遭遇に必死感がただよっているのは、工学科ならではって感じである。


    　春山が何をしているのか気になったが、何となくこの流れで声をかけづらくて、俺もy=[image: ]/4fのスイングバイ軌道を取り、春山に接触せずスルーすることにした。


    　春山もすごく熱心にやってるし、俺は身長百六十四センチしかなくて朝宮たちに埋もれている（ゆえに姉の手伝いをするのが腕力的に大変で、姉がそれを申し訳ながってすぐにダイエットしようとするもんだから、気をつかわせないようロボットスーツの開発を早く進めたいというわけだ）。つまり、春はる山やまが俺を見つける可能性は確率変数的に考えて２σシグマ、すなわち九五・四パーセントの確率でありえない。


    「あっ、千せん石ごくくん……これから補習クラスですか？」


    　って、いきなり見つかったー！


    　男子の中に埋もれている俺を見て、春山はぱあっと明るく笑った。


    　その笑顔に俺はびっくりし、ほかの男子たちはどよめいた。


    「ゆるふわみつあみちゃんが逃げない……しかも笑ってるっつーの……！」


    「笑顔はじめて見たぜ……かわいいんだぜ……！」


    　朝あさ宮みやたちは感激してブルブル震ふるえている。たしかにかわいい。


    　春山は内気でおとなしくて、同じ補習クラスの中でも、一番の新入りということもあって遠慮してる感じがあった。こんなふうに屈くつ託たくなく笑うこともあるんだなあ、と少しとまどった。


    「う、うん。春山もそろそろ行かなきゃだろ」


    「はい。ツツジの花がら摘つみが終わったら、すぐに行きます」


    　そうか、躑躅はドクロではなく「つつじ」と読むのか！


    「『花がら摘み』って何するんだ？」


    「咲き終えた花を、花がらっていうんです。そのままにしておくと、見栄えが悪いだけじゃなくて、木の栄養を取られるしカビなど病気の原因になるので、摘んでしまうんです」


    「へー、知らなかった。園芸科って、いろんなこと習うんだな」


    「……では、これはご存じです？」


    　そう言うと、春山は少しだけしおれたツツジの花をひとつ取った。長いめしべはがくのところに残っていて、ラッパみたいな花だけきれいに取れるのが面白い。きれいな濃いピンク色が、春山の唇の色と同じだ……と、何気なく思ったそのとき。


    　春山は花を俺の顔のほうへ、スッと差しだした。花びらの根元のところが、俺の唇に「ちゅっ」と触れた。どよどよっ、と朝宮たちがどよめいた。


    　ツツジの花は、ひやり、と冷たい。ほんのり、甘い。俺はびっくりしてたずねた。


    「えっ……な、何だこれっ？」


    「ツツジの花の根元、蜜みつ腺せんがあって甘いんです」


    「この味、花の蜜、ってことか？」


    「そうです。何十個も食べると中毒を起こすんですけど……でもちょっとだけなら、優しい味でわたし好きなので、千石くんにも好きになってほしいなと思って……」


    　春山はたどたどしく、一生懸命にそこまで言ってから、はっと両手で口を押さえた。


    「あっ、いえ！　好きになってほしいというのは、その、ツツジの花のことで……」


    「あ、う、うん。うん、大丈夫、通じてる。わかってる」


    　ふつうに「ツツジを」という主語で聞いていたのに、あらためて訂正されると逆に意識してしまい、俺までつられてしどろもどろになった。


    　そのとき、ずっとざわついていた朝あさ宮みやたちがうんざりした声を上げた。


    「あの～、俺たちすごく、いたたまれない気分になってきたっつーの……」


    「きゃっ！　ほ……ほかに人がいたんですかっ？」


    　春はる山やまが真っ赤になった。集中力があるという長所は同時に、集中するとまわりが見えなくなるという短所でもあるのだ。俺もそうだから、よくわかる。岩いわ橋はしが、死んだ目で答えた。


    「最初からずっといたぜ……」


    「すみませんっ！　わたし、千せん石ごくくんしか見えてなくてっ……！」


    　春山は本気で申し訳ながってそう謝ったのだが、男子たちは胸を押さえてよろけた。


    「うおぅっ、強力な追撃来たっつーの」


    「千石も、つきあってたんなら教えてくれだぜ。無駄に期待持ちたくなかったぜ～！」


    「えっ、あっ！」


    　俺は思わず叫んだ。つきあってるって、そんなふうに見えたんだろうか？　さっきどよめいていたのは、そのせいか？　春山を見ると、真っ赤になってものすごく慌てている。


    「ちっ、ちがいます、つきあってるなんてそんな……ぜったいに違います！　そんなの迷惑です、やめてください！」

  


  [image: ]


  
    　思いっきり否定された。春はる山やまが、補習クラスの狩かり谷や一いち狼ろうのことを好きだったのは俺も知っている。狩谷が二次元にしか興味がないと知って、諦あきらめたけれども。


    　だから力いっぱい否定されても、俺は別段どうとも思わなかった。ただ春山があんまり必死に否定する上に、迷惑とまで言われて、朝あさ宮みやたちのほうが恐縮してしまった。


    「あ、いや、そんな力いっぱいガチ本気モードで否定しなくても……半分冗談で、ノリで言ってただけっつーか……」


    「な、なんか千せん石ごく、ごめんだぜ」


    　気をつかわれて変な気分になる。なんで俺がふられたみたいな感じになってるんだ？　春山も、思いっきり否定したあとでハッと気づいて、


    「す……すみません、千石くん。わたし、そういう意味じゃ、あの……」


    　ものすごく狼ろう狽ばいして、おろおろと目が泳いでいたが、こらえきれずに背を向けると、


    「あっあの、裏手のほうの花がら摘つみがまだでっ……失礼します！」


    　と、猛ダッシュで図書館の裏へ逃げていった。なるほど、これがさっきみんなが言ってた「目が合ったらいきなりダッシュで逃げられる」という状況か。


    「千石、気を落としちゃだめだぜ」


    　岩いわ橋はしが、いたわりをこめて俺の肩に手を置いた。だから、なんで俺がふられたみたいな話になってるんだよ！


    「俺と春山は、別にさいしょから何もないんだからな！　勝手なかんちがいするなよ！」


    　俺はそう言い放って岩橋たちから別れ、さっさと図書館に入ったのだった。


    



    　図書館の中は、ドーナツ状にフロアが積み重なっている。中央の部分は吹き抜けで、ガラスドームの天井から自然の光が採光できる。吹き抜けをつらぬくエレベーターに乗って、俺は最上階・十階にある中央講義室へ向かった。


    　もう補習クラスの面々はそろっていて、講義室の席につき、俺のほうを一斉に向いた。


    「あ、千石くん。こんにちは、いらっしゃい」


    　なぜかホッとしたような表情でほほえんだのは、家政科の安あ心じ院む聖せい歌か。将来の夢はウエディングドレスのデザイナーである。自分の服で多くのカップルを幸せにしたい、と安心院らしい、お節介で優しい夢を持っている。数学の方程式が苦手で、補習クラスに入れられた。


    　おとなしいけれど明るい安心院だが、今日は少し元気がない。俺はプログラムに間違いバグがあると、気になってしかたがない。子供のころから、ゲームプログラマーの父親を手伝って、間違い探しの絵本がわりにバグチェックをするのが好きだったせいかもしれない。だから、「いつもと違う」違和感に気づくと、その原因であるバグを探さずにはいられないのだ。


    「どうした、安心院。今日はなんだか、元気がなくないか？」


    「い、いえ、別にそんなことは……」


    　安あ心じ院むはとまどいながら目をそらした。何だか気になるんだが、聞かれたくないようだ。もっと突っこんで聞きたいが、しつこいか……と迷っていると、安心院の親友・火ひ村むら蛍けい子こが横から状況説明をしてくれた。


    「元気ナッシングどころじゃないぽよ。千せん石ごくくんがなかなか来ないから、聖せい歌かったらマジしょんぼり沈殿丸だったんだよ？　工学科が一番近いのにガチ遅すぎじゃん、十分前行動ってご存じ？　工学科の授業で機械にはさまれてケガでもしたんじゃないかって、聖歌的にはバリ心配でショッキングピーポーマックスだったぽよ！」


    　状況説明してくれているのはいいんだが、半分ぐらいリスニングができない。いつも人の話を聞いていない火村は、長文読解問題が苦手なので、補習クラスで教わっている。だが長文読解どころか、なんか日本語そのものが危険水域に達しつつあるような気がするのだが？


    「なあ、火村。感嘆詞のおかしいやつだと思っていたけど、日本語もおかしなことになってきてないか？　半分ぐらい何言ってるか理解できなかったんだが……」


    「どひーっ、マジで？　入学したてのころに、『淑女レデイの言葉づかいじゃありませんわ』ってシャーリー先生に教きよう鞭べんでお手々ピシッてされて、だいぶ直したつもりなんだけどなあ～。今日から国語の授業が古文になったから、その反動なのかも寝む」


    「かも寝むの使いかた、間違ってるぞ」


    「ということで翻訳するけど、千石くんが遅いから聖歌がしょんぼりしてましたって話」


    　火村が言うと、安心院の顔がかあっと赤くなった。


    「きゃあっ！　蛍子ちゃん、どうして本人の前で言っちゃうんですか、恥ずかしい～！」


    　安心院は火村をぽかぽか殴る。典型的な女の子パンチである、ぜんぜん力がこもってなくて利いてない。ぽかぽかというより、ぽっすん、ぽっすん、みたいな気の抜けた音だ。パンチというより猫がじゃれあってるみたいで、かわいい。いつものニコニコ笑顔はもちろんだが、火村に怒っている困り果てた頼りない顔が存外にかわいくて、心臓がぎゅうっと痛くなった。


    「だってマジでブチ下げ激げきへこみっくすだったじゃん～。本人の前ではっきり伝えてあげたほうが、たぶん千石くんも喜ぶかも寝む～！　千石くんも、聖歌ってけっこう心配性だから、あんま心配させんなでございますわよ～？」


    　火村の日本語が、古文に引っ張られたり古文の反動だったりグチャグチャである。だがとりあえず、お節介な安心院のことだから、本気で心配してたんだろうというのは想像に難かたくない。また胸がちょっと、ずっきんと痛くなった。


    「あ、うん。心配してくれてうれしいというか、ありがとう」


    　素直に伝えると、安心院は耳までまっ赤になり、机ごとくるっと俺に背を向けてしまった。


    「千石くんったら、いじわるです！」


    　えっ？　俺はびっくりしてしまった。


    「ど、どういうことだよ？　なんで礼を言うといじわるになるんだ？」


    　火ひ村むらといっしょにいるうちに、俺まで国語が苦手になったのか？　いや、そんなことより安あ心じ院むにいじわると言われて背を向けられたことが、かなり地味にショックだった。嫌われたんだろうか、今の俺の発言のどこに嫌われる要素があったんだろうか？


    　頭がグルグルしている俺の肩を、英語科の狩かり谷や一いち狼ろうがポンとたたいた。


    「わかる、難しいよな。俺も、フラグが立ったあとの選択肢でけっこうミスる」


    「ひょっとして、恋愛ゲームと同じ次元で語ってないか？」　


    「ははは、二次元と三次元を『同じ次元』だなんて、冗談も休み休み言わないと殺すぞ」


    「殺意の沸点低すぎだろ」


    「覚えておけ、二次元と三次元は幾何学的に見て、まったくちがうんだ。三次元ごときが二次元と同じ次元に立てるとか、妄想もたいがいにしろ」


    　おまえが先に妄想をたいがいにしろ、と言いたかったが、狩谷に話が通じるわけがない。


    　狩谷は英語科に入学したものの、二次元が好きすぎて、大学では理学部数学科へ進路変更しようと思っている。ユークリッド二次元幾何学を究きわめたいらしい。でも英語科では、理学部受験に必要な微分・積分などの授業がない。それで、補習クラスで数学の補習を受けている。シャーリー先生はイギリスでは影かげ月つきの家庭教師をしていた。一人で全教科教えるために、全教科の教員資格を持っている。俺にＲの発音を教えるかたわら、狩谷に数学を教えているのだ。


    　ちなみに三次元に興味のない狩谷が、俺にはわりと親しげなのは、どうしても自分が二次元世界に入れなかったときの妥協案として、ロボッ娘こ嫁を作ってもらいたいらしい。俺から見れば同じ二・五次元のように思うが、狩谷的には二次元が二・五次元に移行した着ぐるみやロボッ娘こはセーフだが、三次元が二・五次元に移行したコスプレはアウトだそうだ。


    「それで、新あらたは結局なんで遅かったのだ？」


    　鉛筆をくるくる指の間で回しながら聞いてきたのは、影月夜よ見みだ。サラサラの長い金髪の頭にツツジの花冠を載せていた。そういえばそういう話をしてた、と思い出して、俺は答えた。


    「あ、うん。工学科でホームルームが長引いたんだ。それから図書館に来るとちゅうで春はる山やまと、ちょっとしゃべってたから」


    「ああ、わたしも野の菊ぎくとしゃべったぞ。花壇の手入れをしていて、声かけたらこれ作ってくれたのだ。野菊はいつも、花をいっぱいくれるからうれしいのだ」


    　影月はツツジの花冠を、得意げに指さした。俺たちと同じ一年生だが、飛び級しているためまだ十二歳で、特待生として物もの部のべ高校に編入してきた。学力は高いのだが、今まで学校に通ったことがなく、ずっと家庭教師によるホームスクールだった。それで一般クラスになじめるようになるまで、補習クラスで基礎学力をつけつつ、慣らし運転中というわけだ。


    　物部高校の校章バッジは専門科によって色がちがうのだが、影月のだけはまっ白である。それは影月がいろんな才能を持っているので、まだどの専門科に属するか決まっていないせいだ。


    　影かげ月つきは「コスチューム・プレイ」の役者として飛び抜けた才能を持っている。通常、演劇におけるそれは、時代劇の服装やセットに応じてその時代の登場人物になりきるものだ。だが影月のそれはただの演技にとどまらず、服装を変えることによって、自己催眠的にアドレナリン分ぶん泌ぴつをコントロールして、人格のみならず知能指数や運動神経まで変化する。つまり影月の才能は衣装の数だけあるわけで、進路が決まらないのも無理はない。


    　そのときエレベーターのドアが開き、シャーリー先生が教きよう鞭べんで手のひらをペチペチしながら、渡り廊下を渡ってきた。


    「はいはい！　皆さん、わたくしが来るまでも補習時間ですわよ？　私語はつつしんで各自自主勉強にいそしむのが、補習クラスから脱出するための最良の策ではございませんか？」


    　長い金髪を結い上げ、白いブラウスに黒いロングスカート。メガネが知的なシャーリー先生は、イギリスにいたころ影月の家庭教師だったらしい。その才能を買われて、理事長が物もの部のべ高校に招しよう聘へいした。リーダーの教師だが、全科目の教員免許を持っているそうだ。


    　影月が頬ほお杖づえをつき、ニヤニヤしながら先生にたずねる。先生は、すました顔で答えた。


    「ベス先生も遅かったのだ。ひょっとしてデートか？」


    「補習クラスの皆さんとのデートが毎日あるのに、殿方のことになどかまけていられませんわ。遅かったのは、電話があったからです」


    「電話って？」


    「詮せん索さくは、淑女のすることではありません。そして、私語は終わりだと言いましたわ。リトルレディは、今日は英文法グラマーの教科書を出してくださいませね」


    　ぴしっ、とシャーリー先生が教鞭で影月の机をたたく。姉妹のように仲良しの二人だが、教師の顔になったシャーリー先生は厳しい。影月も慌てて、カバンから教科書を取りだした。


    「影月はイギリス育ちでネイティブなのに、グラマーの勉強なんて必要あるのか？」


    「ネイティ『ヴ』ですわ、ミスター千せん石ごく。リピート・アフター・ミー」


    　やぶ蛇へびで俺の発音チェックが入ってしまった。慌てて、俺は下唇を噛かむ。


    「フェ……フェイフィヴ」


    「こんどはＶの発音以外の部分が崩壊しましたわね」


    「だってそんな、下唇を噛んだり噛まなかったり忙しく使い分けられないです」


    「そこを努力するのですわ。ついでに日本の英文法は世界最高レベルで難しいので、ネイティヴといえども勉強しなければついていけないのです」


    　ネイティ「ヴ」でも難しい英語なら、俺がＲの発音ができなくても仕方がないんじゃないだろうか。シャーリー先生は、教鞭をぴしぴし鳴らしながら机の間を歩いていく。


    「ミズ春はる山やまが遅れるというのは、先ほどうかがいました。ミスター千石は『Ｒのつく単語』のページの音読を十回。ミズ安あ心じ院むはきのうの続き、二次関数ですわ。ミズ火ひ村むらは『源氏物語』、いいかげん人物相関図を覚えなければ先に進めませんわよ。ミスター狩かり谷やはそろそろ微分方程式に入っても大丈夫ですかしら？」


    「「「「「はいっ！」」」」」


    　理り路ろ整せい然ぜんとしたシャーリー先生の語り口に、俺たちの背筋も思わずシャキッと伸びる。


    　こうして、今日も補習クラスが始まったのだった。


    



    　今日は狩かり谷やが新しい単元に入るため、基本的にシャーリー先生は狩谷を教えていた。影かげ月つきのグラマーは自分で読んで勉強すれば何とかなるとして、問題は安あ心じ院むであった。俺の後ろの席に座っていたんだが、問題集の最後についている解答を見て、思いっきり頭を抱かかえている。


    「うぅーん……また答えが違ってる、どうして……」


    「あじみゅ、わからにゃいとこあるのか？」


    　しまった。俺は振りかえって安心院に声をかけたのだが、Ｒの発音練習からいきなり日本語をしゃべったせいで、舌がこんがらがっている。安心院が吹き出しそうになりながら、


    「千せん石ごくくん、かわいい」


    　と言った。かわいいのは安心院のほうだ、っていうかたいへん恥ずかしい。


    「うげげっ、千石くん、なんかガチやばたんじゃん。ろれつ回ってないかも寝む？」


    　火ひ村むらが俺の口をのぞきこんできた。おまえの日本語こそ、ガチやばたんかも寝むである。


    「らいりょーぶ。Ｒの発音を練習しすぎて、ベロが疲れただけにゃ」


    「なんてひ弱なベロの筋肉！　Ｒの発音が苦手なの、そのせいじゃないのかも寝む？」


    「そうかにゃ」


    「どう思います、ネイティヴの人？」


    　火村が、大学ノートを丸めてマイクみたいに影月にさしだした。影月は真剣に答える。


    「スコットランド・キルトを着てバグパイプをかつげば、英語の発音ができるようになるぞ」


    「どっひー、ガチ参考にならないコメント来たー！　仮装して英語しゃべれるようになるなら、洋服着てる人はみんな英語ペラッペラだっての」


    「仮装ではないぞ！　コスプレとはコスチューム・プレイ、外見を役に合わせることで身も心もまったくの別人に化ける歴史演劇の技法だ。ロンドンの王立演劇学校にも衣装科があるぐらい、コスプレは由緒正しいのだ。ちなみに王立演劇学校の卒業生には、高名な映画監督リチャード・アッテンボロー男だん爵しやくや、アンソニー・ホプキンスもいるぞ」


    　芸能にくわしくない俺でも、イギリスでは映画俳優より舞台俳優のほうが格が上とか、そのていどは知っている。映画ならＣＧで何でも再現できるけど、実物の衣装や大道具・小道具だけで時代を完かん璧ぺきに再現するのは難易度が高いからかな？　とはいえ、バグパイプをかついでＲの発音ができるとは思えないし、何よりＲの発音よりバグパイプのほうが難しい気がする。


    「そして演劇学校では滑舌をシャキシャキにし、美しく明めい瞭りような発音で、ピンマイクなしでも劇場のすみずみに聞こえる声を出せるよう、舌のストレッチ体操をするそうだぞ」


    「あっ、なるほど！」


    　安あ心じ院むは両手をぎゅっと握って、目をキラキラさせながら俺を見つめてくる。


    「Ｒの発音をするには舌を巻くので、ストレッチ体操をすれば筋力と柔軟度がつくんですね。千せん石ごくくんのＲ、それで克服できるんじゃないでしょうか？」


    　さっき「いじわる」と言われて背を向けられたのがショックだった俺は、安心院がいつもどおり話しかけてきてくれたので、なんだかホッとした。俺が複雑な表情をしてるのに気づいたのか、安心院はちょっと恥ずかしそうに鼻の頭を人差し指でコロコロッと撫なでた。


    「あっ、あの……さっき、いじわるだなんて言ってすみません。恥ずかしくて、つい」


    「えっ？　あ、いや、いいよ、俺、別に気になんかしてないし！」


    　すると、狩かり谷やを教えていたシャーリー先生が教きよう鞭べんで自分の手のひらをピシッとたたいた。


    「ミズ安心院、他人のことよりご自分の勉強に集中してください」


    「あっ、す、すみません！　でも、絡まった糸の解き口が見えたんです。わたし、ちょっとしたほころびでも見つけたら直さなきゃ気がすまないんです。だって、ほころびは放っておくと、どんどん広がって、最後には直せなくなってしまうから。早期発見、早期補修が一番です。ということで夜よ見みちゃん、その舌ストレッチというのはどうやるんですか？」


    　自分のことをほったらかしで、安心院はつくづくお節介である。シャーリー先生は、しかたないなというようにため息をついた。影かげ月つきが、自分の口を指さして答えた。


    「舌を思いっきりのどのほうに反り返らせ、舌の先をのどちんこにくっつけるようにするのだ。それから舌をふくらませるようにして、『Ｒ』の発音を練習するのだ。こうして舌を鍛きたえれば、発音がきれいになるし、『Ｒ』も上手になるのだ」


    「ろ、ろうら（こうか）？」


    　俺は言われたとおりにやってみたが、舌の裏の筋が切れそうにピリピリして、けっこうきつい。そのとき、


    「ふぎゃああああっ、夜見ちゃん！　女の子が白昼堂々そんな下品な単語を口にするなんて、マジ勘弁つかまつるかも寝む～！」


    　火ひ村むらが慌てて影月の口を手でふさいだ。影月はフゴフゴしながら不服そうに反論する。


    「もがもが。Ｒのどこが下品なのだ。もがもが」


    「だって、下をふくらませるとか……」


    「舌だ。タング」


    「あっ……」


    　かああっ、と火村が真っ赤な顔を両手で押さえた。


    「やばっ、マジでショッキングピーポーマックス！　うっかり聞き間違えちゃって、そうだ『のどちんこ』が悪いのよ、それで引っぱられちゃったのよ！」


    「蛍けい子こ、思春期まっただ中だな……」


    　影かげ月つきの目が冷ややかだ。そのとき鋭い風音がして、火ひ村むらの髪に何かがぷすっと突き立った。


    「痛ぽよ！　な、何が飛んできたのかも寝むっ？」


    　火村がポニーテールをごそごそすると、チョークがポトリと落ちた。狩かり谷やに微分方程式を教えていたシャーリー先生が、チョークをずらっと手に持って、怖い顔でこっちをにらんでいた。


    「勉強を教え合うのは学友として立派な心がけ、しかし少々騒々しすぎですわ。そしていつも言っていますが、ミズ火村。淑女レデイたるもの、正しい日本語をお使いなさいませ」


    　怒って大きく息を吐くと、ブラウスに包まれた、メロンのような大きな胸がたゆんと揺れる。


    「ひゃわわっ、気をつけます！　でも古文が、古文が悪いんですー！　かも寝む！」


    「っていうか、そのチョークはどこで使うんですか」


    　叱しかられている状況下であるとわかっちゃいるが、俺は気になるとつい質問してしまう。だって、講義室で使ってるのはホワイトボードなのに。


    「ミスター千せん石ごく、相変わらず細かい間違い探しが気になるようですわね。〝When in Rome, do as the Romans do.〟ということわざがありますでしょう？」


    「フェン・イン・ローマ、ドゥ・アズ・ザ・ローマンズ・ドゥ？」


    「ゥルルルゥォーオマッ！　Ｒの発音を心がけるのですわ、ミスター千石」


    「す、すみません」


    「直訳すると『ローマにいるときは、ローマ人がするようにせよ』。和訳すると『郷に入っては郷に従え』ですわ。このチョークは、ジャパニーズティーチャー伝統の秘技『チョーク投げ』のために購入したのですわ」


    　わざわざ投げるためにチョークを買ったのか……コスプレ大好きな影月とつきあいが長いだけあって、シャーリー先生もわりと形から入るタイプかもしれない。


    「それチョークでなきゃだめなんですか。ホワイトボードマーカーを投げてもいいんじゃ」


    「ホワイトボードマーカーは重いから、当たったら痛いでしょう。それにチョークはスルッと指から離れるので、投げるときに引っかからなくてコントロールがつけやすいのですわ」


    「ああ、野球のピッチャーがマウンドで使ってる、あの白いすべり止めの粉みたいな効果ですか？」


    「イギリスでは野球人口が少ないのでよく存じあげませんが、器械体操選手が使っていますわ。黒板用チョークは炭酸カルシウムで、すべりどめのチョークは炭酸マグネシウム、ちょっと違いますが効果は似たようなものですわ」


    　シャーリー先生は、チョークがついた手をハンカチで拭ぬぐった。影月が、はっと口を開く。


    「炭酸カルシウムとか炭酸マグネシウムとか、どこかで聞いたなーと思ったら野の菊ぎくがこの間使っていたぞ。花壇に白い粉を混ぜていたのだが、植物にすべり止めをしてどうするのだ？」


    「それはすべり止めではなく、土壌改良剤ですわ。植物をずっと育てていると土が酸性になって肥料の吸収が悪くなるので、中和していたのだと思いますわ。ふつうは石せつ灰かいを使うのですけど、同じものですからチョークの粉でリサイクルしてもよいのですわ」


    　へー、と火ひ村むらが珍しく興きよう味み津しん々しんで話を聞いている。


    「ふむふむ、リサイクルかあ。黒板消しクリーナーの粉、大量に出ますもんね……使えるかも」


    「蛍けい子こちゃん、園芸に興味があったんですか？」


    　安あ心じ院むが首をかしげる。


    「いや、園芸じゃないの。また今度、作って補習クラスに持ってくるからお楽しみに」


    　鉄板焼きレストランを開くのが夢、とつねづね言っている火村が「作ってくる」ということは、何かの料理だと思うんだが、チョークの粉が材料という時点ですごくアウトな気がする。補習クラスに持ってくる日が、全然楽しみじゃないんだが……。


    　影かげ月つきが、ガラス窓の外に目をこらして、そわそわした様子でつぶやいた。


    「リサイクルの土壌改良剤の話、野の菊ぎくに教えたら喜ぶかな。花壇の仕事、終わるころだろうか？」


    「わたし、見てきましょうか」


    　安心院が気をきかせて言った。シャーリー先生は少し考えてから、首を横に振った。


    「いえ、もう少し待ちましょう。補習も大事ですがあくまでも補助的な学習であって、専門科の学習が優先ですから、急がせてしまってはいけませんわ。それよりもミズ安心院は、ミスター千せん石ごくの発音のほころびはともかく、ご自分の二次関数のほころびは直せていますか？」


    「あっ……は、はい、それが……」


    　安心院の声が小さくなる。シャーリー先生が安心院の席に来て、ノートをのぞきこんだ。


    「それが、二次関数の『ｙの変化量』が、何度やっても合わないんです……」


    「聖せい歌かって、中学時代からずっとそこガチ……じゃなくて、たいへん、鬼門みたいよね」


    　火村が口をはさんだ。安心院は恥ずかしそうに肩をすぼめる。


    「『ｙの変化量』なら、計算すれば簡単に出るじゃないか」


    　俺は当然のように言ったのだが、安心院は首を横に振る。


    「計算してるのに、答えがどうしても合わないんです」


    「ｘに数字を代入するだけなのに、合わないはずないじゃないか」


    「わたしもそう思うのに、合わないんです」


    　安心院は困り果てて、泣きそうだ。俺と安心院の間に、先生が割って入った。


    「ミスター千石。あなたがどうしてもＲの発音がわからないように、『わからない人』というのは『わからないところがわからない』のですわ。あなたの言い方を借りれば、バグっているところがわからないのです。プログラムがバグっているのだから、どんなに解き方を教えても間違った答えしか出てきません。ですから、まずバグを探さなければいけないのですわ」


    　先生のことばに俺はハッとし、安心院はホッとしたようだった。たしかに先生の言うとおりだと思った。わかってる奴に教えるのは簡単だ。わかってない奴に教えるには、まずバグを探さないといけない、そのための補習クラスなのだ。先生は安あ心じ院むに優しく問うた。


    「ということで、最初から順序立てて、ほころびを探していきましょう。ミズ安心院は、どのように問題を解きましたか？」


    「は、はい……たとえば、この問題です。『y=[image: ]で、ｘが-1から３増加したとき、ｙの増加量はいくつでしょうか』」


    　安心院はノートを指さした。横から安心院のノートをのぞくと、答えの部分に「３」と書いてある。あっ、と俺はその間違いに気づいて口を出した。


    「３じゃないぞ、安心院。それ４じゃないか」


    「そうなんです。解答にも４って書いてあって、どうしてそうなるのか……」


    　ずいぶんこじれてしまっているようで、安心院は困り果てている。シャーリー先生は、にっこり笑ってホワイトボードマーカーを安心院に手渡した。


    「大丈夫ですよ、ミズ安心院。焦あせらないで、落ちついて最初から説明してください。まず、どういう計算をしましたか？」


    「はい、あの……」


    　安心院は立ち上がり、ホワイトボードに向かって計算式を書いていく。どんなふうに解くのか、俺たちも自習の手を止めて注目してしまう。


    「ｘが-1のとき、ｙは１。ｘが３増加したら２なので、式に代入するとｙは４。4‐1だから、３……の、はずだと思うんです。わたし、よく移項のときにプラスマイナスを間違えるんですけど、この問題は移項は関係ありませんよね？　なのにどの問題も、わたしの答えよりも変化量が多くなってるんです」


    「うん、３で合ってるのではないか？　計算、全然間違っていないぞ？」


    　影かげ月つきも自分のノートで検算しながら発言した。いや、なんでこれを３だって思えるんだ？　グラフで考えれば、そうじゃないことはまるわかりじゃないか？　安心院がなんで引っかかってるのか俺は理解できなかったが、シャーリー先生は納得したようにうなずいて言った。


    「いいえ、それでわかりましたわ。ミズ安心院は、『二次関数のｙの変域』の概念にバグがあるのです。ついでにリトルレディも同じところで間違っていますので、注意してください」


    「変……域？　というのは、何なんですか？」


    　安心院はその単語がすぐに理解できなかったようで、きょとんとしている。


    「なになに、二次元の『愛の聖域』？」


    　狩かり谷やはもっと理解していない、というか理解するつもりがまるっきり皆無っぽい。


    「ミスター狩谷。おちゃらけて人をからかっていないで、自分の勉強に集中なさい」


    　すぱーん、と狩谷の頭に真正面からチョークが飛んだ。素晴らしいコントロールである。シャーリー先生はチョークで汚れた手を再びハンカチで拭ぬぐいながら、安心院に説明した。


    「変域というのは、変化する範囲のことです。この問題でｙの変化する範囲を、ミズ安心院は『１から４』だと考えていますね？」


    「はい。計算すると、そうなりますから」


    「たしかに数字だけ見ていると、そうかもしれません。けれども、二次関数のグラフというのはこうなっているのです」


    　シャーリー先生はホワイトボードに、山形の放物線を描いた。


    「二次関数のグラフは放物線、つまり物を放ったときに描く軌跡と同じ形になっています。ということで、このチョークを放ってみましょう」


    　シャーリー先生はチョークを一本、天井近くまでぽーんと放りあげて、またキャッチした。


    「さあ、このチョークはどこからどこまで移動しましたか？」


    「え？　先生の手から、天井までですけど……」


    　なぜそんな当然のことを聞くのだろう、と安あ心じ院むは首をかしげる。だが俺はそのとき、先生が何を言いたいのか、そして安心院のバグがどこにあったのかを理解した。


    「そうですか？　チョークはさっきと同じ、まだわたくしの手の中にありますよ？　全然移動していないのではありませんか？」


    「だってその途中で、上に放ったじゃないですか？　それでチョークは天井まで……」


    　安心院がチョークの軌跡を指で示しながら訴えていたが、ハッと目がまるくなった。


    「あっ……もしかして、わかったかも……！　わたし、最初と最後だけ見て、途中を見てなかったってことですね？　ｘが-1から２まで増えているから、わたしはｙも１から４まで増えていると思ったけれど……二次関数のグラフは放物線を描いて、ｙは途中で０まで減少してから４まで増えてる。だからｙの変化量は４になるんですね？」


    「そうです。一次関数を先に勉強しているせいで、『ｘが増えるにともなってｙも増える』という思いこみができてしまう人がいるのです。思いこみはバグのもとですが、思いこみというのは個人の感覚ですから、すぐ理解できた人にはどうしてわからないのかがわからないのです」


    　シャーリー先生の言うとおりだ。俺は最初から二次関数は放物線のグラフで考えていたので、ｘが０のときｙも０になるなんて当然だと思っていた。


    「わたしも、ずっとそうでした。さっそく何問か解いてみます！」


    　安心院は急いで自分の席に戻ると、鉛筆を取った。まるではじめてもらったおもちゃで遊びたくてたまらない子供みたいに、解かずにはいられないみたいだ。大丈夫かな、と俺は振りかえって安心院がノートに計算してるのを見る。それまでの安心院のノートは計算式しかなかったが、新しく書いた部分には二次関数のグラフが描かれていた。そして安心院は問題集の最後の解答を見て、ぱあっと目を輝かせた。


    「ぜんぶ合ってる！　よかった、やっと二次関数がつかめました！」


    「ひょっとして、安心院は今まで二次関数の問題を考えるときグラフを使ってなかったのか？」


    　確認のため聞いてみると、安心院はこくりとうなずいた。


    「はい。計算問題ですから、数字で計算していたんです」


    「そうよねー、問題に『グラフを書け』って書いてなきゃ、わざわざグラフなんか書かないわよね。あたしも二次関数、いつも三分の一ぐらい地味に間違ってたんだけど、たぶんこの一度へこんだり出っ張ったりする範囲の変域で間違ってた気がするわ」


    　火ひ村むらも安あ心じ院むのノートをのぞきながら、そう言った。


    　俺は場所を教えられると頭の中で地図を描くんだが、姉と七なな緖おはよく駅で「いつもと違う出口から出ると、どっちに行けばいいのかわからなくなる」と言っている。どの出口から出たって東西南北の方角は同じなのに変なことを言うなあと思っていたが、ひょっとして、頭の中で図を描かないタイプの人はけっこういるのかもしれない。


    　シャーリー先生が、安心院にたずねた。


    「けれどミズ安心院、ドレスの型紙を作るときに計算するでしょうに」


    「型紙の補正計算は、決まった方程式に数値を代入するだけなんです。一次関数を補習クラスで教えてもらって、やっと型紙の補正も難なくできるようになって、油断していた矢先の二次関数だったんです……」


    「なーるほど。勉強ってよく『結果だけ見るのではなく、過程が重要だ』と言われるが、二次関数はまさにそれなのだな。推理小説を読むときみたいに、冒頭とラストだけ読んで途中経過をすっ飛ばしてはいけないのだ」


    　影かげ月つきは深々とうなずいた。前半部分は納得だが、後半部分は、いやいや推理小説を読むときも途中経過をすっ飛ばしてはいけないと思うのだが？


    「そのとおりですリトルレディ、That’sザツツ・ rightライト。そしてミスター千せん石ごく、リピート・アフター・ミー」


    　いきなり質問を振られて、俺は焦あせった。


    「えっ……ザ、ザッツ・ライト」


    「ゥルルァイトッ。ミスター千石もがんばってくださいね」


    「は、はい……」


    　安心院は二次関数をつかめたようだが、俺はまだＲの発音がつかめない。肩を落としていると、安心院が後ろの席からツンツンと俺の背中をつついてきた。振りかえると、安心院は両手を口元に当てて、俺にひそひそ声で言った。


    「大丈夫ですよ、千石くん。Ｒの巻き舌、ちょっとうまくなってましたよ」


    「えっ、ほんとに？」


    　びっくりして聞きなおすと、安心院は親指を立ててウインクした。


    　何だ、このかわいい生き物は。舌ストレッチの効果があったのかもしれないが、自分一人だと全然ブレイクスルーできる気がしなくてへこんで、モチベーションが下がってしまうところである。そのタイミングでさりげなく背中を押してくれる友達というのは、前に進む力になるものだと、俺はしみじみ感じた。今まで友達なんか必要ない、と自分の夢だけ見て、前だけ見てガンガン進んできたけれど、背中を守ってくれるこの安心感を俺ははじめて知った。だから安心して前へ進もう、Ｒの発音を練習しよう。確かめるように振りかえると、計算していた安あ心じ院むが顔を上げて、大丈夫ここにいますよ、と言っているかのようにほほえんでくれた。


    「何なのだー！　さっきから二人で見つめあってニコニコして、わたしがハブンチョにされているではないか！　わたしにも構うのだ、新あらた。グラマーを教えるのだー！」


    　影かげ月つきがムッとして、グラマーの教科書を手に、俺の座っている椅い子すにぎゅぎゅっとお尻を寄せて座ってきた。シャーリー先生に教えてもらえばいいだろうに、理不尽である。そんな影月を安心院が「あらあらまあまあ」と、慈じ愛あいのまなざしで見つめている。


    「なんで同じ椅子に座るんだよ！　せめて机をくっつけて隣に来いよ」


    「えっ、嫁に来い？」


    「言ってない！」


    「新、顔が真っ赤なのだ～。か～わゆ～い」


    　誰がおまえみたいな子供に、ってムカついた。俺が子供相手に本気で怒らないだろうと高をくくって、調子に乗ってからかってきてるんだろうから、タチが悪い。


    「リトルレディ！　いいかげんになさい！」


    　シャーリー先生が怒って、教きよう鞭べんで机をたたいた。影月は、慌てて両手で口をふさいだ。


    　そのとき、エレベーターが上がってきた。先生が気づいて、目を向けた。


    「ミズ春はる山やまがようやくいらっしゃったようですわ。お疲れさまでしたわね」


    　先生が迎えにいく。そしてエレベーターのドアが開く……のももどかしく、開きはじめた隙間をすり抜けるようにして、春山が駆け出てきた。顔色が真っ青だ。何かおかしい。


    　のん気ぶっこいていた俺たちも、さすがに何か状況がやばいことを察した。緊張が走る。


    「助けてください！」


    　春山が叫んで、渡り廊下のところまで迎えに出ていたシャーリー先生の腕の中に飛びこんだ。息が上がり、涙目になっている。豊かな胸の谷間にひそむ小動物のように、かたかたと震ふるえていた。何だか異常事態である。シャーリー先生も困惑していた。


    「どうしたのですか、ミズ春山？」


    「ツツジの手入れをしていたら、知らない人がいたんです」


    「知らない人？　学校関係者じゃなくて？」


    「外国の人です、黒ずくめでサングラスで、とても怪しくて……。顔を見ないようにしていたら、急にわたしのほうにすごい速さで歩いてきて……！　怖くて図書館の中に逃げこんだら追いかけてきて、ちょうど目の前でエレベーターが開いたので飛びこんで……！」


    　春山は震えて立っていられなくなったのか、床に座りこんだ。


    「大丈夫ですか、野の菊ぎくちゃんっ？」


    　女子たちが心配して、春山を取りかこむ。


    　俺が顔を上げると、狩かり谷やがまったく同じタイミングで顔を上げた。俺たちの視線が合った。


    「盗撮犯が出て以来、校内に不審者がそうたやすく入れるはずはないんだが……」


    「そいつは『たやすい敵あいてじゃない』って意味だな。俺のロボッ娘こ嫁のお義と父う様に何かあっちゃ困るから、いっしょに行くぜ」


    　俺と狩谷は、エレベーターのほうへ渡り廊下を走った。シャーリー先生が、慌てて叫んだ。


    「ミスター千せん石ごく、ミスター狩谷！　危険ですわ、警備員ガードマンを呼びますからここで待機してください！」


    「ほっといて逃げられてまた来たら、春はる山やまがもっと危険じゃないですか。行ってきます！」


    　俺がそう言うと、春山がびっくりしたように顔を上げて俺のほうを見た。


    「ひゅー。さすが俺の未来のお義父様、かっこいいー」


    　今春山が降りたばかりのエレベーターに飛びこんで、狩谷が口笛を吹きながら「下」のボタンを押した。ガラス張りのエレベーターが、図書館の階層を下がっていくのももどかしい。


    　それに、ほかの誰かが危ないよりは、俺が危ないほうがずっとマシだ。歩道橋から落ちた姉の姿を見たとき、俺は心からそう思ったし、同じ後悔を繰り返したくないのだ。


    「ま、一番危ないのは、この狩谷一いち狼ろう様を敵に回した不審者だけどな。↑→↓←ＲＬＲＬのコンボ技をたたきこんでやるぜ！」


    　狩谷のセリフにちょっぴり不安を感じつつ、エレベーターは一階に着いたのだった。

  


  
    



    ２章　図書館の地下に睡ねむるは幻の……


    



    　俺と狩かり谷やは、図書館の外に出た。花壇のむこうに黒ずくめのスーツとサングラスの男がいて、キョロキョロしながらウロウロしていた。不審な動きだし、校内は関係者以外立ち入り禁止だ。


    　男は背が高く、ワシ鼻で、口ひげがあった。見た感じ五十代半ばぐらいの白人だ。英語で話しかけなければ……Ｒの発音に気をつけなければ。Ｒ、Ｒ、Ｒ……。


    「フーアムアイ？」


    　俺はそいつに声をかけた。そいつはびっくりしたように俺に顔を向けた。


    「ケディブ？」


    「ケバブならここじゃなくて、駅前商店街で売ってる。ついでに俺は英語が苦手だし、郷に入っては郷に従えだから、外国人が日本に来るなら日本語をしゃべるべきだと考えている」


    「ケディブ？」


    「だ、だから……フェン・イン・ローマ、ドゥ・アズ・ザ・ローマンズ・ドゥ……」


    「ゥルルルルルルゥォーオマ？」


    「これでも、せいいっぱいＲの発音をがんばってるんだ！　だからもう日本語で言わせてもらう。敷地内は関係者以外立ち入り禁止だ、不審者は警察に通報するぞ！」


    　俺は開き直って、思いっきり日本語でどなった。狩谷が、ひそっ、とつぶやいた。


    「千せん石ごく、この状況で非常に言いにくいんだが……おまえ『わたしは誰ですかフーアムアイ』って言っちゃってるぞ」


    　はうあーっ！　発音に気をとられて、苦手じゃないはずの文法を間違えてしまった！


    「これじゃ、客観的に見て俺のほうが不審者じゃないか～！」


    　俺が悶もん絶ぜつしているすきに、男は困惑したように首をひねりながら逃げだした。


    「あっ、待て！」


    　狩谷が追いかけた。逃げるってことは、怪しいってことである。俺もつづいた。


    「けっこう速いな、脚が長いからかな。これは、逃げられちまうかも」


    「よし、これ使ってみよう」


    　俺は走りながら、上着の内ポケットから小さな空気圧ピストンを取りだした。今日の工学科でのリニアサーボアクチュエータの授業のとき、机の下でコソコソ内職して作っていたのだ。


    「何だそりゃ。でっかい注射器？」


    「空気圧ピストン。人間の関節液みたいなクッション効果で耐荷重以上の負荷がかかっても破損を防げるし、バッテリーを小型化できるから狭いところで長時間動くロボットスーツに……」


    「長い！　不審者が逃げちまうぞ。一文でまとめると？」


    「机の下で内職してたからシリンダーの強度計算がバグった」


    　ピストンの底についているポンプのスイッチを入れると、トトトトトッと軽い音を立てて空気が圧縮され、圧力をこらえきれなくなったピストンの先端部の部品が、スポーンと外れて飛びだした。さっきの安あ心じ院むの二次関数ではないが、それはきれいな放物線を描いて逃げる男の後頭部にスコーンと当たる。小さくとも重さのある金属の部品である。男は、バタッと倒れた。


    「ごらんのとおり、空気ミサイルになってしまった。家に持って帰って、きちんと部品の強度計算をしなおしてバグ取りデバツグしなきゃと思って、ポケットに入れてたんだよ」


    「悪のマッドサイエンティストの才能あるな。無人戦闘機とかロボット戦争ブームだし、介護ロボ作るよりも高値で売れそうだぜ。そして、美少女型最終兵器ロボットを作って俺にくれ」


    「美少女型介護ロボットじゃだめなのか」


    「ナース服はあんまり好みじゃない。小学校に入る前、親が予防接種を忘れてて、七本いっぺんに打たれたつらい思い出がよみがえるからな」


    「うわー、それは俺もトラウマになるな」


    「っていうか、人の頭に物を投げつけて雑談たれてるとか、どういう神経してるんです！」


    　男はようやく痛みがましになったようで、身を起こしてどなった。狩かり谷やが冷ややかに言った。


    「じゃあ不審者さん、のんびり雑談たれずに警察呼ぼうか」


    「っていうか不審者さん、日本語しゃべれるんじゃないか」


    　俺は男を指さした。男はムッとした表情で立ち上がり、黒いスーツをハンカチではたいた。


    「当然です。権威あるノーブル美術館のオリエント美術主任学芸員として、ほとんどのアジア圏の言語はたしなんでいます」


    「えーっ！　もしかして、ノーブル美術館の人なんですか？　すごい！」


    　狩谷が男を二度見する。男はキザなしぐさでひげを整え、ハンカチを胸ポケットにしまった。


    「そうです、すごいのです。なのに不審者呼ばわりとは、失礼千万ですな」


    　俺は芸術関係にとんと見けん識しきが薄いので、ノーブル美術館というのがどこにあるどんな美術館かも知らない。中学のころ美術の教科書で「ノーブル美術館蔵」という文字を何度か見たような気もするが、どんな絵の説明だったかとんと覚えていない。俺は狩谷にひそひそとたずねた。


    「狩谷、狩谷。ノーブル美術館の人だと、何がどうすごいんだ？」


    「ロボットにしか興味のないおたくは知らないかもしれないが、ノーブル美術館といえばフランスにある世界最高峰の美術館だぜ。とくにキュビズムのコレクションが素晴らしいんだ」


    「キュビズム……？」


    　またわからない言葉が出てきた。俺たちのひそひそ話をノーブル美術館の人は耳ざとく聞きとって、ずいっと割りこみ気味に口をはさんできた。


    「キュビズムとはピカソらが作り上げた、三次元の物体を二次元の絵画であらわした抽象画の形式のことです。たとえば横顔のようだが目が二つついてるような絵は、正面からの視点と横からの視点、立体的な複数の視点を一枚の絵の中で表現しているのです」


    「そういうこと。絵柄はいまいち萌もえないが、三次元を二次元へ移行させようという試みは、まさに俺の理想の芸術なんだ。絵柄はいまいち萌えないけどな」


    　狩かり谷やがうっとりと語った。ノーブル美術館の人は、ほほうとひげを撫なでた。


    「若いのに抽象画のよさを理解しているとは、なかなか見る目のある少年ですな。わたしが不審者ではないとは見抜けなかったようだが……」


    　けっこう根に持っている。俺は頭を下げて謝った。


    「ほんとにすみません。キョロキョロして動きが怪しかったから、つい……」


    「それは迷子になっていたからです。図書館に入ろうとしたら、ガラスの筒みたいで入り口がわからなかったのでね。同じガラス張りの、パリのルーブル美術館のピラミッドの入り口よりもわからない。そこに庭師ジヤルデイニエのマドモワゼルがいたので、道を聞こうかなどうしようかな、こんな上品でオシャンティなロマンスグレーのパリジャンが声をかけて恋に落ちられたら困るな、と距離感をチラチラうかがっていると、突然逃げられてしまったのです」


    　後半に少々納得しかねる部分があったものの、図書館の建物がハイセンスすぎて入り口がよくわからないというのは入学当初、俺も感じた点である。狩谷が不思議そうにたずねた。


    「でも、不審者じゃないならさっき、なんで逃げたんですか？」


    「そっちの小さいほうの少年がフーアムアイとかわけのわからない質問をしてきたので、お近づきにならないほうがいいかなと思ったのです」


    　はうあっ！　やっぱり、むしろ俺のほうが不審者だったのか。俺は深々と頭を下げた。


    「ごめんなさい。英語が苦手で、今勉強中なんです」


    「まあ許しましょう、われわれフランス人も英語が苦手ですからな。ついでにケバブではなく、〟Queditesvousケ・デイ・ヴ?〟と聞いたのです。日本語に翻訳すると『おまえは何を言っとるんだ』とお聞きしたのです。それに黒ずくめのスーツは正装ですし、緯度の高いパリ育ちのわたしの青い瞳には日本の日差しがきつすぎるので、サングラスをかけているのです。それをいきなり後頭部に攻撃とは、無礼にもほどがある。しかしこのArthur Bernard de Corbiere、パリジャンの粋にかけて、根に持たないでおきましょう」


    「アルチュール・ベルナール・ド・コルビエールさん？」


    「否ノン！　わたしの名は、そんな安っぽい発音ではありません。アルゥットゥールルゥッ・ベルゥッナールルゥッ・ドゥッ・コルルルゥッビエーゥルルルルルゥッ！　です」


    　Ｒが多い名前のうえに、フランス語のＲの巻き舌加減は英語の三倍ぐらいある。せっかく安あ心じ院むに、ちょっとだけＲの発音がうまくなったと言われたところで、新たなる壁が立ちふさがった気がした。この人はおそらく、俺の最強の敵にちがいない。


    「とりあえず、コルルルビエールルルさん」


    「すごく投げやりなＲの発音ですな」


    「かいつまんでまとめると誰かと約束があるってことですね？」


    「はウいイ。ホテルを出るときに電話すると、図書館に来るよう言われたのです」


    　そういえば、シャーリー先生が補習クラスに遅れた理由を、「電話があった」と言ってたっけ。


    「ひょっとして、電話した相手はエリザベス・シャーリー先生？」


    「ウイ、そのマドモワゼルです。非常に美しい発音のブリティッシュ・レディです」


    　まちがいない。俺たちはすぐにコルビエールさんを中央講義室へ連れていった。


    



    　シャーリー先生は、事情を聞いてとても驚いていた。


    「申し訳ございません。たしかに図書館の入り口はわかりにくくて、新入生もときどき迷子になっていますのに、想像が至っておりませんでしたわ」


    「あ、あの……わたしが一番最初に不審者だと言ったせいで、皆さんがかんちがいしてしまったんです。すみませんでした……千せん石ごくくんと狩かり谷やくんも、ご迷惑をおかけしました……」


    　春はる山やまが、ぺこぺこと頭を下げた。コルビエールさんは、爽さわやかに笑って言った。


    「ノンノン、マドモワゼルに謝罪させるなどパリジャンの恥、その花の顔かんばせをお上げください。事前に現地を調べてこなかったわたしの怠慢です」


    「で、ウチの高校に何の用なんですか？　ひょっとして、高校生のフレッシュな感性で展示のアドバイスをもらいに来たっていうなら、俺ずっと思ってたことがあるんだ。キュビズムにかぎらず、ノーブル美術館に飾ってる絵は、なんかいまいち萌もえないんですけど」


    　狩谷の意見に、コルビエールさんは笑顔で答えた。


    「黙ってろ、ド素しろ人うと」


    「けっこう口悪くないですか」


    「だが高校生のフレッシュな感性、という部分だけ合っていますよ。ノーブル美術館百周年記念特別展で、さる世界的に有名な画家の個展をするのです。その処女作がこの図書館に秘蔵されている。単なる展示ではなく、その作家性の原点をたどることで、画家のバイオグラフィーを包括し芸術観の理解へとつなげたいのです」


    「この図書館に絵？　それも、有名な画家？　聞いたことないけどなあ……」


    　二次元への嗅きゆう覚かくが鋭い狩谷も知らないのか。それじゃ、やっぱり姉が言っていた「幻の絵」なんてないんじゃなかろうか……と、思っていたら、火ひ村むらと安あ心じ院むが食いついてきた。


    「あっそれ、聞いたことある。家政科の先輩がそのまた先輩から聞いたって話」


    「わたしも知ってます。すごく大きな絵で、キャンバスが売ってないから自作したって」


    「そうそう、それで家政科が材料探しをたのまれて、幅広の帆布の布地を作ってる紡績工場をみんなで手分けして探したって聞いた！」


    　二人の情報が、姉の七不思議レベルに比べてすごく詳しい。


    「えっ……それって家政科に伝わる都市伝説とかじゃなくて、わりとほんとだったのか？」


    「いえ、でも図書館にあるはずなのに、そんな大きな絵を見たことないから、蛍けい子こちゃんと変だなって言ってたんですよ」


    「いいかげんなあたしはともかく、ちょいとしたほころびも気になる性格の聖せい歌かが、けっこう図書館中探して見つからなかったんだから、ガセだったのかなって話してたんだけど」


    「ノン！　そんなはずはありません。この図書館にあるはずなのです」


    　コルビエールさんは、力をこめて言った。


    「じつは、絵の存在は最近までわからなかったのです。作者自身が、『過去ではなく進化しつづける現在の自分の芸術を見てほしい』というコンセプトで、その存在を秘密にしていた。しかし、展示に向けてわたしはどうしても、作者の芸術の変遷からその原点をつきとめたかった。いろんな化石から、生命のはじまりをつきとめるように、です」


    　俺は芸能も芸術もわからないが、コルビエールさんが熱い情熱をもっていることはわかる。


    「情報が残っていないため、世界中の新聞や美術雑誌のバックナンバーを調べました。するとアメリカでデビューした直後のインタビューで、少しだけ語られていたのです。最初に描いた大きな作品は、母校の図書館にある、それが作者の芸術にたいへん大きな影響を与えた転換点だったと。その母校とは、『ものづくりのプロフェッショナルをつくる』を校訓としていると」


    「うちだ」


    「しかし、その後の制作歴では、いっさいその『はじまりの絵』のことは消えています。アメリカに渡って、その画力でブロードウェーの劇場の大道具係になった……彼女のバイオグラフィーはそこから語られはじめています。日本でのことは、まったく闇やみの中なのです」


    「ノーブル美術館の記念の個展をやるのが、物もの部のべ高校出身の画家だってこと？　すごい！」


    　火ひ村むらはがぜん興奮していた。狩かり谷やも、少し前のめりになっている。


    「日本のアニメとか漫画とか、パリに専門店があって大人気だって聞いたことあるけど、ひょっとして個展ってそれ系ですか？　俺好みの萌もえ絵師さんだったらいいなぁ～」


    「ノン。残念ながら、貴殿は『やっぱノーブル美術館の絵は萌えねーな』と言うでしょう」


    「がっかりだぜ」


    「しかし作者本人は萌えるっちゃ萌える、というのもつけ加えておきましょう。作者の容姿は芸術と切り離して考えねばならないのだが、パリジャン心がくすぐられるエスニックなオリエンタル美女であることは隠しようもない事実ですからね」


    「その画家は女性なのか！　女性で東洋人で、芸術の都パリで認められるとは、圧倒的な才能だ。さすがおじい様が創立した物部高校、世界に通用する優れた人材を輩出しているのだな」


    　影かげ月つきは誇らしげだ。生意気そうだけど、けっこうおじいちゃんっ子なのかもしれない。


    「ブロードウェーの大道具係、と言っていたな。わたしも演劇には興味があるのだ、とくにコスチューム・プレイには」


    「まさに彼女が得意としていたのが、コスチューム・プレイ用のリアルな背景画ですよ。まるで本物のギリシアやローマ時代の宮殿がそこにあるようだ、と評判になりましてね」


    　コルビエールさんの説明を聞いて、影かげ月つきは目を輝かせる。


    「わああぁ～っ、すごいのだ！」


    「しかも劇場の演出家によっては、開演数日前にひょんな思いつきで、演出をガラッと変えてしまうのです。そうすると、大急ぎで背景や書き割りを修正したり、新しく描き下ろさなければなりません。そうすると、当然クオリティーは下がってしまいます。ところが彼女は、素晴らしい速度とクオリティーでその難題をクリアしてしまうのです」


    「根性あるのだ、えらいのだ」


    「ブロードウェーに出ていた、ある有名な俳優が練習中にそれを見かけて、とある興行を思いついたのです。アメリカでは、アクロバットやスタントの見世物が人気でしてね。ハリウッドのプロ・スタントマンも、よく副業でそういうのをやっている。そこで、彼女の素早くクオリティーの高いペインティングを、アートライブとして企画したのです」


    「おお、何だかサクセスストーリーの香りがしてきたぞ」


    　影月はわくわくして、両手をぎゅっと握りしめている。


    「もともと彼女は一人で素早く絵を仕上げるため、いちいち足場を組まずに、舞台で書き割りを吊つり上げるためのワイヤーで体を支えて、絵を描いていた。最初のアートライブは、五階建ての小さなビルに壁画を描く仕事でした。命綱をたよりに一流のロッククライマーのような動きで縦じゆう横おう無む尽じんに壁を移動し、あっという間に描きあげるスタイルは、高い評価を受けたのです」


    　コルビエールさんは、話しているうちにだんだん興奮してきた。それと対照的に、なぜかシャーリー先生のテンションがだんだん下がってきている。


    「ただ、パフォーマンスが評価されただけではなかった。大きな絵というのは長時間かけて描くので、絵を仕上げている間に気持ちやテンションが変わってくる。一番最初に表現しようとした作家の情動が埋もれてしまうのです。しかし彼女は一瞬の心の動きを巨大な絵の中に封じこめ、見る者を絵の世界の中に封じこめる。まさにインナーワールドへのトリップ体験です。噂うわさが噂を呼び、マンハッタン・スカイスクレーパー・ビルの壁面に描かれた高さ百メートルの巨大壁画で世界的に評価された。世界の王侯貴族も訪れるノーブル美術館の記念個展を飾るにふさわしい芸術家といえるでしょう！」


    　シャーリー先生は、真っ青になってフラフラしていた。影月が慌てて支えた。


    「どうした、ベス先生！　このヒゲのオッサンの長演説のせいで貧血を起こしたのか？」


    「権威あるノーブル美術館主任学芸員の芸術解説を長演説とは、無礼なマドモワゼルですな」


    　コルビエールさんが影月をにらんだ。狩かり谷やがくちばしをつっこむ。


    「あるある、俺も小学生のとき朝礼で校長先生の話が長くて貧血起こしたことある」


    　シャーリー先生は影月に支えられながら、額ひたいを押さえ、首を横に振った。


    「い、いえ……話が長かったせいではありませんわ。まさか『あの絵』がそんなすごい画家のものだったなんて、知らなかったのです。この図書館といっしょに、そんなすごい絵の管理を任されていたなんて、震ふるえが……」


    「やっぱり『絵』はあるんですか」


    　都市伝説じゃなかったんだ、と俺はたずねた。シャーリー先生派は弱々しくうなずいた。


    「地下一階にありますわ。ミスター理事長トラステイからは、卒業生が描いた絵なので大切なものだ、としか聞いていませんでしたわ。地下の閉へい架か書庫に置いてある、何十万円もする美術全集や貴重な古典の文献のほうが、ずっと高価なものだと……施せ錠じようや見回りのときも、そちらのことしか気にしていませんでしたわ」


    「彼女の主な発表の場はアメリカですから、ハリウッドの日系スターみたいなもので、日本にはまだまだ活躍が伝わってないのですな。ちなみに彼女の絵は、壁画を描く前の小さなラフカットが、老舗のオークションハウス『サウザンド・ビーズ』のオークションで十万ドル。最初に壁画を描いたビルが売りに出されたとき、五十万ドルで購入した小さな中古ビルが、コレクターに五百万ドルで売れたそうです」


    「六億円！　そんなの買ってどうするんだ、いちいち見に行くんですか？」


    　あまりにも気になるのでたずねると、コルビエールさんは答えた。


    「引っこ抜いて自宅の庭に建てなおしたそうですな。彼女のコレクターの庭はどこも、ビルがいっぱい建っていて、ちっちゃい町のようになっているそうです」


    「うへぁ～、さすがアメリカ、スケールがガチで違うわ～」


    　火ひ村むらが目をぐるぐるさせる。


    「それはともかく、ではやはり『絵』はここにあるのですな？　地下一階とおっしゃいましたか、確認のため見せていただいても？」


    「は、はい。ミスター理事長トラステイからも、ご案内するよう仰おおせつかっていますわ」


    　シャーリー先生はショックが抜けきらない様子で、ふらふらしながら俺たちに言った。


    「すみませんが、みなさんはしばらく自習していてください。ミスター・コルビエールをご案内してきますわ」


    「えー、そんなすごい絵、わたしも見てみたいのだ！」


    　影かげ月つきが言った。狩かり谷やと火村たちもうなずいた。


    「俺も見てみたいです、いちおう絵なら二次元だから趣味の範囲ですし。もしかしたら、ひょっとして萌もえるかもしれないし」


    「あたしも、ずっと都市伝説だと思ってた絵が実在するとか、激ゲキ見てみたい！」


    「わたしたち家政科の先輩もキャンバス作りをお手伝いしたなんて、家政科生として誇らしいです。見てみたいです」


    　安あ心じ院むも、おとなしいわりに好奇心は旺おう盛せいだし、俺と同じで一度気になったことは徹底的に気になる性格みたいで、ずいぶん熱心だ。もちろん俺も見たい、姉にも写真を撮ってって見せてやろう。七不思議が実在したと知ったら驚くだろう。


    　ふと、俺は「行きたい」と言ってない奴が一人いることに気づいた。みんなの一番後ろで、ずーっと気配を隠して黙りこんでいた春はる山やまだ。中央講義室に来てからというもの、ほとんどしゃべっていないし、とりわけ俺と目を合わせようとしていないような気がする。図書館に入る前、ツツジの花がらを取っていたときは、はじめて会ったときに比べてずいぶん打ち解けた感じだったのだが……。今ははじめて会ったときよりも、まだ態度が硬い気がする。コルビエールさんのことで、俺たちに無駄足を踏ませる形になってばつが悪いんだろうか。


    　春山がずっと黙っているのを火ひ村むらも気にして、声をかけた。


    「野の菊ぎくもいっしょに行くでしょ？　地下一階はふだん入れるところじゃないし、この機会に見ておかなくっちゃ損よ」


    「い、いえ……わたしは、その、ここで自習しているのでいいです」


    　春山は数歩後ずさって、俺と目を合わせずに言った。安あ心じ院むが俺の横に来て、春山を誘う。


    「だって野菊ちゃん、フラワーアレンジメントやガーデニングって、植物を使った芸術じゃないですか。勉強になるから、見ておいたほうがいいと思います」


    「うん、写真と本物って色彩とかぜんぜん違うんじゃないかな」


    　俺もがんばって誘ってみたが、するとますます春山は後ずさり、てこでも動かないと意い思し表ひよう示じするかのように、席についてしまった。


    「いえ、いいんです……。わたしはみなさんほど芸術に詳しくないですし……」


    　これはやっぱり、微妙に、俺が避けられているような気がしないでもない。目を合わせようとしないし。何か悪いことでもしたかなと思ったが、それを本人に聞くというのもデリカシーがない気がするので、そっとしておいたほうがいいのかもしれない。なので俺は、それ以上春山を無理に誘わずに、地下一階へ行くことにしたのだった。


    



    　俺たちは、ひとまず一階に降りた。エレベーターから出たところで、コルビエールさんは不思議そうにきょろきょろしていた。


    「ム？　ここが一階ですか？　ムムム？」


    　コルビエールさんはきょろきょろして首をかしげている。ちょっと迷子っぽくなったのかな、と思って俺は玄関のほうを指さし、教えた。


    「玄関があるんだから一階ですよ、ほら」


    「……あ、ああ。ウイ、理解しました。どうも」


    　コルビエールさんは納得したようにうなずき、シャーリー先生のほうに視線を向けた。


    「ということは、マドモワゼル・シャーリー。どうしてこの階で降りたのですかな？　絵は地下室にあるはずでは？」


    「はい。人間用のエレベーターは地上部分にしかないので、地下の閉へい架か書庫は階段で下りるのです。閉架書庫は司書長しか鍵かぎを持っていませんから、来られるまで少しお待ちください」


    「ほう？　地下にはエレベーターがつながっていないのですかな？」


    「はい。一般生徒がめったに使う場所ではありませんし、書庫の入れ替えのときに司書が入るだけです。ですから、防犯のためエレベーターはなく、階段のみの設計になっているとミズ司書長にうかがっていますわ」


    「ウイ、ウイ。一般生徒が立ち入らない場所に飾られているのですか。それは安心ですな。人間が出入りするところは、どうしてもホコリやカビなどが入りこみ、絵が傷いたみやすいのです」


    「そんな神経質な管理が必要なぐらい、その絵ってお高いんですか？」


    　火ひ村むらが直球の質問をした。値段を聞くなんて失礼だと思うが、さすが火村である。


    「世界にひとつしかない処女作ですからなあ。サウザンド・ビーズ・オークションハウスのオークショナーの見立てでは、一億ドルは下らないとか……」


    　その瞬間、シャーリー先生が何もない床でずでーんとコケた。


    「わー！　ベス先生、しっかりするのだー！　けっこうドジッ娘こなのだから、足もとには注意するよういつも言ってるのだー！」


    　影かげ月つきがシャーリー先生をゆする。シャーリー先生は、完全に血の気が引いていた。


    「す、すみません、リトルレディ……ドジッ娘こではなく、思わず動揺して足もとがふらついたのです。一億ドルの絵をわたしが管理していたなんて……はうううう……」


    　ショックが大きすぎて震ふるえが止まらないらしい。そんな絵があると知ってしまったら、まじめなシャーリー先生はずっと緊張しっぱなしで補習クラスも授業にならないだろう。とっととノーブル美術館に運んでいってほしいものだ、と思った。


    



    　少し待っていると、司書長が玄関近くの受付窓口のほうからぱたぱたと走ってきた。手には、たくさんの鍵かぎがじゃらじゃらとついた鍵束を持っている。


    「お待たせいたしましたわ、レディ・シャーリー。閉へい架か書庫の鍵は何重にも鍵をかけた金庫に保管してあるので、開けるのに手間取りますの」


    　司書長はまんまるっこいメガネをかけた小柄なおばあさんで、魔女のように目つきが鋭い。たいてい一階の貸し出し窓口の奥のほうに座っているので、近くで見るのははじめてだ。


    「わざわざお呼びたてしてすみません、ミズ司書長」


    「いいのですよ。閉架書庫の鍵は、わたししか開けられない決まりですからね」


    　しゃがれた声でそう言うと、司書長はロングスカートと、冷えるのか肩にかけた長いショールをひきずりながら、入り口と反対側の図書館の奥のほうへ歩いていった。


    　後をついて、森のように林立している本棚の間を抜けていくと、一番奥の本棚と本棚のあいだに、一枚のドアがあった。ドアと壁に同じ壁材が貼られているから、パッと見ると、四角い金属の枠があるだけにも見える。わざとわかりにくくしてあるんだろう。


    　ドアノブはなく、電磁錠がついていた。地下への階段が、一階から上のらせん階段と切り離されているということは、この鍵かぎを開けないかぎり、地下書庫には入れないようだ。そしてその鍵を持っているのが司書長だけということらしい。


    　司書長は「後ろを向いてなさい」と俺たちに言った。言われたとおり後ろを向くと、鍵を回すガチャガチャした音につづいて、解錠番号を打ちこむボタンの音が聞こえた。すると、ピーッと音が鳴り、ドアがゆっくりと開いた。


    「鍵と暗証番号のダブルロックですか。これは、ますます安全性が高いですな」


    　コルビエールさんが感心した。


    「閉へい架か書庫には価値のある本があります。盗っ人が来ないとも限りませんからね」


    　ドアの奥は少し踊り場になっていて、そこから階段を下りていく。最後にシャーリー先生がドアを閉めると、カチャッと自動的に鍵がかかった。コルビエールさんは驚いて振りかえる。


    「オートロックですか。内側からは開くのですかな？」


    「いいえ、もし泥棒が入っても外へは逃げられないように、開かないようになっていますわよ。だからわたしとはぐれると外に出られませんので、ご注意なさってくださいね」


    　司書長が言った。何だか厳重すぎて、泥棒でもないのに緊張してしまう。


    　閉架書庫の階段は地上と同じように建物の外周にそったらせん状だった。ただ地上とちがうのは、土の中なので壁がガラスではなく、コンクリートで外も見えないところだ。


    「ここが地下一階です。『広場アゴラ』と名づけられているフロアで、書庫の入れ替えをするときの作業室として空けてあるのですよ」


    　階段から地下一階に入るときにも、鍵とプッシュボタンが必要なようだった。司書長はドアを開けて、俺たちに中に入るよううながした。


    



    　地下一階の「アゴラ」は、司書長が言うように何も置かれていない、がらんと広いロビーだった。一フロアぶんまるごとの円形の空間で、壁には階段に出るためのドアが一枚。それと、円形の壁は真っ白い、漆しつ喰くいのような壁材が塗られ、古代ギリシャ建築の柱が三メートルおきに、壁に半分めりこんで並んでいた。俺はこの柱を知っている。


    「エンタシスだ。建築工学のときに習った、柱の下の部分を太くすることで荷重を分散させて重い石の屋根を支えるんですよね？」


    「そのとおりです。アゴラとは古代ギリシャで哲学などの講義が開かれた市民広場のこと、十階の超近代的な講義室の対極としてデザインされた講義室なのです。ここから地下三階まで、書庫の壁はすべてこのエンタシスの柱で補強され、地上十階分の重量を支えているのですよ」


    　すごいなあ。俺は建築は専門外だが、荷重を支えるという意味ではロボットにも応用できるはずだ。ロボットの軽さと強度を出すときについ最新の新素材に頼りがちになるが、逆にこういう古代建築の知恵を利用する手もありそうだ。こんど本気で図書館で調べてみよう。


    　部屋は、天井に一定間隔で配置されたＬＥＤがぽつぽつまばらに光っているだけで、薄暗い。ドアの上には監視カメラらしきものがついている。それからドアの近くに、銀色の小さな窓があった。カラーボックス一段分ぐらいの大きさだ。地下だから窓ってことはないだろう。窓の横には数字のボタンがついている。この窓、図書館の中でもよく見かける気がするんだが、何なのかはよくわからない。


    　ドアと反対のほうの壁に何か見えるような気がするが、よくわからない。司書長が明かりのスイッチを入れると、天井の電球が最高輝度で点灯し、フロア全体を明るく照らした。


    「そして、これがその『絵』です。五十センチ以内には近づかないようにしてくださいませね」


    　司書長が言った。それは高さがほぼ床から天井まで、二・五メートルほど。幅は七メートルほどもある絵だった。壁が湾曲していて、しかも柱があるので、柱の前に、幾何学的にいうと円弧に対する弦のように配置されていた。固定されているのはキャンバスの四隅と、柱に接している部分の六か所。絵の右横の壁には、文字を書いた小さなプレートが取りつけられていた。


    「おお……素晴らしい！　これが幻の処女作……！」


    　コルビエールさんは思わず駆け寄ったが、絵の数歩手前で、感動しすぎてひざを折ってしまい、そこで絵を見上げながら涙を流していた。


    　大きな布いっぱいに描かれているのは、真っ赤な火の鳥。それが、本の山が燃えあがる中から力強くはばたく姿だった。鳥というか、人間の体に鳥の顔がくっついていて、腕が鳥の翼、足も鳥のモモだ。芸術なんだろうが、正直な感想を言うと、けっこう気持ち悪い。
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    「おお、ここに絵のタイトルがある！　作者の名前もだ、アヤ・アヤラギの作品に間違いない！　ついに見つけました！」


    　コルビエールさんは、絵の右横の小さなプレートを指さした。俺たちも、コルビエールさんの後ろまで行ってそれを見た（前に出るのははばかられたのだ）。美術館でもよく見るプレートで、印刷した文字で「焚ふん書しよ　綾あや羅ら木ぎ彩あや」と書いてある。


    「綾羅木彩……これが画家の名前か」


    　綾羅木だと、朝あさ宮みやみたいに委員長をやらされたりしたかもな、と俺は想像した。


    「ウイ！　マドモワゼル・アヤラギ！　二十一世紀最高の芸術家です！」


    「二十一世紀はまだ六分の一も終わってないのに、すごい自信だな」


    「なるほど、処女作のタイトルは『焚書』ですか……。図書館の絵を描けと言われて本が燃える絵を描くのが、じつに実験的で、しかし深いテーマに沿っていて、天才的な着眼点です」


    「この変な鳥のどこがいいんですか。後学のために、かなり本気で教えてほしいんですが」


    　そうでないと、俺の感性のほうが間違ってるのかと思って、気になって夜も眠れず昼に居眠りして、補習クラスから永遠に卒業できないハメになってしまう。……正直、俺は補習クラスが気に入っているので、卒業できなくてもいいやと心の中で悪魔がつぶやいてるんだが、俺の心の中の天使は「いつまでもシャーリー先生に迷惑かけるな」としごくまっとうなことを言っているので、やっぱりさっさとＲの発音をマスターして卒業したい。なので、気になって夜も眠れなくなる前に聞いておこうと思ったのだ。


    「焚書とは二千二百年ほど昔、中国に秦しんの始皇帝という独裁者がいました。彼は自分に不利な思想を持つ思想家たちを弾圧し、彼らの書いた本を燃やしたのです。けれど人間の意思は、本の力は、それぐらいのことで死にはしません。紙さえあれば本は何度でも記録し、不死鳥のように復活できる。この絵の不死鳥が力強く筋肉質な人間の体を持っているのは、焚書にあらがう人間の[image: ]たくましい意思をあらわしているのでしょう。これがもし鳥の姿なら、ありきたりの他人ごと感あふれる上っつらのきれいなイメージで終わってしまう。これほど鬼気迫る意思の放出は見られようもない。素晴らしい絵です、若者特有の万能感と反発心、力強い孤高さがにじみ出ている。まさに高校生の彼女でなければ描けなかった作品、世界に二つとない名画です」


    　コルビエールさんの解説は流りゆう暢ちようだ。安あ心じ院むは「なるほどー！」と何度も素直にうなずいて感心して、美術館見学中の生徒みたいだ。火ひ村むらは半分ぐらいのところで長文についていけなくなって、死んだ魚のような目になっていた。シャーリー先生は聞けば聞くほど緊張しすぎて、気分が悪くなってきている。司書長が気づいてたずねた。


    「どうしました、レディ・シャーリー。さっきから顔色がお悪いですわよ」


    「だ、だって自分がものすごい絵を管理していたと思い知らされたのですもの、震ふるえがきてしまって……。ミズ司書長はご存じでしたの？」


    「そりゃあ、綾羅木さんが在学中から知っていましたからね。大きな絵だったので、描いてから持ちこめるかどうか相談されて、アゴラの中でキャンバスを組み立てて描くしかないとアドバイスしたのもわたしですわ」


    「この部屋には、階段を下りてあのドアから入るしか出入り口はないんですか？」


    「ええ。閉へい架か書庫に地下水などがしみこまないよう、この図書館は分厚いコンクリートの茶筒を埋めたような設計になっているのです。ほかに出口はありませんよ」


    「じゃあやっぱり、あのドアから入れるしかないのね。たしかにこの絵じゃ縦にしても斜めにしても、あのドアは通らなそう」


    　火ひ村むらが片目を閉じて、指の幅で絵の高さとドアの高さをチェックしながら言った。ドアの大きさは一般的な会議室用のスチールドア、高さ二メートル、幅八十センチほどの両開きだ。ということは、ドアを全開にすれば斜めの寸法は二・五メートルで絵の高さとほぼ同じ。額縁の分厚さがあるから、斜めにしてもギリギリ出せないかもしれない。もしドアを出せたとしても、二メートルほど出したら階段の壁にぶつかってしまうので、どうにも動かせないわけだ。


    「ここに出入りするために、毎日鍵かぎを開け閉めしたのもわたし。彼女が絵を仕上げるまで一か月、おつきあいしていましたよ。それで彼女はすごく才能があると思ったので、卒業しても、図書館閲覧用の新聞をクリップに挟むときに、目を通してそれとなく動向をチェックしていたのです。果たして彼女は有名になって新聞に載り、理事長に知らせてあげましたわ。理事長も、ふだんはなまはげみたいな顔をしていますが、そのときだけはとても喜んでましたのよ」


    　ブーッ、と狩かり谷やが吹きだした。たしかに、あのいかめしい顔と古武道の師範みたいな白髪の長髪、どこかで見たと思ったらなまはげに似ている。


    「ではミズ司書長は、彼女の絵が世界的に価値の高いものだとご存じでしたのね。わたくしはまだ慣れませんわ、何だか責任重大で……」


    「そんなに心配しなくても、二年前に綾あや羅ら木ぎさんが新聞デビューした時点で理事長が先を見越して、絵の存在は司書以外には秘密とし、図書館の警備を増強したのですよ。別に高価な絵が惜しくなったわけではなく、教え子が世界的なクリエイターになったとき、その黎れい明めい期きの作品を保存しておくことは、全人類に対する文化貢献だとおっしゃいましてね。絵を守るため、綾羅木さんがわが校の卒業生であることすら、公言しないよう通達があったほどですもの。だからわたしも、少しも心配はしていませんでしたわ」


    「わかるのだ。有名な画家たちも、若いころは貧乏でキャンバスが買えなくて、せっかくの作品を塗りつぶして別の作品を描いたりして、Ｘ線で発見されたりしているのだ。研究家たちは、若いころの作風がわからなければ芸術家の思考の全容がわからない。たとえばピカソが子供のころに描いた写実的な絵がなければ、ミロと同じ『絵が下手くそだから抽象画に進んだ』画家であると誤解されたかもしれない。過去の作品を守るおじい様の姿勢、わたしは誇らしく思うぞ」


    　コルビエールさんは影かげ月つきの前にひざまずいて、その両手をガシッとつかんだ。


    「小さなマドモワゼル、わたしも全人類と芸術の女神ミューズに変わり、あなたの祖父グランペールに感謝をささげます。この人類の芸術史に残る一枚を、大切に保管していてくださったことを！」


    　すごい感動している。しかし狩かり谷やは、ほとほと理解しかねるように首をかしげていた。


    「うーん、コルビエールさんの趣味がやっぱり俺には理解できない。俺は獣耳化ケモミミが嫌いだが、海外の同人誌だとケモミミどころか獣頭の獣人化が人気なんだよなあ。日本の擬人化好きと真逆方向なのだが、狼男ワーウルフとか化け猫ケツトシーの世界観だからだろうか。コルビエールさんもフランス人だから、この鳥人間に萌もえを感じるのだろうか」


    「いや。どう見てもこれ萌え絵のつもりで描いてないし、萌え絵として見る人もいないだろ」


    「かなあ？　なんか、萌え萌えして見えない？」


    「本が燃えてるだけだろ」


    「あー、そっちの燃えに引っぱられてるだけかな」


    　考えるまでもなくそうだろう、だって萌え絵といえば女の子のはずだ。この鳥は、どう見ても男の体だ。


    　その体を見て、ふと、違和感が胸の中にモヤッとした。中学校の美術室にデッサン用の石せつ膏こう像があって授業でデッサンをさせられたが、そういうギリシャ彫刻だかローマ彫刻だかの男たちはいわゆる細マッチョ体型である。作者が高校生のころに描いてるなら、そういう彫刻をモデルにしてるんだと思うが、それにしては妙に特殊な体型だ。デブではないが、全体に太い感じがする。単なる太マッチョとも違って巨乳じゃないけど、胸の筋肉がバレーボールみたいに丸くふくらんでいてバランスがおかしい。


    　気になる。世界的な画家だと言ってたけど、じつはデッサンがへたなのでは……いや、へたっていう感じの絵じゃない。ポーズが特殊だし、モデルがいるのかもしれない。でも高校生のころに描いてるなら、モデルは同じ高校生のはずなのに、なんでこんなにマッチョなんだ？


    　俺がじっと鳥人間に注目していると、狩谷が横から口を挟んだ。


    「千せん石ごく、なんかすごい見てるけど、ひょっとして鳥人間萌えに目覚めた？」


    「目覚めてません」


    「萌えとかではなくて、芸術がわからないニブチンの新あらたでもひきつける魅力があるのだろう」


    　影かげ月つきが、一歩絵のほうに歩みだした。さりげなく今、ディスられたような気が。


    「わたしもコスチューム・プレイを極めるため、イギリスにいたころは歴史と美術を勉強するためロンドンのメトロポリタン美術館に何度も通ったものだ。しかしこれほどの感動を与える絵に巡りあったことはなかった。おじい様が日本に行ってしまったのでわたしは寂しかったが、おばあ様はそのたびに『おじい様は日本で立派な仕事をしているのですよ』とわたしを諭さとしたものだった。そのことばの意味が今わかった、おじい様、グッジョブだ！」


    　影月は両手をぎゅっとにぎりしめる。火ひ村むらはさっきからずっと黙って、しげしげと絵を見つめている。いつも賑にぎやかなのに、珍しく集中していた。


    「火ひ村むらって、芸術に関心があったのか？」


    　俺がたずねると、火村ははっきりと首を横に振って、


    「ううん。この絵ってそんなにうまいのかな、って疑問に思って」


    「うまいんじゃないのか。俺は芸術はよくわからないけど、世界的に有名な芸術家なんだろ？」


    「だってこれ、乳首小さすぎでおかしくない？」


    「乳首？」


    　思わず叫んでしまった。安あ心じ院むが真っ赤になって、火村に言った。


    「けっ、蛍けい子こちゃん……はしたないです！」


    「だってふつう、小豆あずきぐらいはあるじゃない？　これ米粒よ、米粒。全然見えないじゃん」


    　そう言いながら、火村は絵に近づく。シャーリー先生が叫んだ。


    「あっ、ミズ火村！　五十センチ以内に近づいてはだめだって……！」


    「え？」


    　人の話を聞いていない火村はキョトンとして、さらに一歩踏みだした。そのとき。


    「ビビビビビビビッ！」


    　突然、すさまじい音でブザーが鳴りひびいた。あまりにもうるさくて、思わず耳をふさぐ。


    「ぎゃー！　絵に近づいてはいけませんって言ったのにー！」


    　司書長も耳をふさぎながら、携帯電話を取って、叫んだ。


    「もしもし警備室！　ええ、監視カメラにも映っています？　生徒さんがうっかり近づいてしまっただけですよ。ブザーを解除して、警備会社の出動をキャンセルしてくださいな！」


    　少しして、うるさいブザーがフッと鳴りやんだ。


    「なるほど、絵に近づくと警報が鳴って自動的に警備会社に連絡するようになっているのですな。これはいっそう厳重な警備、安心です」


    　コルビエールさんが言った。火村はしょんぼりとうなだれた。


    「ごめんなさい～。だって乳首が気になって～」


    「乳首乳首連呼すんな、どんだけ思春期だ！　男の乳首は小さいもんなんだよ、プールとかで見たことないのか！」


    　狩かり谷やが怒る。火村はぷっとふくれて狩谷をにらんだ。


    「仕方ないでしょ？　小学校から女子校で、幼稚園のときはまず乳首がなかったし、美術のデッサン像は胸像で乳首なかったんだもん。そう言う狩谷こそ、女子の乳首見たことあるわけ？」


    　なんかすごい話になってるんだが。シャーリー先生は止めるタイミングを失って狼ろう狽ばいしているし、安心院と影かげ月つきは真っ赤になってるし。すると狩谷はすがすがしいほどのドヤ顔で、


    「もちろんだとも！　円盤を買えば、温泉シーンの不自然な白い湯気が消えて嫁の乳首がバッチリ見えるからな」


    「アニメじゃん！」


    　ばすっ、と火ひ村むらがツッコミを入れた。


    「……思春期のみなさま。ぼちぼち乳首談義を終わり、注意事項の確認をしませんこと？」


    　司書長の声が一オクターブ低い。火村と狩かり谷やは、慌てて気をつけをした。


    「はっ、はい！　注意事項の確認、お願いします！」


    「では、まず床を見てください」


    　司書長が、床を指さした。床には、リノリウムのタイルが張ってあった。


    「二年前に理事長が警備を増強した、といったでしょう？　絵から五十センチまでの範囲に、床のタイルをはがして警報装置を設置させたのですよ。床を踏むと圧迫センサーが感知して、警報が鳴るのです。警備員が警備室のスイッチを解除しないかぎり、鳴りやまないのです。だから絵に近づくなと注意したのです、わかりましたか？」


    「はいっ！」


    　火村が背筋を伸ばして答えた。


    　なお警備室は、校門のすぐそばにある。門を通行しようとする来訪者に対して検問をする窓口があって、いつも二人、門衛を兼ねた警備員が常駐している。夜間は校内の巡回もしている。窓口の奥にスチール扉があり、たぶんその奥が警備室なんだろう。ウチの警備がけっこう厳重なのは、専門の工具など高価な備品が多いからだ。工学科でも、材料工学実験室にはプラチナ製のすりばちがあるらしい。


    　影かげ月つきが、噛かみしめるように言った。


    「たった二年前にデビューということは、綾あや羅ら木ぎ彩あやは下積みが長かったのだな。物もの部のべ高校で学んだこともだが、本人もよく努力してがんばったのだな」


    「本人の努力はもちろんですけど、彼女はほんの四年前の卒業生ですわよ」


    　司書長に言われて、影月が「[image: ]っ」と変な声を上げた。


    「すごい。本物の天才ではないか」


    「っていうかガチへこむぅ～。あっという間にスターダムにのぼりつめた天才で、若くて、しかも何だっけ、エスニックなオリエンタル美女だっけ？　なんかだんだん嫉しつ妬とムラムラ丸になってきたんですけど、超絶ジェラシックパークなんですけど」


    「蛍けい子こちゃんもすごくかわいいんですから、嫉妬なんておかしいです。物部高校を卒業した先輩が、芸術という『ものづくり』で世界に羽ばたく大活躍をしてるんですから、わたしたち後輩も目標にしましょう？　とりあえずわたしは、綾羅木さんと同じ六年後までに、日本最高峰のウエディングドレス・ファッションショー、『全日本ブライダルコレクション』の出展者として選ばれるようがんばることにしました！」


    「ぎょええぇ～！　聖せい歌かがまっすぐすぎてまぶしすぎて、目がつぶれるう～！」


    　キラッキラの安あ心じ院むを前に、火村は思わず目を覆っていた。


    「六年後……か」


    　俺は指折り計算してみる。綾あや羅ら木ぎ彩あやは四年前に高校三年生だった。そのときの一年生が卒業したあと、入れ替わりで姉が入学した。物もの部のべ高校では留年は即退学だから、留年生はいない。つまり姉が入学したときにはもう、綾羅木彩や図書館の絵を知っている人は、生徒の中にはいなかった。なるほど、「先輩の先輩から聞いた」っていう流れは、そういうことか。


    　だとすると、もし大学に進学してるとしたら、四年生だ。たしかに、ものすごく若い。そんなに若くして成功をおさめた先輩がいるってのは、安あ心じ院むじゃないけど、在校生としてすごく勇気をもらえる気がする。俺もがんばろう、って思う。


    　俺ががんばるのは、姉のためだ。それで、俺ははっと思い出した。


    「そうだ！　姉にもこの絵を見せたいんですけど、写真にとっていいですか？」


    「ウイ、もちろん。そうだ、わたしも撮影して個展のパンフレットに使用しよう」


    　コルビエールさんもカメラを取りだした。デジカメのちょっと高そうなやつだ。俺はスマホしかなかったので、スマホで写した。


    　この図書館を設計した建築家も物部高校の卒業生である。俺もこの学校でしっかり勉強して、補習クラスでＲの発音もできるようになって、がんばらなくっちゃ、と志を新たにする。そして少しでも早く、姉が自由に動けるロボットスーツを作りたい。四年後、姉は大学三年生。卒業までに間に合う望みが出てきた気がする、姉がパティシエの夢を叶かなえられるように。


    「しかし、困りましたな。この絵をどうやって持ちだせばいいのか……」


    　コルビエールさんは、首をひねった。


    「キャンバスを木の枠から外して、クルクル巻いて運びだせばいいんじゃね？」


    　狩かり谷やがあっさり言う。シャーリー先生がびっくりして、首を横に振った。


    「そんなことしたら、絵の具がはがれてしまいますわ」


    「えー、そうかな。イベントのとき、手描きのポスターとかタペストリーとか大きいやつもぜんぶクルクル巻いて買って帰ってるけど、別にプリントはがれたりしないぜ」


    「ノン、その少年の意見には一理ある。この絵を描いたときに使った絵の具がわかれば……」


    　コルビエールさんが司書長に視線をむけた。司書長が、人差し指で額を押さえた。


    「絵の具……？　たしか、牛の絵が描かれていたような……」


    「ホルスタイン社のアクリル樹脂絵の具だ！　発色と付着がいいよう、アクリル樹脂絵の具を使っているのですな。それなら大丈夫、キャンバス地にしっかりくっついているし柔軟性もあるので、強く曲げないかぎり何とかなります！　ありがとう、少年よ！」


    　コルビエールさんはすごくうれしそうだ。


    「すごいな、狩谷。さすが、絵関係にはくわしいんだな」


    「二次元だからな。布に描くっていうと、タペストリーとか痛Ｔ系かなって思ったし」


    「イタティーって何だ？　マナティーの一種？」


    「こういうやつ」


    　狩かり谷やはネクタイとワイシャツのボタンを三つ外し、前をはだけた。いつもきちんと着こんでいる制服の下から、ピンク髪の魔法少女みたいな絵がドーンと出てきた。


    「何だこりゃ！」


    「ひとの嫁を『何だこりゃ』とは失礼だな」


    「ひょっとして、ふだんきっちり制服を着てるのは、下がこれだから？」


    　イケメンの上に几き帳ちよう面めんだなんて王子様だなあ、と俺は勝手に思っていたのだが、残念だ。


    「当然。嫁をそうそう軽々しく衆目にさらすわけにはいかないだろ」


    「しかも、よく見たらひょっとして手描きじゃないか、これ」


    「俺の嫁にはまだ誰も着目していない。いわゆる処女だ」


    「定義がちがうと思う」


    「だから、グッズも出ていない。となれば、自分で作るしかあるまい。嫁と二十四時間三六五日、常に一緒にいるために」


    「いや、洗濯しろよ！」


    「ちゃんと洗濯してるさ。嫁はきれい好きだからな、毎日洗ってあげないと」


    「もうやだこの人」


    「すごいです、毎日洗ってるのにこんなに色がきれいなんですか？　わたし、ウエディングドレス用の造花とか染めても、すぐに色落ちしてしまうんです」


    　こんなヨタ話からでも、自分の専門技術に役立つ情報を鋭く嗅ぎ出す嗅きゆう覚かく。さすが安あ心じ院むだ。裁縫実習で仕上げた服にほつれやほころびが無いか、検品を友達に任されてる眼力は、伊達ではない。


    「アクリル樹脂絵の具だからな。プリンターでアイロンプリント作れるやつはプリントするだけだから手軽だけど、着てるうちに絵が割れてくるんだ。嫁Ｔは二次元戦士の戦闘服だからな、丈夫さ動きやすさ洗濯しやすさも重要だ。面倒でも自分でアクリル絵の具で描かないとな、それが嫁への愛だと思うんだよ、俺は」


    「勉強になりました！　こんどアクリル……何だっけ、その絵の具のこと教えてくださいね！」


    　前向きすぎる安心院がまぶしかった。コルビエールさんは死んだ魚の目で狩谷の痛Ｔを見ていたが、ゴホンゴホンと咳せき払ばらいをすると、シャーリー先生と握手した。


    「で、ではフランスから美術館の専門スタッフを呼び寄せ、来週、絵を搬出します。おかげで何とかなりそうです、本当に感謝いたします」


    「い……一週間もまだ、この絵の上で補習授業なのですね……。わ、わかりました……」


    　シャーリー先生は幽霊みたいになっていた。


    「大丈夫ですよ、これだけ警備がちゃんとしてるんですから」


    　司書長が励ます。胃に穴があかなきゃいいが、と思った。
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    　その後、俺たちは補習をつづけるために中央講義室に戻った。春はる山やまはほんとに、ずっと一人で自習していたようだったが、俺たちが帰ってくるなり、心配そうにたずねてきた。


    「さっき……すごい音が聞こえましたけれど、何だったんですか？」


    「すごい音？」


    　一瞬考えて、ああ、と気づいた。火ひ村むらが照れくさそうに頭をかきながら答えた。


    「びっくりさせてごめん、間違えて警報鳴らしちゃったの」


    「よかったです。避難したほうがいいのかなとか、でも下の様子がわからないので下へ手たに動いたほうが危ないかなとか、すごく心配だったので……」


    　春山は胸を押さえて、ほっと深いため息をついた。影かげ月つきがからかう。


    「さっきはヒゲのオッサンを不審者だと思って怖がったし、野の菊ぎくはすごく怖がりだな」


    「……すみません、そう思います。影月さんみたいに勇気があったらいいんですけど……」


    　そう言う春山は、お世辞ではなくかなり真剣な表情だ。影月は照れくさそうに身をよじった。


    「てへへ、野菊に憧あこがれられてしまったのだ。うらやましいなら、野菊もコスチューム・プレイで勇気を手に入れればよいのだ。アメコミヒロインの衣装とか、聖せい歌かに言えば作ってくれるぞ」


    「いっ、いえ！　わたし、そういうのは無理です、けっこうです」


    　春山は本気で困っている、というか嫌がっている。


    「えー、野菊は意外に胸が大きいから、ムッチムチのパッツンパッツーンな、メタリック系のビキニ鎧よろいが似合うのだ。そういうのを着れば、勇気がわいてくること間違いなしなのだ」


    「あの……それを着られる勇気があれば、もうそれを着る必要はないと思うんですが……」


    「むう、野菊は何でも否定から入るのだ、超ネガティブなのだ」


    「すみません……」


    　春山は恐縮しまくっていた。でも、シャーリー先生は優しく言った。


    「たしかにミズ春山はネガティブかもしれませんわ。けれども議論というのは的確な反論がなければ、みんなで仲良く泥船を漕ぎ出して沈む未来しかありません。冷静に、否定的な視点からものごとを見るのは、ものの本質を見抜くためにとても大事なことですわ。だからミズ春山はそのままでもいいし、ご自分を否定する必要もどこにもないと、わたくしは思いますわ」


    　先生の包みこむようなあたたかい笑顔に、緊張していた様子の春山の表情が緩ゆるんだ。


    「そ、そうでしょうか……？」


    「春山が否定しないなら、俺が全否定するから大丈夫だぞ。ビキニ鎧は、三次元持ち出し禁止アイテムの最たるものだからな」


    　コスプレ嫌いの狩かり谷やが言った。ぷう、と影月がほっぺを膨ふくらませる。


    「ふん。そんなこと言ってられるのも今のうちだぞ。わたしはいつか一いち狼ろうがびっくりして、写真撮らせてくださいって土下座で頼むようなすっごいコスチューム・プレイをしてやるからな。首を洗って待っていろ」


    「俺がコスプレを認めることなんてあるわけがないだろう、二次元への冒ぼう涜とくだからな」


    「ふーんだ！　一いち狼ろうの意地悪、バーカバーカ！　新あらたの爪の垢あかでも飲んでおけー！」


    　理屈で狩かり谷やに勝てなくて、影かげ月つきは幼稚な罵ば声せいを浴びせつつ、俺の腕にぎゅっとしがみついた。ほら、また春はる山やまがドン引きした表情でこっちを見ているではないか。


    　春山が俺を微妙に避けてる原因は、いろいろ心当たりをたどってみると、もしかしたら影月なのかもしれない。影月が俺にかまってるときに、とりわけ春山の表情が硬くなってる気がする。同じ高校一年生とはいえ、実質年齢が小学生の女子とベタベタして、ロリコンだとでも思われて軽けい蔑べつされているのだろうか……？


    　今までの俺なら他人にどう思われようが、たいして気にしていなかった。でも、春山との距離感はどうにも気になってしまう。少しばかり俺はへこんでしまった。


    



    　その日、俺は補習クラスが終わると大急ぎで帰った。ほんとは春山に、どうして俺を避けてるっぽいのか確かめて、もし俺に何かよくない点があれば改善したいと思っていた。バグチェックもそうだけど、何かがうまくいかないときは、原因を調べて改善するべきだと思うからだ。


    　でも、春山は逃げるように園芸科のほうへ帰ってしまったし、俺の携帯にも母親からメールが入っていた。「今夜緊急手術、帰れません」……きのうに続いて、病院で夜勤である。看護師長ともなると医者より頼りにされることも多いみたいで、忙しそうだ。


    　そして父親はゲーム開発の納期が近くて連日の徹夜で、今日も帰れないだろう、と昼ごろメールが入っていた。つまり俺がいないと、家は姉一人になってしまうわけだ。


    　俺が駅から走って急いで帰ると、姉は居間のソファでのんびりテレビを見ていた。


    「おかえり、あらたん。今日の補習クラス、どうだった？」


    　姉は、母親みたいに聞いてくる。そういえば姉のために、書庫の絵の写真を撮ってきていたのだった。俺は、姉にスマホを見せた。


    「補習クラスの途中で客が来てさ。あの絵、ほんとだった」


    　姉はびっくりしてスマホを奪い取った。


    「わぁ～、すごい絵！　やっぱり七不思議はほんとだったんだ！　幻の絵はあったのね～！」


    「この絵の存在は内緒だからな。美術館に持っていくまで、盗難でもあったら大変だから」


    「うん、オーケーオーケー。やっぱ七不思議は実在するのね。あらたん、次はため池のネッシーの写真をお願いね」


    「そっちは諦あきらめろ」


    「やっぱり……」


    　ガクリ、と姉は首を落としてスマホを見る。


    「まあでも、七不思議のひとつだけでも解けたんだから、よしとしますか。なんかイメージとだいぶ違ってマッチョマッチョしてるけど、いい絵ね～」


    「そうかな。思わず抱きしめたくなるボディ選手権では、霧きり絵えの圧倒的勝利だけどね」


    　七なな緖おが姉の背後で、姉をひざの上に抱っこした状態で言った。って、七緖もいたのかー！　完全に気配を消していたから、気づかなかった。


    「何やってるんだ、七緖」


    「気にしないで。今のわたし『霧絵をダメにするソファ』だから」


    　女子ばかりの家政科では、クール系お姉さまとして後輩に絶大な人気を誇っている七緖。これほど残念なその素顔を知っているのは俺だけだ。姉は気づいていないから。そして、七緖なんかの素顔を知ったところで、といって別にうれしくも何ともないが。


    「ダメなのは七緖の倫理観だと思う。っていうか、なんでウチにいるんだ」


    「きのう見られなかった霧絵の尊とうといお風呂姿……じゃない、お風呂中の不慮の事故を見逃さないよう未然に防ぐためには、夕飯前から待機しておいたほうが安心だと思って」


    「ありがとう、七緖。いつも心配させちゃって、ごめんなさい」


    　姉が感動して、七緖を見つめる。七緖も目をキラキラさせて、姉をぎゅっと抱きしめる。


    「霧絵、それは言わない約束よ。わたしたち、二人っきりの親友じゃない」


    「さりげなくほかの友達を近づけない宣言なんだが、姉貴、逃げたほうがいいんじゃないか？」


    　俺のツッコミなどどこ吹く風で、姉は七緖に俺のスマホを見せた。


    「ねえねえ七緖、見てこれ！　あらたんが撮ってきてくれたの、あの絵、図書館の地下にあったんだって。ただし、秘密ね？」


    　姉は全く危機感を抱いてないので心配になる。姉が家に一人になるのも心配だが、七緖と二人だといっそう心配ってのは困った事態だ。七緖は、ふーんとすました顔でスマホを見る。


    「へー、けっこうきれいな絵じゃない。霧絵の巨乳には勝てないけど」


    「なんで姉貴が基準になるんだ！　そもそもこの胸は男の胸だぞ、ムキムキだし乳首も小さいだろ。巨乳じゃなくて大胸筋だぞ」


    「男には興味ないわ、駄作決定ね」


    「モデルの性別と絵の芸術性は関係ないだろ。綾あや羅ら木ぎ彩あやとかいう世界的な芸術家の、すごい高い絵なんだぞ、それ」


    「えっ、『幻の絵』の作者って綾羅木彩だったの？　あの人って、ウチの卒業生だったのね。知らなかったわ、ウチの卒業生の中じゃトップクラスの出世頭じゃない？」


    　七緖が感心して言った。


    「七緖、綾羅木彩を知ってるのか？」


    「もちろんよ。ただし、日本じゃあんまり知られてないかもだわ。主に欧米で活躍してるアーティストだもの。パティシエの勉強のために、ウェブニュースとかにあるハリウッドのパーティ写真とか、パソコンに集めてるの。そのときに、すごくよく写りこんでるわ。才能はものすごいらしいけれど、けっこうゴシップも多い人よ」


    「ゴシップ？　画家って、内気で物静かなイメージあるのに？」


    　首をかしげる姉に、七なな緖おは彼女をひざに乗せた姿勢のまま答えた。


    「天使のように純じゅん心しん無む垢くな霧きり絵えには、あんまり刺激の強い話は聞かせるべきか、迷うところなんだけれど……。綾あや羅ら木ぎ彩あやは舞台美術出身で、有名な俳優や監督とも知り合いだし、舞台設営してると女優と間違われてサイン求められるほどの美女だったし、芸術家っていうのは意識高い系の人が多いのよ。スキャンダルも芸の肥やし、みたいなところもあるしね。それぐらいでないと、ショービジネスの世界では生き残っていけないのかもだけど、ね……」


    「七緖はすごいなあ。すごく勉強熱心で努力家で尊敬しちゃう」


    　姉が目をキラキラさせて言った。前半の部分は、姉には理解できなかったみたいだった。


    「そりゃ、霧絵と二人でお菓子屋さんを開くためだもの。二人の愛の巣なんだから、経営の勉強から流行はやりを押さえたマーケティングまで、ビジネスの事前準備を周到にするのは当然よ」


    「わあ！　わたしはお菓子を作るのは得意だけど、そういうのって難しくてぜんぜんわからないから、頼もしいわ。じゃあ七緖が経営者オーナーで、わたしがそこで働くって感じね」


    　姉は無邪気に言った。その言葉に、七緖は固まってしまう。


    「それはつまり、就職……？　霧絵がわたしに、永久就職……？」


    　何を想像したのか知らないが、七緖は真っ赤になってオーバーヒートしてしまう。何もわかっていない姉は、「風邪？」と心配そうに首をかしげている。


    　図書館の絵には警報装置がついていた。将来、姉のロボットスーツにも、七緖の不純同性交遊に対する警報装置をつけるべきだろうか……と、俺は真剣に考えこんだのだった。


    



    　そして翌日……今日もまた、俺は放課後に補習クラスへ向かっていた。そして、なぜか今日も朝あさ宮みやや岩いわ橋はしたちがいっしょだった。


    「千せん石ごくのおかげで宿題、五重マルつけてもらえたぜ。ありがとうだぜ」


    「それはよかった。ではなぜ今日も中央図書館に用があるんだ？」


    「気にするなっつーの。千石が園芸科のゆるふわみつあみちゃんと知り合いなのが、単に補習クラス仲間だってことがわかったから、望みが残ってるかどうか確認しに行くだけだっつーの」


    　うわ、ストレートだな。朝宮の目が本気すぎて怖い。


    　果たして、今日も図書館の前に春はる山やまがいた。熱心に花がらを取っている。一瞬俺たちに気づいて顔を向けたが、慌ててまた顔を背そむけてしまった。


    　こいつらが春山に妙なことを言ったら、ますますだんまりになってしまうかもしれない。いつもは他人のことに関わらない俺だが、さすがにひと言釘を刺しておこう、と思った。


    「言っておくが！　俺たちは勉強するために補習クラスに集まってるんだから、そういう邪推は春山に対しても失礼になるだろ。だいたい春山は俺のことなんて何とも思ってないというか、むしろ何だかんだでドン引きされて避けられムードなんだから、これ以上は補習クラスの空気まで悪くなってしまうしだな……！」


    　だが、その言葉は途中で途切れた。ふわっといい匂いがした……デパートの一階みたいな匂いだ。そして、ものすごくスベスベとした肌ざわりのものが、首に巻きついた。言葉がとぎれたのは、俺の顔が柔らかいクッションのようなものに押し当てられたからだ。何かにぶつかったのかな、と一瞬思った。だが、中央図書館へ向かう並木道には、ぶつかるようなものといえば建物の位置を示す立て札の棒ぐらいしかないはずだ。


    「……くん」


    　小さな声が頭の上から聞こえた。きれいな声だ。俺が黒髪ロングヘアの、でも服装は露出が多くてすごいナイスバディの、超絶美人のＦカップはあろうかという胸にうずもれていたとわかったのは、朝あさ宮みやと岩いわ橋はしが二重音声状態で叫んでくれたからだ。


    「「きのうは園芸科のかわいい娘こと懇意であることを見せつけた千せん石ごくが、今日は黒髪ロングヘアの、でも服装は露出が多くてすごいナイスバディの、女子大生ふうの超絶美人のＦカップはあろうかという胸に顔をうずめて、抱きしめられているうううぅー！」」


    　あまりの金切り声に、春はる山やまがびっくりして俺たちのほうを見た。ああこれは、いっそう軽けい蔑べつされてしまうコースだな……と、胸の谷間で俺は絶望を感じたのだった。
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    ３章　事件発生！　白い煙と消えた絵と


    



    　ぷはっ、と俺は息をついた。どうやら胸の谷間から生還できたようだ。


    「ご、ごめんなさい。学校があんまりあのころのままだったから、人違いしちゃって」


    　俺をいきなり抱きしめた犯人、その超絶美人が、困惑気味に謝った。


    　ハイヒールブーツにミニスカート、短すぎてヘソが出ているワンショルダーのタンクトップにじゃらじゃらのアクセサリー、全面に宝石がデコられた小さなハンドバッグ……春の終わりにはちょっと寒そう、というかハデハデである。


    　化粧と香水で、デパートの一階みたいな香りがする。大人だからか、化粧しているからか、すごい美人に見える。安あ心じ院むとかもすごくかわいいと思うが、高校生とは何だか世界のちがう美人さだ。たぶん化粧していなくても、顔立ち自体かなりきれいな人だと思うが、化粧をしているから高校生とはちがうっていうか、モデルみたいに垢あかぬけて見える。ただ俺のような地味少年からすると、一目見て「怖い！」と感じてしまうタイプでもあるが。


    「いえどういたしまして、ではさようなら」


    　俺は猛ダッシュで逃げようとした。春はる山やまは、ものすごくびっくりしてこっちを見ている。びっくりするのはわかる、俺もすごくびっくりしている。


    「これ以上俺たちに格差社会を見せつけるつもりかっつーの、千せん石ごくのアホー！」


    「うらやましくなんか、グスッ、ないんだぜ！　バーカバーカ！」


    　朝あさ宮みやと岩いわ橋はしが泣きながら、もと来た道を駆けもどっていった。いや、かんちがいである。俺は彼女を知らないのだ。春山も状況が飲みこめない様子で、固まってしまっている。


    　そして俺はちょっと走ったところで、彼女にワイシャツの襟えり首くびをつかまれてしまった。


    「ちょっと待って！　人ちがいついでに、聞きたいことがあるのよ！」


    「ふあっ？」


    　体育があんまり得意でないとはいえ、高校生男子がスニーカーで不意打ちのスタートダッシュをかけたのに、彼女はあっさり追いついてきたのだ。缶ポックリみたいに高い、そのハイヒールブーツで。どういう運動能力だ、いったい何者なんだっ？


    「っていうか、校内不審者立ち入り禁止です！　警備員を呼びますよ！」


    「その警備員さんの許可も理事長の許可ももらってるわ。聞きたいんだけど、司書長って今、誰がやってる？　まだ、あの丸メガネのちっちゃいおばあちゃん？」


    　彼女は司書長を知っている。ということは、完全な部外者というわけではなさそうだ。


    「まだその人が司書長ですけど」


    「オーノー！　それだったら、おとなしいカッコしてくればよかったわ。今どこにいるかしら？」


    「たいてい受付の奥に座ってますけど」


    「女性に一人で行かせるの？　エスコートしてくれないわけ？」


    　いきなり彼女は俺の腕に腕を絡めてきた。ぎゅっと体を密着させるものだから、肩がないほうのタンクトップの胸もとから、小玉スイカぐらいある胸が今にもはみ出して、ぽろりんとこぼれ落ちてきそうで怖い。しかしもっと怖いのは、一連の流れを、春はる山やまがまともに目撃していたからだ。彼女が俺に腕組みした瞬間、春山は摘つんだ花がらを入れていたカゴをぽとりと落とした。しおれたツツジの花が、灰色のアスファルトの上にばらけて散った。春山の顔もまっ白に血の気が引いて、カゴを放り出したまま……それともカゴを落としたことも気づいていないのか、俺たちに背を向けると園芸科の圃ほ場じようのほうへ、一目散に走っていった。


    「あっ、春山！　カゴ忘れてる！」


    　俺の声もたぶん聞こえてない。あの血の気が引いた顔は、どう考えても軽けい蔑べつされている。学校という聖なる学びの場で不純異性交遊なんて、不良行為以外の何物でもない。まじめな春山から見れば、許されざる非道徳的・反社会的行為ではなかろうか。


    　そして「張本人」は、のん気な口調で俺をからかってきた。


    「なーになーにー？　修しゆ羅ら場ばー？　ひょっとして焼きもち焼いちゃったのかな？　初々しくってかーわいーい」


    「春山は、俺に対してそういうんじゃないですから！　春山に失礼ですから！」


    「おお、女子をかばうとか男らしーい」


    「さっきから何なんですか。バカにしてると怒りますよ」


    　俺はだいぶムカムカしていた。彼女の腕を振りはらうと、彼女は肩をすくめた。


    「ごめんごめん、ちょっとテンション上がってふざけすぎたわ」


    「それで、誰なんですか。ほんとに許可を得て入ってきてるんですか？」


    「えっ、ほんとにわたしのこと知らないの？　わたし、綾あや羅ら木ぎ彩あやよ？」


    　綾羅木彩……というと、あの絵を描いた人か。ぐらいにしか、俺は感じなかった。


    「そっか、日本だとわたしの悪名もまだそんなに轟とどろいてないのかしら？　誰もわたしを知らないって、何だか久しぶり、新っ鮮～！」


    　綾羅木さんは何がうれしいのか妙に喜んで、俺の頭をぎゅうっと抱きしめた。だ、だから柔らかい胸が俺の鼻と口をふさいで、窒息死してしまう～！


    　そのとき、パパパパパッ、と閃せん光こうがひらめいた。綾羅木さんは、慌てて俺を押しのける。ツツジのしげみの陰に、外国人らしき男たちが数人、頭だけ出していた。巨大なレンズをつけたバズーカ砲みたいなカメラをかかえている。


    　綾羅木さんが英語で何かどなった。俺の英語力ではリスニングできなかったが、男たちは逃げだした。そこに黒服の男たちが走ってきて、すったもんだの騒ぎになった。


    「気にしなくていいわ、わたしのボディーガードだから。パパラッチが無断で母校の土を踏んだことを謝罪するわ。彼らは警備員さんに引きわたすし、カメラの中のメモリは引っこぬいて破壊するから、大丈夫よ」


    　涼しい顔で彼女は言って、大乱闘を気にもかけずに背を向けた。何が何だかわからないまま、俺は腕を組まれて、図書館へ連行されたのだった。


    



    　司書長は綾あや羅ら木ぎさんの姿を見ると、メガネが割れそうなぐらいびっくりしていた。


    「あ、あなたが綾羅木さんっ？　あの綾羅木さんですか？　あの地味な、目立たない、あのっ……？　いえ、新聞で見たときもけっこう派手には見えましたけど、白黒だったし小さな写真だったので、まさか……これほどの変化とは……」


    　完全に目が泳いでいる。よっぽど高校生のときとイメージが違うようだ。


    「びっくりさせてすみません、司書長さん。空港からすぐに駆けつけちゃったんです、もうちょっときちんとした格好をしてくるべきでした」


    　綾羅木さんは、えらく丁てい寧ねいだ。さっきのぶっ飛んだ雰囲気とは、別人みたいに思える。


    「い、いえ、よろしいですわよ。生徒の制服ならば風紀の乱れを注意するところですが、たとえばそこの千せん石ごくくんはいつになったらシャツをインにするのかとじりじりしているのですが」


    　やぶ蛇へびで注意されてしまった。


    「でも、今の綾羅木さんはアーティストですから、それに応じた対外的な服装というのもあるでしょう。変わりすぎていたのでびっくりしただけですから、お気になさらず」


    　綾羅木さんが受付でしゃべっていると、妙に視線を感じた。図書館にいた生徒たちが、いつの間にか全員、ものすごくこっちを凝視している。嫌でも目立つから、当然か。ふつうの生徒は「あの派手な美人は誰だろう」って感じだが、三階の美術書フロアの吹き抜けから下をのぞきこんでる奴らは口々に「アヤラギ？」「マジアヤラギ？」「ガチアヤラギ！」とか言ってるのが聞こえるので、さすが知っているみたいだ。


    　そして最上階の中央講義室からも、遠くてよく見えないけど、誰かこっちを見下ろしている。シャーリー先生だったら、今日もまた遅刻して、謝らなくちゃなあ。


    「そうそう……きのう、ノーブル美術館の人が来られていましたよ」


    　司書長が言うと、綾羅木さんはうなずいた。


    「わたしの芸術は過去を振りかえるスタイルではないので、この絵を展示するのは断ったのですけど、ムッシュ・コルビエールの熱意に負けました。わたしのような若輩者に記念すべき百周年の展示を任せてくださった期待に応えるために、展示はＯＫしたんです」


    「よかったですわ。それでは、綾羅木さんも絵の搬出につきあうために日本へ？」


    「はい、来週搬出の予定です。専門のスタッフが絵を木枠から外して巻いて運びだすので、作業の手順を考えるため下見にきたんです。当日、図書館にはご迷惑をおかけしますが……」


    「ふふふ、やっぱり綾羅木さんね。まじめで責任感が強いのは昔のままですね」


    　司書長はほほえんで、受付から出てきた。


    「それでは地下に案内いたしますわ、思う存分下見なさってくださいな」


    「じゃ、じゃあ俺はここで」


    　早く補習クラスに行かなければ、と俺は逃げるように離れたのだった。


    



    　中央講義室に上がると、シャーリー先生はまだ来ていなかった。


    　ついでに春はる山やまもまだだった。カゴを投げだして逃げてしまって、完かん璧ぺきに俺は嫌われたと思うが、ひょっとして俺に会いたくなくて補習クラスに来なくなってしまったら、俺は罪悪感を感じるし先生は困るだろうなあ……と、モヤモヤしていた。


    　そのうえ中央講義室に行くなり、いきなり火ひ村むらに叱しかられた。


    「千せん石ごくくんっ、上から見てたけども！　あたし、聖せい歌かは心配性だから心配させないようにって言ったわよねぇ～っ？」


    「心配って、俺……何かしたか？」


    「不純異性交遊！　してたでしょ！」


    「はあっ？」


    　思わず声が引っくりかえった。不純異性交遊？　この俺が、いつ誰と？


    　キョトンとしている俺の胸に、火村がぐいぐいと人差し指を突き立ててくる。プスッと刺さりそうだ。


    「今！　図書館の一階で、エロいかっこした、すっごい美人な女の人とハグしてたの見てたんだからねっ！　千石くんは機械大好きのピュアボーイだと思ってたのに、不潔だわっっ！」


    「け、蛍けい子こちゃん。そういうのは個人の自由なので、外野がとやかく言うことでは……」


    　安あ心じ院むはおろおろして、元気がない。きのう、俺が遅刻したときよりも元気がない。


    「外野じゃないわよ、同じ補習クラスの仲間なんだから内野も内野、ピッチャーに対するキャッチャー、女房役って言ってもはばかりないわよ。聖歌も怒ってやりなよ！　こんなかわいい女房がいっぱいいるってのに、あんなケバエロ女とくっついちゃってさ！　聖歌だってガチ心配そうな顔で吹き抜けの下をずっとのぞいてたじゃん、千石くん取られちゃうと思って心配だったんでしょ？　中学校からずっといっしょで聖歌のことならお見通しなんだから、ものわかりのいい優等生ぶったって無駄無駄っ！」


    　火村の勢いに、安心院はとまどって、真っ赤な顔でうつむいてしまった。


    「そ、そういうわけじゃ……ないんですけど……」


    　それって、さっき綾あや羅ら木ぎさんが春山に言ったことばじゃないけど、安心院が焼きもちを焼いたってことか？　この俺に？　いやまさか、そんなことはあるはずがない。


    　なにせ俺は人づきあいの悪いロボットオタクで、安心院はかわいい。安心院なら男子なんてよりどりみどりで、そのよりどりみどりの男子の中で俺はかなりモテモテヒエラルキーが下だと思うので、そんな俺に焼きもちを焼くわけがない、と結論づけた。俺は自分自身を冷静に把握しているのだ。


    「だよな。ドン引きしただけだろ？　春はる山やまにもドン引きされたとこだ」


    　俺は安あ心じ院むに言った。安心院は「えっ」と言って、慌てたように、


    「い、いえ、わたしが千せん石ごくくんにドン引きすることなんてありえないですし……ただその、やっぱり男子はあんな感じの美人でプロポーションのいいモデルみたいな人が、千石くんもああいう人が好きなのかしら、と素朴な疑問を抱いただけで……」


    「だから、それが『奪われちゃいそうで心配』だってことなんでしょーが」


    　火ひ村むらが安心院の横腹をひじでグリグリとつついた。安心院は顔を真っ赤にし、ぶんぶん頭を振って否定した。


    「ちっ、ちがいますってば！　素朴な疑問なんです、ほんとに……。だって千石くんはお姉さんの霧きり絵え先輩とか、その友達の七なな緖お先輩とか、すごく美人な人たちが小さなころからそばにいるので、ものすごくハードルが高いはずです。わたしなんか全然及ばないぐらい高いハードルで、一階にいたあの女の人のレベルならそのハードルをクリアできるのかしらって、単純な疑問なんです！　わたし、家政科で仕立て上がった服のほころびやほつれが気になるみたいに、疑問がすごく気になってるだけで、千石くんのことが気になっているわけでは、そのっ……！」


    　安心院はものすごく一生懸命に言って、それから恐る恐る、俺のほうに視線を向けた。


    「……で、本当のところ千石くんは、あの人のことが好きなんでしょうか……？」


    「いやいやいや！　俺の話を聞けよ、ちがうって！　道を聞かれて案内してきただけだって、アメリカ帰りみたいだからスキンシップが激しいんじゃないのか？　俺は何とも思ってないし！」


    　心配そうな安心院の表情がつらくて、俺は全力で否定した。ちょっと力みすぎたかもしれない、安心院が圧倒されてぼんやりしている。


    　影かげ月つきが横から、安心院をフォローするように口をはさんだ。


    「舞台化粧でもないのにあんな厚化粧の女なんて、センス悪いのだ。ベス先生の口紅はいっしょにナイツブリッジの百貨店に行ったときにわたしが選んだのだ、ああいうナチュラルメイクのほうが上品でかわいいのだ。新あらたのハードルが高いのなら、同じ年上趣味でも、新ならベス先生みたいなナチュラル美人を選ぶはずなのだ」


    「そ……そうですね。夜よ見みちゃんがおっしゃるとおりかもしれません」


    「ほんとに納得してるぅ～？　ほんとは心配じゃないのぉ～？」


    　火村がねちっこく安心院に聞いてきた。ゴシップが大好物ですって感じの火村なので、火のないところに煙でも立てかねない。でも安心院はにっこり笑って、


    「だって、わたしより心配してくれる蛍けい子こちゃんがいるんですもの。わたしが心配する余地なんてもう残ってないじゃないですか、だから心配じゃないですよ」


    「ほっ……ほえ？　そうなの、よくわかんないけど、あたしのおかげ？」


    「はい。たとえわたしが心配なことがあっても、ぜんぶ蛍けい子こちゃんが聞いて確かめてくれるじゃないですか。そうして千せん石ごくくんが答えてくれたことなら、わたしはそれを信じます。だから、全然心配なんかじゃないんです」


    　俺を見上げる安あ心じ院むの微笑は、浄化の魔法でもかかっているかのように、透きとおるがごとく純粋だ。信じられてうれしいような、まっすぐに信じられすぎる心に緊張するような。いや、緊張している場合じゃない。今、影かげ月つきが微妙にひっかかる発言をしたぞ。


    「影月。訂正しておくが、俺は綾あや羅ら木ぎさん……あの女の人とも無関係なら、年上趣味でもないからな？」


    「では年下趣味か？　ひょっとしてわたしのこと狙ねらっているのか？　キャーコワーイ」


    「なんでおまえの話はそう飛躍しまくるんだ！」


    　頭痛がしてくる。そして狩かり谷やは、虫ケラを見るような目で俺を見ていた。


    「三次元ってだけで引くのに、あんなボディラインまでy=a[image: ]+b[image: ]+cx+dの三次曲線を描いたどこまでも三次元な女とか、ふつうに引くわー……。千石だけは、俺の二次元萌もえの理解者だと思っていたのに……」


    「最初から俺は二次元萌えの理解者じゃなかったぞ」


    「っていうか、千石くん！　今サラッとあの女のこと『綾羅木』さんって言わなかった？　それ、あの女の苗字？」


    　突然、火ひ村むらが食いついてきた。


    「う、うん。『焚ふん書しよ』の作者の綾羅木彩あやだ、絵を運びだすための下見に来たってさ」


    「うそーん、あれが綾羅木彩だったんだ！　サインもらっとけばよかった！」


    　火村は悔しげに頭をかかえた。相変わらずミーハーである。安心院も目を輝かせて、両手を胸のところで組み合わせて言った。


    「それで服装がファッショナブルだったんですね！　きっと、パリかニューヨークの最新のオートクチュール・ファッションとヘアアレンジですよね？　ああ、さっきは、千石くんにあんなに美人で大人な恋人がいたんだってかんちがいしてショックで、つらくてちゃんと見てなかったんです、残念……！　もっと近くで見せていただけばよかった、花嫁さんのドレスデザインの参考に、三百六十度しっかり写真を撮らせていただければよかったです！」


    「えっ、何がショックだって？」


    　信じられない発言に、俺は思わず聞き返した。安心院はその瞬間、はっと口を押さえた。


    「べっ……べべべ、別に！　何でもないんです！」


    「別に照れることないのだ、新あらたはかっこいいから好意を抱いだいたとしてもおかしくないのだ。現にわたしも新が好きだしな、ロボットのこといっぱい知ってて賢くって、すごくかっこいいのだ」


    　なぜか影かげ月つきがドヤ顔で言い放った。俺は顔から火が出そうになって、全力で否定した。


    「いやいやいや、俺がかっこいいという前提がまずおかしい！」


    　俺がツッコミを入れると、安あ心じ院むは不思議そうに俺の顔を凝視した。


    「えっ、そうですか？　わたしにも、すごくかっこよく見えますけど……数学もとくいだし、優しいし、盗撮犯からわたしたちを守ってくれたし……」


    「待て待て、安心院、視力は？　かっこいいってのは、狩かり谷やみたいなのを言うんだぞ？」


    　俺の言うことがいまいち理解できないみたいで、安心院は「この人は何を変なことを言ってるんだろう」みたいな目で俺を見ている。狩谷は狩谷で、


    「そりゃあ千せん石ごくのほうがかっこいいだろ。ロボット嫁を作ってくれたら、なおいっそうだな」


    　と、話をまぜっかえして、ややこしくしてくる。すると、安心院はふわっと笑った。


    「ですよね。ということで、多数決で、千石くんはかっこいいことに決まりましたからね？」


    　いたずらっぽく、判決でも出すように俺のほうを指さしてくる。何がいったい多数決なのだ。胸がドキドキしてしまって精神力が持たない。そして火ひ村むらも、ドキドキというよりソワソワしていた。


    「ってことは、今、地下一階に綾あや羅ら木ぎ彩あやがガチでいるってことよね？　今行けば、つかまえられるかもしれないってわけよね？　今行ってもいいぽよ～？」


    　興奮して言葉が乱れる火村を、影月と安心院がダブルでたしなめた。


    「蛍けい子こ、言葉づかいが乱れてるってまたベス先生に叱しかられるぞ」


    「そうですよ。それに、仕事で来てらっしゃるのにサインのために押しかけて邪魔をするのは、淑女レデイのたしなみとして、ぶしつけだと思います」


    「うー、わかるけどさあ」


    　火村は動物園の檻おりの中のライオンみたいに、じりじりしながらウロウロしている。ふと、壁にある小さな銀色の窓の前で立ちどまると、そっと耳をくっつけた。


    「うーん。やっぱ地下一階からじゃ聞こえないかなあ」


    「何してるんだ？」


    　怪け訝げんに思って俺はたずねる。この銀色の窓、図書館の各階にあるやつだ。火村は答えた。


    「これ、地下の閉へい架か書庫から地上に本を上げるための、書物専用の貨物エレベーターなのよ。地下一階と、ほらあのエレベーターが通る縦穴、なんてーの……？」


    「シャフトだな」


    「シャフトね。それで空間がつながってるわけだから、せめて声でも聞こえないかと思ったのよ」


    「蛍子ちゃん！　盗み聞きなんて、もっと淑女レデイとしてぶしつけですよ。めっ！」


    　安心院が火村の鼻を指さして怒る。全然怖くない、というかかわいさしかない。火村は残念そうにため息をついた。


    「はー。あたしが身長二十センチぐらいなら、これに乗って行けるのになあ」


    　なるほど、この窓は貨物エレベーターだったのか。人が乗れるエレベーターが一階までしかないので、地下の閉へい架か書庫との本の入れ替えが大変だろうなあといつも思っていたんだが、これで謎なぞが解けた。壁ぞいに貨物エレベーターのシャフトが一本通っていて、上と下で本をやり取りできるということだ。


    　そのとき、人間用のエレベーターが上がってきた。シャーリー先生が来た、と察して俺たちは、慌てて席についた。自習もせずにダベっていたら、また叱しかられるからだ。


    　果たして、シャーリー先生がエレベーターから降りてきた。


    「ごきげんよう、皆さん。きちんと自習していらっしゃったようですね、偉いですわ」


    　見ると、シャーリー先生は春はる山やまと手をつないでいる。というか、困惑している春山の手を強引に握って、ぐんぐん引っ張っている。


    「あれっ？　なんで野の菊ぎくがベス先生といっしょに来てるのだ？」


    　影かげ月つきは首をかしげる。春山はおどおどしていたが、俺と視線が合いそうになると、ぱっと目を背そむけた。やはり、相当避けられていると見た。


    「す、すみません。あの……」


    「図書館の前にカゴの忘れ物をしていたので、園芸科へ届けに行ったのですわ。そうしたらミズ春山が教室にいらっしゃったので、もう補習クラスの時間ですよって、お連れしたのですわ」


    　シャーリー先生はにっこりほほえむ。ノーと言わせない笑顔である。


    「ものづくりに製造者責任が伴うように、ものづくりのプロフェッショナルを育てる物もの部のべ高校にも製造者責任が伴います。ミズ春山が化学の補習をきちんと修了しなければ、いつまた腐葉土などを発火させてしまうか、危険なまま放置して卒業はさせられません。すなわち留年案件になり、わが校で留年は認められていないので退学になってしまうのです。ミズ春山も夢があって、それを叶かなえるため物部高校を志望したはず。がんばって補習を受けてくださいね」


    「は、はい。すみません……」


    　春山はしょんぼりして、とすん、と力なく席に座った。


    　シャーリー先生は春山がサボろうとした、と思ってるんだろう。でもたぶん、俺のせいで補習クラスに来たくなかったんだと思う。だけどさっき綾あや羅ら木ぎさんが言ったみたいに、それを「焼きもち」だなんて誤解されたら……とくにゴシップ大好きの火ひ村むらがまさに今、安あ心じ院むにその嫌疑をかけたばかりだというのに。何より、春山はかんちがいをしている、と思ってるのが俺のかんちがいだったら……。俺の頭はこんがらがって、春山に何て言えばいいのかわからない。脳ミソが、完全にバグったポンコツになっていた。


    　俺はそうやってもだもだしていたが、春山を心配しているのはほかの奴らも同じだった。安心院が挙手して、シャーリー先生に言った。


    「あの、シャーリー先生。全員そろったところで、ちょっといいですか？」


    「はい。何でしょう、ミズ安あ心じ院む？」


    「きのう言ってた、蛍けい子こちゃんのチョークのリサイクル。さっそく二人で朝から準備してきたんです、試食していただけませんか？」


    　授業中の今、この講義室で食べるのか、とびっくりした。空気が読めないはずの火ひ村むらのほうが、慌てて止める。


    「聖せい歌か、それ、授業が終わってからにしようって言ってたのに」


    「うん。でもおやつの時間だし、野の菊ぎくちゃんも、花壇の仕事でおなかすいてますよね？」


    　にっこり、と安心院は無邪気にほほえんだ。そのとき俺は、安心院が空気を読めていないのではなく、むしろものすごく空気を読んだのだと気づいた。春はる山やまが補習クラスに来なかった理由を「仕事でおなかがすいていたから」として、シャーリー先生に対しフォローを入れている。それで「おなかがすいているからまず何か食べよう（食べてから勉強しよう）」と続けば、春山が自然に補習クラスへ合流できるというわけだ。さすが安心院である。長文読解が苦手な火村は怪け訝げんそうだったが、シャーリー先生は察してうなずいた。


    「勉強だけでは続きませんから、たまには息抜きもないとですわ。いただきますわ、ミズ火村」


    「まあ、先生がいいって言うんなら……じゃじゃーん！」


    　火村は、机の下の棚から弁当箱を取りだした。弁当箱を開けると、アルミニウムの薄いトレーの上に生肉と生エビと生のタマネギが並んでいた。俺は、思わず二度見してしまった。


    「……生？　料理し忘れてないか？」


    「ブッブー。これはあたしが将来、自分の鉄板焼き屋を持ったらお土産みやげ用に売ろうと思ってる『超一流の名店の味をご家庭へ！　マイ鉄板焼きセットＤＸデラツクス』でーす」


    「何のためらいもなく自分の将来の店を超一流の名店と呼び、この弁当箱にデラックスと名づけてしまう、その度胸だけはすごいと思う」


    「まあ、ごらんあそばせ？」


    　火村はトレーを外した。弁当箱の下にチョークの粉がぎっしり詰まり、その上にお祭りのときにある水風船が置いてある。チョークの粉は色とりどりだ。トレーを外したときのわずかな気流で、もわっ、と白い粉が舞った。影かげ月つきが顔を近づけすぎていて、げほんげほんと咳せきこんだ。安心院が得意げに言った。


    「これ、わたしが手伝ったんです。今朝いつもより早く来て、二人で家政科の全教室を回って黒板消しクリーナーの粉を集めたんです」


    「……これをどうするおつもりですか？」


    　シャーリー先生が、何だか嫌な予感を感じている様子で、恐る恐る尋ねた。火村はニコッと笑って、いつも安心院が持っている携帯用の裁さい縫ほうセットから針を借り、水風船に突き立てた。ぽんっ、と音を立てて水風船が割れ、チョークの粉の上に広がった。


    「家政科で、乾燥材と生ゴミをいっしょに捨てるなってすごく注意されるの。石せつ灰かいに水を加えると、化学反応を起こして数百度まで温度が上がるのよ。ということで、この熱を利用して鉄板焼きしちゃいましょう、ってわけ。これを利用して、ほかほかに温められる駅弁とかも売ってるから、食品に使っても大丈夫なのはお墨付き。さらに具材は傷みにくいように、半干しにして水分を減らした上で調味液に漬けこんであるから、いっそう安全よ。調味液はアルコールを多くして殺菌作用があって、でも石せつ灰かいの高熱でアルコールは飛んじゃうから食べるときはふつうの味ってわけ」


    　説明しながら、火ひ村むらはトレーを弁当箱の上に戻して待った。確かに酒みたいな匂いがかなり強く、ぷーんとただよっている。雑に見えて、自分の専門分野では丁てい寧ねいな仕事をするもんだなあ、と俺は感心した。


    「これを使えば、お弁当に鉄板焼きもＯＫよ。燃料は教室のチョークと水道の水だから、家から持ってくる必要ないし、ランニングコストはほぼ〇で経済的でしょ」　


    「完かん璧ぺきです、蛍けい子こちゃん！　教室で超一流店の鉄板焼きだなんて、贅ぜい沢たくですね！」


    　安あ心じ院むは期待しまくっている。まだ超一流店ではない気がするが、でも火村の細かなアイディアを見ていると、たしかに火村の店は近い将来一流店になるだろうなと思った。


    　影かげ月つきと春はる山やまも興きよう味み津しん々しんで、狩かり谷やはそれに交じるのが恥ずかしいみたいだが気になる様子で遠くからチラチラ見ている。少なくとも、春山がすんなり皆と合流するのに、この仰々しい見世物はたいへん役に立ったようだ。


    　けれども、待てど暮らせど、肉が焼ける様子はなかった。蒸気も出てこないし、弁当箱もひんやりしている。どうしたんだろう、と俺も弁当箱をのぞきこんだ。


    「ウンともスンとも言わないんだが……？」


    「チョークの粉が足りなかったのかしら？　がんばって集めたんですが、何か間違ってるんでしょうか」


    　弱気になっている安心院に、春山が口をはさんだ。


    「間違ってはいないと思います。園芸科でも、石灰を肥料に使うんですが水気厳禁なので、雨で濡ぬれるような場所に置いてはいけないと習っています。それは発火するからで……だからわたしも、石灰には気をつけていたんです」


    「そうしたら、まさかの腐葉土が燃えたのだな」


    　影月のツッコミに、春山は恥ずかしげにうなずく。シャーリー先生が、小さくため息をついて人差し指でメガネの位置を直した。


    「残念なお知らせがありますわ、ミズ火村。このマイ鉄板焼きセットＤＸには重大な失敗があります」


    「ぴぎゃっ、それって千せん石ごくくんふうに言うと『バグがある』ってこと？」


    　火村は両手で顔を押さえて、ものすごくショックを受けている。でも、俺が見るかぎりバグが発生する要素などどこにもないぐらいシンプルだ。どこがバグなのか、そこにはただ濡れた粉があるばかりで、さっぱりわからない。安あ心じ院むが、頭を抱かかえた。


    「……降参です、『ほころび』が見つかりません。石せつ灰かいに水を混ぜるだけで、どこに間違う要素があるんでしょうか？」


    「『ほころび』を探すのとちがって、目で見ているだけではわからないでしょう。同じ白い粉で、同じ『石灰』と呼ばれるものですから……」


    　シャーリー先生は、春はる山やまに視線を向けた。


    「ミズ春山。石灰の化学式は何でしょうか？」


    「か、化学式、ですかっ？」


    　突然の質問に、春山はとまどった。こぶしを口もとに当てて、少し考えている。俺たちも「二酸化炭素」とかなら酸素と炭素からできてると見当がつくが、「石灰」の場合「石」も「灰」も元素名につながらないので、突然言われても出てこない。


    「たしか……肥料の袋に『CaO』って……」


    「CaO。酸化カルシウム、ってことか」


    「わあ！　化学式からパッと名前が出てくるなんて、すごいのだ！　周期表は暗号みたいで、ちーっとも覚えられないから尊敬してしまうのだ」


    　影かげ月つきが目を輝かせた。いや、高校生なら当然だろう……と、褒ほめられて逆に恥ずかしくなってしまう。火ひ村むらが言った。


    「あたしも苦手だったけど、料理ってけっこう化学式いるのよ。ふくらし粉の重じゆう曹そうは炭酸水素ナトリウムだし、クエン酸とかエチルアルコールとか……それでがんばって語呂合わせで覚えたの。夜よ見みにも教えてあげよっか？」


    「そうですわね。年号や公式や化学式、語呂合わせで覚えるのはよくないという意見も聞きますけれども、覚えられないよりはずっとよいですもの。勉強は生徒同士での教えあいも大事ですから、ミズ火村、教えてさしあげてください」


    「ラジャー、わかりました！」


    　火村はふざけて敬礼してから、人差し指を立てて影月に声をかける。


    「夜見、言うよ、いい？」


    「どんとこいなのだ！」


    「じゃあ行くよ。ＨエツチなヘHeンタイ、LiッリプにBeーベゼ、ＢバックＮＯノＦフア……」


    「ノノノノノノノノノーッ！　だめですっ、ミズ火村！」


    　シャーリー先生はものすごく慌てて、火村の口を両手で押さえた。まさかの下ネタ周期表に、俺たちも凍りついてしまった。まったく、これだから思春期は……。


    　幸い影月はそこまで日本語に習熟していないようで、首をかしげていた。


    「ベーゼとは何だ？」


    「ド、ドイツ後で『悪い』という意味ですわ」


    　俺が中学時代に下ネタ周期表を小耳にはさんだとき、たしかベーゼはフランス語で「キス」の意味だと聞いたんだが、シャーリー先生は必死にごまかした。影かげ月つきは、むー、と唇をとんがらせた。


    「リップは唇だから、『唇に悪い』？　空気が乾燥してるとか、口内炎とか？　意味のわからない無理やりの語呂合わせは、覚えにくいし強引な感じがモヤッとして嫌なのだ」


    「そ、それじゃわたしの知ってる語呂合わせはどうでしょう、水兵リーベぼくの船っていうやつで、リーベはドイツ語で恋人のことですって！」


    　安あ心じ院むが方向転換に必死である。影月はちょっと考えて、うなずいた。


    「うん。意味がわかる、それならいいかな」


    　そして火ひ村むらはそれを聞いて、耳まで真っ赤になった。


    「ほええっ、そんなふつうの語呂合わせあるのっ？　ふぎゃーっ、中学の先輩に騙だまされた～！　忘れてっ、今の周期表は忘れてー！」


    　火村は両手で顔をおおい、足をじたばたさせた。狩かり谷やが悟りを開いた目でつぶやいた。


    「火村は女子校のはずだが、エグい先輩がいるもんだな。やはり三次元の女子校はだめだな。二次元の女子校は『お姉さま、ごきげんよう』の理想郷だというのに」


    「とりあえずミズ火村、しばらくミズ春はる山やまといっしょに化学の補習を受けることにしましょう。料理に化学式が必要なら、なおさらですわ。そのせいで、『間違った石せつ灰かい』を使ってしまったのですからね」


    　シャーリー先生に言われて、火村は不思議そうにぱちくりと、まばたきした。


    「石灰は石灰ですよね？　間違ってるとかあるんですか？」


    「ミズ春山が言ったCaO、すなわち酸化カルシウムは『生せい石灰』。肥料や乾燥剤として使われるもので、水を加えれば発熱しますわ。では、チョークの化学式は？」


    　いきなり聞かれて、俺たちはぐっと答えに詰まる。


    　いや、たしか……きのうの補習クラスでシャーリー先生がチョークを飛ばしてきたとき、そんな話をしていたはずだ。俺は必死に記憶をたどる。カルシウムで間違いないはずなんだが……と考えて、その先を思い出したとき、ハッとした。


    「炭酸だ！　炭酸カルシウム！」


    「石灰。いえ、正解です」


    「今ちょっと無理やりでしたね、先生」


    「炭酸？　炭酸ってことは、酸化とはちがうってこと？」


    　火村が目をグルグルさせる。春山が言った。


    「庭石に使う石灰岩や大理石は炭酸カルシウムのはずです、ときどき貝の化石が交じったりしてますし……。石灰岩っていうことは、石灰の岩ですよね？」


    「そう、『石灰』と呼ばれるものにいろいろ種類があるのでややこしくなるのです。もともと石灰は英語でチョークといって、日本語に訳すと白はく亜あともいいます。イギリス南部の海岸には、チョークの真っ白な崖がけ『七姉妹セブン・シスターズ』があって、ロンドン観光のついでに寄れる名所になっていますの。この崖の成分も石せつ灰かい石、つまり炭酸カルシウムです。肥料に使われる水酸化カルシウムも石灰で、区別するために消しよう石灰と呼ばれていますわ。つまり石灰にはいろいろあって、水を加えて発熱するのは生せい石灰、ということです」


    「黒板に書くチョークは、発熱しないってことですか？」


    「そうですわ。炭酸カルシウムは貝かい殻がらの成分です。もし水に入れて発熱するなら、コンロなしでクラムチャウダーが作れてしまいますもの」


    　たしかに、書いてるうちに指先の汗で発熱してヤケドするようなチョークなんて、危なくて使えないだろう。火ひ村むらはがっくりとうなだれた。


    「石灰ちがいか……。チョークのリサイクルで一石二鳥だと思ったのにな～」


    「発熱する石灰とそうでない石灰……植物の根がやけどしたら枯れてしまいますから、重要ですね」


    　春はる山やまが熱心にノートに書きこむ。ロボット工学と石灰はあまり関係ないかもしれないが、化学反応そのものはバッテリーなどに利用するので、俺にとっても必要な知識だ。


    「春山、そのメモあとで写させてもらっていいか？」


    　春山にささやくと、春山はびっくりした顔で俺を見た。しまった、ちょっとなれなれしかったかな……と焦あせったが、春山は恥ずかしそうにほほえんで、


    「わ、わたしのノートでよければ……」


    「あ、ほんとに？　ありがとう」


    　春山は俺から目をそらしはしていたけど、避けてはいなかった。今の授業のおかげで、ちょっと一体感っていうか、距離が近づけたのかなと思って俺はホッとした。


    　熱心にメモっている俺たちを横目に、影かげ月つきは火村の生肉をのぞきこんでいた。


    「化学のことはよくわかったが、このお肉はどうするのだ？　せっかく手間ひまかけて蛍けい子こが下ごしらえをしてくれたのに、食べてみたかったぞ……」


    　影月がしょんぼりする。火村がちょっと考えて、ポンと手を打った。


    「大丈夫大丈夫。帰りに家政科棟に寄ってくれたら、調理室で焼いたげる。下校時間に引っかかっちゃうから、さっさと課題を終わらせて十五分前に出れば間に合うわ」


    「わーい、やったのだ！　お肉大好きなのだー♪」


    「よかったですね。影月さんって、好きなものを何でもすなおに好きって言えるの、うらやましいです」


    　春山が、ふと寂しそうに笑った。影月が気をつかって、その顔をのぞきこむ。


    「どうした、野の菊ぎくもお肉が好きなのか？　遠慮しなくても、お肉が好きなら好きって言ってくれればいいのだ。ちゃんと野菊にも分けてあげるぞ」


    「いえ、わたしはいいんです。影かげ月つきさん、どうぞ」


    　春はる山やまは引いてばかりで遠慮ばかりで、たしかに本心がよくわからない。影月が何でも好き放題に言うのは、わがままに振り回されて面倒くさいところもあるけど、顔色をうかがう必要がまったくないのはすごく気楽だ。だから、俺もけっこう影月とはよくしゃべるんだと思う。


    



    　その日の補習クラスは特別に、化学式の授業になった。炭酸ナトリウムと炭酸水素ナトリウムとか、どれも似たような名前で似たような白い粉なのに、性質も用途もちがう。水を加えたときの化学反応式とか、加熱したときの化学反応式とか。なんとなく適当に流してきた単元だ。工学科では材料物性関係で化学をやるが、基礎化学ではなく応用なので、正確な化学反応式とか反応のモル比とかはふわっとしたまま授業を受けている気がする。なので補習クラス全員、この機会にあらためてしっかり覚えなおそうということで。


    　シャーリー先生がホワイトボードにさらさらと化学反応式を書いていく。どの教科でも教えられるマルチな才能を持つシャーリー先生だが、化学反応式を書いていると三割増し美人に見えることに気づいた。ひっつめて団だん子ごにした金髪や知的なメガネが、あまりにも化学反応式に似合っている。


    　補習クラスではいつも厳しいから忘れがちだけど、女子のいない工学科棟ではシャーリー先生のリーダーの授業は、自習中のクラスの奴らがわざわざ廊下に集まって参観日みたいになるぐらい、シャーリー先生は人気者なのである。そのシャーリー先生と毎日補習クラスでいっしょになって、リーダー以外の勉強を教えてくれるシャーリー先生も見られて、ほかの男子にちょっと悪いなあ……と、ぼんやり考えていた俺の目の前に、シュッとチョークが投げられた。


    「うぉっと！」


    　間一髪、俺はチョークを避よけた。チョークは壁にぶつかり、パッキャーンと砕けた。シャーリー先生が、狙ねらいを定めて目を細めたまま、残念そうにつぶやいた。


    「まさか今のをかわせるとは思いませんでしたわ、ミスター千せん石ごく。ぼんやりしているのかと思ったら、意外に集中していらっしゃいました？」


    「っていうか、破壊力がありすぎるのでもう少し初速を抑えてください！」


    　前言撤回だ。シャーリー先生は厳しいから、ほかの男子にちっとも悪いと思うまい。


    



    　それで俺はまじめに私語もせず勉強していて、そろそろ下校のチャイムから十五分前となった。火ひ村むらと安あ心じ院むが予定どおり課題をすませて、ぱたぱたと片づけはじめる。俺は、春山と同じように遠慮しよう、と思って勉強を続けていた。


    　そのとき、エレベーターが上に上がってきた。シャーリー先生が不思議そうに、そちらに目を向けた。


    「あら？　こんな遅い時間に、どなたが上がって来られるのかしら？」


    　図書館の利用者かなと俺は思っていたんだが、エレベーターはまっすぐ十階まで来て止まった。そして降りてきたのは、まさかの綾あや羅ら木ぎさんだった。高いハイヒールで渡り廊下をツカツカと歩いてくる姿は、まるでファッションショーのランウェイを歩くスーパーモデルみたいに決まっている。中央講義室の構造がガラスドーム天井に近未来的な内装とかなり洗練されているので、いっそうかっこよく見えた。


    「うぴゃーっ！　うっそ、綾羅木彩あやっ？　本物？　ヤバいっ、ガチでヤバい！」


    　火ひ村むらのテンションがＭＡＸを振り切った。安あ心じ院むも目をキラキラさせている。


    「あのスカート、ヒップラインがあんなにタイトなのに太ももの動きがまったく束縛されていません！　だから動いても、スカートに引きつれたような見苦しいシワが入らないんですね。超一流の縫ほう製せい職人さんの仕事ですよね、どういうタックを取っているんでしょう。マーメイド・ラインのウエディングドレスに応用できそう、見せていただきたいなあ……」


    　心配してるだ何だと火村は煽あおっていたけど、どうやらそれは杞き憂ゆうだったみたいだ。そこはホッとしたんだが、問題は春はる山やまである。化学反応式で少し打ち解けられた気がしたのに、綾羅木さんの姿を見て、再び固まってしまった。なんでこのタイミングで、この人がここに来たんだと、俺は恨めしい気持ちになった。


    「ミズ綾羅木、もう絵の下見は終わられたのですか？」


    　シャーリー先生がたずねると、綾羅木さんはウインクした。


    「ええ。無事に絵は持ち出せそうです。絵のコンディションも最高でした、地下で紫外線は来ないし、人が出入りしないから人間の皮脂やホコリに含まれてる重金属の付着も防がれて、要するに絵の具の劣化はなし。ドアの広さと階段の広さも測ったので、木枠からはずして巻けば、問題なく持ち出せるはずです」


    　綾羅木さんはハンドバッグからメジャーを取りだし、伸ばして見せた。ハデハデではあるけど、ちゃんと仕事してたんだな。メジャーといっしょにデジカメが入っている。これも現場の写真を撮って確認するためのものだろう。


    「よかった。これで来週には、あの絵はいなくなってくれるんですね……」


    　シャーリー先生はホッと胸を撫なでおろす。高価な絵と聞いて、ほんとに気が気ではなかったようだ。


    「司書長さんに聞きました。シャーリー先生が、いつも図書館の最後の施せ錠じようをしてくれてるんですよね？」


    「は、はい。司書長は下校時刻になったら窓口を閉めて事務室へ一日の図書館使用報告書を上げなければならないので、最後に残るのが補習クラスになってしまうので……」


    「シャーリー先生が毎日厳重に図書館の戸と締じまりをしてくださったおかげで、絵が無事だったんだと思います。ほんとに感謝してます」


    「い、いいえ！　そんなことはありません、絵の価値だってずっとわかってなくて……」


    「それで、今日はお礼をしたいんです。補習クラスの皆さんも、終わるまで待つからみんなでお食事にでも行かない？」


    　綾あや羅ら木ぎさんの提案に、火ひ村むらがぴょーんと飛びあがった。


    「やりぃー！　綾羅木さんってセレブだから、おいしい店知ってそう！」


    「あ、でも……うちは門限はとくに決まってないんですが、あまり遅くなると両親に叱しかられてしまうんです」


    　安あ心じ院むがすまなそうに言った。門限が決まってるとか、けっこうお嬢様なんだな。春はる山やまも遠慮がちにうなずいて、


    「わたしも、行ってもお邪魔だと思いますし……今回は、ご遠慮します……」


    「ええー！　お邪魔なんかじゃないわよ、それに門限までに帰すようにするわ！　せっかくなんだから全員で行きましょうよ、ねっ？」


    　綾羅木さんが必死に二人を説得する。ところが影かげ月つきまで迷いだして、


    「でも、わたしも今日は蛍けい子このお肉をもらったから……食べないと、蛍子に悪いのだ」


    「そのとおりですわ、リトルレディ。お礼だなんてそんな、厚かましいですわ。それにわたくし、地下の絵を守るためにしばらくは図書館に残ってテストの採点など行おうかと思っていますから、お言葉だけありがたくいただいてこちらでお別れということで……」


    　つつましく断ろうとするシャーリー先生の手を、綾羅木さんはぎゅっと握った。


    「シャーリー先生がそうやってわたしの絵を大切にしてくださるからこそ、感謝したいんです。お礼をさせてください。ぜひ皆さんでいらっしゃってください、お願いします」


    　綾羅木さんの真剣な表情に断りきれず、シャーリー先生はためらいつつも、うなずいた。火村は渋っている女子たちに、


    「門限遅れるかもって親に電話すれば大丈夫よ、行こ！　世界的アーティストが連れてってくれるレストランだよ、いろいろ勉強になるの間違いなしだよ。聖せい歌かの親って教育熱心だから、勉強になるって言ったらＯＫしてくれるよ。だってウエディングパーティの企画のために、超一流のセレブの食事って見学したほうがよくない？　野の菊ぎくだって、テーブルフラワーのアレンジメントとか、参考になると思う！　夜よ見みは、お肉は家政科の冷蔵庫に入れておいて、明日の朝ごはんは家政科で食べなよ。お味み噌そ汁作っといてあげるから、ねっ！」


    　自分が行きたいせいか、必死である。その押しの強さと、通販番組でもできそうな流りゆう暢ちようなセールストークに、三人はつられてつい、うなずいていた。その横で、狩かり谷やもうなずいていた。


    「高級だろうが安物だろうがしょせん同じ三次元の料理、腹さえふくれればいいと思って冷めてたんだが、今のを横で聞いてたら、俺は関係ないのに何だか行きたくなってきたぞ。火村のトーク、怖いな」


    「だってあたしの将来の夢は鉄板焼きレストランだもん。お客様梅定食でよろしかったですか、松定食でしたら五百円アップで七百円相当の一品と小鉢がつきますのでお得ですよ、さらに六百円アップで焼きエビが伊勢エビグラタンに変わりますよ、お食事の後のデザートは……」


    「怖い！　気づいたらランチで三千円飛んでしまう、怖い！」


    　たしかに怖い。俺も、レストランとか緊張するから行きたくないし、綾あや羅ら木ぎさんとは距離を取りたいんだが、今の火ひ村むらの説明でちょっと気持ちがソワソワしてしまった事実は否いなめない。


    「もちろん、君も来るわよね？　えーと……千せん石ごく新あらた、くん？」


    　そんな俺の心の隙すきをつくように、綾羅木さんが俺のノートに書かれた名前にチラッと視線を走らせた。肉食獣にロックオンされたような気がして、ビクッとする。


    　それから、俺の耳に唇を近づけて、ひそっ、とつぶやいた。


    「気づいてないの？　さっきの娘こ、またわたしのこと見てるわよ」


    　はっとして目を向けると、春はる山やまがこっちを見ていた。でも、慌てて目をそらした。


    「焼きもち焼くぐらいなら、奪い取っちゃえばいいのに。逃げてちゃ欲しいものなんて手に入らないのにねー」


    　くすくす笑いながら、綾羅木さんが離れた。なんか性格の悪い人だ。そもそも春山が俺に焼きもちなんて焼いてるわけがない。綾羅木さんのせいで軽けい蔑べつされているかもしれないが。なんだかこの人とは相性が悪いなあとため息をつきながら……でも、何だか春山のことを特別敵視してるような気がするのは気のせいだろうか？


    　春山が食事に行くなら、ちょっと心配で、放っておけないような気がした。


    「……俺も行きます。でもそれは、友達が行くからですから」


    　俺は牽けん制せいするような気持ちで、綾羅木さんに言った。綾羅木さんはクスッと笑って、


    「友達かぁ。いいなあ、高校生」


    　と、からかってるのか何なのかわからない返しをしてきた。何がいいのかよくわからないが、春山のほうを見るとすごく落ちこんだような表情で勉強していたので、あまり綾羅木さんとしゃべらないほうがいいと思って、俺はそれきり返事を返さなかった。


    



    　五時になり、下校時刻を知らせるチャイムが鳴った。俺たちは勉強道具を片付けはじめる。シャーリー先生は、綾羅木さんに言った。


    「では、本日の補習クラスはこれでおしまい。お待たせいたしました、ミズ綾羅木。生徒たちと先に出てください。わたくしは最後に、各階の見回りと施せ錠じようをしてから行きますから」


    「十階もある図書館を、一人で全部確認するんですか？」


    「ええ。勉強熱心が行きすぎて、図書館にこっそり残ろうとする生徒がたまにいるのです。勉強熱心はよいですが、勉強しすぎると人間死にますので、帰っていただくのも見回りの理由のひとつですわ」


    「大変そう。お手伝いしましょうか？」


    「いえ、自分で全部確認しないと安心できないたちなので、けっこうです。ご厚意だけ感謝して受け取らせていただきますわ」


    　さすが、シャーリー先生は責任感が強い。だから補習クラスなんていう、しんどいだけで何の得にもならないことをボランティアでやってくれているのだ。安あ心じ院むが綾あや羅ら木ぎさんに言った。


    「気になさらなくていいんです。わたしたちも、いつもシャーリー先生の邪魔にならないよう、さっさと先に図書館を出るようにしているんです。それと……」


    　と、安心院は綾羅木さんのハイヒールブーツに視線を移した。


    「エレベーターは司書長さんが出るときに、止めていかれるんです。一階まで階段ですけど、大丈夫ですか？」


    「さすが聖せい歌か、細かいこだわり」


    「だってウエディングドレスを綺き麗れいに見せるために花嫁さん用に三十センチぐらいあるハイヒールがあって、これで歩くの大丈夫かなっていつも心配なんですもの」


    　綾羅木さんは、自分の足もとを見て、それから俺たちがまだ片付けの途中なのを確認して、言った。


    「そうね、階段はちょっと危ないかも。先にゆっくり下りはじめておくわ……途中で行き違いになって、はぐれたりしないかしら？」


    「階段は一本道ですから大丈夫ですよ。わたしたち、すぐ追いかけて追いつきます」


    　安心院が言った。綾羅木さんはうなずいて、


    「じゃ、先に行ってるわね」


    　と、階段を下りていった。


    　俺たちは、影かげ月つきが片付けに少し時間がかかったので、それを待って綾羅木さんを追ったのだった。


    



    　図書館の階段を、俺たちはてくてくと下りていく。ゆるやかならせん階段を十階から一階まで、というのはなかなかに距離がある。それで、いつも俺たちはダベりながら下りていくんだが、正直言って、けっこう俺はこの時間が気に入っている。


    　内容のない会話ってものを、俺はできない。俺にとって言葉は情報伝達方法であり、会話は情報交換の手段である。いわゆる雑談ってやつができないタチなのだが、他人が雑談してるのを聞くのはけっこう好きだ。とくに女子のおしゃべりは、ぼんやり聞いていると歌のようにリズミカルで、妙に癒いやされる。


    「野の菊ぎく、さっきからずっと元気がないぞ。やっぱり、外食は嫌だったか？」


    　影月が春はる山やまをちょっと心配しているようだ。春山は作り笑いで答えた。


    「い、いえ、大丈夫です」


    「綾羅木先輩の毒気に当てられたとか？　俺も、三次元であるってとこを差っ引いても苦手なタイプだ。清せい楚そと真逆だからなあ」


    　狩かり谷やが言った。春はる山やまはものすごく慌てて、ぶんぶん首を横に振る。


    「ど、毒気なんてそんな！　綾あや羅ら木ぎさんは美人だし才能はあるし、素晴らしい先輩だと思います。わたしもあんなふうになれたら、って思うぐらい……」


    　意外だ、ドン引きされているとばかり思っていた。俺はちょっと気が軽くなった。


    「そうだな。俺は芸術とかよくわからないけど、なんか才能はあるんだろうなって感じは何となくわかる気がする」


    　話を合わせるつもりとかではなく、けっこう本心だった。ハデハデにしているけれど、絵が外に出せるかどうかをかなりきちんと検討していたり、仕事をきちんとしているところはプロフェッショナルな感じがする。


    「……千せん石ごくくんも、そう思うんですか。そうですね、素晴らしい人ですよね……」


    　春山のテンションが、なぜか下がった。同じ方向性で話をしているのに、なぜテンションが下がるのかがよくわからない。俺はここのところ、春山相手限定で、長文読解能力が火ひ村むらレベルまで落ちてるんじゃないかという気がする。


    　そんなふうにくっちゃべりながら歩いていたせいか、俺たちは綾羅木さんに追いつかないまま、一階から玄関を出た。綾羅木さんはいない。どこに行ったのか、はぐれたかな……ときょろきょろしていたら、図書館から出てきた。


    「あれ？　どこに行ってたんですか？」


    「うん。懐かしかったから、みんなが下りてくるまでちょっと中を見学しようと思って、一階をウロウロしてたのよ。思ってたよりみんな下りてくるの早かったわね、優秀優秀……シャーリー先生は？」


    　綾羅木さんは図書館のほうを振りかえった。ガラスの壁を通して、階段を下りてくるシャーリー先生が見える。まだ四階にいる。一階下りるごとに、フロア全体の施せ錠じようをぐるっと確認し、席に残っている生徒、トイレなどに立てこもって隠れている生徒がいないか、逐一チェックしているので時間がかかるのだ。


    「毎日これをやってるなんて、大変ねえ。シャーリー先生って去年イギリスの大学を卒業したってことは、日本でいうと今大学四年生？　わたしと同い年になるわけね。なのに同級生っていうより、やっぱり先生の貫録だわ」


    　綾羅木さんが感心して言った。ふと、安あ心じ院むが白いレースのハンカチを取りだすと、綾羅木さんのスカートをはたいた。スカートには白い粉がついていた。


    「失礼します、少し汚れてます。チョークかしら？」


    「ぎゃぴぃーっ、あたしの弁当箱からこぼれちゃったのかも！　ひょっとして高いスカートですか？　すみません～」


    　火村は平身低頭謝った。綾羅木さんは気にせず明るく笑った。


    「大丈夫よ、普段着だから十万円もしないわ」


    「なんだか理解できない単位が今出てきたわ。ちなみにあたしの私服は、靴くつまで合わせてトータル五千円くらいなんですけど……」


    　勝った。俺の私服は靴が九八〇円でスウェットの上下が六八〇円、合計一六六〇円だ。


    　ふと、安あ心じ院むが綾あや羅ら木ぎさんのスカートをはたきながら、首をひねった。


    「……これ、蛍けい子こちゃんのチョークの粉じゃないですよ。わたしたちが集めたチョークの粉って、黒板を消した後のやつだから赤や黄色が交じっていたじゃないですか。これは、真っ白ですよ」


    「ひょっとして、先生が俺に投げたチョークかな？　けっこう勢いよく飛び散ってたから……」


    「ということは、あたしのチョークじゃなかったんだ。十万円のスカートを汚した犯人にならなくてよかったぁ～！」


    　火ひ村むらは胸を撫なでおろした。短い交流の中でわかったことは、綾羅木さんはそれぐらいのことでモメるようなタイプじゃないってことだ。センスはおしゃれだけど、服に必要以上にこだわっていないというか、要するにクールである。


    　俺たちがしゃべっていると、ようやくシャーリー先生も図書館から出てきて、最後に玄関を施せ錠じようした。


    「お待たせしました。あとは事務室に寄るだけですわ」


    　事務室は校門の近くの事務棟にある。俺たちはぞろぞろと歩いて、家政科棟で安心院と火村が学生カバンをピックアップ、事務棟でシャーリー先生が鍵かぎを返して、校門を出た。


    　綾羅木さんは慣れた動作でタクシーを二台呼ぶと、


    「レストラン・ラグジュールまで」


    　聞いたこともない固有名詞を言ったのだった。


    



    　俺たちが連れてこられたのは、超高層ビル街の超高層ホテルの最上階にある、超高級レストランだった。ラグジュールというのは、このレストランの名前らしい。座ってる俺たちの目の前には鉄板があって、専属のシェフが金属のフタみたいなのを右に左にかぶせながら、肉やら何やら焼いている。火村が愕がく然ぜんとしていた。


    「うぴょぴょーっ！　鉄板焼きレストランの最高峰、ラグジュール！」


    「火村さんだっけ、あなた鉄板焼きレストランを開きたいって言ってたでしょう。勉強になるかなと思って。お節介だった？」


    　綾羅木さんが言った。たしかに火村はちょろっとそんなことを言ったが、ちゃんと聞いて覚えていたのか。さすが若くして成功するだけあって抜け目がないし、頭もいい。性格は悪いのかと思ったけど、火村を気づかっているところを見ると、そうでもないのかなという気もするし、この人のことはよくわからない。


    「お節介だなんて！　憧れのお店だったんです、でも一生来られないと思ってたからすごくうれしくて！」


    「そ、そんな高いお店なの？」


    　不安そうな安あ心じ院むに、火ひ村むらがささやいた。


    「だってここ、一番安いコースでおひとり様五万円からよ」


    「ほう。高級感あふれる店のわりにはリーズナブルではないか、気に入ったぞ」


    　影かげ月つきがサラッと言った。さすが貴族。その横でシャーリー先生が気を失いそうになっているのが見えた。そして春はる山やまは、こういうところなのでますます緊張して、固まってしまっていた。


    　俺はといえば、別に高級な店だからって緊張するわけでもないが、それでもそれなりに居い心ごこ地ちが悪かった。


    　何が居心地が悪いといって、こういう店ははじめてなのだが、鉄板を囲むように席が配置されていて、その鉄板にコック帽姿のシェフが一人つきっきりで、肉とか野菜とか、俺たちの目の前で焼いてくれる。それだけでも息がつまる。俺は回転寿司でも、店員さんに直接注文して握ってもらうのがすごく苦手で、回ってるやつを取る専門なのだ。


    　なのに、ここでは目の前にシェフがずーっといる。俺はすみっこの席で、隣の席が綾あや羅ら木ぎさんだったので、綾羅木さんと話をするのはあまり気が進まないものの、こういうアウェーな状況ではまだ綾羅木さんとしゃべってるほうが気が楽かもしれない……などと悩んでいた矢先に、綾羅木さんに電話がかかってきた。


    「あら、失礼。仕事の電話だわ。長くなるかもしれませんけど、皆さんはここでゆっくりお食事を楽しんでいてくださいね。わたしの分、皆さんに分けてくださいな」


    　綾羅木さんはスマホを手に立ちあがり、シェフにそう指示をして去った。シェフはうなずく。


    「なるほどー、このお店では電話は外でするマナーになってるのね。ファストフードやファミレスで電話してるの、電話ってつい大声になるし、まわりのお客さんの雰囲気が悪くなっちゃうのよね～。喫煙室みたいに、電話用の座れる小さなブースを作ってもいいのかな」


    　綾羅木さんの背中を見送りながら、火村が真剣な表情で考えこんでいる。高級店に浮かれてるのかと思ったら、きちんと観察を欠かさない。たいていいつもふまじめな火村だが、自分の夢にだけはすごくまじめなんだなあ、と見直してしまう。


    　けれども、綾羅木さんがいなくなって俺の席の隣があいて、俺はひとりぼっちになってしまい、とても困った。その隣はシャーリー先生なので、さらに隣に座っている影月のマナー指導に忙しそうで、俺が完全に孤立状態になっていた。


    　しかもシェフは、こっちの食事の進み具合をいちいち監視するように目を配ってくる。緊張してしまうから放っておいてほしいのに、いちいちこっちに話を振ってくるのである。


    「お肉は国産とうもろこしを餌えさにし、自然豊かな高原でクラシック音楽を聞きながらストレスフリーで肥育した、最高級ビーフです」


    「はあ」


    「お振りいたします塩はバラ色の結晶、ヒマラヤの天然岩塩を使用しております」


    「はあ」


    「お肉の焼き加減はどのようにいたしましょうか？」


    「はあ」


    「いえ、焼き加減は答えていただかなければ困ります」


    「はあっ？　は、はいっ、あのっ……や、焼き加減って何ですか？」


    「ロー、ブルー、ブルーレア、レア、ミディアムレア、ミディアム、ミディアムウェル、ウェル、ウェルダン、ベリーウェルダンとございます」


    　覚えきれなかった。今のは悪魔を召喚する呪じゆ文もんか何かか？


    　そんなこんなで、俺はもう何を食べてるかわからない状態だった。しかもあるていど食べ終わったら、シェフが鋭い目で進しん捗ちよく状況をチェックして、次の料理を焼きはじめる。フランクな火ひ村むらがやりたいと言ってたぐらいだから鉄板焼きレストランというのは気の置けない店だと思っていたのに、何だかテストの試験官と向き合ってるみたいな緊張感でドキドキしてしまう。綾あや羅ら木ぎさんは一向に戻ってきてくれないし……。


    　ほかを見ると、安あ心じ院むと火村は会話がはずんでいるが、狩かり谷やと春はる山やまは俺同様に緊張しているようで無口だった。狩谷は半分ぐらい、早く帰ってアニメの録画を消化したい、と思ってるのかもしれないが。そんな重苦しい空気を吹き散らしてくれたのは、火村の一言だった。


    「あれっ、タマネギが焦こげてない」


    　シェフの視線がそっちに向いた。俺は、ヘビににらまれたカエルが間一髪のところで見逃されたかのような解放感を感じた。俺のほうにはまだ来ていないが、シェフが野菜を数種鉄板の上に置いて、上から銀色のドームみたいな蓋ふたをしたのは見た。シェフは火村に丁てい寧ねいに答えた。


    「ええ。焦がさないよう、あめ色に焼いてお出ししております」


    「タマネギは糖分が多いから、すぐに焦げちゃいますよね。焦げないぐらいの低温でじっくり焼くってことは、鉄板の温度はせいぜい百二十度ですよね」


    　焦げてないほうがいいだろうに、火村はなぜかそれが釈然としていない様子だ。


    「よくご存じですね。そのとおり、およそ百二十度弱で焼かせていただいております」


    「鉄板をその温度でずっと保ってるってことは、タマネギは焦げないけど、調理にはすごく時間がかかりますよね。ふつうの店だと回転や食事時間を考えて、タマネギを少々焦がしてももう少し鉄板の温度を上げていくと思うんですけど、百二十度で焼いていくと、このコースメニューだと二時間じゃ終わらなくないですか？」


    　俺たちの席の前にはコースメニューが書かれたおしゃれなカードが置かれていたが、火村はそれを見ながら首をかしげている。シェフは優雅にうなずいた。


    「お客様を急がせて焦げた料理を出すようなことは、本レストランのプライドにかけて行いません。ディナーをゆっくりと最高の味で楽しんでいただくために、本レストランのコースメニューは三時間を目安に取っております」


    「三時間……やっぱりそれぐらいかかりますよね」


    　火ひ村むらはまだ何か釈然としない様子だ。俺も、三時間もかかるのかと驚いたが、影かげ月つきが満足そうに、


    「ほう！　フランス料理のレストランだとディナーコースは四時間だから、三時間はなかなか早いな。フランス料理だといつも退屈してしまうが、ここは目の前でシェフの料理が見られてウンチクも聞けてライブ感があって、なかなか楽しい」


    　とほめたので、えっ食事に三時間って短いのか、と思ってことばを飲みこんだ。


    　でも、火村はなぜかずっと、考えこんでいたのだった。


    



    　食事はシェフが言ったとおり三時間をちょっと過ぎて終わった。終わりかけのころに綾あや羅ら木ぎさんが戻ってきたので、もう俺たちはデザートを食べているところだったが、シェフが気をきかせて、


    「お疲れさまでした、おなかがすいていらっしゃるでしょう」


    　と、特別にステーキと食パンを鉄板で焼き、ピクルスを鮮やかにスライスして、あっという間にシンプルなステーキサンドをこしらえて綾羅木さんに出した。綾羅木さんはそれを食べながら、軽くワインを飲んだ。サンドイッチを手づかみで食べているのに、気品があるように見えるのは、綾羅木さんが洗練された大人だからだろうか。


    「せっかくお誘いしておいて、ずっと留守にして失礼しました」


    　綾羅木さんは、隣の席のシャーリー先生に頭を下げた。シャーリー先生は心配そうに、


    「お忙しかったのですか？　わたくしたちにおつきあいなさって、ご無理されていませんか？」


    「いえ。わたしは高校時代に戻れたみたいで楽しかったです、わたしにとって高校時代って人生で一番キラキラしたすてきな時代でしたから」


    「ええ！　若くして大成功をおさめた世界的アーティストが何をおっしゃいますの、今こそ最高のときではないんですか？」


    　シャーリー先生は、真剣な表情で食ってかかるように語った。


    「わたくしは教師として、高校時代は楽しかったと生徒に言ってもらえるようがんばりたいとは思っています。けれども、高校時代が一番楽しかったと思われるようではいけないとも思っています。それって、次の世界で活躍できるだけの実力や人間力を高校在学中につけてあげられなかった教師の責任であると思っているんです」


    　シャーリー先生は責任感の強い人だとは思っていたが、あらためて俺も、補習クラスをがんばって先生の思いと努力にこたえなければと思った。綾羅木さんはシャーリー先生の熱弁に、少し顔を歪ゆがめた。泣きそうになってるみたいだった。


    「……そうですね。わたしは大丈夫です、もう高校生じゃありませんから。アーティストとして、ちゃんと自分の道を歩いていますから」


    　どうして綾あや羅ら木ぎさんがそんな泣きそうな顔になったのかわからない。高校時代の先生のことを思い出して懐かしくなったのかもしれない。


    　とりあえず、俺はあまりのんびりできなかった。今夜は母親が家にいるので早く帰らなくてもよかったが、とはいえあまり遅いと明日の勉学に差し障さわる。学生の本分は勉強だし、それがシャーリー先生の思いにこたえる方法であるし。


    「じゃあ、そろそろ解散しましょうか」


    　俺がそわそわしているのに気づいたのか、綾羅木さんが言った。綾羅木さんは俺たちをタクシー乗り場まで送ってくれて、請求は綾羅木さんのカードで、という太っ腹だった。


    「今日はつきあってくれて、ほんとにありがとう」


    　俺がタクシーに乗るとき、綾羅木さんがふと、声をかけた。また抱きつかれるかと思ってビクッとしたが、綾羅木さんは懐かしそうにほほえんでいるだけだった。


    「学校の帰りにみんなで食べに寄るとか、わたしが高校生のころはしたことなかったの。だからずっと憧れてたの。やっぱり楽しかったわ、ほんとうにありがとう」


    　そういえば高校生のころは地味でおとなしい生徒だったと、司書長も言ってたっけ。派手な綾羅木さんは苦手だが、一瞬高校生のころの綾羅木さんが見えたような気がした。図はからずも、六歳も年上の人なのに、こんなにハデハデなのに、かわいいと思ってしまった。


    「い、いえ。ごちそうさまでした」


    　俺は綾羅木さんと目を合わせないようにして、タクシーの座席に座った。火ひ村むらと安あ心じ院むが同じ方向だったので、いっしょに乗っていくことになった。春はる山やまはシャーリー先生たちといっしょなので心配ないだろうと思っていたが、綾羅木さんと俺がしゃべっていると、やはり不安そうな顔をしていた。綾羅木さんはそんな春山に気づくと、ツカツカッと歩いて肩をポンとたたき、


    「だから、後悔するぐらいならがんばりなさいって言ってるでしょ」


    　と、よくわからないことをささやいた。俺には意味がわからなかったが、春山が唇を噛かんでうつむいたので、春山には通じているらしい。そして春山がつらそうに見えたので、何か嫌なことでも言ったんだろうかと気になったのだが、タクシーが出発してしまったので、俺はそれ以上聞けなかった。


    



    　タクシーの中で、安心院は上機嫌だった。


    「おいしかったですね！　それにあの照明、とてもすてきでした。よくある大きなシャンデリアってシャンデリアが主役みたいに主張しすぎてしまうから、小さなシャンデリアをネット状に天井に張り巡らせるっていうの、結婚式場でもいいかもですね」


    　いつもはおとなしいのに、自分が興味のあることだとスイッチが入ってしまって饒じよう舌ぜつになり、ついでにまわりが見えなくなる。安あ心じ院むの行動パターンはけっこう俺に似ている。いっぽうこういうときこそ一番大騒ぎしそうな火ひ村むらは、眉み間けんにしわを寄せて考えこんでいた。


    「どうしたんだ、火村。タマネギの辺りから機嫌悪くないか？」


    　われながら、つくづくバグが気になる性格である。大きなお世話とは思いながら聞かずにはいられなかった。すると火村は難しい顔で、考えながら口を開いた。


    「うん……あたしなら、鉄板の温度を上げるよなあって……」


    「鉄板？　タマネギが生焼けだったのか？」


    「焼けてたわよ、完かん璧ぺきに。逆に、そこまで熟練してるんだから、綾あや羅ら木ぎさんが『早く帰らないといけないので二時間でコースを終わらせてください』って頼めば、鉄板の温度を上げて二時間で全部出せたはずなのよ。聖せい歌かに門限があるって話はしたんだからさ、綾羅木さんは気をつかってそう言うはずじゃない？　綾羅木さんが言い忘れたとは考えにくいし、だとするとシェフが『ウチのやり方は変えられません！』って頑固に変更しなかったのかなあ、でも高級店とはいえもうちょっとお客さん本位のほうがいいんじゃないかなー、って……」


    「自分の未来の経営方針について、蛍けい子こちゃんは悩んでいるわけですね。そういうまじめなところ、えらいと思います」


    　安心院が感心してほめた。火村は苦虫を噛かみつぶしたような顔をしている。


    「んーまあそう、悩むとこなのよね。お客は素しろ人うとなわけだから、店のやり方を貫いたほうがいいのか、とかさ。じっさい百二十度でじっくり火を通したタマネギは、フルーツみたいに甘くて透きとおってて、バーベキューみたいな野趣あふれる感じが全然なかったわけだし……。でも、お客さんが急いでるなら、やっぱそれに合わせるべきだとは思うのよね～」


    「あ、もしかして！　綾羅木さんが戻ってこられないから、コースが進まないようあえて急がなかったんじゃないでしょうか？」


    　安心院がそう言うと、火村は目をまるくして、ポンと両手をたたいた。


    「あっ、それかも！　だってけっこう気がきいてそうなシェフなのに、不自然に遅かったもんね～。お客さんの食事を長引かせてドリンクの注文をよぶんに取ろうみたいないやらしい感じの店じゃないわけだし、それはあるかもね」


    　火村は胸のつかえがとれたようだ。でも逆に俺は、火村の疑問が胸の中でくすぶってしまう。


    　だって、綾羅木さんは「自分の分を皆で分けて」とシェフに言って出ていった。その時点で、電話が長引いてなかなか戻ってこられないだろうと予想していただろう。そしてシェフも綾羅木さんのために、コースにはないステーキサンドを簡単に作って出すぐらい気がきいているし、鉄板焼きレストランだからすぐに機転をきかせてそういうことができる。


    　だとしたら、綾羅木さんを待って、あとの七人もの人間を待たせるほうが気がきいてないと思うんだが……？　とすれば考えられる可能性は「綾羅木さんが時間短縮を伝え忘れた」だと思うが、門限には間に合うようにするからとあんなに約束した綾羅木さんが忘れるのもおかしい話だ。だからって「忘れましたね？」と責めるのも、揚げ足を取ってるみたいで性格が悪い気がする。こっちはごちそうになった立場だし、綾あや羅ら木ぎさんは忙しいんだから忘れてもしかたなかろう。とりあえず遅くなったら姉が心配するから、そろそろ言い訳を考えておこう……と、俺は窓の外に目をむけたのだった。


    



    　それから数日、シャーリー先生はずっと気が気ではない様子で、毎日のように地下一階に行っては「アゴラ」の壁の「焚ふん書しよ」をにらんでいたらしい。


    　搬出の手配をするために、コルビエールさんと綾羅木さんも何度か来た。二回目からは綾羅木さんの服装も、派手ではあったけれどそこそこ抑えられて、少なくとも目のやり場に困るレベルではなくなった。美術館のスタッフも合流して、絵を巻いたときと同じ長さと太さの円筒形の模型を作り、搬出の予行演習を何度もしていた。それが終わるとノーブル美術館のスタッフと綾羅木さんはいっしょに学校を出て滞在先のホテルに戻り、さらに飛行機の空調などを夜遅くまで話しあっていたそうだ。


    　そうして、ようやく搬出の日がやってきた。


    「これでやっと、窓の鍵かぎがちゃんと閉まってるか何度も見直したり、窓が開いている夢を見て飛び起きたりすることもなくなるのですわね……」


    　シャーリー先生は心底ホッとした様子で、胸を撫なでおろしながら、司書長といっしょに地下へ下りていった。搬出はノーブル美術館のスタッフが行うが、司書長は鍵を開けたり警報装置の解除の連絡をするのについていて、同じく施設管理者であるシャーリー先生はその補助を任されていた。


    「ベス先生、ガッチガチに緊張していたな。また転んだりしなければいいが」


    　授業の邪魔にならないよう、搬出は放課後を待って行われた。搬出が終わりしだい、補習クラスを行うということで、俺たちは図書館の前で待機していた。


    　まわりには生徒たちがやじ馬のように集まっていた。どうして「授業の邪魔」になるのか、俺は理解した。テレビやラジオや新聞や雑誌の取材陣が、何百人という単位で集まっていた。夕方のニュースですぐに報道できるよう、中継車もいっぱい入っていた。校門の外に駐車されると近所に迷惑ということで、理事長が特別に許可したのだ。


    　影かげ月つきは心配そうだったが、春はる山やまはいっそう心配そうにうつむいていた。安あ心じ院むが怪け訝げんそうに、


    「どうしました、野の菊ぎくちゃん？　大丈夫ですか？」


    「は、はい。人が多いのが慣れなくて……それに、撮影のカメラとかが花壇のそばを行ったり来たりしているので、植物たちが踏みつぶされたりしないか心配で……」


    「大丈夫だぞ、野菊。マナーの悪い奴はとっつかまえろとおじい様が警備員たちに命令を出していた。撮影のために勝手に木を切ったりするのがいるらしいのだ。あと、勝手に生徒を撮影したりインタビューしたり、肖像権の侵害をしないようにな」


    　影かげ月つきの言うとおり、警備員が今日は増員されている。いつもは門衛二人なのに、警備会社から十人ぐらい派遣されていた。さらに、メディアとやじ馬生徒の整理、および部外者の立ち入りを防ぐため、大量にパトカーと警官もやってきていた。


    「やあ！　きみたち補習クラスの人だね？」


    　ふと、警官の一人に声をかけられた。若い警官だ。背が高くて、肩幅ががっしりしている。童顔で若そうな感じだけど、体格が大きいので威圧感があった。制服の上から、防刃チョッキだと思うがモコモコのチョッキを着ているので、ますます体が大きく見える。


    「河原かわら西にし署の一いち之の瀬せ誠まこと巡査だ。ふだんは、このあたりの地域の警備やパトロールをしてる。道で会ったら声をかけてね、あと不審者は迷わず通報よろしく」


    「いや、見知らぬおまわりさんに声をかける人物こそ不審者のような気がするのだが」


    　影月の的確なツッコミに、一之瀬巡査は笑って答えた。


    「見知らなくないよ。きみたちが盗撮犯をつかまえたときに来たの、ウチの署員だよ。話を聞いて、ウチの後輩もやるもんだなぁ～って感動した」


    「後輩？」


    「ぼくも、ここの卒業生なんだ」


    「えーっ、先輩ですか？」


    　しげしげと彼の体格を観察しながら、火ひ村むらが言った。


    「そっかあ、スポーツ科の卒業生って体育大学に進学したり、プロスポーツ選手になるだけじゃなくて、おまわりさんっていう選択肢もあるのかあ。警察学校でも柔道とかいりますもんね」


    「いやいや、ぼくはスポーツ科じゃないよ」


    「えっ？　ほかに体育系の専門科ってあったっけ」


    「ぼくは芸術科出身だよ」


    「ええー！」


    　冗談を言ってるんじゃないかと思ったが、そのとき初老の先生がやってきた。


    　物もの部のべ高校は専門科がたくさんあって、生徒数も三学年で五千人と、ケタはずれに多い。しかも、各専門科は独立した専門科棟の中にあるので、基本的によその専門科とは交流がない。学食などで顔を合わせることはあるけど、校章バッジを見ないかぎりどこの専門科の生徒かすらもわからない人が多数だ。


    　まして先生は校章バッジなんてつけていないので、どこの専門科かさっぱりである。シャーリー先生のように、複数の専門科をまたいで教えている先生なら見覚えがあっても、よその専門科の先生は卒業するまで見たこともないレベルの人が多い。


    　でもその先生は、一目で美術科の先生だとわかった。ベレー帽をかぶって、絵の具で汚れたスモックを着ていたからだ。


    「やあ、一之瀬くん。久しぶりじゃないか」


    「あれは美術科の羽は生ぶ呂ろ先生だ。抽象芸術を教えている」


    　影かげ月つきが教えてくれた。


    「よく知ってるな、影月」


    「どこの科に入るか、ずーっと考えているのだ。今の調子なら二学期から合流しても大丈夫だろうと、ベス先生は言ってくれているのでな」


    「夜よ見みちゃんはコスチューム・プレイを極めるために家政科に入るんじゃなかったの？」


    　妹ができると思ってわくわくしていた安あ心じ院むは、ちょっとがっかりしている。


    「もちろん被服にはたいへん興味がある。でも自分でコスプレ小物とかも作りたいし、それだと美術科もいいかなーっと迷っているのだ」


    　影月はまっ白な校章バッジのとおり、まだまだ何になろうか迷っているようである。


    「では、ぼくは交通整理があるので行ってきます。何か気づいたことがあれば言ってください。さっきも中継車が一台、構内時速二十キロ制限を守らずに暴走していたので、危険運転現行犯で逮捕したところですよ」


    　一いち之の瀬せ巡査が羽生呂先生と別れようとしたとき、ふと、妙な甘い匂いがした。家政科がお菓子でも焼いてるんだろうか？　いや、放課後だからお菓子のはずがない。しかも、匂いは図書館のほうからただよってきている気がする。


    　図書館の玄関は、絵の搬出のため最大限に開かれていた。


    「変な匂いがしませんか？」


    　安心院と火ひ村むらが不審そうに顔を見合わせた。家政科の二人はこれを「お菓子の匂い」と認識していない、まして変な匂いと言っているのだから、食べ物の匂いではない。ではこの甘い匂いは何なのだろう？


    「絵の具の匂いに似てるけど……」


    　狩かり谷やが言った。それは、そばに羽生呂先生がいるからではなかろうか。というか、羽生呂先生の全身からは松まつ脂やにみたいな匂いがただよっている。これが絵の具の匂いなのではないだろうか。春はる山やまも、不安そうな表情で風の匂いをかいでいた。


    　そのうちに図書館から、


    「ピーッ、ピーッ、ピーッ！」


    　と、耳をつんざく音が聞こえた。玄関にふわっと白い煙が漂った。湯気というか、霧みたいな感じだ。それがみるみる濃くなって、煙突のようにもくもくと吹きだしてきた。


    「火事だ！」


    　やじ馬の山の中で、誰かが叫んだ。またたく間に混乱が広がり、悲鳴が上がった。


    「火事だ！　図書館が火事だぞ！」


    「カメラ回せ！　なんかすごいことになったぞ！」


    　カメラマンたちが大慌てでカメラを回す。交通整理とやじ馬整理をしていた警官たちも、慌てて駆けつけてきた。


    「ベス先生！」


    　影かげ月つきが真っ青になって叫んだ。走りだそうとしたので、俺と狩かり谷やで羽は交がい絞めにして止めた。ピーピー音は、なおも続いている。


    「行くな、危ないぞ！」


    「だってベス先生がー！」


    「地下からの階段は一本だ、おまえが行ったら階段が詰まって逆に避難の邪魔になる！」


    　狩谷は理り路ろ整せい然ぜんと説得した。ぼろぼろ泣いて興奮していた影月が、ぐっと押しとどまった。


    　間もなく、地下室にいた人たちが次々に脱出してきた。ハンカチで口もとを押さえ、避難訓練のように。でもこれは訓練ではないのだ。


    「綾あや羅ら木ぎ、大丈夫だったか？　何があったっ？」


    　コルビエールさんといっしょに逃げてきた綾羅木さんを見て、一いち之の瀬せ巡査は明らかにホッとした表情だった。っていうか、呼び捨て？


    「い、一之瀬くんっ？　なんでここにいるの？」


    　綾羅木さんはびっくりして目を見開いた。知り合いみたいだ。


    「美大進学を諦あきらめて警察学校に入ったの、その年の年賀状に書いてたろ？」


    「それはもちろん知ってるわ。わたしが聞きたいのは、どうしてこの場にいるのかってこと！」
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    　綾あや羅ら木ぎさんの顔は引きつっている。一いち之の瀬せさんはいい人そうなのに、嫌われているのか？


    「ここの所轄の、河原かわら西にし署に配属されたからだよ。懐かしいな、元気？」


    　突然、カメラマンたちがシャッターを切った。ぱぱぱっ、と雷みたいにフラッシュが光る。


    「綾羅木先生、昔の同級生ですか？　元彼？　もしや今彼？」


    「ノーブル美術館個展開催の恋多き世界的女流画家に、まさかの本命登場？」


    「こいつは火事なんか取材してる場合じゃねえ！　週刊誌が売れまくるぞ」


    　カメラマンたちが興奮して、騒いでいる。綾羅木さんはフラッシュがまぶしかったのか、手で顔をおおいながら、ものすごく不快そうに眉まゆをしかめていた。一之瀬巡査は一般人だから、騒がれている理由がピンと来ていない様子で、キョトンとしていた。


    「すごいなあ、綾羅木。高校時代から絵の才能はものすごいと思ってたけど、まさかここまで有名になるなんて、綾羅木はいつも予想を超えたことをしてくるよな」


    　のん気に声をかけた一之瀬巡査を、綾羅木さんはキッと厳しくにらみつけた。


    「呼び捨てにしないでよ、何様のつもりっ？　ちょっと同級生だったぐらいで調子に乗って友達ヅラはやめてよ！　高校時代友達なんて一人もいなかったのに、有名になってから友達ヅラしてくる奴が多いけど、正直うんざりですから！　あんたみたいな十じつ把ぱひとからげのモブのことなんて、こっちはちっとも覚えてもないんですからね！　迷惑だからもう声かけないで！」


    　いつも明るくて親しみやすい感じの綾羅木さんなのに、そのものすごい拒絶っぷりに、一之瀬巡査は驚き、辺りはシーンとした。カメラマンたちは、気まずそうにカメラを下げた。


    「……な、なんかすみません、って感じだな」


    「優雅に見える白鳥も苦労してる、って感じかな。おまわりさんはドンマイ」


    　気をそがれたカメラマンの横をすりぬけて、綾羅木さんは図書館からずかずかと大股に離れていった。一之瀬巡査は綾羅木さんの背中を振り返り、信じられないようにつぶやいた。


    「友達が……いなかった……？」


    　でも、それきり綾羅木さんが一之瀬巡査のほうを見ることはなかった。火事で絵が燃えたかと心配で、気が立ってるんだろうか。コルビエールさんは、ほかの警官に必死に説明していた。


    「絵の搬出のための機材を組み立てていた最中に、急に煙が出てきたのです！　機材から火花が散ったのかもしれません、このままでは絵が……」


    「絵なんかどうでもよろしいこと！　レディ・シャーリーがいませんと言ってますでしょう！」


    　司書長の金切り声が聞こえた。ずっと叫んでいたのに、やじ馬の騒々しい声のせいでかき消されていたようだ。一之瀬巡査は驚いて振りかえった。さっきまでのノホホンとした表情から、厳しい警官の表情になっていた。


    「何だって！　逃げ遅れた人がいるのかっ？」


    「ベス先生はドジッ娘こだから、煙で出口がわからなくなってるのではないか！」


    　影かげ月つきが今にも飛びだしそうなので、俺と狩かり谷やは必死に引きとめる。警官たちも予想外の火事で何も装備がなく、手も足も出せない。消防車の到着には、平均五分ほどかかる。


    「ぼくが行きます！」


    　消防車を待ちかねて、一いち之の瀬せ巡査が飛びだした。コルビエールさんが、慌てて叫んだ。


    「ノン、待つのです、おまわりさんポリシエ！　何が燃えているのかわかりません、有毒ガスかも……むやみに突入するのは、危険です！」


    　そのとき、ずっとオロオロしていた春はる山やまが、ためらうように口を開いた。


    「あっ、あの……火事で出る主な有毒ガスは一酸化炭素です。一酸化炭素は空気より軽いんです。だから、地下室ではまだ呼吸ができる状態かも……」


    　その言葉に、一之瀬巡査ははっと顔を上げた。


    「よし、行こう！　ずっと息を止めていけば、有毒ガスがあろうがなかろうが、どうということはありません！」


    　そう言い放って、一之瀬巡査は飛びこんでいった。コルビエールさんは頭を抱かかえる。


    「無茶だ！　息を止めるって、建物の一番奥の階段まで走って、そこからさらに地下ですぞ？　マドモワゼル、あなたは大変なことを言ってくれた！」


    「す、すみません、わたしつい……」


    　春山は泣きそうになっている。シャーリー先生の生存の可能性を語っただけで、まさか一之瀬巡査が飛びこむだろうとは思っていなかったのだろう。


    「気にしなさんな、たぶん大丈夫じゃないですか」


    　のん気な口調で春山に言ったのは、羽は生ぶ呂ろ先生だった。春山ははっと顔を上げた。


    「だって一之瀬くんは、『焚ふん書しよ』制作中、アゴラにずっと出入りしていて道筋はばっちり覚えていますしね。それに入学したときはヒョロヒョロでしたが、水泳部に入って、成長期もあってムキムキに育ちましたから、五分ぐらい平気で潜水できるんですよ」


    　信じていいんだろうか。でも、羽生呂先生と同じく一之瀬巡査を知っている様子の綾あや羅ら木ぎさんはすごく心配そうな顔をしていたから、やっぱり心配になってきた。


    　五分あれば、行って帰ってこられるだろうか？　でも図書館の中は白い煙でいっぱいで、中が見えない。あの中に飛びこんでも、何も見えないのではないだろうか。もしかしたらだめじゃないか、と不安が何度も湧き上がった。何度もスマホの時計を確認した。時間がひどく早く流れるように感じた。無情にも、五分はあっという間に経過した。


    　まだ一之瀬巡査は出てこない。羽生呂先生もさすがに、少し焦あせってきた。


    「一之瀬くん……まさか卒業してから四年もたつから、道を忘れて迷ったんだろうか？」


    　六分経過。影かげ月つきは、地面に座りこんで顔をおおって泣いている。姉妹のように育ったシャーリー先生だから、俺たちよりもずっとずっと心配だろう。


    「ベス先生がいなければ、コスチューム・プレイで消防士になって助けに行くこともできない……。コスチューム・プレイのできないわたしなど、ただの無力な女の子だ……」


    　影かげ月つきの気持ちもわかるが、コスチューム・プレイは演劇のとき、時代劇の衣装を着ることでその歴史的人物などの役になりきる演技法のことだ。影月の場合、役になりきる自己暗示が強く、精神状態をコントロールしてアドレナリンを放出させ、瞬間的に強い力を出すことすらできる。しかしこれはあくまで自己暗示の延長であって、戦隊ものの変身ヒーローのように本人の頑丈さが変わるわけではない。限界突破した筋力を出せば、骨格が耐えられず折れてしまうだろう。影月ひとりで、シャーリー先生と一いち之の瀬せ巡査を助けだすのは、たとえコスチューム・プレイをしたところで無理なのだ。


    「お待たせ！　持ってきました！」


    　体育科の校章バッジをつけた三年生たちが走って持ってきたのは、スポーツ時の吸入用の酸素スプレーがいっぱい入ったカゴだった。すでに八分が経過していた。警官隊が目を輝かせて、奪いあうようにそれを取った。


    「その手があったか！　よし、行くぞ！」


    　酸素スプレーを口に当てて、警官隊が図書館の中へ突入した。


    　ほんの一分もたたないうちに、警官たちはドヤドヤと戻ってきた。


    「ケガ人がいる、道を空けてくれ！」


    　一之瀬巡査の声だ。ということは、ケガ人というのはシャーリー先生だ。白い煙の中から一之瀬巡査があらわれ、その腕にシャーリー先生がお姫様抱っこされていた。


    「皆さま、心配おかけしました」


    　お姫様抱っこされたまま、シャーリー先生が言った。顔は真っ青だったが、意識はしっかりしていた。体育科の生徒がマットを運んできたので、一之瀬巡査はシャーリー先生をその上に座らせた。影月はわんわん泣きながら、シャーリー先生に抱きつきに行った。


    「ベス先生、無事でよかったのだ！」


    「あ痛いたっ！」


    　力いっぱい抱きつかれたシャーリー先生が、顔を歪ゆがめた。一之瀬巡査が慌てて、影月の両脇に手を入れ、引きはがした。


    「動かしちゃだめだ、先生はケガしてるんだから」


    　ケガ、と聞いて俺はあらためて先生を見た。服に血などはついていない……だが、左の靴くつがない。そして、左足首が青黒くふくらんでいた。今日のシャーリー先生のストッキングは薄手の白だったので、青黒い色が透けて見える。足首だけではなく、ふくらはぎや足の甲にまで、その青黒い色はアザのように広がっていた。


    「うわあ！　ひどい捻ねん挫ざ、今テーピング持ってきます！」


    　さっき酸素スプレーを持ってきた体育科の生徒が、そう言って体育科棟のほうへダッシュした。そして二十秒ほどで戻ってきた……ものすごい脚力である。


    「捻挫はすぐにテーピングで固定しないと、腱けんが伸びてしまって治りが遅くなるんですよ」


    　体育科の女子がシャーリー先生のストッキングをひざ下から切り取って外すと、白いテープで先生の足をぐるぐる巻いた。影かげ月つきが横に座って、心配そうにのぞきこんでいる。


    「どうしてこんなひどい捻ねん挫ざをしたのだ、ベス先生」


    「急に煙が出て、右も左もわからなくて、みんなしばらく逃げまどっていたのです。搬出用の機材が置いてあったので、あちこちでぶつかって機材が倒れるような音がしていました。それでぶつからないよう気をつけて少しずつ進んでいくと、手に壁がふれたので、壁に手をついていけば出口に着くはずだと思って……ホッとした瞬間、いきなり誰かにぶつかってこられたのです。気が緩ゆるんだ瞬間でしたから完全にバランスをくずして、壁にぶつかって倒れて、そのとき足首にぎゅーっと引っ張られたような感覚があって、続いて激痛が……」


    「典型的な捻挫です。内出血が引くまで一か月は動かしちゃだめですよ」


    　体育科の女子が言った。シャーリー先生は彼女がテーピングを巻く手つきに、感心する。


    「とてもお上手じようずですのね」


    「体育科では、応急手当やマッサージの授業もありますから……」


    　一いち之の瀬せ巡査のほうも、元気そうだった。


    「時間が長かったから、もうだめかと思ったぞ」


    　上司らしき警官に言われて、一之瀬巡査は答えた。


    「地下に下りたら視界が煙で真っ白で、アゴラは広いし床には機材がいっぱいで、どこに先生がいるのかわからなくて……ついに息が限界になって、うっかり息を吸ってしまったんです」


    「何！　大丈夫だったのかっ？」


    「大丈夫じゃなかったら、戻ってきてませんよ。それで有毒ガスじゃなさそうだったので、これは大丈夫そうだと思って息を吸って先生を呼んだんです。すると声が聞こえたので、手探りで……戻るときも、手探りでドアを見つけて、戻ってきたんです」


    　有毒ガスじゃなくてよかったけど、じゃあ何が燃えたんだろう？


    　狩かり谷やが「絵の具の匂い」だと言ったのが、ふと引っかかった。羽は生ぶ呂ろ先生の匂いかと思ったけど、それは松まつ脂やにみたいな匂いだ。俺がお菓子の匂いと間違えた甘い匂いではない。ひょっとして「焚ふん書しよ」が、タイトルどおり燃えてしまったのではなかろうか？　キャンバスはコットンの布だし、アクリル樹脂絵の具もコットンが燃える熱で完全燃焼してしまえばたぶん有毒ガスは出さないだろう。煙が白かったということは、完全燃焼の煙だということで……いかん、怖すぎてコルビエールさんが気の毒で、思っても口に出せない。


    　煙は徐々に引いていった。ずっと鳴りひびいていたピーピー音も、はたと止まった。コルビエールさんが鬼気迫った表情で警官に言った。


    「有毒ガスじゃないなら、もう入って行っても大丈夫でしょう！　絵の無事を確認に行かせてください！」


    　ほかのノーブル美術館のスタッフたちも、押しあうようにしてフランス語で口々に訴えていた。警官が返事をためらっていると、コルビエールさんたちは強行突破して、図書館のほうへ向かった。綾あや羅ら木ぎさんが、それを追いかけた。


    「わたしも行きます、ムッシュ・コルビエール！」


    「ノン！　マドモワゼル・アヤラギ、あなたの代わりはほかにいないのです。何かあれば美術史の大きな損失です、ここでお待ちください」


    　コルビエールさんが冷静に、しかし厳しくそう言い放った。綾羅木さんもその迫力に、足を止めざるを得ないようだった。


    　俺はドキドキしていた。絵が燃えていませんように、と祈っていた。


    　しばらくして、コルビエールさんたちが戻ってきた。全員、真っ青な顔をしていた。あ、これはやばいかも……と思った。


    「ひょっとして……絵が燃えてたんですか？」


    　怖いけど聞いてみた。するとコルビエールさんは、首を横に振った。


    「それならまだいい。よくはないが、修復すれば何とかなる可能性もありますから。だが『ない』ものはどうしようもない」


    「ない？　どういう意味ですか？」


    　綾羅木さんが怪け訝げんそうにたずねた。コルビエールさんは、頭を抱かかえてしまった。


    「どういう意味だかわたしが知りたい！　何が起こったのかわからない！　絵が消えてしまったのですよ、木枠と額縁ごと、きれいさっぱり！」


    「ええっ？」


    　シャーリー先生と司書長が同時に叫んだ。


    「消えたってどういうことですかっ？」


    「煙が出たときまで、たしかに壁に絵はありましたわよ？」


    「ノン！　だから、わたしにもわからないのです！」


    　コルビエールさんは悲鳴じみて叫んだ。


    「わたし、見てきます！」


    　綾羅木さんが図書室のほうへ駆けだした。


    「機材が散らばっていて危ないぞ、綾羅木！　ぼくもついていく！」


    　一いち之の瀬せ巡査が追いかけた。


    　絵が消えたって、どういうことなんだ？　だってあの絵は、そのままではアゴラの外へ出すことはできないのだ。それが消えるなんて、おかしすぎる。俺の目の前にバグがある。バグはつぶさなきゃ、すっきりしない。まずはこの目で何が起こったか確かめるため、どさくさにまぎれて俺も地下へ下りたのだった。

  


  
    



    ４章　残されたプレートと密室の謎


    



    　地下一階の広いロビー「アゴラ」には、甘い残り香がまだただよっていた。白い煙はだいぶ引いていた。天井に、音を乱反響させないための小さな穴があいたボードを貼ってあるのだが、その裏がわに業務用エアコンを隠してスッキリ見せているようだ。


    　空気の汚れを感知したのか、ゴオオオオ、と音を立ててファンが回っている。それで煙が吸いこまれたようだ。


    　ドアから入った俺たちの目の前にあったのは、床に散らばって半分壊れた機材の山。そして一番奥にある、真っ白い壁だった。


    「絵がない……！」


    　綾あや羅ら木ぎさんは、まさかの事態に息をのんだ。アゴラの壁を飾るエンタシスの柱が均等に並んでいるだけで、そこにかけられていた絵は影も形もなくなっている。


    　まさか、と俺は壁に近づいた。「焚ふん書しよ　綾羅木彩あや」のプレートだけ、壁に残っている。それから絵をとめていた六か所の止め具も壁や柱に残されている。だけど、絵はどこにもなかった。


    　一瞬、やっぱり絵は燃えたのかなと思った。だが、もし燃えたなら火と熱が出るはずだ。壁も天井も焦こげているはずだ。でも壁も天井もきれいである。というか、アゴラの中を見渡しても、どこも燃えたりしていないのだ。じゃあ煙はどこから出たんだ？　これより下の閉へい架か書庫が燃えたんだろうか？


    　そう思って地下二階と三階の閉架書庫へ下りてみたが、こちらはまったくの異常なしだった。地下のドアはどれも、内側から開き、オートロックで閉まるようになっていた。煙の甘い香りがただよっているだけで、どこにも燃えたような跡はない。


    　俺はもう一度アゴラに戻った。門衛の警備員が呼ばれてきていて、ドアの少し横に取りつけられた監視カメラを指さしていた。


    「ここに監視カメラがあります。数年前に理事長の命令で絵の警備のためにつけたものです。煙は絵の右のほうの壁から出てきて、またたく間に部屋の中が真っ白になっていました」


    「このあたりの壁ですか？　とくに焦げた様子などはありませんね」


    　一いち之の瀬せ巡査が、しゃがんで壁を眺める。綾羅木さんは、そんな一之瀬巡査に厳しい目を向けている。まだ怒ってるんだろうか。絵が消えた壁の前に立ち、腕組みをして壁を見上げた。


    「絵をかけていたピンがそのまま残ってるから、絵だけが外されて盗まれたみたいね。監視カメラの真向かいだから、絵を持ち出す犯人の姿が映ってるんじゃないの？」


    「視界が真っ白ですから、何も映っていませんでした」


    　警備員が残念そうに首を振る。


    「じゃあ、監視カメラの映像には期待できないわね」


    「いや、でもまだ手がかりはある。この部屋ってたしか、火災報知器と煙感知器がついてたじゃないか」


    　一いち之の瀬せ巡査がつい親しげに声をかけ、綾あや羅ら木ぎさんににらまれて、慌てて口をつぐむ。俺が天井を見上げると、丸くて小さなセンサーがあった。たぶんあれが報知器だ。


    「煙が出たときに鳴った警報って、あれですか？」


    　俺がたずねると、一之瀬巡査はうなずいた。


    「うん。絵に近づいたときの圧迫センサーならブザー音だから、あれが鳴ったんじゃないはずだ。つまり鳴ったのはこのどっちかってことだ。もし火事なら煙と熱が出るから両方とも反応するはずなのに、片方しか鳴らなかったってのも妙だね……」


    　一之瀬巡査は考えこむ。たしかに火事なら、片方だけ鳴るのはおかしい。


    「どこも焦こげてないってことは、熱は出てない……煙だけじゃないですか？」


    「うん、たぶんぼくの記憶でも、あれは煙感知器の音だったと思う。ここにオーブントースターを持ちこんで、うっかりホットサンドを真まっ黒くろ焦こげにしたときに、誤動作してしまって警備員さんが飛んできたから、覚えてる」


    「なんでこんなところでホットサンドを焼いたりしたんですか」


    　さすがに変だろう、と気になって俺は聞いた。


    「『焚ふん書しよ』のモデルをしてたからだよ。時間が長くておなかがすいたんだ」


    　えっ……あの絵のモデルは一之瀬巡査だったのか？


    　言われてみれば、うなずけるところがある。一之瀬巡査は水泳をしていた。肺活量が多いので長い時間息を止められる。「焚書」の鳥人間の鳩胸というか、バレーボールみたいな胸は、筋肉というよりも肺が発達した胸だ。ということは綾羅木さんのモデルをしていたのが一之瀬巡査で、だから二人は知り合いっぽかったのか。


    　でも、モデルまでしてくれた人を「友達じゃない」って綾羅木さんは邪険にしたわけで、それがすごく気になった。ケンカ別れでもしたんだろうか？　そういうプライベートな話を聞くのは失礼な気がしたので、湧き上がる疑問をぐっと飲みこんだ。それより、今は事件の疑問に集中するべきときだ。絵を見つけださなくては。俺は状況をひとつひとつ整理していった。


    「火災報知器が鳴らなかったってことは、火が出て温度が上がったわけじゃない。でも『火のないところに煙は立たない』ってことわざがあるだろ。何もないのに煙が出るなんて、おかしな話だ。そしてあったはずの絵が消えるなんて、もっとおかしな話だ……」


    　俺は壁に近づいた。綾羅木さんは、まだそこに立っていた。絵があったはずの壁の真ん中に、ベージュピンク色の汚れがあった。こするような感じで、長さ十センチほどの汚れだ。シャーリー先生がぶつかったときに口紅がついたんだろう。高さもシャーリー先生の口とほぼ同じぐらいの高さだし、ナチュラル系だと影かげ月つきが言ってたから、間違いない。ちなみに、綾羅木さんの口紅は薔ば薇らみたいな濃い赤である。


    「誰かがあのゴタゴタの中で持ちだしたのよ。パパラッチの中には、写真を撮るだけじゃなく泥棒も多いもの。ハリウッドでも大問題になってるの、むしろ本職が泥棒で、見つかったらパパラッチだと言ってごまかすわけ」


    「ええっ！　パパラッチって、それもう犯罪じゃないですか！」


    　警官たちがどよめいた。綾あや羅ら木ぎさんは、沈痛な面持ちでため息をつく。


    「わたしの私物もよく盗まれるんです、ニューヨークの高層マンションの最上階ペントハウスまで忍びこんでくるんですもの。それでマニア向けの闇やみオークションで売買されてるんです。わたしの処女作ということで、この絵にもマニアックな価値があるのかも」


    「なるほど……派手な私生活で話題のアーティストの、まだ初々しい高校時代の処女作。ギャップというやつか、たしかにその萌もえはわかりますな」


    　警官たちが口々に「ギャップ萌え」「ギャップ萌え」とささやき、うなずきあった。俺にはよくわからんのだが、大人になったらわかるのだろうか。


    「ほかに何か、心当たりは？」


    　警官たちの注意は、現場検証中の鑑識官たちを含めて、綾羅木さんに集中していた。実際、あの絵のことは綾羅木さんにしかわからないんだから、唯一の貴重な情報提供者なのである。


    「そうですね……。闇オークションはギャングの資金源になっているので、もし海外まで逃げられてしまうと、現地の警察との連携になると思うんです」


    「れ、連携とはつまり、国際捜査！　何だか映画の世界みたいになってきましたな！」


    「ですからその前にあの絵を見つけだすことで……たとえば飛行場に近づく不審なコンテナを点検したり？　でもギャング相手に深追いすると危険だとも思うので……」


    「そ、そうですな。防ぼう刃じんチョッキは着ていますが、ロケットランチャーとか撃ってこられると、ちょっと困りますな」


    「それで最悪の場合、わたしはあの絵はもう諦あきらめてしまってもよいかと……」


    　ふと、綾羅木さんのことばを遮さえぎって、一いち之の瀬せ巡査が口を開いた。


    「でも、あの絵はこの室内から持ち出せる大きさじゃないだろ？」


    「一之瀬くん！　絵を描いた本人が話している最中に何だね、貴重な証言の途中だぞ！」


    　警官たちが怒り、綾羅木さんも鬱うつ陶とうしそうに一之瀬巡査をにらんだ。


    「すみません、でもキャンバスの木枠を作るとき採寸は僕がしたんです。だから、間違いない。あの絵を持ち出すなら、木枠からはずして布の部分を筒状に丸めるしかないです。アクリル絵の具で描いたから、たためるほどの柔軟性はないけれど、巻くことはできるはずですから」


    　さすが絵の制作につきあった一之瀬巡査の証言は、的確である。警官たちもざわめいて、


    「絵を持ち出せない？　持ち出せないなら、絵はどこに行ったんだ？」


    　と、室内をきょろきょろしている。綾羅木さんは一之瀬巡査がよほど嫌いなのか、鬱陶しそうに視線をはずして、吐き捨てるように言った。


    「ええ、そうよ。もともとそうやって筒状にして持ち出す予定で、運搬用の筒も運びこんでいたわ。でもそれは一流の美術館に絵を展示するために大事に扱うからであって、ただの売り物なら、そんなに大事に持ち出す必要はないわ。その人たちにとって絵は芸術品ではなく、ただの希少価値のある品物。傷ついていようがツギハギだろうが、一点ものであることには変わりない。木枠と額縁は短く切断して、絵はたたんでブカブカサイズのジャケットの下にでも隠してしまえば、誰にも気づかれずに持ち出せるはずよ」


    「でも、あのとき地下にいたのはマダム司書長とマドモワゼル・シャーリー、それに我らノーブル美術館のスタッフと警官だけです。その中に犯人がいると？　スタッフはわたしが選び抜いた信用できる人たちです、絵を盗まれてしまってこんなことを言えた義理ではありませんが、どうか信じていただきたい」


    　コルビエールさんはショックを受けているようだった。悲痛な訴えを聞いて、綾あや羅ら木ぎさんは押しとどめるように手を前に出した。


    「ごめんなさい、そういうつもりで言ったわけではないんです。あのとき、図書館のすぐ近くまで取材陣が来ていました。煙の中で、逃げる人と迎える人とが入り乱れて、あの混乱の中でパパラッチが地下に下りてきてもわからないはずだと、そういうつもりで言ったんです」


    　取材陣、と聞いてふと、俺は思い出した。テレビのカメラマンがずっと現場で撮影していたのだから、煙が出た前後の様子も撮られているはずだ。


    「それなら、テレビカメラにその火事場泥棒が映ってるかもしれませんよ」


    　俺は言った。警官たちが、ぱっと目を輝かせた。


    「確かに！　さっそく確認させてもらおうか」


    　俺たちは地上に上がった。カメラは小さなモニターをつないで、今録画したばかりの映像を見られるようになっていた。ディレクターなどが、撮影した映像を確認するためのものらしい。


    　テレビ局の人につないでもらって、俺たちはモニターをのぞきこむ。煙発生直後の現場はかなり混乱していたので、カメラの前をやじ馬が右う往おう左さ往おうしていたり、逃げてきた人にぶつかってカメラが倒れたり、あまりきちんと撮れてはいなかった。警官たちが首をかしげた。


    「うーん、これはよくわからないなあ……」


    「ほかのテレビカメラも、ありったけの映像資料を集めて、科学捜査研究所の映像解析班とかで分析してもらえませんか？　あの絵をそのまま持ち出せるわけがない以上、ぜったいに誰かがたたんで持ち出したはずなんです。服のしわが不自然だとか、あとテレビ局にも問い合わせて、いるはずのないスタッフが映っているとか確認していただいて……」


    　綾羅木さんが警官に、まくし立てるように指示を飛ばした。捜査のプロを相手に、ちょっと口を挟みすぎではなかろうか。警官たちは、その勢いに困惑していた。


    「そ、それが……、今回は公道上の撮影ではなかったので、各テレビ局から警察署へ撮影許可の書類が来てないんです。なので撮影に参加したテレビ局もスタッフ名も、現状のところ警察では把握できていません。今から調べるため時間はかかると思いますが、科学捜査研究所のほうも多忙で順番がなかなか回ってこないので少しお時間いただきますが、かならず犯人を割り出しますので……！」


    「われわれは空港で渡航者の荷物をチェックして、絵の海外持ち出しを阻止します。ご心配とは思いますが、信じてお任せください」


    　たしかに、絵が持ち出されないかぎり日本にあるのだから、国内から出さなければ国際捜査にならずにすむ。そうやって出口をふさいでいる間に、中で追いつめていけば、すぐに見つかるだろうと俺は思った。


    　でも綾あや羅ら木ぎさんは、あまり期待させると悪いと思ったのか、コルビエールさんに声をかけた。


    「もしかしたら、犯人が逃げきれないと思って証拠隠滅に絵を捨ててしまうかもしれません。いっそ過去の絵なんてすっぱり忘れて、描き下ろしの新作でも描きましょうか？」


    　自分の作品だからいくらでも描ける、という気持ちでそんなに大事でもないんだろうか。わりとサバサバしている。でもコルビエールさんは、断固として首を横に振った。


    「ノン！　わたしは一目見てあの絵の魅力にとりつかれたのです。あの熱量、あの情熱、見るものにぶつけられる強烈なパワー！　記念個展はあの絵がなければ完成しません。わたしの完かん璧ぺきなる美の表現のために、必ずあの絵を取りもどしていただきます！」


    「ぜ、善処します」


    　警官たちがコルビエールさんの熱意に押されて、とまどっていた。


    　そのかたわらで一いち之の瀬せ巡査は複雑な表情で黙りこんでいた。絵を盗まれたことに、責任を感じてるんだろうか？　思いつめなければいいが、俺は心配になった。


    



    　しばらくして、警官たちの一部は捜査のために河原かわら西にし署に戻り、残りは美術館のスタッフなど事件当時に現場にいた人たちとともに現場の実況見分と事情聴取をするため、地下に下りた。図書館の玄関には黄色いテープが貼られ、立ち入り禁止にされていた。


    　ふつう現場保存は鑑識や実況見分などが終わるまで、半日からせいぜい一日だそうだ。しかし今回は世界的に有名なアーティストの絵が消えたというショッキングな事件で、今後世界中からやじ馬とパパラッチが集まって勝手に図書館に侵入する危険がある。それに、犯人がまだ閉へい架か書庫のどこかに潜んでいる可能性もある。それで、少なくとも一週間、見張りの警官を置いて厳重な警備を敷く……パトカーの警官が本部と無線で、そんな話をやり取りしていた。


    　ということは、俺たちはその間、中央講義室で補習を受けられないのだろうか？　いや、それ以前にシャーリー先生が大ケガをしたので、たぶん休むだろうから、補習クラスはしばらくお休みになるだろうか。せっかく楽しくなってきたところなのに、残念だ。


    「千せん石ごく……おーい、千石！」


    　二回目の「千石」とともに、袖が強引に引っ張られた。狩かり谷やだった。


    「何ぼんやりしてたんだよ、ずっと呼んでたのに。講義室が使えないなら自習もできないから、シャーリー先生の見舞いに行かないかってみんなで言ってたんだが」


    「見舞い？　あれ、シャーリー先生は？」


    　俺はきょろきょろして、そのときはじめてシャーリー先生がいなくなっているのに気づいた。


    「応急処置で足のテーピングだけして、パトカーで病院に行ったんだ。荷物も財さい布ふも教官室に置きっぱなしだろうから、届けたほうがいいだろ？」


    「あ、たしかに。少なくとも健康保険証と認印がないと退院もできないからな、行こうか」


    　俺の母親は看護師長なので、そういうケースをよく聞いている。救急車で運ばれた人は着の身着のままで財布も持っていないことが多いので、病院が電話で家族を呼ぶそうだ。


    「ほんとだ、ベス先生が心配なばっかりで気がつかなかった！　新あらた、えらいぞ！　わたしの婿むこにしてやってもよいぞ！」


    　影かげ月つきがぴょーんと飛んで俺の首に抱きつき、ほっぺスリスリしてきた。またそうやって、自分が子供でこっちが本気にならないと思ってからかってくる。いや、子供だから単に甘えてるだけなのかもしれないが。だとしたら怒るのは大人げないのかなとも思う。でも春はる山やまがとてもドン引きしたような、何か言いたそうな目でこっちを見ていたので、慌てて影月を引きはがした。まじめな春山からすると、ここ最近の俺はとても品行不正に見えてるような気がする。


    「やめろって！　ほら、早く届けないと先生困ってるかもだぞ！」


    「照れなくてもいいではないか」


    「照れてない！」


    　ほんとならまだ小学生の女の子に振り回され、俺は思わず声を荒らげてしまったのだった。


    



    　シャーリー先生は、すぐ近くにある都立病院に運ばれていた。


    　徒歩でも行ける場所だったので、狩かり谷やが先に自転車で行って、先生のハンドバッグを届けた。捻ねん挫ざで入院の必要はないそうで安心したが、しばらくは車椅い子すが必要だった。


    　それはシャーリー先生が休まず、明日からすぐ学校に行くことを望んだからだった。今日一日補習クラスがつぶれてしまったことを気に病んでいるのもあるが、何より、図書館がどうなっているか心配でしかたないようだ。


    　でも腱けんがかなり傷いたんでいるので、すぐに動きたいのなら車椅子を使うように。松葉づえでは足の自重で腱が引っぱられ、完治しなくなる危険があるから、と医者が言った。


    「送り迎えは影月家の自家用車を使うので、心配はないだろう。わたしは補習クラスの時間以外は暇ひまだから、ベス先生の車椅子を押してあげるのだ」


    　病院がレンタルしてくれる車椅子が届くまで、俺たちは病院にあるカフェで待っていた。


    　カフェといえばコーヒーを飲むところだと思うが、なぜか火ひ村むらは巨大パフェを頼んでいる。影月はホットケーキで、このへんお子様だな……と思ったけど、イギリス育ちだからホットケーキが好きなのかもしれない。このあいだ、たしか姉がそんなことを言ってた気がする。


    　安あ心じ院むは煎せん茶ちやと栗くり羊よう羹かんのセットだ、渋い。春はる山やまは小さな抹茶アイスをひとつ。緑の植物が好きだから、抹茶も好きなんだろうか。


    　狩かり谷やはアメリカンコーヒーを頼んでいた。しかも「ミルクと砂糖はいいです」ときた。やっぱり狩谷はかっこいい。俺もつい「俺も同じで」と頼んでしまった。苦くて舌にピリピリきて、苦行みたいだった。


    　シャーリー先生はロイヤルミルクティーを頼んだが、今ひとつ喉のどを通らないようだった。


    「絵がなくなってしまうなんて……。パパラッチが犯人かもしれないですって、闇やみオークションですって？　ああ、わたくしの管理不行き届きのせいですわ……！」


    「先生のせいじゃないでしょ。美術館の人たちもいっぱいいた中で消えちゃったんですから」


    　火ひ村むらが、巨大パフェのソフトクリームをスプーン山盛り取りながら言った。影かげ月つきが横からこっそりソフトクリームの山の中腹にスプーンを刺し、ホットケーキに乗っけて食べている。


    「いいえ！　図書館の管理を任されているのはわたくしです。管理責任者なのですから、責任があるのです。全人類の財産ともいえる名画です、どう責任を取ればいいか……」


    　予想どおり、必要以上に責任を感じている。自分が管理している図書館の中にすごい価値のある絵があるとわかってから一週間、ずーっと緊張してストレスがたまりまくって、やっと解放されると思った搬出の日にこれでは、心が折れてしまっても無理はない。シャーリー先生は、かなり落ち込んでいるにもかかわらず、大人だから涙は流さないようにこらえている。泣いて許してもらうようで、プライドが許さないのかもしれない。シャーリー先生がそれほど自分に厳しいのなら、そのぶん俺たちがフォローしなくちゃ気の毒だ。


    「責任取る必要なんかありません。だって、俺が捜しだしますから」


    　俺は言った。シャーリー先生も、ほかの奴らも驚いて俺に注目した。狩谷が茶化した。


    「かっこいいねえ、千せん石ごく。それでこそ俺が認めた男、俺の未来のお義と父う様」


    「だから俺が作りたいロボットは、ロボット嫁とかじゃないから」


    「いけませんわ！」


    　突然シャーリー先生が、厳しい口調で言った。


    「以前の盗撮犯もそうですが、悪事を暴く正義感はすばらしいものですが、しかしあなたがたは学生です。犯罪に首をつっこんで危険な目に遭うかもしれないのに、教師として容認するわけにはいきませんわ。わたくしのために、生徒を危険にさらすことなどできません！」


    　口調は厳しいが、泣きそうな顔をしている。俺たちのことを本気で心配してそう言ってるんだってことは、その顔を見れば鈍い俺にでもさすがにわかる。俺たちが盗撮犯を追いかけたときも、とくに影月のことを、先生はすごく心配していた。


    　だけどアレだ、数学の証明問題の「逆と対偶」だっけか、そこで習った「逆もまた真なり」ってやつだ。先生が俺たちを心配してるのなら、それはまた、俺たちも先生を心配してるってことなのだ。だから俺は、シャーリー先生にはっきりと答えた。


    「悪いことした奴が裁かれずにいるってのは、法治国家のシステムにバグがあるってことじゃないですか。バグはつぶさなくちゃ気がすまない。シャーリー先生のためだけじゃないんです」


    「千せん石ごくくんの言うとおりです！」


    　煎せん茶ちやの器をテーブルに置いて、いつも控えめな安あ心じ院むにしては珍しく、強い口調で言った。


    「わたしたちは物もの部のべ高校でものづくりを勉強しています。きちんとしたものを作らなければ、使う人がケガをしたり困ったりします。ほころびのある不良品を見過ごすわけにはいきません、きちんと検品して完かん璧ぺきなものだけをお客様にお渡しする気持ちがなければ、ものづくりはできません。ものづくりのプロフェッショナルを目指している以上、この事件のほころびも必ず見つけて直さなくちゃです。中途半端なことはしたくないんです！」


    「それに、綾あや羅ら木ぎさんとやらはあんま気にしてないようだったが、あのヒゲのオッサンは絵をすごく気に入ってたんだから、取り返してやらなくては気の毒だ。たぶんベス先生よりも困って悲しんでいるぞ。困っている人のために持てる力を尽くすことが貴族のつとめ、高貴なる義務ノブレス・オブリユージユだと教えてくれたのはベス先生ではないのか？」


    　影かげ月つきはホットケーキをもぐもぐしながら、切り口鋭くつっこんだ。先生は理詰めでこられて、反論できなくなっていた。困って、迷って、そして諦あきらめたように深いため息をついた。


    「危険なことだけはしないと、約束していただけますか？」


    「もちろんなのだ！」


    　一番危険なことをしでかしかねない影月が、ホットケーキが刺さったフォークを持ったまま胸をドンとたたいた。


    「あっ」


    　バターとシロップたっぷりのホットケーキが、影月の制服の胸にべったりとくっついた。おかげでシャーリー先生は、いっそう不安そうな表情になったのだった。


    



    　病院から出ると、もう下校時間が過ぎていた。たぶんそうなるだろうと思っていたので、みんなカバンを持ってきていた。シャーリー先生の車椅い子すは影月が押して、病院前のロータリーで影月家の自家用車が来るのを待っていた。


    「でも、シャーリー先生が無事だったことだけは不幸中の幸いだったよね。あたし、絶対先生死んじゃったって思ったもん」


    　火ひ村むらが、シャーリー先生を元気づけようとしてそう言った。影月もうなずいた。


    「煙の中からおまわりさんがベス先生をお姫様抱っこして出てきたとき、ヒーローみたいだったのだ。ベス先生の結婚相手としてギリ合格点出せるかな、というレベルだ」


    　なんでシャーリー先生の結婚相手が、影月のお眼め鏡がねにかなわなくちゃならないんだろう。安心院がまじめな顔でツッコミを入れた。


    「だめですよ、夜よ見みちゃん。一いち之の瀬せ巡査は奥さん、もういらっしゃいますから」


    「なんでわかるんだ、超能力？」


    　俺はびっくりして安あ心じ院むにたずねた。


    「ちなみに俺にももう嫁が三十人ほどいる」


    「うん、狩かり谷やはちょっと黙ってような」


    「手袋をぬいで握手したでしょう？　あのとき、左手の薬指だけ指の甲の毛がうすかったんです。つまり結婚指輪をふだんははめていて、仕事のときは外して、それが頻繁なので毛が抜けているんだと思います」


    　さすが将来の夢がウエディングドレスの仕立て屋だけのことはあって、見てるところが俺たちと全然ちがう。影かげ月つきは難しい顔で腕組みをした。


    「ふーむ、残念だ。まあベス先生には、わたしがもっとふさわしい旦那様を見つけてあげるので安心するのだ」


    「リトルレディがお嫁に行くまで、わたくしは心配で結婚はできませんわ」


    「なるほど。それなら間をとって、ベス先生がわたしのお嫁さんになればいいのだ」


    「夜見ちゃん、それぜんぜん間をとれてません」


    　さすがにここで安心院のツッコミが入った。


    「だってー！　ベス先生と離れるなんて嫌なのだー！　ベス先生が日本に行っちゃったときも泣きまくりだったのだ、だから弟が生まれたから大急ぎで追いかけてきたのだー！」


    　影月がじたばたダダをこねる。なるほど、これがシャーリー先生言うところの『心配で結婚はできませんわ』なのか。っていうかシャーリー先生の心配性の原因の八割ぐらいは、影月のせいかもしれない。ついでに物もの部のべ高校七不思議のうち三つまでも、影月のせいだ。


    　影月がじたばたしている間に、影月家の自家用車がやってきた。車を前後からつまんでびろーんと引っ張ったみたいな、やたら長いリムジンだ。たぶん法律の限界ギリギリ、十二メートルクラスのやつであろう。たしかにこれなら車椅い子すごと楽に乗り降りできそうだ。


    「じゃあ、また明日」


    　運転手と使用人たちに手を添えられ、影月とシャーリー先生がリムジンに乗りこんだ。


    「シャーリー先生、元気出してくださいね」


    　俺たちは手を振ってリムジンを見送った。そのあと、狩谷は自転車で帰り、俺は安心院たちと駅のほうへ帰っていく予定だったが、女子三人といっしょに男子一人で帰るのは、どうにも気恥ずかしい。学校の中ではずいぶん平気になったが、学校の外だと恥ずかしく感じるのはなぜだろう、逆に誰も知ってる人など見ていないはずなのに。


    　それに、図書館がどうなってるのかも気になった。それで俺は安心院たちに言った。


    「やっぱ、俺はちょっと学校を見てから帰ることにする」


    「ふにゃっ、そうなんだ？　遅くなっておなかすいたから、いっしょに駅前のドーナツ屋さん行こうかなって思ってたのに。ぜったい行かなきゃだめなの？　いっしょに行こうよ」


    　火ひ村むらは強硬に誘ってくる。そうは言われても気になるし……と困っていたら、安あ心じ院むが横から助け船を出してくれた。


    「千せん石ごくくんは、バグが気になったらつぶさなくちゃいられない性格だから、ぜったい行かなきゃだめなんだと思います。ドーナツ屋さんは三人で行ったらいいじゃないですか」


    「むぐぐぅ～。聖せい歌かがそう言うならしかたないかぁ～」


    　諦あきらめてくれたのでホッとした。長文読解が苦手で空気が読めない（というか読む気がない）火村だが、安心院がだいぶフォローしてる場面が多そうだ。


    　ふと、春はる山やまが意外そうに、そしてちょっと困惑したように、自分を指さした。


    「え……三人って、わたしも……ですか？」


    「駅いっしょでしょ？　ドーナツ嫌い？」


    「いえ、嫌いというわけでは……」


    「じゃあ決まり、いっしょに行こ！　野の菊ぎく、園芸科の用事で遅刻すること多いから、なかなかゆっくりしゃべれないんだもん」


    「そうですね、女子トークしましょう、女子トーク」


    　火村と安心院が、両サイドから春山と腕組みした。春山はものすごくとまどっていた。


    「え、あの……わたし、その……」


    　絵が盗まれてシャーリー先生がケガをして落ちこんでいて、なんで火村と安心院がこんなにテンションが高いのか、妙だった。でもそのバグは消えた絵のバグとちがって、ちょっと考えればすぐにわかった───春山がなかなか補習クラスになじまないし、遅刻も多いので、先週などシャーリー先生がわざわざ園芸科まで行って春山を引っぱってきたこともあった（たしか綾あや羅ら木ぎさんがはじめて来た日だ）。だからケガをしたシャーリー先生のフォローをしようと、意識的なのか無意識のお節介気質なのかわからないが、二人はそう思ってる。補習クラスでの短いつきあいでも、二人がそういう性格だってことはわかる。


    　ということは男子の俺がいると邪魔になるだろうとも思ったので、やっぱりここですっぱり別れたほうがいいと思い、


    「それじゃ……」


    　と背中を向けた。が、ずっと俺のほうを不安そうな目で見ていた春山がその瞬間、


    「千石くん！」


    　と、たまりかねたように俺を呼んだ。大きい声だったので俺はびっくりして振りかえったし、両サイドで腕組みをしていた安心院と火村も目をまるくしていた。


    「あ、あの……綾羅木さんは絵を盗まれて、シャーリー先生がケガをして、みんな心配してて、こんな状況でこんなこと聞くの……だめかもしれないですけど……」


    　春山は、何だかものすごく必死に、苦しそうに言った。


    「学校に戻るのは……綾あや羅ら木ぎさんに会いに行くんですか？」


    　なんでそんなことを、そこまで力を入れて聞かなくちゃいけなかったのかわからない。よくわからないまま、俺はふつうに答えた。


    「あ、いや……もう下校時刻だから、中までは入れないと思うから。もし入れたら図書館を見に行きたいけど、綾羅木さんがいてもいなくても」


    「そう、なんですか……？」


    　春はる山やまは胸を押さえている。ほんとに苦しそうだ、いっそ足を捻ねん挫ざしたシャーリー先生よりも苦しそうに見える。病院に戻って診みてもらったほうがいいのではなかろうか。


    「野の菊ぎくちゃん、大丈夫ですか？　具合が悪いならドーナツ屋さんは今度にして、家まで送りましょうか？」


    　安あ心じ院むが心配して声をかけた。火ひ村むらも深刻そうにうなずいている。


    「……安心院さんと火村さんは、どうして心配じゃないんでしょうか……」


    「え、何のこと？　野菊のことだったら、今思いっきり心配してるけど？」


    「い、いえ、大丈夫です……ドーナツ屋さん、いっしょに行きます……」


    　春山はふらふら歩きだした。どうにも心配である。安心院と火村は慌ててそれを追いかけた。


    「じゃあね、千せん石ごくくん！　また明日！」


    「もう暗いので、気をつけてくださいね！」


    　三人の背中を見送って、春山が心配だったけど、安心院と火村なら大丈夫だろう。この俺ですら、安心院たちのおかげで補習クラスに慣れてきたわけだし、春山もきっと慣れるだろう。


    　それで俺は、学校に戻ってみた。下校時刻がとっくに過ぎているので、門は閉ざされていた。俺はインターホンを押して、門もん衛えいに聞いた。


    「すみません、工学科一年の千石です。図書館へ行っていいですか？」


    『ああ、補習クラスの生徒さんだね。まだ警察の実況見分中だから無理だよ。明日ならもう終わってると思うから、明日にしてくれるかな？』


    　予想どおりではあるが、通してもらえなかった。校門から中を見ると、メディアの車も捜査のために追い出されたみたいで、構内に姿がなかった。でもたぶん警察が出てくるところを撮影するためだろう、何台かが校門の近くに路上駐車して待っていた。


    　必死に涙をこらえていたシャーリー先生の苦しそうな表情が、どうにも胸から離れない。影かげ月つきが年上がどうのと俺をからかったことがあったが、あのときは否定したけれども、何だかあんなに年上だし先生なのに、守ってあげたいなんて思ってしまったのは、おかしいんだろうか。


    　いや、シャーリー先生だけじゃない。コルビエールさんもがっかりしてるし、ノーブル美術館の人たちは責任を感じてるだけじゃなく、下手したら犯人かもと疑いの目を向けられている。当事者の綾羅木さんが一番サバサバしてるけど、一いち之の瀬せ巡査やほかの警官も責任を感じているだろう。そうだ、みんなのためだ、先生にだけ特別な感情じゃないんだ……と、自分に言い訳しているのか言い聞かせているのか、俺は心の中でそう唱えながら、帰路についたのだった。


    



    　次の日、俺はいつものように姉と七なな緖おといっしょに登校した。


    　姉はゆうべ、シャーリー先生のために「校内車椅い子す地図」を徹夜で作ってくれた。物もの部のべ高校のバリアフリーはけっこう進んでいるとはいえ、まだまだのところもある。それで自分の経験から、ここは通れない、ここに移動するにはこういうルート、と地図を描いてくれたのだ。


    「専門科棟はどの階にもエレベーターで移動できるけど、一人で車椅子で利用するのはちょっとコツがいるの。エレベーターに入るとき、バックで入らないと文字盤を押せないし、でもバックは時間がかかるでしょ。そのために『開』ボタンや『延長』ボタンがあるんだけど、実はこれエレベーターに入ってしまわないと押せないという矛盾なのよ。わたしはいつも七緖に先に入って押してもらってるけど、狭いエレベーターだと外で押してもらわないとだし……」


    　家政科棟の前で別れるとき、目の下に真っ黒なクマをつくった姉が、そう説明しながら俺に分厚い封筒を手渡した。


    「ということで、あらたん。これシャーリー先生に渡してね」


    　がんばったな、姉……と言いたかったけど、照れくさいので、俺は「うん」とだけ返事した。


    「霧きり絵え、眠かったらいつでも保健室に連れていくから言ってね。添い寝のご要望があれば喜んでお受けします」


    「あはは、七緖ったらちゃっかりいっしょにサボろうとしてる～。優等生のくせに～」


    　姉のこともとっても心配だが、取り急ぎ俺は、封筒を持って英語教官室へ行った。


    　ところが、もう来ていた先生たちは、口々に言った。


    「シャーリー先生なら、荷物を置いてすぐに理事長のお孫さんと中央図書館へ行ったよ」


    　やっぱり絵がどうなったのか気になってたんだろう。俺もすぐに図書館へ向かった。


    



    　図書館では、一晩明けたというのにまだ、黄色いテープが貼られたまま立ち入り禁止だった。図書館の玄関には警官が二人、門番のように立っている。片方は一いち之の瀬せ巡査だった。


    　車椅子のシャーリー先生と影かげ月つきは、玄関から少し離れたところで見覚えのあるなまはげ……ではない、理事長と話をしていた。


    　ふだんめったに姿を見せない理事長がわざわざ図書館まで様子を見に来るとは、学校側としてもよほどの非常事態という認識なのだろう。そして俺は理事長とぶつかったことがあっていまいち苦手なので、顔を合わせたくなくて並木の陰に隠れた。


    「おじい様、図書館がずっと立ち入り禁止だと、中央講義室が使えないのだ。補習クラスをするのに、どこか他の教室を貸してはくれないか？」


    　影月が理事長に言った。コワモテの理事長に対してけっこう上から来てるのは、孫だからか。理事長も困っている様子で、腕組みをしていた。理事長の後ろには黒服・サングラスのＳＰが四人、付き従っていた。


    「だが孫よ、そう簡単に空いている教室は無い。放課後の教室は自習室代わりに使っている生徒も多いので、案外空いていないものなのだよ」


    「わたしは別に、相席でもかまわないから、早く補習クラスを再開してほしいのだ」


    「けれどリトルレディ、一人で静かに勉強をしたいタイプの人は、横で補習授業をされると気が散ると思いますわ。代わりの教室が見つかるまで、少しお待ちくださいませ」


    　ふくれっつらの影かげ月つきを、シャーリー先生がいさめている。


    　そのとき、図書館の中から警官が一人出てきて、玄関にいる一いち之の瀬せ巡査に何か話した。一之瀬巡査はうなずくと、理事長のほうへ走ってきた。


    「理事長先生！　捜査本部からの指示で、実況見分が終わりしだい、現場は解散、関係者にもお引き取り願ってよいということになりました。昨夜の捜査の結果、犯人が図書館内に潜伏している可能性は低いと結論が出て。ただ綾あや羅ら木ぎさんは世界的な有名人ですから、世界中からこのスクープを狙ねらう記者やパパラッチが今後集まってくるでしょう。不法侵入を防ぐため、もうしばらく警備は継続するようにとの命令が下っています」


    「それはつまり、図書館の利用は再開できるのか？」


    　理事長がたずねると、一之瀬巡査は微妙な表情をした。


    「いえ、それが部分的でして……。重大事件の現場保存の前例に従って、地下へのドアは封鎖し、立ち入りを制限させていただかないといけないんです」


    「では、地下の閉へい架か書庫が使えなくなるのだな」


    「それだけじゃないんです。通常は現場に鍵かぎをかけて、あとは交番の警官が日に一度ぐらい巡回するだけなんですが、今回は不法侵入者を防ぐため、正面玄関以外の出入り口は封鎖させていただきたいんです。そして、正面玄関に警備の警官を二名配置すると……」


    「ふーむ……。校内のどの専門棟からでも気軽に図書館を利用できるよう、全面に入り口を作ってあるのが設計のこだわりだったのだが……。入り口の数だけ警備の数を増やすわけにもいかないだろうし、しかたがないな」


    「ご不便をおかけしてすみません。でも地上階の、一階から十階までの利用はこれまでどおり再開してよいということです。実況見分もたぶんもうすぐ終わると思うので、昼休みには間にあう見込みです」


    「ならばよかった。だが犯人が潜伏している可能性が低いというのは、逆に言えば逃げられた可能性が高いということだな」


    　理事長は岩みたいな顔をますます険しくしかめた。


    「とりあえず、わしは出入りの美術商に連絡し、どこかに『焚ふん書しよ』が持ちこまれていないか捜させよう。綾羅木くんが言うように闇やみオークション関係者が犯人だとしたら、空港を押さえられて国外に持ち出せない以上、国内市場で換金してしまおうとする可能性があるからな」


    「はい。ご心配をおかけしてすみません」


    　一いち之の瀬せ巡査が深々と頭を下げ、理事長は理事長室棟のほうへ去っていった。ＳＰたちもその後についていった。やれやれ、これでシャーリー先生に手紙を渡せると思って、俺は木の陰から出た。シャーリー先生は、一之瀬巡査に言った。


    「地下へのドアを封鎖するとおっしゃいましたが、それでは実況見分が終わったら……少なくとも今日の昼休みから先は、地下へは下りられなくなるということですか？」


    「はい。ドアを開けてしまうと、どこからパパラッチなどが侵入するかわかりませんから。閉へい架か書庫も使えなくなってしまうので、司書長が怒っていましたが、ご了承願いました」


    「それでは、封鎖する前にアゴラがどうなっているか見に行ってはいけませんか。わたくしが行ってどうなるものでもないと思いますが、気になって……」


    「地下一階には車椅い子すで下りる方法がないんです。抱かかえて下りるのは危険だし、お気持ちはわかりますが、何かわかったら報告しますので」


    　一之瀬巡査は、思いつめたシャーリー先生にそう答えるのがとてもつらそうだった。


    「先生にご心痛をかけてすみません。絵を額から外して巻いて運び出すには数分はかかるはずだから、たぶんぼくが地下に下りたとき、犯人はまだあの部屋にいたはずなんです。そして絵を解体していたはずなんです。ぼくがあのとき、見つけていられれば……」


    「ミスター・ポリスマンのせいではありませんわ。あの煙の中で何かを見るなんて無理ですわ。最近毎日アゴラにいたわたくしですら、足を捻ねん挫ざしたのですから」


    　一之瀬巡査のほうが落ちこみ度が激しくて、シャーリー先生は慌てて励ました。ふと、俺は一之瀬巡査のことばが引っかかって、聞きなおした。


    「巻いて、って言いました？　絵は巻いたら三メートルぐらいの筒になるんでしょう、そんなの持ち出したらさすがにバレるでしょう？　だから綾あや羅ら木ぎさんも、絵はたたんで持ち出されたって言ってたじゃないですか？」


    「あの絵はたためないよ。アクリル絵の具は柔軟性が高いぶん、ゴムのように跳ねかえる力も強いんだ。油絵なら逆に表面の絵の具が割れるから小さくたためるけど、アクリル絵の具じゃたたもうと思ってもゴムばねみたいに反発してしまうはずだ」


    「あ、たしかに。俺のアクリル手描きの嫁も、薄いゴム板みたいな弾力だぜ」


    　いつのまにかやって来た狩かり谷やが自分の胸をさすりながら言った。そのあたりに痛Ｔの美少女の顔があるのだろう。でも、絵を描いた綾羅木さんがたたんだと言ったのだ。絵の具が薄ければたためるのかもしれないし、その薄さは描いた綾羅木さんにしかわからないだろうとは思う。


    「とにかく、絵はかならず見つけだしますから、先生は心配せずに安静にしていてください。ぼくは綾羅木さんがどんなにがんばってあの絵を描いていたか、そばで見ていて知っているんです。だから絵を守れなかったこと、彼女にも申し訳ないので、きっと見つけますから……」


    　一之瀬巡査は自分自身に誓うようにそう言って、玄関のほうへ戻っていった。


    　シャーリー先生は黙りこんだ。先生の性格だと、一いち之の瀬せ巡査を困らせるのが気の毒で、あまり強く押せないのだろう。けれども、そわそわした表情を見ると、たぶんまだ地下に下りたいとは思っているはずだ。


    　先生は地下に下りて、様子を見たい。でも地下には下りられない。遠く離れた場所を見るには、どうすればいい……？


    　そうだ。こういうときのために、無線というものがあるのだ。俺は急いで工学科棟に戻ると、ゴーグル型のヘッドセットモニターと無線カメラを取ってきた。


    「俺が代わりに見てきます。これ着けてください。それと、姉からバリアフリーの地図です」


    　俺はシャーリー先生に封筒とヘッドセットモニターを渡した。先生は首をかしげた。


    「これは何ですか？　水泳のゴーグル？」


    「バーチャルリアリティーの授業で使ってるヘッドセットモニターです。左右の画面にちがう映像を映すことで３Ｄスリーデイーに見える。俺の３Ｄカメラで撮影してくるから、先生は自分の目で見てるようにアゴラの様子を見られるってわけです」


    「すごいのだ！　新あらたがベス先生の目の代わりになるのだな」


    「映してほしいところがあったら顔をそっちに向けてくれれば、俺のカメラに矢印が出るからそっちに向けます。細かい指示はマイクで」


    　俺は３Ｄカメラを構えた。レンズが二つある小型カメラは、パッと見、双眼鏡みたいに見える。シャーリー先生は、とても喜んだ。


    「素晴らしいですわ、ミスター千せん石ごく。あなたの才能は本当に多くの人を救ってくれるでしょう。その才能をフルに発揮するには、やはりロボット先進国・アメリカで第一線のロボット工学者と話ができないと。わたくしも早く足を治して、一刻も早くミスター千石がＲの発音をマスターできるようがんばりますわ」


    「へー。新くん、アメリカに来るんだ？」


    　図書館の玄関から、綾あや羅ら木ぎさんがひょっこり顔を出した。一之瀬巡査が目を向ける。


    「実況見分は、もう終わったのか？」


    「終わってないけど、同じ質問ばっかりで面倒くさくって。ムッシュ・コルビエールとノーブル美術館のスタッフに任せて、外の空気を吸いに出てきたのよ」


    　自分の絵が盗まれたというのに、綾羅木さんはサバサバしている。そして一之瀬巡査の目の前を通りすぎると、いきなり俺に腕を絡めてきた。


    「アメリカに来るなら連絡して。ビザや住むところ、相談に乗れるから。大学生か大学卒業後よね。そのときは新くん、いい男になってるだろうなー。楽しみだわ」


    「あっあの、そんなことより、現場を見にいきたいんですけど！」


    　俺が慌てて離れようとすると、綾羅木さんはいっそうきつく腕を巻きつけて、俺を玄関のほうへ引っぱっていく。


    「そうなの？　じゃあいっしょに見にいく？」


    「あっこら、綾あや羅ら木ぎ……さん」


    　俺たちが玄関をくぐろうとしたとき、一いち之の瀬せ巡査は呼び止めて、慌てて「さん」を付け足した。綾羅木さんは振りかえって、鋭い目で一之瀬巡査をにらんだ。相変わらず彼には邪険な態度を取っているようだ。


    「声をかけないでよ、迷惑だって言ったでしょ！」


    　基本的になれなれしいぐらい愛想のいい人だと思うのに、どうして絵のモデルまでやってもらった一之瀬巡査に対してはツンケンしてるんだろう？


    「いや……そうじゃなくて、彼は部外者だから立ち入りは禁止されてるって言ってるんだ」


    　一之瀬巡査が少しへこんでるのが気の毒だ。でも綾羅木さんはお構いなしで、


    「消えたのはわたしの絵で、わたしが許可してるんだから、問題ないでしょ？」


    　と言い放つと、俺の腕に腕を絡めて、図書館へ連れていったのだった。


    



    　綾羅木さんが、俺にぴったりくっついてくる。影かげ月つきがぷうっとほっぺたをふくらませて、俺と綾羅木さんの間に割りこんできた。


    「人前で殿方にひっつくのは、レディのすることではないとベス先生がいつも言ってるのだ！　わたしもいっしょに行くのだ、新あらた！」


    　影月が俺の腕にしがみついてくる。いやいや、自分はいいのか？　綾羅木さんは苦笑し、俺は影月を腕にひっつけたまま地下に下りた。


    　地下への階段は、司書と警官たちが忙しく往復していた。地下一階のアゴラには隠れるところなどないので、犯人が隠れてるとしたら地下の閉へい架か書庫と見て捜索しているようだ。


    　アゴラに入ると、きのう散らばっていた機材は、ビニールテープの輪郭で場所だけ記録されて、撤去されていた。赤い腕章をつけた人が数人、壁に白い粉をつけてポンポンではたいている。ドラマで見たことある、鑑識の人が指紋を取っているのだ。


    　コルビエールさんとスタッフたちは、鑑識の人と話していた。俺たちの姿を見ると、コルビエールさんが駆け寄ってきた。


    「マドモワゼル・アヤラギ！　上の様子はいかがでしたか、何か進展はっ？」


    　コルビエールさんの目は落ちくぼみ、白目は真っ赤で、手入れの行き届いていたヒゲもヨレヨレになっている。ずっと捜査につきあっていたようだ。綾羅木さんは答えた。


    「地下の閉架書庫には、やはり誰もいないみたいです。あの煙の中で、もしかしたら気づかれないうちに地上階に移動したのかもって司書長が言って、今地上階の捜索が始まったみたい」


    「木枠や額縁をはずしたり切ったりしたなら、木材の破片の一つも落ちているはずなのに、何の手がかりも落ちていない……。火のないところに煙は立たないはずなのに、どこも燃えている様子もない……。まるで悪魔に化かされているような気分だ、悪夢です」


    　コルビエールさんは頭を抱かかえる。影かげ月つきが、励ますようにその肩をたたいた。


    「大丈夫。新あらたは工学科で、どんなバグでも発見できるバグ取りデバツグの達人として有名なのだ。絵もきっと見つけてくれるのだ」


    「まあ、そうだったの。かわいい顔に似合わず、けっこう切れ者なのね？」


    　綾あや羅ら木ぎさんはすなおに信じた。コルビエールさんが怪け訝げんそうに綾羅木さんに言う。


    「いやいやいや、相手はほんの高校生ですぞ？　ワラをもつかむ気持ちはわかりますが、失礼ながらこんな難事件を解決するには役者不足ではありませんか？　あまり期待せず、話半分ぐらいにとどめておいたほうがよろしいかと存じますが」


    「コルビエールさんの言うとおりだって！　だめだったときにぬか喜びさせたらだめだから、そういうこと言うのはやめてくれ！」


    　ほんとに困って影月に訴えると、影月は涼しい顔でしれっと言った。


    「先に言っておけば、ぬか喜びさせないようがんばるしかなくなるだろう？　ベス先生のためにはがんばるしかないではないか。背水の陣で自分を追いこむスタイルというやつだ」


    「追いこまれすぎて胃に穴があきそうだがな」


    　俺は何か手がかり……犯人がうっかり残してしまったバグを探そうと、壁に近づいた。


    　きのう見たとおりだ。シャーリー先生の口紅。残された六か所の金具。絵はなくなってるのに、そのタイトルを書いたプレートだけが寂しく壁に残っている。


    「あっ、新！　そんなに近づくとブザーが鳴るのだ！」


    　影月が思わず耳をふさいだ。俺もギョッとしたが、ブザーは鳴らなかった。カメラについているマイクから、シャーリー先生の声が聞こえてきた。


    『捜査を始める前に警備室に連絡して、警報関係を切ってもらってあるのですって。あちこち触るたび誤報しては迷惑ということで……それで、警報を切ってあるぶん不審者を寄せつけないよう、玄関で警備していると、先ほどミスター・ポリスマンたちが教えてくださいましたわ』


    　ほんとかな、と思って床をドンドン踏んでみた。ほんとだ、ブザーは鳴らない。


    「これで安心してあっちこっち見て回れるな」


    　影月はずいぶんホッとしていた。やっぱり子供だ、大きな音が苦手なんだな。


    「結局、煙は何が燃えたのかわかったんですか？」


    「ノン。それが、どこも燃えていないのですよ。地下の書庫も捜しているのですがね」


    　コルビエールさんは難しい顔で腕組みする。でも、煙は上へ上がっていくものだから、あるとしたら地下の書庫だろう。


    「ちょっと地下を見てきていいですか」


    「じゃあわたしが付き添うわ、部外者以外立ち入り禁止だから」


    　綾羅木さんについてきてもらって、俺と影月は地下へ下りた。鑑識の人がいないので、遺留品捜しは終わったんだろう。


    　俺たちは本棚の間を進む。閉へい架か書庫は少しでも多くの本をしまうため、本棚の幅が狭い。幸いというべきか、俺も影かげ月つきも小柄なのですいすいと進んだ。


    　書庫はとくに変わった様子もなさそうだ……と思いながら、俺は迷路みたいな本棚をウロウロし、何か手がかりがないか捜した。影月も真剣に捜していた。


    　そして俺はついに、ここにあるはずのないバグを見つけた。本棚の間に、直径五センチぐらいだろうか、白い粉が薄く落ちていた。運動場のライン引きみたいにくっきりではなく、黒板消しで黒板を消したあと、それを黒板にポンと押しつけたときぐらいの薄さだ。


    「これは何だ？」


    　俺は白い粉の横にしゃがんだ。綾あや羅ら木ぎさんが、不思議そうに首をかしげる。


    「チョークの粉じゃないの？　学校ならふつうに落ちてるじゃない、何かおかしい？」


    「学校にチョークがあるのは黒板に字を書くからだ。黒板も、字を書いて教えるべき生徒もいない閉架書庫で、なんでチョークを使う理由がある？　黒板もないのに、このチョークはなんでここに持ちこまれたんだ？」


    　俺は子供のころから、間違い探しの本が大好きだった。バグはつぶさなきゃ気がすまない。考えて、ハッとひらめいた。


    「……そうか！　チョークじゃない、生せい石せつ灰かいだ！」


    「補習クラスで習った、あれか？　朝食にいただいた蛍けい子このお肉、おいしかったのだ」


    「それそれ。火ひ村むらはチョークの粉……炭酸カルシウムを使ったから、焼き肉セットが発熱しなかった。でも生石灰……酸化カルシウムなら、見た目は白い粉でチョークにそっくりだけど、水と混ぜると最大数百度まで加熱する。俺たちはアゴラから煙が出たと思ってたが、事件のときアゴラの入り口は絵を運びだすために開け放たれていた。そしてアゴラは人がたくさんいるから、不審なことをしていたら見つかってしまう。だから、その下の閉架図書室に発火装置を運びこんで、誰にも見つからないようこっそり生石灰に水を混ぜて発火させたんじゃないか？」


    「本だらけの閉架書庫で発火したら、全部燃え上がってしまうのではないか？　見た感じ、全然きなくさくもないし、火が上がっている様子もないし、平穏そのものだが」


    　影月が首をかしげた。なかなか鋭いところをついてくる。


    「煙は燃やすつもりじゃなくて、混乱を起こすためだけだったのかもしれないぞ」


    『なるほど、それはたいへん的を射た推理ですわ。あの煙、モクモクするばかりで甘い香りがしていたので正体不明でしたけれど、生石灰に水と考えれば合が点てんがいきますわ。発熱した石灰に触れた水が蒸気になって、すごい量のモクモクになって、アゴラへただよっていったのでしょう。アゴラは人が多かったので、いつもより換気が盛んだったはずです。つまり部屋全体が陰圧になっていたので、煙がどんどん吸い込まれてしまったのでは？』


    　シャーリー先生は、自分の目で実際に見ていないわりにはきちんと筋が通った推理を披露した。綾羅木さんが感心して、腕組みした。


    「なるほど、名推理ね。そして火のないところに煙は立たないわけだから、その石せつ灰かいの発火装置を捜せばどこかにあるはずよね？　それが見つかれば、犯人の手がかりが何か残っているかもしれないわ」


    「わかるわかる、容器に指紋が残ってるとか、メーカーから入手先を絞りこむとかできそうだな。よーし、捜すのだー！」


    　えいえいおー、と影かげ月つきはこぶしを高くつきあげた。


    



    　ということで、俺たちは地下二階と、念のために地下三階も、閉へい架か書庫の探索を行ったわけだが、それらしき容器はどこにもなかった。物が燃えたような痕こん跡せきもなかった。


    　影月は体の小ささを利用して、壁の隙間にまで潜もぐりこんで捜した。


    「ううーん、お尻がつっかえて入れないのだ。新あらた、押してほしいのだ」


    　気がつくと、影月は積み上げられた机と椅い子すの下に潜りこんでいた。シャーリー先生がそのとき教えてくれたが、図書館で使うものの予備らしい。上半身だけ潜りこんで、前に進むためにお尻が突きだしているため、そこでつっかえてしまっているのだ。


    「どこに潜りこんでんだ、おまえは猫か！」


    『リトルレディ、無理に進んではいけません！　机が崩れてきたら下敷きになりますわ！』


    　シャーリー先生も悲鳴を上げた。俺は影月のお尻を両手でがしっとつかんで、大急ぎで引っぱりだした。ずるずるっ、と影月の上半身が出てくる。白い制服の前半分は床掃除状態になって汚れているし、金色の髪はホコリまみれになっていた。


    「うわっ、ひどいなこりゃ」


    『貴族の令嬢にあるまじき汚れっぷりですわ』


    「うう、制服を犠牲にしたのに何も見つからなかったのだ」


    　影月はしょんぼりしていた。綾あや羅ら木ぎさんが、俺たちの様子を見ながら声をかけた。


    「考えてみれば、手がかりを残していくわけがないわね。もう持ち出されちゃったのかしら？」


    『絵といっしょにですか？　絵だけでも、けっこうなかさになるのではありませんの？』


    「犯人は一人とは限らないぞ、ベス先生。絵を持ち出す係、木枠を持ち出す係、額縁を持ち出す係、発煙装置を持ち出す係……。身元のわからない人間が一人いると怪しいが、複数いると『あれ？　どこかの地方紙か何かの取材かな？』と思って見過ごすのではないか？」


    　影月の言うことはもっともだ。でも、俺にはひとつ疑問があった。


    「だけど、煙が出たときに図書館の中にいた人間しか、石灰に水を入れたりできないぞ？　それだと絵を運び出した複数の犯人ってのは、外にいた取材陣じゃなく、ノーブル美術館のスタッフの中にいるってことじゃないのか？」


    「まさか！　作業中に地下書庫に下りた人なんて誰もいなかったはずだわ。それに美術館のスタッフは全員、芸術を愛する超一流のスタッフよ。私利私欲のために絵を盗むなんて、ありえないと思うわ。ムッシュ・コルビエールが信じてくれと言ったのだから、わたしは信じるわ」


    　綾あや羅ら木ぎさんは真剣な表情で言った。俺も信じたいとは思う。だけどほかに容疑者がいないのも事実である。しかし、証拠がないなら疑うこともできない。というわけで、俺と影かげ月つきはもう一度閉へい架か書庫を調べなおしたのだが、やっぱり結局何も見つからなかった。


    　そのうちに、警官が数人やってきて、


    「警察はこれで引きあげます。現場保存に入りますから、出てください」


    　と言われたので、俺たちは何の実入りもないまま、渋々地上に戻ったのだった。


    



    　警官たちはパトカーに荷物を積み込んで、すでに帰る準備がだいぶ進んでいるようだった。


    「もう帰っちゃうのか？」


    　影月が一いち之の瀬せ巡査にたずねた。一之瀬巡査は、図書館の玄関に貼ってあった立ち入り禁止キープアウトの黄色いテープをはがしているところだった。


    「捜索にひとまずだけど区切りがついたので、本部から撤退命令が出たんだよ。ただ現場保存はこのまま続けるから、警備の警官は引き続き残るので、もうしばらくご不便ご迷惑おかけするけどね。よろしく」


    「では、中央講義室はまだ使えないのでしょうか？　補習クラスをするのに、ほかの教室を探したほうがよいでしょうか」


    　俺たちを待っていたシャーリー先生が、不安そうにたずねた。


    「いえ、それは構いません。現場保存はパパラッチなどが学校に迷惑をかけるのを防ぐためで、地下の閉架書庫のみです。生徒さんの学業に差し障さわりがあってはいけませんから、もう図書館の利用を再開していただいて結構とのことです」


    「そうですか。よかった！」


    　シャーリー先生は両手で胸を押さえて喜んだ。


    　ノーブル美術館のスタッフたちも、タクシーを呼んで引きあげる準備をしていた。コルビエールさんは憔しよう悴すいしていて、声をかけるのもためらわれた。綾羅木さんは、先生に挨あい拶さつに来た。


    「もう図書館にいてもこれ以上進展はないだろうから、わたしたちも引きあげてホテルに戻ります。今後のことは美術館長とも連絡を取りながら決めるのでまだ未定ですけれど、もうしばらくは日本にいると思います。トラブルに巻きこんでしまっておケガまでさせてしまって、ほんとにご迷惑おかけしてすみませんでした」


    　深々と頭を下げた。シャーリー先生が、綾羅木さんの腕をつかんだ。


    「謝らなくてはならないのはわたくしのほうですわ、大事な絵をお守りできなくて……」


    「いいえ、わたしです。絵なんて何枚でも描けます、こんなトラブルになるぐらいならあんな絵いっそ描かなければよかったんです」


    「それはちがいますわ、ミズ綾羅木。現在のあなたは世界的なアーティストで、過去の作品など必要ない、見てもらいたいのは現在の自分のアートだと思っているのかもしれません。でも根っこがあるからこそ花は咲く、過去があるからこそ現在があるのです。あなたがたしかに経験したかけがえのない過去を否定しないでください。わたくしが、いつか生徒たちの『過去』となる教師の立場だから、過去が捨てられてしまうことにとくにセンチメンタルになっているだけかもしれませんけれど……」


    　切々と訴えるシャーリー先生を、綾あや羅ら木ぎさんは驚いた顔で見つめていた。シャーリー先生は去年大学を卒業したばかり、つまり二十二歳（イギリスの大学卒業は二十一歳だ）。綾羅木さんと同い年だけど、やっぱり先生には先生の貫録があると思った。みたいなことを、綾羅木さんも言ってたっけ。教え諭さとされる綾羅木さんが、俺たちと同じ高校生ぐらいに錯覚した。


    「でも、客観的に見ても、あの絵は名画でミズ綾羅木の代表作といってよいと思いますわ。だってわたくし、あの絵に感動したのです。ここ一週間ほど毎日あの絵を見にきていたのは、盗まれないか心配だったのもありますけれど、あの絵に感動していたからだと思いますわ」


    　それを聞いて、綾羅木さんの目からぼろぼろと大粒の涙がこぼれた。


    「ありがとうございます、シャーリー先生……。ケガをさせてしまって、わたし何と言って謝ればいいのか……」


    「ですから、謝るのはわたくしのほうですわ」


    　よほどすまないと思っているのか、綾羅木さんの話がループしている。シャーリー先生も困っているので、俺は綾羅木さんに声をかけた。


    「シャーリー先生のことは、俺たちがいるから心配いりませんから。綾羅木さんは絵がなくなって、展覧会をどうするか考えなくちゃいけないんでしょう。立派な卒業生が出るのは在校生の励みになるから、綾羅木さんは自分の仕事をがんばってください」


    「それです、ミスター千せん石ごく！　わたくしが物もの部のべ高校教師としてミズ綾羅木に伝えたかった気持ちは、まさにそれですわ。『以下の文章を要約しなさい』という問題なら、五重丸をつけてさしあげたい気分ですわ」


    　シャーリー先生が強くこぶしを握りしめた。綾羅木さんは涙に濡ぬれた目で俺を見て、


    「……ありがとう」


    　いきなり、俺に抱きついてきた。勢いがすごかったし、俺は小柄で綾羅木さんは背が高いので、俺は受けとめきれずによろけて、道の横にある芝しば生ふの上にぶっ倒れた。それでも綾羅木さんは俺を離さず、ぎゅっと抱きしめて泣いていたので、苦しいし恥ずかしいし、とても困った。目を上げると、春はる山やまが愕がく然ぜんとした表情で俺を見下ろしていた。


    　な、なんで春山がここにいるんだっ？　右手にスコップ、左手に種の袋を持っている。あっそうか、もう一時間目が始まってる時間だから、園芸科の授業中なのだ。


    「春山、ごめん。芝生って、入ってもよかったのかな……」


    　園芸科がときどき、「芝生養生中・立ち入り禁止」と書いた札を構内のあちこちに木づちで打ちつけているのを、俺は見ていた。だけど春はる山やまは何も答えずに、逃げるように目を背そむけてしまった。これは、やっぱり芝しば生ふに入ってはいけなかったのか、それともやっぱり不純だと思われて引かれてるのだろうか？


    　今まで他人の目を気にしなかった俺だが、だから服装もいつも適当なのだが、補習クラスの仲間はいつもいっしょにいるせいか、やっぱり嫌われたり避けられたりはきついなあ、とつくづく痛感したのだった。


    



    　綾あや羅ら木ぎさんは俺にしばらく抱きついたあと、気がすんだように顔を上げた。


    「ごめんなさい、徹夜して疲れてるんだと思うの。重くなかった？」


    「だ、大丈夫……です。たぶん」


    　ノーブル美術館のスタッフの人が、フランス語らしき巻き舌の言語で綾羅木さんを呼んだ。タクシーが着いていて、コルビエールさんは呆ぼう然ぜんとしたまま乗りこんでいた。


    「それじゃシャーリー先生、お大事に」


    　綾羅木さんが乗りこんで、タクシーは去っていった。


    「やれやれ、びっくりした」


    　俺は芝がいっぱいついてしまった制服をはたいた。影かげ月つきが背中のほうをはたいてくれた。


    「新あらたはずいぶん気に入られたものだな。嫉しつ妬との炎がめらめら燃えてしまうぞ」


    「からかってるのさ。俺みたいなふつうの高校生を相手にする理由が、一ミリもないだろ」


    　すると一いち之の瀬せ巡査が、いやに苦々しく笑って言った。


    「そうだよ、彼女は昔から人をからかうのが好きだからね。ぼくだって高校時代にはからかわれたことがあるけど、今はほとんど無視状態だろう？　彼女は気まぐれだから、すぐに気が変わるんだ。本気じゃないから心配しなくていいよ、理事長のお孫さん」


    「からかわれたっていうのは、やはりモデルをしていたときか？　ヌードで二人きりだったのか、どきどき」


    「リトルレディ、はしたないですわ！」


    　興きよう味み津しん々しんの影月を、シャーリー先生が厳しく注意した。


    「水泳パンツははいていたよ。それにどきどきするようなこともなかったよ、彼女はぼくなんかに興味を持つ人じゃなかったからね」


    　一之瀬巡査が、どことなく突き放したような言い方をするのが気になった。


    「……あんまり仲がよくないんですか？」


    　つい、俺らしくもなく立ち入ったことを聞いてしまった。


    「仲は、ずっとよくなかったよ。入学したときから、ずっとだ。たぶん、彼女の才能に嫉妬してただけだけどね」


    　そのとき、シャーリー先生がはっと口を押さえた。影月が気づいて、声をかけた。


    「どうしたのだ、ベス先生？」


    「い、いえ……。もう一時間目がとっくに始まっていますから、わたくし失礼いたしますわ。リトルレディ、恐縮ですが車椅い子すを押していただけますか？」


    「あ、うん。わかったのだ」


    　影かげ月つきは車椅子を押して去った。急にあたふたした感じだったが、シャーリー先生、いったいどうしたんだろう？　俺も一いち之の瀬せ巡査も、ぽかーんとして立ちつくしていた。


    



    　放課後が来て、俺はいつもどおり補習クラスへ向かった。


    　図書館の玄関には、警官が二人立っていた。門番みたいで、ものものしい雰囲気である。ほかの出入り口が封鎖されているので、この二人の間を通らないかぎり図書館には入れない。そうでなくても、「煙が出たけれど、まだその原因がわからない」ということで、もしかしてまた何かあるのではと警戒して、ほかの生徒は図書館に寄りつこうとしなかった。朝あさ宮みやと岩いわ橋はしも、今日はついてきていなかった。でも俺は、補習クラスもあるしそれほど気にするタチでもないので、ふつうに図書館に入った。


    　シャーリー先生と影月がもう来ていた。それに家政科の二人、安あ心じ院むと火ひ村むらもだ。


    「先生、今日は早かったんですね」


    　俺が声をかけると、シャーリー先生は重々しい表情でため息をついた。


    「ミスター千せん石ごく。わたくし、今日一日ずっと考えていたのです……」


    「そういえば今朝、現場に入ったんだっけ？　見てた子が教えてくれたわよ、どうだったの？」


    　火村が聞いてきたので、俺はタブレットを渡した。


    「シャーリー先生に見せるためにカメラで撮影した映像、タブレットに移した」


    「さすが千石くん、気がききます。わたしたちも気になってしかたがなかったんです。蛍けい子こちゃん、いっしょに観ましょう」


    　安心院と火村がタブレットを間にはさんで、のぞきこんだ。二人が映像を見ている間に狩かり谷やと春はる山やまがやってきて、やはり気になっていたのか、さっそくタブレットをのぞいていた。


    「それで、ベス先生が一日ずっと考えてたことって何なのだ？　お昼ごはんのときもぼんやりしてて、足が痛いのかと思って心配していたぞ」


    　影月がたずねると、先生は険しい表情で答えた。


    「犯人は事件発生時に地下にいて、生せい石せつ灰かいに水を加えて煙を発生させることができた人間……そしてそれを回収したうえで、外に脱出できた人間。今朝の閉へい架か書庫の捜索で、そこまでの見当はついたわけです」


    　俺は黙ってうなずいた。狩谷が言った。


    「単刀直入に言って、ノーブル美術館のスタッフ以外に犯人は考えられないってわけですね」


    「っていうか、あの煙って生石灰だったんだ！　どこから手に入れたんだろ？」


    「ふつうにホームセンターとかで買えます、肥料ですから」


    　火ひ村むらの疑問に春はる山やまが答える。


    「そっか。あたしは生せい石せつ灰かいとふつうの石灰のちがいって知らなかったから、それを知ってる犯人はガーデニングにすごく詳しい、とか？　そういえばウチの噴水まわりって、園芸科の庭づくりのアレ、イングリッシュガーデン様式だっけ？」


    「はい。イギリス出身の影かげ月つきさんがアリスのコスプレで写真を撮られるぐらいには、きちんとしたイングリッシュガーデンになってると思います」


    「つまり、イギリスはガーデニングが盛んなのよね？　フランスはどうなの？　ノーブル美術館のスタッフの中でガーデニングが趣味の人を洗ってみたらどうかな」


    　火村はぐいぐい推理を切りこんでくる。でも、春山は首を横に振った。


    「ネガティブに否定して、申し訳ありませんけれど……発熱条件に発はつ酵こうが必要な腐葉土に比べて、水を加えるだけで発熱する生石灰なら、誰でも発熱させることができるので、ガーデニングが趣味かどうかはあまり関係ない気がします。それにわたしは園芸科ですが、わたしが化学の補習を受けるレベルで知識が足りないのもありますが、生石灰と消しよう石灰などいろいろ土壌改良剤があるのに、全部同じ石灰だと思っていましたし……」


    「ぐぬぬー。じゃあ野の菊ぎくはどう考えてるわけ？」


    「いえ、わたしは全然見当が……。すみません、人を否定するときには反証を準備しておくのが議論のマナーですよね……」


    　ややもすれば後ろ向きになってしまう春山を、安あ心じ院むが慌ててフォローした。


    「そんなことありませんよ、野菊ちゃん。疑問さえ出してもらえたら、反証はみんなで考えればいいんです。それがみんなで話し合うってことだと思うんです」


    「そ、そうでしょうか……」


    　春山はおどおどしている。でもたしかに、ネガティブかもしれないけれども、否定してもらえるからこそ迷子にならずに、間違った道をつぶしていけるってのはある。


    「反証というのなら、ノーブル美術館のスタッフが犯人かもしれないという可能性が、実はちがうのではないか……と、そのことをわたくしは今日一日、ずっと考えていたのです」


    　シャーリー先生が、よくよく考えながら口を開いた。俺は驚いた。


    「そこから引っくりかえします？　だって現場にいた誰かが犯人だっていうのは大前提じゃないですか。そして第三者が立ち入れないかぎり、あのとき現場にいたのはノーブル美術館のスタッフ、綾あや羅ら木ぎさん、それに先生と司書長だけですよ。綾羅木さんは自分の絵なんだから盗む理由がない、先生と司書長は自分の管理責任を問われるリスクがあるから盗むメリットがない。じゃあノーブル美術館のスタッフしかいないじゃないですか」


    「コルビエールさんかな。あの絵のことすごく気に入ってたし、あの人ならスタッフに命令して何人かで共犯できるじゃない」


    　火ひ村むらが疑惑の目で言った。狩かり谷やがそれを否定する。


    「俺が美少女フィギュアコレクターを観察した結果、愛好家には二種類いるんだ。自分だけが作品を独占するのを喜ぶタイプと、こんなすごい作品を持ってるんだって見せびらかすタイプ。前者ならそもそも美術館のスタッフなんかやってないだろ。逆に、こんなすごい作品を買いつけたんですぜー、って見せびらかすタイプだろ」


    「じゃあ下っ端ぱのスタッフの誰か？」


    「いえ。わたくしが疑問だったのは、あれだけミスター・コルビエールが目を光らせている中で、スタッフが勝手なことはできなかったはずなのです。あの絵を無事に持ち出すために、周到な下見をされていたのですから。つまり『絵が持ち出されたのは、ミスター・コルビエールの目が届かなくなった後』ではないかと思うのです」


    　シャーリー先生の目が鋭くなる。その瞬間、俺は今朝、図書館の前でシャーリー先生が急に押し黙ってしまった理由を察した。


    「コルビエールさんが地下室から脱出した後……ってことは、残っていたのは二人だけ。捻ねん挫ざしてアゴラに取り残された先生と、それを助けに行った……」


    　シャーリー先生は、うなずいた。


    「ミスター一いち之の瀬せですわ。彼がアゴラに下りてから、わたくしを発見するまで五分以上かかったはずです。誰かが下りてきた物音がしたあと、煙を吸い込まないよう声を出せなかったので、場所がわからないままで……でも、部屋の中でごそごそしている音は聞こえましたわ」


    「一之瀬巡査は、たしか美術科出身だったよな。なら、キャンバスの作り方も習って知ってるはずだから、絵を速やかに木枠からバラして隠すこともできたんじゃないか？　即売会イベントのときとか、ベテランサークルと新入りサークルのブース設営スピードって段違いだしさ」


    　狩谷が言った。火村が、はっとして狩谷を指さした。


    「そうよ、何だか怪しいって思ってたのよ！　なんかさあ、絵をたためないってけっこうしつこく言ってたわよね？　綾あや羅ら木ぎさんはたためるって言ってたのに、丸めないといけないって……。あの大きな体なら、モコモコの防刃チョッキの下にたたんだ絵や木枠を隠してもわからないと思うの。だって、一畳分ぐらいの厚手のカーテンも、折りたたんで空気を抜けば、漫画雑誌一冊分ぐらいにかさが減るもの。それに、警官なんだから発煙装置とかは後でいくらでも取りに来られるじゃない？　それで、長い筒を運びだした人間が犯人みたいにミスリードしてるんじゃないの？」


    　絵が描かれたキャンバスが、カーテンと同じようにたためるのかどうか、俺は画用紙に水彩画しか描いたことがないのでわからないものの、たしかに綾羅木さん自身も「絵はたためる」と言っていた。なのに、絵を描いた本人の発言を、モデルとはいえ作者ではない一之瀬巡査が否定するのは不自然だ。春はる山やまは春山で、深く考えこんでいる。


    「結局、あの煙は生せい石せつ灰かいの煙で、有毒ガスではなかったんですよね……？　わたしなら、たとえ人の命を守る仕事であっても、有毒ガスの中へ飛びこむ勇気なんてありません。自分で仕かけたものだから、安全性がわかっているから、安心して飛びこめたっていうことかも……」


    「命をかけて自分を助けにきてくれたミスター一いち之の瀬せを疑うなんて、淑女レデイとして恥ずべき疑ぎ心しん暗あん鬼きかもしれませんわ。けれども車椅い子すで体の自由がきかないと、頭ばかりぐるぐる働いてしまって……今のわたくし、たぶん生涯で一番性格が悪くなっていると思いますわ」


    　シャーリー先生は、確実に一之瀬巡査を疑っているようだ。状況証拠からして、たしかにそうかもしれない。でもいい人そうだから、まさか、とも思う。


    「でも、一之瀬巡査さんがあの絵を盗む動機がないと思いますけれど……」


    　ずっとだまって話を聞いていた安あ心じ院むが口を開いた。俺と同じ違和感を感じてたみたいだ。


    「一之瀬巡査さんは、結婚されています。自分一人の人生ではなくなってるんです。あの絵がどんなに高く売れたって、お金に目がくらんで犯罪など犯すとは思えないんです」


    「結婚したからこそ、お金がいるんじゃないの？　聖せい歌かのほうがよく知ってるだろうけど、結婚式って何百万円もかかるんでしょ？」


    　火ひ村むらが言った。安心院は首を横に振る。


    「最近は、地味婚も多いですよ。神社とかで結婚式を挙げるだけなら数万円ですみますし、役所に婚姻届を出すだけならタダです」


    「動機というならお金よりも、わたくしはむしろ、性格悪いモードになっているせいか、あの二人の間の妙な距離感が怪しいと思っているのです」


    　先生は人差し指を立て、半オクターブ低い声で言った。きらん、とメガネが鋭く光った。


    「淑女レデイとして、このような下世話な想像は恥ずべきことかもしれませんが……ずばり、嫉しつ妬とですわ。同じ美術科出身なのに、ミスター一之瀬は水泳部で鍛きたえた体でモデルを頼まれることが多かった。当然その間、自分の作品は描けないから、絵がうまくならなかった。それでミスター一之瀬は美術の道に進めなかった。そして自分を描いたミズ綾あや羅ら木ぎは世界的な画家として母校に凱がい旋せんした。それが許せなかったのではありませんか？　ミズ綾羅木が彼に対して邪険なのは、彼女の才能に嫉妬した彼と過去にトラブルがあったせいではないかと思うのです」


    「それで絵を盗みだした？」


    「盗みだす必要はありませんわ。嫉妬が動機なら、ミズ綾羅木の展覧会の妨害ができればそれでよいのですから、あの五分の間に細切れにして燃やしてしまったのではないでしょうか。あの煙は邪魔者を追い出すだけでなく、絵を燃やす煙が混じってもわからないようカモフラージュの意味もあったのだと思いますわ」


    「それって、絵がもうこの世にないかもってことですか？」


    　そうであってほしくない、と願いつつ、俺はたずねた。もしそうだったら、コルビエールさんはショックだろう。綾羅木さん本人は、あんまりこだわってない雰囲気だけども。


    「いえ……これはまだ、単なるわたくしの想像にすぎませんわ。ですから、まず、推理の裏付けが必要です。美術科の羽は生ぶ呂ろ先生なら、高校時代のお二人のことをよくご存じでしょうから、ミスター一いち之の瀬せに動機があるのかないのかもはっきりするはずです。今日はもう放課後ですし、補習クラスの授業も遅れ気味ですから、明日一番に、美術科棟に行ってみますわ」


    「それならわたしたちが行きます、慣れない車椅い子すで行くのは大変ですよ」


    　安あ心じ院むが言ったが、シャーリー先生は断固として首を横に振った。


    「いいえ。わたくしは中央図書館の管理責任者です。あの絵に関してはわたくしに責任があります。絵が取りもどせても取りもどせなくても、最後までわたくしの責任で調べます」


    　優しげな容姿ではあるが、凜りんとした覚悟は揺るがない。シャーリー先生がそういう人であることは、補習クラスを通じて俺もよく知っている。そして、うっかりしていたが、コルビエールさんよりも綾あや羅ら木ぎさんよりも、絵が消えたことについて一番心を痛めているのが、責任感の強いシャーリー先生かもしれない、ということも。


    　シャーリー先生が責任を感じている姿は、胸がつらくなった。絵が無事に見つかって取りもどせることを、今の俺は祈ることしかできない。Ｒの発音も、全然頭に入らなかった。

  


  
    



    ５章　車椅子探偵危機一髪！


    



    　そして、次の日……俺は授業が終わるやいなや、中央図書館へ猛ダッシュした。


    　シャーリー先生が美術科の羽は生ぶ呂ろ先生に、一いち之の瀬せ巡査の学生時代や、綾あや羅ら木ぎさんと何かトラブルがあったかなど、動機につながる過去を聞きに行ったはずだ。


    　今日はリーダーの授業がなかったので、先生にまだ会えていないのだ。少しでも早くそれを聞きたくて、気がはやっていた。シャーリー先生が責任感で苦しんでいる姿を、あまり長い間見ていたくはない、と思っていたからだ。


    　図書館の前には、警官が一人しかいなかった。二人いるはずなのに、妙だと思った。


    「見張り、一人だけになったんですか？」


    「いや、一之瀬がトイレに行くと言ってあっちに」


    　警官は美術科棟のほうを指さした。一之瀬、という名前を聞いて俺は愕がく然ぜんとした。


    「もう一人の見張りって、一之瀬巡査なんですかっ？」


    「持ち回りだからね。何か問題でも？」


    　問題はない……と、思いたい。だが図書館にもトイレはあるのに、なぜわざわざ美術科棟へ？　シャーリー先生も、美術科棟に行くと言っていた。その一致に、嫌な予感しかしなかった。


    「……ど、どうして、図書館の中のトイレを使わないんですか？」


    「使い慣れたところがいいんじゃないの。尾び籠ろうな話で恐縮だが、自分も座面の高さがちょっとでもちがうと、どうしても大が出なくて便秘になるのでね」


    　気になった。俺たちが一之瀬巡査を疑っていることを、一之瀬巡査は知らない。けれどももし彼が犯人だった場合、地下にいたシャーリー先生は目撃者である可能性もあるのだ。実際には先生は煙で何も目撃していなかったわけだが、そんなことは一之瀬巡査にはわからない。


    　口封じ……という言葉が胸によぎる。いや待て、冷静になれ。シャーリー先生は昨日「明日一番に」美術科棟に行くと言ってたはずだ。つまり羽生呂先生のところへは午前中に行ってるはずで、一之瀬巡査と鉢合わせすることはない。


    　俺はひとまず自分を安心させて、中央講義室へ上がった。ひょっとして、シャーリー先生も待ちきれずに早々に来てるかもしれない、と思ったからだ。


    



    　けれど、シャーリー先生はまだ来ていなかった。安あ心じ院むが一番乗りで、いつもいっしょにいるはずの火ひ村むらが珍しく来ていなかった。


    「火村は？」


    「野の菊ぎくちゃんを迎えに行きました。わたしは、車椅い子すが通れるように……」


    　安あ心じ院むは机を運んで、エレベーターから講演台までの道を広く開けていた。なるほどと思って、俺も運ぶのを手伝った。すると安心院が言った。


    「あの、千せん石ごくくん。机はわたしが運びますから、よかったらホワイトボードを消してください」


    　見ると、昼間誰かが会議に使ったのか、文字を適当に消してあって、あちこちに消し残しがあった。几き帳ちよう面めんなシャーリー先生が見たら、嫌な気がするだろうなと思った。


    「じゃあ俺が机を運ぶ、そのほうが力仕事じゃないか」


    「高いところが届かないので、お願いしたいんです」


    　安心院は恥ずかしそうに言った。小柄なのが恥ずかしいんだろうか、俺から見るとかわいいと思うんだが……。しかし、だとしても女子に力仕事をさせてホワイトボードを拭ふいてるというのは、何だか居い心ごこ地ちが悪い。


    「そうだ、こいつを試運転してみるか」


    　俺はカバンの中から、黒板消しぐらいの大きさのロボットを取りだした。シャーリー先生の補助になるかと思って、工学科の工作室に山盛り置いてあるロボットパーツを使って、昼休み大急ぎで組んでみたのだ。安心院がホワイトボードのところまで近づいてきた。


    「わあ、すごい！　それ何なんですか、ロボットですか？」


    「自動黒板消しを作ってみたんだ。人の手が届かないところをおぎなうのが、ロボットの真骨頂ってやつだからな」


    　大げさに言ってるが、机の端っこに行くとスイッチが切り替わってターンバックするロボットの腹に磁石をつけ、車輪にゴムキャタピラを巻いて滑り止めにし、磁石のまわりに黒板消し用のスポンジを貼りつけただけだ。動力は乾電池四個で、スイッチを入れると磁石の力でくっついて、ホワイトボードの上をモゾモゾと動きだす。


    「自分で作ったんですか、すごいです！　お掃除ロボットの壁歩き版って感じですね」


    「いちおう色覚センサーもつけて、字があるところを優先して消すように設計したから、スピードアップはしてると思うんだが」


    　俺と安心院は、ホワイトボードの上を動く黒板消しロボットをじっと見守っていた。磁石を引きずるようにして進むので、プルプルと細かく振動しながら進んでいく。


    「なんだか動きがハムスターみたい。かわいいですね」


    　安心院がのん気に喜んでいた。黒板消しはホワイトボードを登りきると、そこでターンバックしなくてはならないはずが、なぜかそのまま進みつづけた。


    「しまった、スイッチの調整が硬すぎたかな」


    　進みつづけて、ついに磁石が外れ、黒板消しは逆さに落っこちてきた。


    「きゃあっ、千石くんの大事なロボットが壊れちゃう！」


    　安心院が手を高く伸ばして受け止めようとした。ところがキャタピラが動いているので手をすり抜けて、安心院の頭の上で一度ポンと跳ねたあと、ブレザーの襟えりから入りこんだ。


    「ふやあっ？」


    　安あ心じ院むは空気が抜けたような声を上げた。黒板消しがブレザーの中でモコモコ移動している。ゴムキャタピラのせいで引っかかって、服の下に落ちてきてくれないのだ。安心院はそれを捕まえようとするのだが、くすぐったくて身もだえして、そのたびに逃がしてしまって、ぜんぜん捕まらない。


    「きゃあっ、やっ、くすぐっ、きゃああん！」


    「上着の中に入ってるんだ、上着脱げ！」


    「無、無、無、無理ですっ！　んやあっ……！」


    　安心院は床に転がって、七転八倒している。運んでいる最中の机がそのへんにあって、頭をぶつけてしまいそうで危ない。


    「脱げって！　頭打つぞ！」


    「やあっ、無理っ、無理ぃっ……！」


    　ほんとに危なかったし、俺は焦あせっていた。俺は床で暴れている安心院の体の上をまたぎ、逃げるボタンを必死に追いかけて、ひとつひとつはずしていった。やっとのことで全部はずれたので、ブレザーを勢いよく左右に広げた。


    「さあ黒板消し、出てこい！」


    「ひゃんっ！」
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    　安あ心じ院むが子犬みたいに叫んだ。黒板消しがブレザーに引っかかって、ころんと落ちた。床の上に引っくり返って動けなくなり、ガーガーと音を立ててキャタピラが空回りしている。


    　安心院は暴れすぎて顔が真っ赤になり、汗ばんで、息もはあはあ荒くなっていた。


    「大丈夫か、安心院」


    「だ、大丈夫……ですっ……。ご、ご迷惑おかけしました、わたしくすぐったいのに弱くて……混乱しちゃって……」


    　安心院は床にあおむけになったまま、恥ずかしくてたまらないようで、両手で顔を隠した。そのとき、俺は安心院の上にまたがったままだったことに気づいて、


    「わっ、ごめん！」


    　と、ブレザーの襟えりから手を離してどこうとした。


    　そのとき、俺はエレベーターホールに人がいて、こっちを見てるのに気づいた。火ひ村むらと、火村に連れられてきた春はる山やまだった。


    　春山は青くなって震ふるえていた。いっぽう火村は目をカマボコみたいな形にして、


    「あらあらまあまあ、お邪魔でしたかしら？」


    　などと、悪い冗談をぶちかましてくる。ああ、なんで俺は最近、最悪のタイミングで春山に遭遇するんだろう。春山はものすごく動揺して目が泳ぎまくっていた。


    「あっ……ご、ごめんなさい、その……」


    　いっぽう火村は、目ざとく状況の原因である黒板消しに気づいて、取りあげていた。


    「なーにこれ、動く黒板消し？　なんか手作り感満載、千せん石ごくくんが作ったわけ？」


    　火村は感心して黒板消しを眺めている。春山も横からのぞきこんだ。


    「あ……これが、安心院さんの服の中に入ってしまったんですか。なんだ……」


    「そうなんです。わたし、暴れちゃって……壊れてませんか？」


    　安心院はブレザーの襟もとを直しながら、立ち上がった。まだちょっと顔がほてっているし、足もともよろよろしている。火村は黒板消しのスイッチを入れた。車輪がガーガーと動きだした。


    「うん、大丈夫。壊れてないみたい」


    「よかったぁ～。千石くんの大事なロボットが壊れずにすんで……」


    　安心院はホッと胸を撫なでおろす。


    「いや、安心院がケガするところだっただろ。服の中に入るぐらいならまだしも、頭の上に落っこちてケガしたり、ショートして感電する危険だってあったんだ。ロボットが落っこちたのは俺の設計ミスなんだから、そんなの受け止めようとしなくていいんだ」


    　俺は心配していて、自分のミスなのになぜか安心院にお小言モードになってしまった。理不尽なことを言ってる気がしたが、安心院はそのときにっこり笑って、


    「でも、千石くんの大事なものは、わたしにとっても大事なものですから。これからも、何度でも守らせてください」


    　笑顔がまぶしい。安あ心じ院むの瞳はまっすぐで、俺は自分の理不尽な文句が恥ずかしくなった。


    「わ、わかった……でも、危ないことはするなよな。あと、俺が悪いのに、なんか怒るみたいな言い方して、ごめん……」


    「いいんです。心配してくれたんですよね？」


    　俺の心の中が何もかも見通されているような気がして、照れくさかった。あと、自分がまだまだガキだと感じた。俺は思わず、安心院に言った。


    「でも……やっぱり、守らなくていいから。俺が安心院を守る立場なんだから」


    「えっ……」


    　安心院の顔が真っ赤になる。そのとき俺は、けっこう恥ずかしいことを言ってしまったと気づいて凍りついた。そのまま流してくれればいいものを、あえてそこをつっついて徹底的に蒸し返していじって、こじらせてくるのが火ひ村むらである。


    「おやおやっ、やっぱりあたしってお邪魔ァ～？　あとはお若い人だけで、のほうがいいのかしらァ～ン？」


    　火村がニヤニヤして、思いっきり下から安心院の顔をのぞきこんできた。安心院は真っ赤になって、火村の背中をポカポカたたいた。


    「もうっ！　蛍けい子こちゃんったら、からかわないでください！　恥ずかしいじゃないですか！」


    「おほほー、思春期思春期～」


    　火村は安心院をからかっている。タチの悪い奴である。


    　そのとき、春はる山やまがぽつりとつぶやいた。


    「……なんだか、うらやましい……」


    「うん。あの二人って中学からの友達らしいけど、仲いいよな」


    　俺が言うと、春山はびっくりして俺を見た。それから、取りつくろうように少し早口で、


    「あ、いえ。……そうです、仲がよくてうらやましいです」


    　と、小さな声で答えた。何だろう、何となく煮えきらない感じの返事なのだが……。


    　少しして、狩かり谷やもやってきた。不思議そうに、講義室を見まわした。


    「あれ、影かげ月つきまだなのか？　あいつ授業を受けてないから、たいてい一番に来てるのに」


    「シャーリー先生の補助をしてるんでしょ」


    「夜よ見みちゃん、実のお姉さんみたいに先生のこと慕ってますもんね。わたし一人っ子だから、うらやましいです」


    　安心院がのん気に笑った。


    　けれども、十分待っても二人が来なくて、さすがに心配になってきた。シャーリー先生が補習クラスに遅れるときは、必ずメーリングリストで知らせてくれるはずなのだ。


    「おかしいな、遅くないか？」


    　狩かり谷やがそわそわしている。俺は、一いち之の瀬せ巡査が美術科棟のほうに行ったというのが、再び胸の中にドス黒い不安となってふくらんできた。


    「狩谷。おまえが来たとき、一之瀬巡査って下にいたか？」


    「いや、おまわりさんは知らない人一人だけだったけど。一之瀬巡査がどうかしたか？」


    　時間が長すぎる。嫌な予感がする。シャーリー先生は、ほんとに朝一番に美術科棟へ行ったんだろうか？　それとも、忙しかったとかで、放課後まで行けなかったとしたら……？　中央図書館は校内の全ての専門科棟からひとしく利用できるよう、フランスの凱がい旋せん門もんのように放射状に道が伸びている。つまり、そこそこ見通しがきく。


    　シャーリー先生が美術科棟に入ったことで、何か感づいたと思った一之瀬巡査が追いかけたのではないか？　もしそうなら、シャーリー先生が危険ということではないか？


    　俺はたまらず立ち上がり、確かめるために美術科棟へ向かおうとした。


    　そのとき、エレベーターが上がってきた。はっと俺は足を止める。降りてきたのは、影かげ月つき一人だった。そして影月はぼろぼろに泣いていた。


    「みんな、みんな助けてほしいのだ！　ベス先生が大変なのだ！」


    　最悪の予感が当たったのかもしれない。俺の頭から、サーッと血の気が引いた。


    



    　俺たちは影月について、美術科棟へ走った。走りながら、影月が話した。


    「放課後で、誰もいなくて……ベス先生に、すぐに助けを呼んでくるからって言って……」


    「何階だ？」


    「グラウンド・フロアだ」


    「え？」


    　俺は聞きなおした。


    「だから、何階だって聞いてるんだ」


    「だから、グラウンド・フロアからエレベーターに乗ろうとしたら、ケガしたのだ！」


    　話が通じない。焦あせっていて、日本語がよくわからなくなっているのだろうか。安あ心じ院むたちも困惑している。そのとき、狩谷がはっとして言った。


    「わかった、一階だ。イギリスでは一階のことを地面の階グラウンド・フロアって言うんだ。ちなみに日本で言う『一階フアースト・フロア』は、イギリスでは二階のことな」


    「なるほど。話が通じないと思ったら、そこに誤解をまねく落とし穴……バグがあったのか」


    　そういえばコルビエールさんも、エレベーターで一階に下りたときに、そこを「一階」と呼ぶことに違和感があったみたいだった。ということは、たぶんフランスでも同じで、二階のことを一階って呼ぶんだろう。


    「えっ？　日本では違うのか？　ひょっとしてイギリスのローカル・ルールなのか？」


    　影月がびっくりして聞くと、狩谷がうなずいて、答えた。


    「かもしれん、アメリカでは日本と同じで、一階がファースト・フロアだから。そのへん、『英文和訳間違えやすいポイント』だって英語科で習ったばかりだ」


    「とりあえず、それなら一階だ！　ベス先生が大変なのだ！」


    　影かげ月つきが泣きながら俺たちを連れてきたのは、美術科棟の一階にある、貨物エレベーターの前だった。床にシャーリー先生が倒れ、車椅い子すはすごい力でぐちゃぐちゃにひん曲がっていた。


    「先生！　大丈夫ですか！」


    「わたくしは何とか大丈夫です……この車椅子、レンタルなのにどうしましょう」


    　安あ心じ院むと火ひ村むらが先生を支えて起こした。額にコブができていて、赤黒くなっていた。ここしばらく、シャーリー先生は生傷がたえない。でも重傷ではなさそうなので、俺はたずねた。


    「何があったんですか？」


    「羽は生ぶ呂ろ先生は、今日は出張で午後遅くに戻ってこられるというので、そろそろ戻ってきたかと思ってリトルレディといっしょにここへ……。羽生呂先生のアトリエは三階にあるので、エレベーターで行こうとして、ちょうど目の前に大きなエレベーターがあったのでちょうどいいと思って……。それで乗りこもうとしたら、突然動きだして車椅子が引っかけられて、とっさに逃げたのですが車椅子はグシャグシャに……」


    　まさに危機一髪だ。思い出しても恐ろしいのか、シャーリー先生は震ふるえていた。


    「これ貨物エレベーターですよ。姉のメモに書いてあったでしょう、人間が乗っちゃだめだって。内側から操作できないし、カゴが来ていなくても扉が開くので間違った使い方をしたときに事故が起こりやすいんですよ」


    「すみません……頭がいっぱいで、せっかくのメモをきちんと読んでいませんでしたわ。わたくしの不注意で、リトルレディを事故に巻き込まなくてよかったですわ」


    　シャーリー先生は、ホッと安あん堵どのため息をつく。すると、影月はぶんぶんと首を横に振った。


    「何だかおかしいのだ！　カゴはちゃんと来ていたのだ、だから乗ろうとして車椅子を押したら、どうしてか動きだしてベス先生が……！」


    「それは、たしかにおかしいな。工学科にも大型機械用に貨物エレベーターがあるけど……美術科のも、たぶんそれと同じじゃないか？　ふつうのエレベーターみたいにカゴをロープで吊つってるんじゃなくて、カゴがシャフトの中のレールを、立体駐車場の車を載のせるパレットみたいに昇降するやつ。だとしたら、カゴが来ていてドアが開いていたら、ほかの階から呼びだしがあってもドアを閉めるまでは動かないはずだが……。ちゃんと、カゴが来てるのを確認してから乗ったか？」


    「もちろんなのだ！　ドアを開けたら目の前に床がもう来てたから、乗りこもうとした瞬間に突然動きだして……。それで倒れたベス先生を助けようと思って、でも一階に誰もいなかったから、羽生呂先生がいるかもしれないと思って三階まで階段で上がったのだ。そうしたら、羽生呂先生はいなかったけど、貨物エレベーターの近くに一いち之の瀬せ巡査がいたのだ」


    　一いち之の瀬せ巡査の名を聞いた瞬間、俺は、頭を金づちでガツンと殴られた気がした。油断していた……まさかシャーリー先生も美術科棟に行ってると思っていなかった。一之瀬巡査が本当にトイレを借りにきたのか、それともシャーリー先生の動向に注意していたのか、とにかく美術科棟にシャーリー先生がいるのを見て自分が疑われてると気づき、エレベーターに細工をして、先生が乗り込むタイミングで動かしたのでは？　美術科出身の一之瀬巡査なら、このエレベーターの扱いには慣れているはずだから、十分可能だろう。


    「狙ねらわれたんだ」


    　俺の声が、緊張に上ずった。補習クラスの仲間たちが、一斉に俺に目を向けた。


    「ひょっとして、一之瀬巡査のこと？」


    　火ひ村むらが声をひそめる。俺はうなずいた。


    「図書館の前にいなかっただろ。トイレを借りに、美術科棟へ行ったって……」


    「うげーっ、なんでわざわざ？　図書館にトイレあるじゃん！　何それ怪しい！　だとすると、羽は生ぶ呂ろ先生がまだ帰ってきてないのもヤバくない？」


    「蛍けい子こちゃんっ、縁起でもないから怖い想像はやめてください！」


    　安あ心じ院むは震ふるえて、泣きそうになっている。狩かり谷やが俺にささやいた。


    「どうする？　図書館に戻ってきてたら、俺の格ゲー殺法でたたもうか？」


    「いや、でも証拠がないだろ。かぎりなくクロではあるけど、もう一人の警官に現行犯逮捕されて警察行きだぞ。今人数が減って戦力が減るのは得策じゃないだろ」


    　それに、安心院が怖がるので口には出さないが、もし一之瀬巡査が犯人なら、警察署はそのふところの中ということになる。逮捕されてそこに拘こう留りゆうされるとなれば、一之瀬巡査が何をしても藪やぶの中だ……たとえば取り調べ中に窓を開けて逃げようとして落っこちて死んだ、なんて言って口封じされる可能性だってある。行動は慎重にすべきだ。


    「証拠はあるぞ！　だって、用もないのに美術科棟の三階にいたのだぞ？」


    　影かげ月つきが納得できずに叫んだ。俺は影月をなだめるために、ゆっくりと言った。


    「トイレに行った、って言い訳ができてる。それに、シャーリー先生を狙ねらってエレベーターを動かしたっていう証拠はないだろ。証拠がなけりゃどうにもできない。下手に騒いだら、逆に俺たちが疑ってるってことを知られて警戒される。それは俺たちの不利にしかならないだろ」


    「だからって、黙って知らんぷりして放っておくのか？　見て見ぬふりをするのか？」


    　影月は子供なだけあって怖いもの知らずである。義ぎ憤ふんに駆られている。狩谷が言った。


    「あのな、影月。言っておくが、俺たちだって怖くて黙ってようってわけじゃないぜ。いつ牙をむくかわからないようなやつは、とっつかまえて檻おりの中に入れておくほうが安心なんだからな。でも、ネズミだっておとなしく檻に入っちゃくれないだろ。人間ならなおさらだ」


    「妨害工作したり、証拠隠滅したり、口封じに訴えるかもしれないってことよね」


    「じゃあ、どうすればいいというのだ？」


    　焦じれた影かげ月つきに、安あ心じ院むは人差し指を唇に当てて「しーっ」と言い、ウインクした。


    「悪い人は、証拠があれば檻おりに入れられるんです。嘘うそっていうのは作り話ですから、完かん璧ぺきに見えても、あれこれ質問すると必ずほころびが出てくるんです」


    「カマをかけてみるってことだな。誰が？」


    　狩かり谷やは補習クラスの面々を見回し、ふと、春はる山やまを指した。


    「よし、春山。ゴー！」


    「ええっ……！　ど、どうして、わたしがっ……？」


    「女子に行かせるのはだめだろ！　逆上されたら危ないだろ！」


    　反論した俺に、狩谷は涼しい顔で言った。


    「そのときは暴行の現行犯で、別件逮捕してもらえば結果オーライだろ」


    「それって春山がおとり状態じゃないか。おまえわりと最低な性格だな」


    「なんでー。適材適所の人材に、男も女もないだろ」


    「どこが適材適所よ。野の菊ぎくはおとなしいんだから、カマかけるなんて無理よ」


    　心配する火ひ村むらに、狩谷はチチチッと人差し指を横に振る。


    「逆々。嘘つきほどよくしゃべる、って言うだろ。口がうますぎると嘘くさくなるんだよ。声優も、棒なのに主役張ったりするだろ。演技力がありすぎるとキャラが作り物になって、現実味なくなるんだ。だからあれは棒声優じゃなくて『棒声優の演技』をしてるわけ。おわかり？」


    「おわからない」


    　たしかに長文で火村にはわかりにくいかもしれないけど、俺は何となくわかるような気がした。春山に危険な役割を頼むってのは賛成できない。だけどたしかに、狩谷や火村のように流りゆう暢ちようにしゃべれる奴らは嘘くさい。俺と先生と影月は、今朝一度、一いち之の瀬せ巡査に会っていて疑われやすい。そして安心院と春山を比べたら、春山はどんなテンションでもうつむいてボソボソしゃべっているし、いつも他人と視線を合わせないので、逆に嘘を見透かされにくいだろう。


    「む、無理です、わたしそんな……」


    　後ずさる春山に、俺は言った。


    「春山。何かあったらすぐ助けにいく、ケガもさせない。ぜったいに約束する。だから頼む」


    　春山は俺を見た。じわじわっ、と顔が赤くなる。慌てて目を背そむけて、


    「……わ、わかりました。がんばってみます……」


    　春山は、消え入りそうな小さな声で答えた。


    



    　春山は中央図書館へ向かい、俺と狩谷があとをつけた。安心院たちはシャーリー先生を念のためまた病院へ連れていくので、付き添っていった。


    　一之瀬巡査は図書館の前に戻っていた。春山が、おずおずと近づいていった。


    「あ、あの……こんにちは」


    「はい、こんにちは？」


    　一いち之の瀬せ巡査はにこやかに返事をした。春はる山やまはいつもうつむいているし、俺たちと行動をともにしないことも多かったせいか、顔を覚えられていないようだ。でも、油断はできない。約束した以上、何かあれば死ぬ気で春山を守るつもりで、俺は体にぎゅっと力を入れてた。


    「さっき……、美術科棟にいませんでしたか？」


    　春山は緊張して（いつも緊張した感じなのであまり大差ないが）切り出した。


    「あ、うん。トイレに行ったんだ、図書館の……その、女の子の前で尾び籠ろうな話で申し訳ないが、男性用小便器。ぼくの身長だと、位置が低くてはねかえってきそうで、嫌なんだよね」


    　予想どおりはぐらかされたが、話の筋は通っている。図書館の小便器は床から生えている長細いやつだが、専門科棟のは生徒のてきとうな掃除でも清潔に保てるよう、腰ぐらいの高さに深い洗面台みたいなのがあるタイプだ。


    　はぐらかされても、春山はくじけなかった。ネガティブですぐに何でも否定的に見る性格が、聞き取り調査には意外に適任っぽい。さらに深く突っこんでカマをかけた。


    「トイレなら、三階まで行かなくてもいいと思うんですが……」


    「そんなところまで見られてたのか！」


    　一之瀬巡査のにこやかな表情が、真剣になった。緊張が走った。もう一人の警官が一之瀬巡査に、糾弾するような目を向けた。


    「時間がかかってると思ったら、サボってたのか？」


    「サボってたというか……いえ、職務中なのでそうなりますね。すみませんでした」


    　一之瀬巡査は頭を下げる。春山の代わりにもう一人の警官が問い詰めてくれた。


    「何をしてたんだ。場合によっては上に報告する必要があるが」


    「すみません。少し気になることがありまして……恩師の羽は生ぶ呂ろ先生の手が空いてそうな頃合いを見て、相談しに行ったんです。残念ながら、アトリエにはいなかったんですが」


    「で、でも……それなら、どうして貨物エレベーターのほうへ行ってたんですか？」


    　春山も必死に追及した。これを認めたらシャーリー先生を狙ねらったことを自白することになる。ぜったいにごまかしてくるだろう。でも影かげ月つきの証言があるんだから、嘘うそをついたらその時点でやましいところがある。つまりクロだってことになる。俺は緊張して一之瀬巡査の答えを待った。ところが、一之瀬巡査はとくに何かを考える様子もなく、


    「ああ、羽生呂先生が留守だったから捜してるとき、近くを通ったんだよ。ぼくたちのころにはなかったけれど、大型の彫刻を動かすためのやつみたいだね」


    　あっさりと認めた。……どういうことだ？　ほころびどころか、あっさり「事件発生時刻に事件現場の近くにいた」なんてすっごい怪しい事実を垂れ流してるぞ？


    「貨物エレベーターって何のことだ、一之瀬？」


    「美術科棟の地下一階が、大型彫刻用のアトリエになってるんです。ぼくたちのころにはまだエレベーターなんてなくて、モアイを運ぶみたいにして皆でえっちらおっちら階段を運びあげていたんです。それが今じゃ便利になったもんだなあと思って、見てたんです。カゴをロープで吊つってるやつじゃなくて、カゴ自身がシャフトの中を上下するやつ……リフト式だったっけ？　工学科で以前から使われてるのを、これだと思って設置したようです。後付けの狭い面積でも、大きなカゴをつけられるから、大きな彫刻でも運べるんですよね」


    　どうもおかしい。安あ心じ院むの言っていた「ほころび」がどこにも出ていない。一いち之の瀬せさんの話は一貫していて、どこにもバグが見当たらないのだ。


    　いや、ひとつだけバグがある。事件解決につながらない、ほんとに細かいバグなんだが……。


    「一之瀬さん、今、彫刻を動かすやつ『みたい』って言いましたね？」


    　俺はそれを確かめようと、茂みから姿をあらわした。春はる山やまはずっと頼りない顔をしていたが、慌てて俺の後ろに隠れた。かなりがんばって、心細かったんだろう。


    「あれ、千せん石ごくくんだっけ？　補習クラスはどうした？」


    　きょとんとしている一之瀬巡査に、俺はたずねた。


    「デバッグばかりしてると、細かいことが気になるんですが……一之瀬さんは現役時代、貨物エレベーターを使ったことがないわけですよね？」


    「何度も言うけど、ぼくたちのころにはなかったからね」


    「それでどうして『彫刻』を運ぶためのものだって？　『彫刻』と断定したんですか？」


    「ぼくが見てる前で運んでいたからさ。生徒が五人ぐらいで、三階まで。リフト式だとかそういううんちくも、彼らに聞いたんだよ」


    　彫刻は地下一階で作る。地下一階というのは、当然であるが「一階の一個下」だ。


    　俺の頭の中に、何かがひらめいた。もしかして、バグはつぶれたかもしれない。


    



    　俺は図書館を後にして、大急ぎで美術科棟に戻った。春山と狩かり谷やが追いかけてきた。


    「どうしたんだ、いきなり走り出すとか！　すごい不審だぞ！」


    「急がなきゃ、捕まらないかもしれないからだ！」


    　俺は美術科棟に飛びこみ、三階に上がった。貨物エレベーターは三階で停まっている。そして階段と反対側に向かって、廊下の土汚れの上に車輪の跡がついていた。それはすぐに廊下の角を曲がり、突きあたりの部屋まで続いていた。


    　明かりがついている。ドアを開けると広い展示室で、高さ二メートルほどの彫刻がずらりと並んでいた。五人の美術科の生徒が彫刻のひとつを刷は毛けで払ったり、ほかの彫刻との配置を見たりして、議論していた。彫刻の横には、載せてきたのであろう台車があった。


    「一之瀬さんが言ったとおり……五人、いますね」


    　春山が言った。生徒たちがこっちをにらんだ。


    「何だ？　展覧会まで、よその専門科の生徒は立ち入り禁止だぞ」


    「あの、この像ってさっき地下一階から貨物エレベーターで運んできたんですか？」


    「当たり前だろ、素手で運べるか」


    「さっき、おまわりさんいませんでしたか」


    「一いち之の瀬せ先輩なら、腕力あるから運ぶの手伝ってくれたけどそれが何か？　さっさと出ろって言ってるだろ、そのへんの像にさわるなよ！」


    　三年生だから態度が大きい。俺たちは追い出されるように展示室を出た。


    　けれども、これでバグは完全につぶれた。


    「少なくともシャーリー先生の事故に、一之瀬巡査は関係ない」


    　俺がつぶやくと、狩かり谷やが大きくうなずいた。


    「それな！　彫刻を見てたってのはほんとだったんだ。影かげ月つきが階段からこう上がってきて、そのときには台車に載った像は貨物エレベーターを出て、廊下の角を曲がってた。一之瀬巡査はそれを追いかけた、そして角を曲がって運ぶのを手伝った。影月は羽は生ぶ呂ろ先生のアトリエのほうへ向かったから、像を運んでた五人のことは気づかなかった」


    「つまり、どういうことなんでしょうか……？」


    　春はる山やまは首をかしげている。狩谷が説明した。


    「つまりキュビズムみたいに、三次元の世界を二次元的に見た結果起こった歪ゆがみさ」


    「それって、横顔に目が二つくっついてる、みたいに歪んだ顔のことですか？」


    「まあそんな感じ。たとえば床と天井は、三次元だからこそ見分けがつくだろ？　でも高さの概念がない二次元の世界ではどっちもただの平面で、見分けがつかないってわけさ」


    「説明されてもよくわからんのだが……」


    　俺がたずねると、狩谷はふふんと笑った。


    「そうか。二次元の視点を持てば、説明されなくても自然にわかるようになるぞ。ようこそわが友よ、二次元の世界へ！」


    「いやいやいや！　おまえは友達だが、俺は二次元はちょっと」


    「わがままな奴だな。じゃあしかたないから説明してやろう」


    　狩谷はコホンと咳せき払ばらいして、もったいぶって話しだした。


    「いいか、シャーリー先生たちが貨物エレベーターに乗り込もうとしたとき、カゴは地下一階にあったんだ。そして彫刻が運びこまれている最中だった。先生たちは一階のドアを開けたら床があったし、貨物エレベーターを見なれてなかったから、かんちがいして乗りこんだんだろう。ふつうのエレベーターはロープでカゴと錘バラストをつり下げて、ロープを巻いて昇降させる。でも美術科の貨物エレベーターは、ロープなしで、カゴだけがシャフトを上下するリフトみたいなやつなんだろ？　ロープがないからエレベーターの屋根を、床だと間違えたんだ。だから乗りこんでいる最中に、地下一階にあったカゴが三階へ上昇しはじめて、はさまれそうになったってわけだ」


    「一いち之の瀬せさんはシャーリー先生のケガには関係ないし、狙ねらってたわけでもないっていうことですね……少しだけ、ホッとしました」


    　春はる山やまが胸に手を当てた。俺も、一之瀬巡査が絵を盗んだ犯人かどうかはわからないが、口封じを仕掛けてくるような凶暴犯ではないとわかって、それはそれで緊張が緩ゆるんだ。


    「春山がカマをかけてくれたおかげだ。ありがとうな」


    　心から俺は礼を言った。すると、春山はさっと頬ほおを染めて、また目を背そむけてしまった。


    　やっぱり、どうも俺は春山に避けられている。一之瀬巡査も綾あや羅ら木ぎさんを心配してよい友達だと思うが、綾羅木さんに避けられてると言ってたし、しかたないのかなあと思った。


    



    　シャーリー先生のたんこぶは、たいしたケガではなかったらしい。それがまずひとつ、不幸中の幸いだった。その日の補習クラスがつぶれてしまったのは残念だったが……。


    　羽は生ぶ呂ろ先生はその日、結局学校に戻ってこなかった。心配してたんだが、次の日、影かげ月つき経由で理事長のもとに欠席届が来たと聞いた。出張先で熱が出て、病院に行くとインフルエンザの診断が出たので、一週間の出勤停止になったそうだ。病気は気の毒だが、ホッとした。


    　そしてこの日、もうひとつ事件が、あまりにも意外な形で解決した。


    　消えた絵が見つかったのだ。

  


  
    



    ６章　見つかった絵……そしてバグも見つかった！


    



    　第一報が入ったのは、俺たちがその日、補習クラスで勉強している最中だった。


    　シャーリー先生のたんこぶは、すぐに引っこんだらしい。でも念のため、今日は影かげ月つき家の黒服サングラスのＳＰが二人そばについていたので、補習クラスはものものしい雰囲気だった。


    「あ、あの、すみません、シャーリー先生……炭酸水素ナトリウムの加熱分解のときの化学反応式なんですけど、なんだか元素の数が足りなくて割れなくて……」


    　問題集を手に恐る恐る春はる山やまが近づくと、


    「不審者！　近づくな、名を名乗れ！」


    　黒服のＳＰは同時にジャキッと拳銃を向けた。春山は問題集を取り落とし、両手を上げた。


    「す、すみません、春山野の菊ぎくです！　撃たないで！」


    「っていうか、補習クラスの生徒ぐらい覚えてください！　教え子に銃を向けないで！」


    　シャーリー先生が怒って、ＳＰ二人の鼻を教きよう鞭べんでペシペシッとたたいた。ＳＰたちは赤くなった鼻を押さえて、シャーリー先生に訴える。


    「申し訳ない。サングラスのせいで顔がよく見えなかったのです」


    「サングラスを取られれば？」


    「見かけをコワモテにしてあるのは、抑止力です。じっさい襲ってこられても、日本の法律では簡単に迎撃はできません。過剰防衛で逮捕されてしまっては、物もの部のべ高校にも影月理事長にも傷がつきます。ちなみに銃に見えるこれも、中身はペイントボールです」


    　シャーリー先生はため息をついた。


    「玄関は警官が見張っていて生徒が怖がって図書館を利用しないし、わたくしは授業中いつもＳＰがいっしょで生徒が怖がって質問に来られないし……。このままでは学業に支障をおよぼしますわ、早く解決していただかないと……」


    　俺も同感だった。けれども絵がどこへ消えたかわからないかぎり、犯人の手掛かりもないし、一いち之の瀬せ巡査がエレベーターの事故に関わっていないとなれば無理やり別件逮捕で白状させるってわけにもいかないのだ。どうにかして、バグを見つけて手掛かりを得るしかない。でも考えられるところはだいたい調べ終えたはずで、捜査は行きづまっていた。


    　そんなときに、第一報が届いたのである。司書長がシャーリー先生のもとに飛んできた。いつもの険しい表情はどこへやら、すごくうれしそうだった。


    「朗報ですわ！　警察署から連絡があって、絵が見つかったそうですわ！」


    「止まれ、何者だ！」


    　二人のＳＰが同時に司書長に銃口を向けようとして、俺と狩かり谷やが慌てて腕をつかんで止めた。予想どおりとはいえ、困った人たちだ。狩谷が怒鳴った。


    「だーかーらー！　学習してくださいってーの！」


    　それにしても、絵が見つかったとは。っていうか、絵が見つかったってどういうことだ？　どう考えても図書館の中で見つかった、という流れじゃない。じゃあ、絵は持ち出されていたってことなのか？　どうやって？


    「絵って、『焚ふん書しよ』ですか！　見つかったんですかっ？」


    　思わず車椅い子すから立ちあがって、シャーリー先生は顔をしかめてよろけた。


    「いたたたたっ……！」


    「ベス先生、捻ねん挫ざしてること忘れてはだめなのだ！」


    　影かげ月つきが慌てて支える。車椅子でもこの調子だから、松葉づえにしなかったお医者さんは先見の明があったと思った。司書長は興奮して、一気にまくしたてた。


    「遠足でよく行く『御おん猿さる山ざん』がありますでしょう？　あそこに捨てられていたのを、近くの土産みやげ店の店員が見つけて通報し、ホテルで待機中のノーブル美術館のスタッフが回収しに行ったそうですわ。これで綾あや羅ら木ぎさんたちも帰仏できるし、パパラッチもそっちを追いかけていくでしょうから、本日中に図書館の警備も解除。やっと怖がっていた生徒たちも図書館を利用してくれるし、何より封鎖されていた閉へい架か書庫に入れるのが助かりますわ。各専門科の先生たちからの取り寄せの注文が山積みで、必要な本をお届けできないのが心苦しかったんですの」


    「へー、司書って受付で座ってるだけなのに人数多いなって思ったら、けっこう仕事忙しいんですね。閉架書庫からしょっちゅう本を持って上がるとか、足がパンパンになりそうだなあ」


    　狩かり谷やが言った。すると、司書長はチチチッと人差し指を横に振った。


    「まさか、いちいち閉架書庫から重い本を持って上がっていたら司書は全員筋肉痛ですよ。エレベーターがちゃんとあるんだから、それで一階の受付窓口や、本の入れ替えのときはほかの階にも本を運んでいるのです」


    「えっ、どうやって？　エレベーターは、一階から上しかないじゃないですか」


    「人間用のはね。本専用の小さい貨物エレベーターがあるでしょう、ご存じない？」


    　司書長に言われて、俺は思い出した。そういえば書物エレベーターが各階にあって、地下一階のアゴラにもあった。


    「あれか！　十階から閉架書庫までつながってるってことですね？」


    「ええ、とても便利ですわよ。カラーボックス一段分ぐらいの大きさで、百科事典なら十冊も入れれば定員オーバーになってしまいますから、全集系の本の入れ替えのときは行ったり来たり大変ですけれどね」


    「そうか、わかったぞ。犯人はちっちゃいドワーフで、この書物エレベーターに乗ってアゴラに入ってきたのだ！　名推理！」


    　影月が勢いよく書物エレベーターの扉を指さした。シャーリー先生がツッコミを入れる。


    「リトルレディ、イギリス人は妖精やオカルトが大好きとはいえ、推理にそれを持ちこんではいけませんわ。そもそもドワーフが犯人だったら、アゴラに入ることはできても、やっぱり絵を持ち出す方法がないではありませんか？」


    「じょーだんじょーだん、ブリティッシュ・ジョークだ。絵が見つかって、これでベス先生が責任感じることがないと思って、ちょっと浮かれてしまったのだ」


    　影かげ月つきのことばに、シャーリー先生ははっと目を丸くして、頬ほおを染めた。


    「わたくしのことを心配してくださっていたんですね、リトルレディ。この間までほんとにちっちゃくてワガママ三ざん昧まいだったリトルレディが、人を思いやる心を手に入れて……その成長、もと家庭教師ガヴアネスとして喜びの限りですわ」


    　思わずハンカチで涙を拭ぬぐっていた。絵が見つかってホッとしたのもあったのかもしれない。影月が慌てて、心配して、


    「ベス先生、どうしたのだ、泣くな」


    　と、必死になぐさめていた。


    　それにしても、土産みやげ店の店員が朝見つけたってことは、きのう店を閉めるときにはなかった……つまり昨夜ゆうべのうちに捨てられたってことである。


    「雨が降らなくてよかったですね」


    　俺は心からホッとして、そう言った。火ひ村むらがふと、心配そうに眉まゆをひそめる。


    「でもさー、御おん猿さる山ざんって小学校のときに遠足に行ったけど、ほんとサル多かったよね。絵にウンコとかしてないでしょーね」


    「け、蛍けい子こちゃん、そういう単語はなるべくつつしんで……」


    　あけすけすぎる火村に、安あ心じ院むがとても困惑している。司書長が、スマホを見せてくれた。


    「わたしもそれが心配でしてね。すると、コルビエール氏がこの写メを転送してくれましたの。レディ・シャーリーも心配してるだろうから、見せてあげてほしいとおっしゃって」


    　スマホの画面に映った写真は、灌かん木ぼくが茂る山の斜面に、「焚ふん書しよ」が描かれた布が無造作に投げ出されていた。草の上ではなく灌木のしげみの上だと枝がチクチクするので、猿は近づかなかったのだろう。これも不幸中の幸いというやつか。


    「やっぱり木枠から外されて、たたんで持ち出されてたってことね？　そのわりに絵の具がはがれたりしてないし、状態よさそうで不幸中の幸いって感じ？」


    　火村がぐいぐいとのぞきこむ。司書長が眉をひそめた。


    「もう、そんなにしなくても見せますわ。皆様に転送です、ピロリン」


    　司書長が写メを転送してくれたので、俺たちも自分のスマホで見ることができた。ちょうど姉に見せるためにアゴラで撮った写メがあったので比べてみたが、恐らく同じ絵で間違いない。スマホの画面を拡大して、鳥人間の羽毛の筋の数とか、芸術にうとい俺でも見分けやすいところを比較してみたところ、完全に一致している。


    「本物みたいだな」


    「もちろんですわ。作者の綾あや羅ら木ぎさんも、美術の専門家であるコルビエール氏も、間違いなく本物であると太鼓判を押しましたもの。幸い絵の損傷もなかったようですから、また盗まれる前に明日の便でさっそくフランスに持ち帰るそうですわ。今ごろもう空港に着いて、梱包の打ち合わせをしているみたいですわよ」


    　煙が出ていたわずか十分前後ほどの間に、狭い入り口から絵を持ち出して、ほんとに無傷なんだろうか？　端っこのほうの絵の具が削れたりしていないか、もし何かあればそれを手掛かりにどうやって絵を出したのか、謎なぞが解けるかもしれない。俺はスマホの画像を、拡大したり色彩の強調をしたりして、穴があくほど観察していた。影かげ月つきが横から声をかけてきた。


    「おじい様が美術商に調べさせていたが、結局空港を封鎖されて絵を海外に持ち出せず、取材陣が入っていて大きなニュースになってしまったためそんなヤバい物件に手を出す故こ売ばい屋もいなくて、ずっと絵を持っていたら足がつくしでとっとと『撤収』したのだろう。取りあえず絵が戻ってきてよかった……って、なんで新あらたは怖い顔をしてるのだ？」


    「うん、ここのところ。絵に小さい穴があいてるのかと思ったけど、よーく見るとアリか？」


    　絵の上に、数ドットぐらいの小さな黒い点がある。影月は自分のスマホの画像を見て、うーんと目を細めた。


    「アリのような、アリでないような……」


    「アリだと思いますわ。絵に虫がたかっていたので、輸送前に空港の検疫で燻くん蒸じよう消毒していると、コルビエール氏のメールにありますわ」


    　司書長が言った。春はる山やまもじっとスマホを眺めていたが、ふと、ぽつりと口を開いた。


    「たぶん……行列を作っているので、クロアリだと思います。花の蜜みつなどを食べるアリです。花壇にもたくさんいますから……行列の感じで、わかります」


    　春山が発言するのは珍しかった。さすが園芸科といったところか。


    「でも、おかしいです……。灌木の上には花なんて咲いてないし、広い絵の上に餌えさなんてないのに、こんなに大量に行列を作るなんて……どこに餌があると思っているのか……」


    「餌って、目の前にあるじゃん」


    　狩かり谷やがスマホの画面の絵を指さした。春山が首をかしげる。


    「絵……しかありませんけれど？」


    「絵じゃなくて、絵の具だよ。アクリル樹脂絵の具を、餌と間違えて寄ってきてんじゃないか？」


    　狩谷は当たり前のように言ってるが、俺には何を言ってるのかよくわからなかった。


    「なんで、絵の具が餌えさなんだ。いくら何でも間違わないだろ」


    「いや、間違うだろ。だって、アクリル樹脂絵の具は甘いんだぜ」


    「甘い？」


    「油絵の具だとひび割れやすいから、『焚ふん書しよ』は柔軟性のあるアクリル樹脂絵の具を使ってるだろうって言っただろ。甘い匂いがするし、味もじっさい甘いんだよ。痛Ｔ自作してるとき、絵の具出しっぱなしにしておくとアリがたかってすごいことになるからな」


    　そう言えば、狩かり谷やは図書館の煙の甘い匂いをかいで「絵の具の匂い」だと言ってた。


    「じゃあ、早く見つかってよかったですわ。放置されていたら、アリやサルに絵が食い散らかされていたかもしれませんもの」


    　想像したのか、シャーリー先生はぞっとした様子だった。


    　取りあえず、絵は食い散らかされることもなく、無事に戻ってきたのだ。俺も心底ホッとした。犯人が誰かはわからないが、絵が戻ってきたということは諦あきらめたということだ。犯バ人グはもちろん気になるけれども、展覧会が無事に開催され、シャーリー先生が狙ねらわれることもなければ、何となく元通りである。ひとまず俺は、安あん堵どしたのだった。


    



    　その後の補習クラスの授業は、久しぶりに晴れ晴れとした気持ちだった。ＳＰの存在が気にはなったけれども。


    　そして授業が終わる寸前、コルビエールさんたちノーブル美術館のスタッフが、中央講義室まで駆けつけてきた。ＳＰたちが、銃を向けた。


    「止まれ、何者だ！」


    「すみません、ミスター・コルビエール。この方たちの仕様なのです、気にしないでください」


    　シャーリー先生は制止するのも諦めて、コルビエールさんに謝った。コルビエールさんはほくほくした満足そうな笑みを浮かべて、口ひげを撫なでた。


    「今日は最高の気分です、何があろうと気になどしませんよ。『焚ふん書しよ』を無事に空港へ送り届け、コンテナに積み込み、空港警備員も総出で警備してもらっています」


    「よかった。ミスター・コルビエールも、これでやっと肩の荷が下りましたね」


    「ウイ。いろいろご迷惑をおかけしましたが、本当にメルシー・ボクー！」


    　コルビエールさんは司書長とシャーリー先生に別れの花束を、俺たちにも小さい花束をくれた。ノーブル美術館のスタッフたちも、みんなお礼を言いにわざわざ来てくれた。


    「このタビはご迷惑をおかけしまシタ。いつかフランスにいらしたトキ、ぜひお立ち寄りしてくだサイ。最高級のホテルをご準備で、歓待いたしマス」


    　片言の日本語で、お礼を言ってくれた。シャーリー先生もうれし涙を流して、握手した。


    「光栄ですわ。ではぜひイギリスにもいらしてください、腕をふるってスターゲイザー・パイを準備いたしますわ」


    「異国の人にあれはよしたほうがいい、ベス先生。軽く嫌がらせだ」


    　影かげ月つきが低い声でささやいた。一度補習クラスに持ってきてくれたのを食べたことがあるが、パイから魚の頭がぎっしり突き出していて、生臭いしホラーだし、かなりエグかったのを覚えている。シャーリー先生が好きなウナギゼリーといい、イギリスの食べ物はパンクでロックなのが多い気がする。


    「迷惑かけてしまって、こんなこと言うと空気読めてないみたいだけど、久しぶりに高校に来て、高校時代に戻れたみたいで楽しかったわ。みんな、仲良くしてくれてありがとう」


    　綾あや羅ら木ぎさんは、火ひ村むらと安あ心じ院むにぎゅっと抱きつき、俺と狩かり谷や、春はる山やまと影かげ月つき、それにシャーリー先生や司書長にも抱きついた。そしてみんなでメアドの交換などはじめていた。


    「あの、絵は大丈夫だったんですか？　アリがたかっていたみたいでしたが……」


    　春山が心配して尋ねると、コルビエールさんは大きくうなずいた。


    「ええ。絵に損傷はなかったし、燻くん蒸じよう消毒したので虫もいなくなったし、空港であらためてゆっくり見ましたが本当に良い絵です。図書館の地下で見たときも素晴らしかったが、いっそう素晴らしい。ノーブル美術館の看板にふさわしい作品だと確信しています」


    　コルビエールさんはあの絵にほんとにほれ込んでいたから、見つかって本当によかった。


    　もうひとつ地味に解決したのが、一いち之の瀬せ巡査への疑惑だ。図書館を警備していた警官たちも、絵の発見と同時に現場保存を解除することになって、今日の昼三時ごろに解散したそうだが、そのとき一之瀬巡査はいなかった。シフトの都合上、きのう一日から今朝まで警備して次のシフトと交代したからだそうだ。それは、一緒に警備していた警官に理事長が確認してくれたので、間違いない。つまり、絵はゆうべ捨てられたのだから、ゆうべ一晩中図書館の警備をしていた一之瀬巡査にはアリバイがある。絵の盗難に関しても濡ぬれ衣ぎぬだった可能性が高まってきて、疑って悪かったかなと俺は思いはじめていた。警備が解除されたということは、もう学校で会うこともないから、もし本当に濡れ衣だったとしても謝ることもできないのだが……。


    　そして、だとしたらほかに犯人がいるかもしれない、ということなのだが。


    「あの、めでたしムードに水をさすようで申し訳ないのですけれども、犯人はまだ見つかってないですよね。それは……」


    　春山が心配そうにたずねると、綾羅木さんはさっぱりした表情で答えた。


    「うん。そのことだけど、警察によると、テレビカメラの映像をどんなに調べても絵を隠しているような、不自然にふくらんだ人物はいなかったそうなの。それに、映っている人間全員の身元調査も完了して、不審者はいなかったって……」


    「ええ！　綾羅木さんの推理がちがってたってこと？　たたんで持ち出したんじゃなかったの？　じゃあどうやってっ？」


    　火村が頭をかかえた。綾羅木さんは、首を横に振る。


    「どうやって持ち出したのかはわからないけれども、いちおう絵は見つかったのだから、そこはもうどうでもいいと思うの。それで理事長やノーブル美術館のスタッフや館長とも相談して、被害届は出さないことにしたの。絵は戻ってきたし、被害届を出して事件が長引くと、学校にもたびたび警察や記者がきて生徒の勉強の邪魔になるでしょう」


    「ガチョビーン！　じゃあ泥棒は無罪放免？　絵は反省して返したっていうより困って捨てたって感じだし、盗んだ者勝ちなんてスッキリしなーい」


    　火ひ村むらがブーブー文句を言った。コルビエールさんが説明する。


    「その点は大丈夫ですぞ、マドモワゼル。窃せつ盗とうは犯罪ですから、被害者が被害届を出さなくても捜査はされるのです。犯人に脅されて被害届を取り下げる、という可能性もありますからな」


    「よかった～。じゃあ犯人捜しは続けてもらえるのね」


    「ただ警察も人手不足なので、被害届が出されていない案件に関しては、捜査の優先順位は下がってしまいますがね」


    「ま、絵が戻ってきたんだからよしとしましょ。わたしは泥棒なんて慣れっこだから平気よ、パパラッチは小遣い稼ぎにいつも、下着やら靴やら盗んでいくんだもの」


    　綾あや羅ら木ぎさんは、ものすごく軽くそう言った。有名人の生きている世界ってすごい、すごい。


    「でも、皆さんにはほんとに心配と迷惑をおかけしたわ。ということで、絵が見つかっておめでとうと、明日で日本を離れるのでお別れ会と、展覧会の壮行式ってことで、パーティ会場を借りてあるの。みなさん、これから行きません？」


    「パ、パーティっ？」


    　パーティなんて、小学生のころ友達の誕生パーティに行ったぐらいだ。正直どういうものかよくわからない。別世界みたいだ。女子はこういうのが好きなんだろう、盛り上がっている。


    「ええ。司書長や司書さんたちも呼んでいるの」


    「長らく閉へい架か書庫が使えなかったので、今夜は徹夜で本の入れ替えをするとマダム司書長はおっしゃっていたのですが、マドモワゼル綾羅木がぜひにとお誘いしましてな」


    「だってムッシュ・コルビエール、ずっと図書館を占拠して、皆さんにはほんとに迷惑をかけちゃいましたもの」


    　綾羅木さんは傍ぼう若じやく無ぶ人じんに見えて、けっこう周りに気をつかうタイプみたいだ。もともと劇団の大道具係で、アートライブでも多くのスタッフの協力があるし、スタッフとの輪を保つのも主役の器量なのかもしれない。


    「やったー！　おいしいもの食べられますように！　シャーリー先生、行っていいですよね？」


    「超一流のアーティストが主催のパーティなんて、ウエディングパーティのプランを考えるときの参考になりそうです。ぜひ行ってみたいです」


    　火村と安あ心じ院むは目を輝かせている。でも春はる山やまはすごくためらって、断ろうとした。


    「わ、わたしは……そういうにぎやかなのは、苦手ですから……」


    「そんなこと言って、あとから後悔しても知らないわよ？　やらなくて後悔するより、やってみて後悔したほうがましじゃない？」


    　綾羅木さんが春山を熱心に誘っていた。春山はおとなしいのにけっこう頑固で、ひたすら首を横に振っている。


    「それは成功した綾羅木さんだから、成功体験のある人だから言えることで、わたしはちがいますから……。やらなくて後悔するのは悔しいだけですむけれど、やってみて後悔するのは恥ずかしいじゃないですか」


    　ものすごく後ろ向きだけど、いちおう理屈は通っている。さすがの綾あや羅ら木ぎさんも困った様子だったが、横から影かげ月つきが顔を出して、春はる山やまの腕をぐいっと引っぱった。


    「パーティなんて、そんな大げさなものじゃないのだ。ちょっとみんなでごはん食べてしゃべるだけなのだ。わたしはおなかがすいたし、日本のおいしい料理をいっぱい食べたいのだ」


    「そうです。誘っていただいてお断りするのは失礼ですし、お別れですから行きましょう」


    　シャーリー先生の鶴の一声で、春山も渋々了承したのだった。


    



    　パーティは、綾羅木さんたちが泊まってるホテルのレストランのひとつを借りきって行われた。俺たちと司書たちはタクシーに分乗して、影月とシャーリー先生は車椅い子すが運べるよう影月家のリムジンで……ホテルの駐車場は地下にあったので、地下で降りた順にエレベーターに乗り、三階のレストランで合流ということになった。ちなみにＳＰ二人は、物騒なのでリムジンで待っていてもらうことになった。


    　レストランでは、いろんな料理がテーブルの上にどっさり並んでいた。スープは洗面器みたいなボウル一杯あったし、マカロンは数十センチの高さに積み上げられていた。あとの料理はなんかいろいろすごかったが、正直何の料理なんだかよくわからない。なんでメロンに生ハムがのっかってるのかもわからない、これはおかずなのかデザートなのか？


    　ところでホテルのレストランというところは、ちゃんとした「正装」でないと入れないらしい。制服は葬式にも着ていけるのだから立派な「正式な服装」ではないかと俺は思うのだが「正式な服装」と「正装」ってのはなんとなくちがうらしい。学校に服なんか持ってきてないから、じゃあ行けないじゃないか……と思っていたら、安あ心じ院むがあっさり、


    「家政科棟に、授業で製作したのがいろいろありますよ」


    　と言ったので、みんなして服を借りたのだった。俺と狩かり谷やはスーツみたいなのを着て、胸ポケットに小さいハンカチを入れさせられた。女子はみんなドレスを着ていた……安心院が白で火ひ村むらが赤、春山が緑で影月が紫だ。制服とはぜんぜんふんいきが違って、大人っぽく見えて、少しだけドキドキした。安心院は長い黒髪に白いドレスがすごくきれいだし、火村も気の強そうな顔立ちに赤が似合う。春山は緑色のドレスで髪に花を飾ると妖精みたいだ。


    　司書長も司書たちも、家政科から借りてきたドレスでドレスアップしていた。司書長だけは今日は本の整理ができなくなってしまったのでそわそわしていたけれど、司書たちは仕事はしなくていいしパーティだしで、楽しそうに盛り上がっていた。


    「それじゃいちおう一件落着ということで、お疲れさまでした！　今日は室内楽のカルテットも呼んであるんです、楽しんでくださいね」


    　綾羅木さんが俺たちに声をかけてきた。金色のドレスで、いつもよりいっそうハデハデである。室内の明かりが落とされて、部屋の少し高くなっているところにライトが照らされた。ピアノとバイオリンとビオラとチェロ。シャーリー先生だったら「ヴァイオリン！」「ヴィオラ！」と叱しかられそうだが。きれいなクラシック音楽が始まる。手もとの食べ物がぎりぎり見えるぐらいで、けっこう暗い。狩かり谷やが俺にささやいた。


    「けっこう暗いな。シャーリー先生、俺たちのいるとこわからないんじゃないか？」


    　そういえば、影かげ月つき家のリムジンでいっしょに来たはずの影月たちだが、人が多いし薄暗いので気づかなかったが、まだ来てなかったみたいだ。


    「見てくる」


    　俺はレストランを出た。狩谷もついてきた。少し遅いので、ひょっとしたらまたエレベーターの事故にでも……と、心配になったのだ。


    



    　エレベーターホールへ行くと、二人の姿はなかった。嫌な予感がした。影月に携帯をかけたが、「電源を切られているか、電波の届かないところにいます」というメッセージだ。ホテルの中にいるはずなのに、電波が届かないわけはなかろう。


    「大丈夫なのか……？」


    　頭の中がぐるぐるする。狩谷が冷静に言った。


    「少なくとも、シャーリー先生が貨物エレベーターに引っかけられたのは事故のはずだ。それに絵も見つかって事件が解決し、綾あや羅ら木ぎさんたちが被害届も出さなかったんだから、もし犯人がシャーリー先生を狙ねらっていたとしても、今はもう狙う必要はないはずだ。だから心配するようなことじゃないはずだ、たぶん」


    　冷静だが、自分を落ちつかせようとしているのかもしれない。いつもの狩谷にしては早口で、気持ちは焦あせっているみたいだ。俺は狩谷に言った。


    「手分けしてほかの階を捜してみるか」


    「うん。俺はまず安あ心じ院むたちを呼んでくる、みんなで手分けしようぜ」


    「ノーブル美術館の人には手伝ってもらうか？」


    「それはよっぽど緊急事態になってからでいいだろ。やっと無事に展覧会にこぎつけられてホッとしてるところで、水をさすのも気の毒だからな」


    　それで狩谷は下の階（地下駐車場から二階）を見にいき、俺は安心院たちに声をかけて今いる三階から上を調べることにした。部屋は暗いし音楽が流れていたし、給仕の人たちがたくさん出入りして人数が多かったので、俺たちがこっそり抜けてもコルビエールさんたちには気づかれずにすんだ。


    



    　捜索を開始して、十分以上経過しただろうか。


    『シャーリー先生たちがいた！　二階にいる！』


    　狩かり谷やからＬＩＮＥラインが入った。なんで下の階に……と怪け訝げんに思いながら、俺たちは二階に駆けつけた。二階には宴会場がいくつもあって、みんなは廊下のつきあたりの、ソファのある小さな応接間みたいなところに座っていた。文字を書くためのスタンドつきの小さなテーブルも置かれてるので、何か用ができた人が宴会場を出て、休んだり仕事をするためのレストスペースのようだ。今日は宴会場の予約がすいていて人が少ないので、フロア全体も静かだったしレストスペースは誰も来なくて静かだった。


    　シャーリー先生は、銀のスパンコールがついた黒いイブニングドレスを着ていた。影かげ月つきは細身の黒い上着にふわっと広がった白いスカートのバレリーナのようなドレスで、シャーリー先生の車椅い子すの横で、ソファに浅く座って肩をすぼめ、半べそをかいていた。


    「やっとみんなに会えたのだ～」


    「地下からエレベーターに乗って、降りたら誰もいなかったので、フロアじゅうのレストランを捜しまわっていたのですわ。電話をかけて聞こうと思っても、広い建物で、どこへ行っても電波が悪くて圏外で……」


    「携帯会社変えたらどうですか、俺のはアンテナいいですよ」


    　狩谷がアドバイスした。電話がつながらなかった理由が物騒なものではなくて、俺はホッとした。だが、ホッとすると今度は疑問がムクムクとわいてきた。


    「なんで二階で降りたんですか？　綾あや羅ら木ぎさんが、三階だって言ってたじゃないですか」


    　俺が質問すると、影月とシャーリー先生はびっくりしたように顔を見合わせる。


    「ノーブル美術館のスタッフの人が、二階って言ってたから二階に来たのだぞ？」


    「そうですわ。わたくしもはっきり聞きましたわ」


    「ええっ？　ノーブル美術館のスタッフはみんなちゃんと三階に来てますよ、なんでそんな嘘うそを教えたのかしら！」


    　火ひ村むらがぷんすか怒っている。まさか嫌がらせとかじゃないだろうが……と考えていて、ふと、美術科棟でシャーリー先生がケガをしたときのやり取りを思い出した。


    「ひょっとして！　フランス語でも『一階フアースト・フロア』は二階のことなんじゃないか？　それでノーブル美術館のスタッフが『二階』って言ったのは、実は三階だったんだ」


    「あー、そっちか！」


    　影月は、思わず天を仰いで頭をかかえた。シャーリー先生は学校内を移動して授業をしているから当然日本式の階数表示を覚えているし、影月もこの間覚えたところだ。国によって階の呼びかたがちがう、それが待ち合わせの行き違いを発生させたバグだったのだ。安あ心じ院むが安あん堵どして胸を撫なでおろした。


    「見つかってよかったです。またエレベーターでかもって、心配していたんです」


    「二階なのに一階って呼ぶとか、ややこしいわよねー。シャーリー先生が美術科棟でケガしたときは、『一階の床』だと思ってたのが『地下一階の天井』だったわけだしね」


    「位い相そう幾何学的だな。三次元には興味がないからどうでもいい話だが」


    　狩かり谷やは揺るぎない。たしか前にも、床か天井かを決めるのは三次元的な「高さ」の概念であって、二次元なら床も天井も同じ平面で、みたいに言ってた。


    「……ちょっと待てよ」


    　俺の頭の中に、そのとき何かがひらめいた。


    「アゴラから消えた絵……結局、テレビカメラの映像を解析しても誰も絵を持ち出した人間はいなかった。なのに絵は外に持ち出されて発見された。ありえないバグだ。でも絵が持ち出されたってことは事実なんだ。そしてアゴラから外へ持ち出すには、出口は二つしかない。階段へのドアと、書物用のエレベーターだ」


    「でも、誰も絵を持ち出してなかったんだろ？」


    「煙が出た段階では、ってことさ。図書館の中に隠して、あとで持ち出したんだ」


    「隠したって、あのあと警察が捜してたはずだろ？　その時点で見つかってたはずだぜ？」


    　狩谷が言った。俺は首を横に振る。


    「本用のエレベーターの中は調べてないだろ？」


    「ドアを開けて中ぐらい見ただろ。どっちにしても、あんな狭いところに入るわけねーけど」


    「たしかにカゴは小さい。でもカゴがなかったら、けっこう広い縦穴だろ。貨物エレベーターはカゴがない階でもドアがあく。カゴを地下二階に呼びだして、地下一階から丸めた筒を入れたら？　カゴの屋根だと思ってるところが床になる。天井がないんだから、入り口から入りさえすれば、どんな長い筒でも放りこめる。そして、上の階から引っぱりあげられる」


    「なるほど！　位相幾何学だな。事件のあと地下が立ち入り禁止になって閉へい架か書庫の本を取りだせなくなったから、司書も貨物エレベーターを動かさなかった。人がいなくなるタイミングを待って、安全に持ち出せるってわけか」


    「たしかに、綾あや羅ら木ぎさんがおっしゃったように絵をたたんだとすると、キャンバスの布は折りジワがついてしまうはずです。すると表面にもひびいて、あんなきれいな状態ではないはずです。あの絵はやっぱり、一いち之の瀬せ巡査がおっしゃったように、筒状にしかできないんだと思います。そして、位相幾何学と狩谷くんがおっしゃいましたけれど……それはつまり、犯人も同じルートで出入りできるわけですよね？」


    　安あ心じ院むが、もつれた糸がどんどんほどけてくるのを見ているように、目を輝かせている。


    　ふと、狩谷が思いついたように顔を上げ、口を開いた。


    「ひょっとして！　あれって生せい石せつ灰かいじゃなくて、ロージンだったんじゃないか？」


    「中学のときの、国語の教科書の『故郷』の作者？」


    　唐突すぎる発言で、俺にはそれしか思い浮かばなかった。


    「それは魯ろ迅じんだ」


    「幸こう田だ？」


    「露ろ伴はんな」


    「んもー！　二人とも、国語の成績の悪い人にもわかりやすいギャグにしてよ！　そして狩かり谷やは、この状況でなんでいきなりギャグ言ってるわけ？　空気読めないんじゃない？」


    　火ひ村むらが怒鳴った。おまえが言うなという気もしたが、たしかに狩谷の発言は唐突すぎる。わけがわかっていない俺たちに、狩谷はため息をつきつつ、説明した。


    「ロージンだよ。すべりどめの白い粉、器械体操とかロッククライミングで使うだろ。図書館に落ちてた白い粉、俺たちはあれを、煙を出すための生せい石せつ灰かいだと思いこんでいたわけだが、確認はしてないよな？」


    「だって、どうやって確認するのだ。化学分析とか、どういうコスチューム・プレイをすればできるようになるのかさっぱりわからないぞ」


    「化学分析なんかしなくても、補習クラスで習ったばっかだろ。水をかけて発熱すれば生石灰だし、発熱しなきゃ別物だ」


    「あー！　なるほど、あの場で確認できたのだな。思いつかなかった～！」


    　影かげ月つきが頭をかかえる。俺は狩谷にたずねた。


    「でも、あれが生石灰でないなら、何が煙を出したんだ？」


    「そこだよ。俺が今、あれが生石灰じゃなくてロージンだったんじゃないかって気づいたきっかけは、まずはそこのところ」


    　狩谷が俺を指さして言った。


    「煙が出たとき、俺が『絵の具の匂いがする』って言ったの覚えてるか？」


    「覚えてる。近くに羽は生ぶ呂ろ先生がいたからだろ」


    「ちがう、羽生呂先生の絵の具くささは、油絵の具のテレベン油の匂いだ。松まつ脂やにみたいなツーンとした刺激臭だ。そうじゃなくて、あの煙は甘い匂いがしてただろ？」


    　たしかに、ふわっとした甘い匂いだった。狩谷は続けた。


    「俺は、あの甘い匂いが絵の具の匂いに似てると思ったんだ。生石灰の煙は甘い匂いなんかしない。チョークには匂いなんてないだろ？」


    「たしかに。生石灰の発熱を利用したほかほか駅弁も、甘い匂いなんかしたら味が変わって食べられないわ。じゃあ、あの煙は生石灰の煙じゃなかったってことね？」


    　確かめるようにたずねた火村に、狩谷はうなずいた。


    「それで、甘い匂いが何だったのかずっとモヤモヤ考えてたんだが、『焚ふん書しよ』にアリがたかってるのを見て、ひらめいた。アクリル樹脂絵の具の匂いにそっくりだったんだ」


    「絵の具が燃えたってことですか？　でも絵は燃えずに、無事に発見されたじゃないですか」


    　追及する春はる山やまに、狩谷は首を横に振る。


    「絵の具がどうして甘い匂いがするのかを調べたんだよ。それっぽい原料が、グリセリン」


    「あっ、家政科の栄養学でやったわ。脂肪を食べると消化されて、脂肪酸とグリセリンに分かれるのよ。そっか、脂肪みたいなもので栄養があるから、アリがたかるわけね」


    　火ひ村むらがなっとくしてポンと手を打った。安あ心じ院むが長い髪を撫なでながら言った。


    「薬局で売ってますよね、グリセリン。手作りのリンスの材料で、わたしも使ってます。髪の毛がサラサラになるんです」


    「そう。そしてグリセリンの沸ふつ点てんは二百九十度だが、百度前後に温めると気化しはじめて白い煙が出てくるんだ。風呂の湯気みたいなものさ」


    「じゃあ、あのモクモクした煙の正体はグリセリンの湯気だったのか？」


    　俺は狩かり谷やに確認した。狩谷は軽くうなずいた。


    「甘い匂いからして、たぶんそうだ。グリセリンを温めるだけなら、難しい時限装置なんか作らなくていい。むしろ沸点まで加熱したら、天ぷら油火災みたいに引火して、爆発したはずだ。煙を出すだけなら、小型炊飯器にグリセリンを入れてタイマーを仕掛けておけば、決まった時間に無人でモクモクできるってわけだ」


    「なるほど！　たしかに、確実で簡単な時限発煙装置だな」


    「でも、それだとパズルのピースが余ってしまうのだ。閉へい架か図書の白い粉は、発煙に使ったのでなければ、何だったのだ？」


    　影かげ月つきが、腕組みをして考えこむ。狩谷が言った。


    「そこだ。生せい石せつ灰かいじゃなくて発熱しない白い粉ってことは、チョークとか、運動場に引く白いライン、そしてロージン。閉架書庫には黒板なんてないからチョークじゃない、あそこで走る奴もいないからラインでもない。ついでに、指紋を探すのに床を調べる人間はまずいないから、指紋取り用の炭酸カルシウムの粉でもない。残る可能性は、ロージンってことだ。ロージンは炭酸マグネシウムの粉に松ロー脂ジンを少し混ぜたもので、炭酸マグネシウムはチョークの主原料のひとつだから、まあ見ただけじゃチョークと見分けつかないだろうけどな」


    「犯人が、すべり止めを使って何かをしたってことか？　絵を盗むのに、なんですべり止めが要るんだ？　絵を運ぶときに手がすべらないように？　それじゃ、絵が汚れるだろ？」


    「もしあの白い粉が、ほんとにロージンだったら、って前提で考えるとだな」


    　狩谷は首をひねり、深く考えこむ。


    「キュビズムだよ。シャーリー先生たちが貨物エレベーターでケガをしたのと同じ。図書館の書物エレベーターは、三次元的に見ると上下する小さなカゴでもあるが、二次元的に見るとその天井は床でもあるってことだ」


    「ごめん、全然わからない」


    「書物エレベーターの中に人間は入れない。でもエレベーターシャフトの縦穴を、ロージンのすべり止めを使って移動することはできるだろってことだよ」


    　狩谷の言葉に、俺は目からウロコが落ちた気がした。その手があったか！　書物エレベーターのシャフトは閉架書庫から十階まで、図書館全体を貫いている。たとえ閉架書庫への扉が封鎖されていても、地下へ下りる方法があるのだ。


    「根拠がないわけじゃないぞ。白い粉は地下二階に落ちてたんだろ？　地下二階のカゴは、見方を変えれば、地下一階の床だ。犯人はエレベーターシャフトを下りて地下一階のアゴラへ行き、中から入り口のドアを開けた。さらに地下二階に移動して、カゴを呼びだしておいた。このときにロージンが床に落ちたわけだ。そして煙が出たら、絵を分解してクルクル巻いて、枠も分解して棒にして、書物エレベーターのドアからシャフトの中に隠したんだ。カゴは地下二階にあるから、絵は下まで落ちることはない。あとで一階の書物エレベーターの扉から、シャフトの中にある絵を引っ張り上げれば簡単に持ち出せる。だろ？」


    「なるほど！　それで、あの短い時間に絵をバラしてシャフトの中に隠せるとなれば、やっぱり怪しいのは一いち之の瀬せ巡査だな。キャンバスの扱いにも慣れてるし、シャフトを上下する筋力もある。あの絵のモデルをしてたんだから地下の構造も熟知してるし、現場保存で警備に当たるってことは、誰もいない夜間に持ち出せるはず……」


    　そこまで考えて、俺の頭の中で点と線がつながった。


    「そうか！　わざわざ美術科棟のトイレを使いに行ったのは、シャーリー先生を追いかけてったわけじゃなくて、ほかに理由があったんだ。体の大きい警官には図書館のトイレが使いにくい、じゃあ美術科棟に俺も行ってくるって話になる……五分ほど一人になれる！　絵を運びだしてしげみに隠すか、共犯者に渡すには十分じゃないか」


    「うぬぬー！　なんと周到なのだ！」


    　影かげ月つきがうなった。でも春はる山やまは、今ひとつ納得しきれない様子で怪け訝げんそうな表情をしていた。


    「でも、図書館の中を捜したおまわりさんは、あれだけ徹底的に時間をかけて調べたんだから、エレベーターシャフトの中だって捜したと思います。カゴのない階でもドアを開けられるってことは、ドアを開けてシャフトをのぞくぐらいしたと思うんですけれど……」


    「もー、野の菊ぎく、せっかく解決しそうだったのに～」


    　影月がぷうっとふくれた。春山は慌てて謝る。


    「す、すみません、つい……」


    「いや、謝ることはないって。シャーリー先生が言ってただろ、議論というのは的確な反論がなければ、みんなで仲良く泥船を漕ぎ出して沈む未来しかないって。間違った方向に突っ走ったって解決しないうえに時間の無駄だ、春山のダメ出しを受けて考えなおしてみよう」


    　俺がそう言うと、春山はうれしかったのか、頬ほおを赤く染めてうつむいた。


    「……ありがとうございます、千せん石ごくくん」


    「こっちこそありがとう、疑問点があればどんどん反論してくれよな。もう一度まとめるぞ？　絵はエレベーターシャフトには隠せない。運び出すこともできない。でも山に捨てられてたんだから、運び出せたはずだ。ここの矛む盾じゆんをどうするかだが……」


    　俺は考えこむ。ふと、影月がシャーリー先生の顔をじっと見つめた。


    「……今日は濃い色の口紅なのだな、ベス先生」


    「は、はい。フォーマルですから、ナチュラルメイクでは場に合わないかと……」


    「新あらた。ベス先生の口紅が、絵のあった壁にくっついていたではないか？　あれはベス先生が倒れたときについたものだ。つまり、煙が出たごく最初の段階で、すでに絵はなかったはずだぞ」


    「あ！　そうか、一いち之の瀬せ巡査が下りたときには、とっくに絵はなくなってたってことなのか！　じゃあ、一之瀬巡査はやっぱり犯人じゃないってことか？」


    　影かげ月つきはこっくりとうなずいて、続けて言った。


    「その可能性が高いと思う。そして、その段階でアゴラにはまだまだ人がいた。部屋のすみっこにいたベス先生ですらぶつかられたのに、あんな大きな絵を解体して、誰もそれにぶつかって目撃してないってのはおかしいのではないか？」


    「だけど、煙が引いたときには絵が消えてたんだぞ？　アゴラにいた奴が絵をはずして、一之瀬巡査が絵を解体して、共犯だったんじゃ……」


    　狩かり谷やがそこまで言ったところで、安あ心じ院むが口をはさんだ。


    「それ、ちがいます。そこは野の菊ぎくちゃんがダメ出ししたじゃないですか。解体した絵をエレベーターシャフトに隠しても見つかるはずだ、って」


    「あ、そうか」


    　狩谷が残念そうに息を吐く。横でじっと話を聞いていた火ひ村むらが、ふと口を開いた。


    「ねえねえ、シャーリー先生って部屋のすみっこにいて、ぶつかられたのよね？　それで足を捻ねん挫ざしたんでしたよね？」


    「はい。背中からぶつかられて、顔から壁に……」


    　シャーリー先生が答える。火村は壁に向かって両手をついた。


    「よねえ？　だって壁に口紅がついてたんだもの。それで、あのとき警報機は鳴らなかったですよね？　あたしが近づいて鳴らしちゃって、司書長に叱しかられたやつ」


    「そう……でしたかしら？　混乱していて覚えていませんが……警備員さんに聞けば覚えていらっしゃるかも。あの日の警備がどなただったのか、警備会社に連絡して……」


    　シャーリー先生が考えこんでいるとき、ふと、春はる山やまが断言した。


    「その必要はないです……あのとき、警報は鳴っていませんでした」


    「野菊、それほんと？」


    　火村が、壁に手をついたままたずねた。春山ははっきりと答えた。


    「わたしたち、外にいましたが、警報は聞こえませんでした」


    「俺たちも外にいたし警報は聞こえなかったけど、地下室の音だったから聞こえなかっただけなんじゃないか？」


    　俺がたずねると、春山は首を横に振る。


    「否定するようで申し訳ないですけれど……警報が鳴っていたら、音は外まで聞こえるはずですよ。だって火ひ村むらさんが警報を鳴らした日、わたしは皆さんといっしょに絵を見に行かずに中央講義室に残っていて……そこで、警報の音がうるさいぐらい聞こえましたから」


    「そうだった！　野の菊ぎく、あのときそう言ってたよね、思い出した！」


    　火村が壁に手をついたまま、目を大きく見開いて言った。


    「じゃあ、やっぱり警報は鳴らなかったんだ。でも先生の口紅が壁についてる位置を見たら、ほぼ立ってる姿勢でなきゃおかしいのよ。もし壁から足が五十センチ離れてたら……」


    　と、手をついたまま顔を壁に近づける。足が壁から五十センチ離れている状態で顔を壁につけると、頭は胸ぐらいの高さまで下がっていた。


    「ほら、こんな感じで口紅はかなり下のほうにつくし、顔から行っちゃうから鼻血が出るわよね？　でも立ってる姿勢で壁にぶつかったってことは、圧迫センサーを踏んづけてるはずでしょ。でも鳴らなかったわけよね？」


    「ふむ、たしかにおかしい。ベス先生にかぎらず、みんな部屋の中で右う往おう左さ往おうしていたのだから、絵に近づいた人間はほかにもいたはずだ」


    　影かげ月つきが眉まゆをひそめて考えこむ。火村は身を起こして、


    「でしょ、おかしいよね？　鳴るはずの警報が鳴らなかった、これって千せん石ごくくん言うところのバグってやつじゃない？」


    「たしかに。そしてバグには理由がある、なんで鳴らなかった……？」


    　考える俺に、安あ心じ院むが言った。


    「蛍けい子こちゃんが警報を鳴らしてしまったとき、警備員さんに解除してもらうよう電話をかけたじゃないですか。そのままスイッチを切ったままにしてしまったのでは……？」


    「それはありませんわ。ミスター・コルビエールが防犯のため、絵を運び出す準備が完全にできるまで警報のスイッチは入れたままにしておくよう、警備員の方たちに念を押していましたもの。いよいよ絵を運び出すというところで連絡して、はじめて警報を切るよう、何度も打ち合わせていましたわ」


    　シャーリー先生が言った。ということは、スイッチは入っていたことになる。


    「スイッチが入っているのに警報が鳴らなかったってのは、どういう状況なんだ？」


    「スイッチとかって機械だろ？　千石の得意分野じゃないのか」


    　狩かり谷やに話を振られて、ちょっとプレッシャーを感じた。でも安心院が、


    「そっか、千石くんの専門分野なんですよね！　千石くんならきっと、すぐにバグを見抜いてしまいますよね」


    　ものすごくキラキラした目で、ものすごく期待されてる。ああ、プレッシャー……！


    



    　俺は深呼吸して、よく考えなおしてみた。


    　まず、壁から五十センチまでの距離には、センサーがある。踏めば警報が鳴る。


    　シャーリー先生はそれを踏んだはずだ。なのに警報が鳴らなかった。狩かり谷やのキュビズムじゃないが、視点を変えてみよう。逆に考えれば「警報が鳴らなかったということは、センサーを踏んでいない」ということになる。


    　でも壁にぶつかってるのだから、センサーを踏んでなければおかしいのだ。そこに、この事件を解決するバグが潜んでいるはずなのである。


    　俺は考えた。考えてもわからないので、スマホに入れてあるアゴラの写真を見た。この写真の中に、何か間違っているところ……バグがあるはずだ。


    　絵が盗まれたあとの写真をいくら見てもわからなかった。ふと俺は、もう一枚、絵が盗まれる前にも写真を撮っていたことを思い出した……姉に見せるために撮った写真だ。


    　二枚の写真を見比べれば「間違い探し」ができるはずだ。それでスマホの画面に指をすべらせ、盗まれる前の写真に切り替えた瞬間、妙な違和感があった。


    「うにょんとしてる」


    「うにょん？」


    　首をかしげて、安あ心じ院むがスマホをのぞきこんできた。俺は二枚の写真を、交互に表示してみる。絵があるときとないときで、壁がまるで拍動するように、ものすごく微妙にだが、ふくらんだりへこんだりしているように見えるのだ。


    「あっ、ほんとです！　なんだかペコペコしてるみたい……写し方のせいでしょうか？」
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    「じゃなくて、壁が奥に行ったり手前に来たりしてるんだ」


    　俺は写真を、もっと詳しく確認する。アゴラの壁は、柱と壁の繰り返し構造になっている。絵から少し離れたところにある柱は動いていない。ところが絵のなくなった写真では、絵の裏やすぐ近くにある柱ごと、壁全体が前に移動しているのだ……そう、およそ五十センチぐらい。


    「ちょうどセンサーにかからないような位置まで壁が前進してる……いや、センサーの前にもう一枚壁があるんだ！」


    「もう一枚、壁？　壁が二枚あるっていうことですか？」


    「うん。劇のときに背景の書き割りを何枚も重ねるだろ。あんな感じで、もとの壁の前とその周りに、もとの壁そっくりの新しい壁を作ってあるんじゃないか。もちろん書き割りみたいにペンキ塗りじゃなくて、元の壁と同じ色と材質の漆しつ喰くいを塗ったんだ。漆喰や壁クロスみたいな内装資材は何年も同じ物が作られていて、ホームセンターでも手に入るから、外見は他の壁と全く見分けがつかない。そうやって柱と壁の境界のところで元の壁に重ねれば、継ぎ目がわかりにくいだろ」


    　俺は説明した。絵の中央部にあたる壁が五十センチ前に移動すると、その部分の曲面のカーブがわずかに浅くなるはずだ。だが、アゴラは直径数十メートルはある広さだし、壁の曲面を見回す視点が柱で分断されてしまうので、ほんの五十センチ分カーブが浅くなっている部分があっても気づきにくい。まして壁が真っ白で何の目印も無いのなら、なおさらだ。錯視で、本当は連続していない二本の直線が、間に目隠しを置くことで、まるで繋がっているように見えるのと似ている。


    「あっ、なるほど！　二重壁になってるっていうことですね？　だから壁にぶつかってもセンサーが鳴らなかった……センサーは『壁の後ろ』にあるから！　その『壁』をあらかじめアゴラの中に作っておいて、煙が出て視界がきかなくなった隙に横へずらせば、一瞬で『絵を消す』ことができますね！」


    　安心院が目を輝かせた。でも、春はる山やまは納得できないように首をかしげて言った。


    「でも……あらかじめ壁を作っていたということは、材料はエレベーターシャフトから持ちこんだんですよね？」


    「そうだ。エレベーターシャフトから材料を小分けにしてアゴラに持ち込んで、二重壁を、あらかじめ絵とは別の壁に取りつけて隠しておく。発煙装置の、たぶん小型炊飯器とバッテリーは、壁の裏に隠しておく。煙が出たら二重壁を動かして、今絵をはずしたばかりに見えるように、絵を留める留め具を六か所偽物の壁につけ、プレートもはずして新しい壁につけなおせば完成だ」


    　俺が説明すると、春山はものすごくためらいながら言った。


    「あ、あの……。わたしの反論が役に立つというようなことを、影かげ月つきさんがおっしゃったので、それに甘えてわたし、真に受けて調子に乗って、でしゃばったことを言ってしまってもかまわないでしょうか。不快感を与えてしまったら、申し訳ありませんが……」


    　春はる山やまが、ものすごく予防線を張りながら、でもやっぱり迷って、


    「……あ。いえ、いいです。忘れてください、やっぱりいいです」


    　と、顔をそらして口をつぐんでしまった。でも、何か言いたいことがあるのは明白だ。というか、春山はいつも、何か言いたいような目で俺を見ていた。俺は、ドン引きされてるんだろうとか軽けい蔑べつされてるんだろうと思って、それを追及しなかった。


    　でも、それは間違ってたのかもしれない。俺がほんとのところを春山に聞くのが怖くてスルーしてたみたいに、春山も怖くて聞けないこと言えないことがあるんじゃないか。俺のほうから聞いてやらなくちゃ、春山はずっと言えないままじゃないんだろうか。


    　そして、俺には春山の「反論」が必要なのだ。逃げようとする春山の腕を、俺はつかまえた。春山は、はっと驚いたように振り返った。


    「教えてくれ、春山。何がおかしいのか、どこがおかしいのか。春山が反論してくれないと、俺はバグが探しだせない。真実にたどりつけないんだ」


    　春山は驚いて、迷って、赤くなった。胸を押さえて、それから、じっと俺を見つめた。


    「思ってることを……言っても、いいんでしょうか」


    「うん。むしろ大歓迎だ、ウェルカム」


    「その……アゴラには監視カメラがついてるでしょう……？　そんな日曜大工をしていたら、すぐに警備員さんに見つかってしまうと思いますが……」


    　春山の反論が、俺の心臓にクリーンヒットした。


    「はうあーっ！　そうだ、監視カメラがついてたんだったー！」


    　この推理も空振りか……と絶望しかけたとき、ふと、狩かり谷やが口を開いた。


    「いや、方法はあるぜ。フィギュアの近接撮影のときにマクロレンズを使うんだが、そいつを監視カメラのレンズにくっつけて、レンズにアゴラの写真を貼っとけば、部屋の中で何やってようが映らないぜ。レンズをくっつける瞬間は、俺ならカメラのフラッシュをたくかな。一瞬真っ白になって視界が飛ぶ、モニターで見ててそれに気づいてもノイズに見えるからな」


    「おお、さすが一いち狼ろう！　だてに魔改造フィギュアの撮影に精を出しているわけではないな！」


    「魔改造じゃねー！　ふつうのフィギュアだ！」


    　狩谷が影かげ月つきを怒ど鳴なった。


    「えー？　思春期の男子がスピンやすり片手に魔改造に手を染めないなんて、ありえなーい」


    「俺は三次元は嫌いだが、原型師さんには敬意を払ってるんだ！　完成品に手を加えるような非礼ができるか！」


    「はいはい、喧けん嘩かはそれまでですわ」


    　と、シャーリー先生が二人を制止した。


    「つまり、今までの仮説をまとめると、アゴラが二重壁になっていて、その裏に絵があるということですわね。でも、わたくしが考えるかぎり、絵を持ち出す機会はありませんわ。だって、図書館はずっとミスター・ポリスマンたちが現場保存のために、二十四時間見張っていたのですもの」


    「そっか。持ち出せるとしたら、一いち之の瀬せ巡査が犯人で、もう一人のおまわりさんが共犯で……って可能性しかないのね」


    　火ひ村むらが言った。警官を共犯に誘うってのは、どう考えてもリスクが高すぎる。確率的にありえない可能性だと思う。


    「だとしたら、絵はまだ持ち出されてないんじゃないか？　今からアゴラを見に行って、もし二重壁があって絵があったとしたら、推理がビンゴだってことになる」


    「えっ、でもそれじゃ、御おん猿さる山ざんで見つかった絵は何なんですか？」


    「いや、俺が思うに、その絵は新しく描かれた偽物だ」


    　春はる山やまの疑問に、狩かり谷やが答えた。


    「だって、絵にアリがたかってただろ？　そしてグリセリンは水が乾くみたいに、沸ふつ点てん以下でも気化して湯気になるだろ？　じゃあ四年も経過した絵からは、グリセリンなんて飛んじまってるんじゃないか？」


    「あっ、ほんとだ！　わたしが家政科棟で蛍けい子このお肉を朝ごはんにいただいたとき、それほどアルコールの匂いなんてしていなかったぞ。ほとんど蒸発して飛んでしまったのだな」


    　影かげ月つきが言った。たしかに、図画の時間に絵の具をパレットに出しても、終わるころには乾燥して固まってしまっている。


    「ということは、アリが絵にたかっていたということは、まだグリセリンが飛んでいない、真新しい絵だったってことか？」


    「あの、でも……その日わたしはいっしょには行きませんでしたけれど、コルビエールさんは先に本物を見ているはずですよね？　ノーブル美術館の主任学芸員をつとめるほど目利きの方が、贋がん作さくに騙だまされたりするでしょうか……？」


    　でもでもだけど、と春山のツッコミが冴さえわたる。思っていることを自由に話してくれてるのがわかって、俺はうれしかった。狩谷が、その疑問に答えた。


    「十七世紀の画家・フェルメールの時代には『カメラ箱オブスキユラ』っていう、簡単に言うとピンホールカメラを利用したトレース台があったんだ。三次元のものを二次元に投影するっていう大発明で、デッサンができてなくても写実的な絵を描けた。線画は苦手だけど塗りはすごく上う手まい塗り絵師にもおすすめ。元絵の写真があればそれを拡大して、寸分たがわずトレスできるんだぜ」


    「じゃあやっぱり、本物はまだ図書館の中にある可能性が、かぎりなく大きいですわね」


    　シャーリー先生が確信をもって言った。俺はうなずいた。


    「では、みなさん。これから、答え合わせに行きましょうか」


    「パーティの途中で抜けるんですか？　それならせめて、ご挨あい拶さつだけしたほうが……」


    　困惑している春はる山やまに、シャーリー先生が言った。


    「その必要はありませんわ。このまま黙って消えましょう。もともと、ノーブル美術館のスタッフが怪しいのではないかと思っていたのです。トレースとはいえあんなに大きな絵の贋がん作さくを作れるのは、それなりの技術を持つ……たとえば美術館の修復スタッフの可能性もありますもの」


    「パーティ会場の中に真犯人がいるかもしれないから、気づかれる前に証拠を押さえておこうってことですね」


    　俺が確認すると、シャーリー先生はうなずいた。


    



    　俺たちは、地下駐車場に待たせていた影かげ月つき家のリムジンで学校に戻った。


    　影月家のリムジンなら、門衛も顔パスで入れてくれる。夜の学校はみんな帰ってしまって真っ暗で、街灯だけがぽつぽつと光っている。


    　そしてリムジンは、中央図書館に向かった。並木の向こうに見える建物も、真っ暗である。今日から警備も解除されたので、今までは図書館の明かりをつけて警官が二人立っていたのに、それはそれで物足りないようなもの寂しいような感じだった（司書長に怒られそうだが）。


    　リムジンが図書館の前に来たとき、図書館の前に黒服の人間がいた。閉ざされた正面玄関のガラス戸を開けようとして、引っ張ったり押したり、かなり挙動不審である。だがリムジンの光に気づくと、慌てて図書館の裏がわに逃げだした。火ひ村むらが叫んだ。


    「ぎょぎょっぴー！　いきなり絵に描いたように怪しい奴発見！」


    「これは追いかけるべきだな！　行くぞ、千せん石ごく！」


    　狩かり谷やはリムジンのドアを蹴けり開ける勢いで飛びだした。


    　誘ってもらって光栄だが、読書とロボット組み立てとプログラミングの日々を過ごす俺と、ビートビートレボリューション（ダンスゲー）全国大会優勝者の狩谷とは、運動神経と身体能力が雲うん泥でいの差である。それに黒服の人間はけっこう背が高くて体格がいい。追いついたところで、反撃されたら一発ＫＯされそうである。それでリムジンを降りる動作もついためらいがちになってしまったのだが、いっぽう狩谷は一いち縷るの迷いもなくダッシュすると、


    「行っくぜ～！　Ｂダッシュかーらーの～……アナログスティックぐるぐる旋せん風ぷう脚きやく～っっっ！」


    「ぎゃー！」


    　狩谷のジャンプ蹴りは大男の後頭部をなぎ払い、大男は地面に倒れた。間髪いれず狩谷は高く飛び上がる。


    「追撃！　針の膝ニー・ニードル！」


    　ひざ打ちが男を狙ねらう。男は叫んだ。


    「待つんだ、補習クラスの誰だったか！　怪しい者じゃない、警官だ、一いち之の瀬せだ！」


    「一いち之の瀬せ巡査？」


    　たしかにその声には聞き覚えがあった。容疑者からほとんどはずれかけていたこのタイミングで、まさかの真犯人……？　いや、真犯人だったら名乗ったりしない。いくら狩かり谷やの身体能力が高くても、その戦い方はあくまでもトリッキーで、本格的に鍛きたえた筋力や筋肉重量から生まれる破壊力には及ばない。平たく言えば、一之瀬巡査が本気を出せば狩谷を殴り飛ばして、俺たちが追いつく前に逃げられるはずだということだ。やられる一方だったのは、力の差がありすぎて、防御しても相手をケガさせるからだろう。


    　狩谷もそのことに気づいたのか、空中でくるりと体勢を変え、攻撃をキャンセルした。一之瀬巡査は後頭部をさすりながら、起きあがった。黒い服は、単なる私服のようだ。俺もそうだが、ファッションセンスに自信のない男はとりあえず黒ばかり買ってしまう傾向があるような気がする。そして私服の一之瀬巡査には、安あ心じ院むが推理していたように、左手の薬指にプラチナの結婚指輪が光っていた。


    「攻撃を中止してくれてありがとう、でも人に話しかける前に飛び蹴げりはどうかと思う」


    「俺は悪くない。図書館のドアをこじ開けようとしてたら、ふつうは不審者だと思うだろ」


    　狩谷はムッとして腕を組んでいる。俺は狩谷に追いつき、安心院たちもリムジンから降りてきた。一之瀬巡査は呆ぼう然ぜんとして、そっちを見た。


    「ドレスにタキシード！　最近の高校生はファッショナブルだなあ」


    「六年しかちがわないじゃないですか。なんでここにいるんですか？」


    「……友達の不名誉になるようなことは、言いたくない」


    「綾あや羅ら木ぎさんが絵を盗んだ犯人だって、どうしてわかったんですか？」


    　俺がたずねると、一之瀬巡査はびっくりして自分の口を押さえた。


    「ぼかして言ったつもりだったのに！　今のぼくのセリフで、誰のことを言ってるかわかってしまったのか？　すごい読解能力だな。補習クラス、レベル高いな！」


    「いや、十分ぼけてました。犯人がわかったのは、推理したからです」


    「っていうか、ちょっと待つのだ！　美術館のスタッフが犯人かもとかは思ったが、まさかの綾羅木彩あやが犯人？」


    　影かげ月つきが目を白黒させる。火ひ村むらも納得いかない様子で、一之瀬巡査に食ってかかった。


    「それって変じゃない、だって彼女が絵を盗んだって一銭の得にもならないでしょ？」


    「そうです。彼女にかぎって言えば、自分の絵をわざわざ盗んで売るよりは、新しい絵を描いたほうが儲もうかるわけですし」


    　シャーリー先生が訴えると、狩谷も訝いぶかしげに一之瀬巡査に問う。


    「警察って、ふつう犯罪によって利益を得る者を一番に疑うんじゃないんですか？　じゃあ美術館のスタッフの線が濃いんじゃないか。とくにあのコルビエールさんとやら、あれだけあの絵にほれ込んでるなら、魔がさすこともあるかもだぜ」


    「というか、千せん石ごくくんも綾あや羅ら木ぎさんが犯人だって思ってるってことですよね？」


    　安あ心じ院むが確かめるようにたずねた。俺はうなずいた。


    「でも動機がわからないから、今ひとつ確証が持てなくて……一いち之の瀬せ巡査はわかりますか？」


    　質問を振ると、一之瀬巡査は首を横に振った。


    「ぼくにも動機はわからない。でも、アゴラから絵を盗み出すための『トリック』は、アゴラでずっとあの絵の制作に関わってたぼくには、わりとすぐに思いついた。そして、ぼくが思いつくそのトリックを使える唯一の人間は、ぼくといっしょにあの絵の制作に関わった綾羅木しかいないってことも……。何より綾羅木は、昔から予想を超えたことをしてくるからね」


    　そう言った瞬間の一之瀬巡査は、懐かしそうな目をしていた。少なくとも一之瀬巡査が綾羅木さんに友情を感じているのは、本当なんだと俺は確信した。


    「その推理を確証に変えたのが、彼女があの絵を『たためる』と発言したことだ。分厚くアクリル絵の具を塗り重ねたあの絵はゴムばねみたいなものだ、曲げることはできてもたたむなんて無理だ。ぼくだって芸術科にいたんだから、どれぐらいの分厚さに塗られたキャンバスがどれぐらいの弾性があるかは経験上知ってる。あの絵はたためない、つまり彼女がそれを『犯人がたたんで持ち出せる』と言ったのは嘘うそだ。じゃあなぜ嘘をつく必要がある？　『たたんで』が嘘なら『犯人』と『持ち出せる』も嘘だと思ったんだ。ということは『彼女が、たたまずに、まだ持ち出してない』ってことだ」


    　俺はそのとき、彼女がどうして一之瀬巡査を邪険にしたのか理解した。もし彼女が犯人だとしたら、アゴラのことも絵のことも熟知している一之瀬巡査は、彼女と同じトリックに気づく危険性が高い。だから、突き放す必要があったのだ。


    「高校時代に友達は一人もいなかった、っていうのも嘘だってことですか？」


    　俺の質問に、一之瀬巡査ははっきりとうなずいて答えた。


    「ああ。ぼくがいたんだから、それも嘘だ」


    　シャーリー先生が驚いて、彼にたずねた。


    「失礼ながら、お二人は、仲が悪いのかと思っていましたわ。淑女レデイとして恥ずべきことですが、わたくし正直なところ、ミスター一之瀬はミズ綾羅木に嫉しつ妬としていると思っていたのです。それで、彼女への嫌がらせとして個展を妨害するために、絵を盗んだのではないかと……」


    「ぼくが？」


    　正直に包み隠さず打ち明けられて、さすがに一之瀬巡査はショックを受けたらしい。シャーリー先生は何度も何度も頭を下げながら言った。


    「すみません、命をかけてわたくしを助けにきてくださった方を疑うなんて」


    「あ、いや。いいんです、ぼくにも疑われてもおかしくない点があるというか……」


    　恐縮しまくっているシャーリー先生を、一之瀬巡査は慌ててフォローしている。やっぱりこの人はいい人なんだと、俺はあらためて思う。一之瀬巡査は語った。


    「先生がおっしゃるとおり、最初は仲が悪かったんです。というか、彼女はぼくなんて眼中になかったので、ぼくが一方的に敵てき愾がい心しんを燃やしていただけで……。ぼくは自分の絵に自信はあったけれど、心のどこかで実力不足にも気づいていて、入学して彼女の絵に出合って、頭をガツンとやられた気がした。最初はムカついて敵視していたんです。当時ぼくは水泳部に入っていたんですが、どうにもならないイライラを発散するためもあったかもしれない。一万メートルぐらい泳いで、ようやくスッキリしてましたからね」


    　一いち之の瀬せ巡査の声は、昔を懐かしむように優しく穏やかだ。


    「でも、そうやって彼女を意識しているうちに、その圧倒的な実力に気づいたんです。彼女はおとなしいし自分の世界を持っていたので、ほかの生徒は無視していた……たぶんぼくと同じ、嫉しつ妬ともあったと思います。だけど本当に彼女の作品を知ったら、嫉妬なんて出てきません。ただこの世には天才というものが本当に存在するんだと、そう思うだけです」


    「……なんか～、なんかなんか～。それ、告白みたいなんですけど～」


    　火ひ村むらが口を押さえて妙に喜んでいる。でも一之瀬巡査は首を横に振った。


    「『ピカソが好き』と言ったって、作品世界に魅せられるのと恋してるのとはちがうだろ。ぼくは結婚しているし、もうすぐ子供も生まれる。得意の水泳で溺おぼれてた彼女を助けた、それからのつきあいだ。守ってあげなければならない大切な人だ。綾あや羅ら木ぎは大切な友人で、ぼくが世界で一番尊敬している芸術家だ」


    　一之瀬巡査は、はっきりとその指のプラチナの指輪を俺たちに見せた。


    「ぼくは彼女がどうして嘘うそをついたのかがずっと気になっていた、でも警備から離れられなくて、彼女に直接聞きに行けない。それにぼくは避けられているので、羽は生ぶ呂ろ先生に相談に行ったけど、留守だった。たしか、シャーリー先生がケガをした日だったね」


    「あのとき、羽生呂先生に相談しに美術科棟に行ったって言ってたのは、ほんとだったのか」


    「先生を捜したけど留守で、帰りを待ちたかったけど、ぼくもすぐに持ち場に戻らなきゃならなかったし……ああ、でも三年生が彫刻を運んでいるのを見て、懐かしくて手伝ったけれどね」


    「正直言うと、シャーリー先生がケガをしたのは一之瀬巡査がやったんじゃないかって疑ってたときもあったんだ。美術科棟をうろついてたのが怪しくて」


    　俺は正直に打ち明けた。一之瀬巡査はまさか自分が疑われていたとは思っていなかったようで、ものすごく驚いて目を白黒させていた。


    「そんなに不審だったかな。綾羅木のことで頭がいっぱいだったからね……動機はわからないし、友達を犯人扱いするってのは罪悪感を感じるものだし」


    「よーくわかりますわ」


    　うんうん、と一之瀬巡査を犯人扱いしていたシャーリー先生がうなずいた。


    「あの『焚ふん書しよ』の『贋がん作さく』が出てきた時点で、やっぱり彼女が事件に絡んでいると確信したんだ。どんなに腕のいい贋作絵師だって、写真も出回っていない『幻の絵』の贋作なんか描けるはずがない……彼女以外に描ける人なんていないんだから」


    　一いち之の瀬せ巡査が言った。贋がん作さくということばがその口から出たことに驚いた。


    「山で見つかった絵が贋作だって気づいてたんですか？」


    「もちろんだ。見た目はそっくりだけど、アリがたかってたからね」


    　さすが美術科である。俺たちが気づいてるていどのことは、気づいていたのか。


    「それで、本物はどこにあるのか？　ぼくは、彼女がついた嘘うその逆のとおり『まだ外に持ち出されてない』って推理した。外に持ち出されたと必死に警官たちをミスリードして、画像解析だのテレビ局への事情聴取だの、捜査員を分散させてアゴラから目をそらさせようとしてたんだ。つまり、アゴラを調べられると何か困るってことだ。それで、ぼくは警備の確認のためにアゴラの写真を撮っていたんだが、それをあらためて見直してみた。すると絵があった場所の壁が全体に前に寄っているのに気づいたんだ。それで『壁のトリック』だな、って」


    　そこの推理の過程と結果も、俺たちと同じである。


    「もともと綾あや羅ら木ぎは自分でキャンバスを作れるぐらい木工も得意だったし、それでブロードウェーで大道具係で成功したって聞いたとき、やっぱりと思ったものさ。本格的な演劇では、舞台の上に本物の建物を作ってしまうこともあるらしい。彼女なら、中央図書館を建てた工務店と全く同じように、アゴラの壁と柱を再現できたはずだよ」


    　なるほど、と俺は納得したのだが、春はる山やまが横から口をはさんできた。


    「だけど、あの、恐縮ですが……綾羅木さんはどうやって侵入できたんですか？　シャーリー先生が毎日、図書館じゅうの施せ錠じようを確認してから帰るようにしているんですが、それは……」


    　春山のツッコミが、遠慮がちではあるが鋭くドスドス飛んでくる。一之瀬巡査が答えた。


    「実はそこがぼくもわからない。だから自分の推理が、友達の成功をねたんだ狭量な男が成功者の足を引っ張ろうとするひん曲がった根性から生まれたものなんじゃないかな、と……ぼくの友情はまがいものなのではないかと、考えれば考えるほど不安になって、確かめに来たんだ」


    　俺も同じところがわからない。どうやってカバー壁を作りに図書館に侵入できたのかがわからないかぎり、俺の推理など机上の空論にすぎないのである。


    　ふと、安あ心じ院むが何か思いついたように影かげ月つきのドレスをじっと見つめた。それから、小さくつぶやいた。


    「ｙの変域……」


    「どうした、安心院。なんでいきなり二次関数だ？」


    　急にわからない問題でも思い出したんだろうか、と思った。でも安心院は首を横に振る。


    「わたしたち、犯人は入り口から入って地下一階に行ったと思いこんでいます。でもそれは結果であって、途中経過はちがうかも。同じように、十階から一階へ下りる道だって結果にすぎなくて、途中経過でどういうルートをたどったのかはわかりません。放物線みたいに……」
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    「どういうことだ。彼女は玄関から入ったんじゃないってことか？」


    「でも、ほかのドアは全部シャーリー先生が施せ錠じようを確認して帰ってるって言ったじゃん」


    　火ひ村むらが反論する。安あ心じ院むは言った。


    「綾あや羅ら木ぎさんが最初に来た日……覚えてます？　わたしたちは階段を下りて一階に出て、先に下りた綾羅木さんも同じルートを通ったとばかり思っていました。そこが、この事件のほころびを探す糸口だと思うんです」


    　安心院はふだんはおとなしいが、推理をはじめると、物静かさが、ますますテンションが低くなって、少し怖く感じるほどのときがある。


    「綾羅木さんはあのとき、先に行ったと見せかけて、上のほうのフロアで書物エレベーターのシャフトに潜ったんじゃないでしょうか。シャーリー先生は各フロアを見回って施錠を確認するけれど、まさか書物エレベーターの中までは調べませんよね？」


    「もちろん、そんなところに生徒が隠れているなんて思いませんし、隠れる理由も意味もありませんもの」


    　シャーリー先生が言った。安心院は話を続けた。


    「それでシャーリー先生が下の階に行ってしまってから、その階のどこかの窓の鍵かぎを開けたあと、シャフトを下って一階に移動したんだと思います。あのとき綾羅木さんは、わたしたちが外に出た後で、図書館の中から出てきたんです。懐かしくて図書館の中を見学してたんだって言ってましたけど、実は、エレベーターシャフトの中から出てきたんだと思います」


    「たしかに、命綱一本で巨大壁画を完成させる綾羅木さんならシャフトを移動するなんてわけないはずだ」


    「でも、あんなハイヒールでそんなアクロバットができるでしょうか？」


    　春はる山やまが首をかしげた。シャーリー先生が言った。


    「あの派手で動きにくそうな服装は、そう思わせるためのミスリード、あえてのフェイクだったのでしょうね。そう思えば、あの日以降の服装は、もう少しおとなしめになっていましたし」


    「たしかに。そう考えてみると、あの高級ブランドばりばりは、母校に来るにはさすがにちょっと不自然だったわよね～」


    　火村が言ったとき、安心院がはっと目を上げた。


    「あのとき！　綾羅木さんのブランド物のスカートが白いチョークで汚れてたじゃないですか。あれ、シャーリー先生のチョーク投げのせいだと思っていましたけど、すべり止めのロージンで汚れていたんだわ！」


    「それで話がつながったな」


    　疑問は確証に変わった。


    「そして夜、壁を登って、開けておいた窓から侵入し、エレベーターシャフトを通って地下に移動した。地下から出る階段は内側からも鍵がなきゃ開かないけれど、シャフトを通じて資材を持ちこむことはできる。資材は、窓からロープで吊つって上げたんだろう。そうやって、二重壁を作ったんだろうと思う」


    「彼女なら一晩あれば作れると思うよ。高校時代から、絵に関することはパワフルで、仕事が速かったからね」


    　一いち之の瀬せ巡査が言った。


    「これで全てのバグが見つかったってことになるのか？　でも、綾あや羅ら木ぎさんの動機だけがよくわからん……」


    　悩む俺に、一之瀬巡査が言った。


    「友達を疑うのは狭量だと言われそうだけど、ノーブル美術館展を任されてどうしても成功させたいと思っていて、話題を作ろうとしたんじゃないかな……？」


    「そこはふつうにゴシップでいいじゃん、手軽だし。何のためのゴシップ女王よ、宣伝と売名のためにあえてやってるんでしょ？　イケメン俳優と適当にノーブル美術館デートでもしてキスでも撮られてればよかったのよ」


    　火ひ村むらの意見は非常にストレートでスノッブだが、納得はできる。なんで絵を盗む必要があったのか、それだけが永遠の謎である。


    「そのへんは本人に聞くのが早いと思う。図書館の中にいるはずだから。ついでに、今の推理の答え合わせもできて一石二鳥だしな」


    　俺は言った。シャーリー先生が怪け訝げんそうにたずねる。


    「ミズ綾羅木はパーティの最中ではありませんか。わたくしたちもお呼ばれしたのをお忘れですか？」


    「忘れてません、俺たちが簡単に抜け出してきたことも覚えています。つまり、綾羅木さんも人に気づかれずに抜け出てこられた、ということです」


    「というか、綾羅木彩あやはわざとパーティを企画したのだろうな。自分のアリバイを保ちつつ、わたしたちや司書さんたちを遠ざけて、図書館を空っぽにしたかったのだ」


    　影かげ月つきが言った。俺はうなずく。


    「綾羅木さんは、絵が盗まれるまえにも俺たちを鉄板焼きレストランに連れていった。あのとき、火村が鉄板の温度が低いって言ってただろ？」


    「あっ、そうか！　あれは、シェフが注文どおりに急がなかったんじゃなくて、そもそも綾羅木さんがシェフを急せかしてなかったってことなのね！　のんびり三時間コースに連れだして、自分は途中退席して、学校に戻ったってことね。おかしいと思ったんだ～、あれだけの一流レストランがそんな、がんこ親父の店みたいに融通きかないはずがない、って～」


    　点と線がつながった様子で、火村はひとしきり納得していた。俺は話を続けた。


    「鉄板焼きレストランのコースなら『早く食べ終わってしまって、うっかり図書館に戻ってくる』なんて危険もないしな。シェフは見張りみたいなもんだったかもしれない。で、あの日に窓から侵入して、カバー壁を仕込んだはずだ。そして警官が今日まで警備をしていたんだから、絵を持ち出すチャンスはなかった。しかも、明日にはフランスに戻ってしまう。つまり……」


    　俺はしゃべりながら、図書館のまわりをぐるぐる歩く。そして裏手に回ったとき、「それ」を見つけて人差し指を高く上げた。六階の部分の窓に向かって壁に白いチョークが薄く点々とついていた。ガラスのタイルの継ぎ目の、ほんのわずかなへこみと出っ張りを利用して、器用にクライミングしている。チョークは見ている間にも、風に吹かれて徐々に薄くなっていた。つまり、つけられてから間もないということである。窓が閉まっているのは、中に入ってから閉めたんだろう。


    「これ、何だと思う？」


    　火ひ村むらが指さした。春はる山やまが、しげみの間に隠れていた散水栓を開いて、手を濡ぬらしてきた。


    「実験してみます」


    　濡れた指を、白い粉に押しつけた。シャーリー先生が叫んだ。


    「危ないです、もし生せい石せつ灰かいだったらやけどを……！」


    　でも、春山は平然と指を離した。


    「大丈夫です。生石灰じゃありません」


    「じゃあ、やっぱりすべり止めのロージン、炭酸マグネシウムですわね。ロージンの粉は手の汗を吸い取ることですべりどめになるのですから、発熱していたら大変ですもの」


    　シャーリー先生が言った。一いち之の瀬せ巡査が、白い粉に鼻を近づけてくんくんと匂いをかいだ。


    「松まつ脂やにの匂いがしないな。ロッククライミング専用のロージンですね。ロッククライミング用の物には、粉が自然環境に残って汚染しないよう、べたつく松脂を混ぜていない製品もあるんです。松脂が入ってないのに松ロー脂ジンという名がついているのも矛む盾じゆんしてますが……たぶん、証拠の粉を残さないよう、すぐ消える松脂無しのを使ったんでしょうね」


    「そして聖せい歌かが言ったとおり、窓から入ったわけね！　今日も空港から戻って中央講義室まで来てパーティのお誘いに来てたから、前と同じトリックを使って窓を開けておいたわけね。一階二階ならともかく、あんな高いところから入るなんて、まさかまさかよね～！　ある意味すごいわ」


    　火村が感心する。そして窓が閉まってるということは、綾あや羅ら木ぎさんはもう地下に移動しているということだ。


    「じゃあ、俺たちの推理が合ってるかどうか……そろそろ『バグチェック』といくか」


    　俺は図書館へ一歩踏みだした。施せ錠じようされているはずの正面玄関が、スーッと開いた。シャーリー先生がとまどった。


    「な、なぜ開いているのですか？　わたくし施錠したはずですが」


    「だから、ベス先生の施錠忘れではなく、綾羅木彩あやがここから絵を持ちだすために内側から解錠したんだ。まだ開いてるってことは、まだ中にいるということだ」


    　影かげ月つきが言った。一いち之の瀬せさんが、緊張した様子でごくりと息を飲むのが聞こえた。友達が犯人かもしれないと思うと、ずいぶん複雑な気持ちだろう。


    　図書館を奥に進むと、地下室へのドアは開けっぱなしになっていた。これは、下から何かを運び上げるつもりなのだろう。いや、よく見ると、すでに長い木切れのようなものが持って上がられていた……よく見ると、辺ごとに分解された「焚ふん書しよ」の額縁だった。


    「やっぱり」


    　一之瀬巡査は小さくうめく。階段の下から明かりが漏れていた。


    　俺たちは階段を下りていく。シャーリー先生も行きたがったので、一之瀬巡査が車椅い子すごとお姫様だっこのようにして抱かかえていった（生身の体なのに、俺が作ろうと考えている介護ロボットスーツなみの馬力である）。アゴラのドアも開いていた。中に入ると、俺たちの推理どおりの光景がそこに広がっていたのだった。


    



    　広いアゴラの真ん中に綾あや羅ら木ぎさんが立っていた。いつもの派手な服装とは全然違う、ジャージみたいな作業服だ。長い髪は邪魔にならないよう三つ編みにしてヘアバンドのように頭に巻きつけて留め、コンパクトにまとめている。ポケットにはロージンバッグがのぞいて、ポケットの周りが白く汚れている。化粧だけはバリバリなのは、パーティから抜け出してこのあとまたすぐ戻るつもりなのだろう。


    　彼女の足もとには「焚書」が転がっていた。まわりにはくぎ抜きなどの工具が散らばり、持ち出し用の長い筒もある。額縁をはずされ、キャンバスも半分木枠から外されていた。アゴラの壁がずれて、カバー壁がはっきりわかる。もとの壁にもカバー壁にも留め具が六か所、打ちつけてあった。カバー壁にプレートがついていたが、もとの壁にはプレートをはがした両面テープの跡があった。また壁の前の、圧迫センサーに引っかからないすみっこのほうに手作りの発煙装置……小型炊飯器と給電用ポータブルバッテリーが転がっていた。これも推理どおりだった。


    　書物エレベーターのドアは開きっぱなしだった。中にカゴはなく、ここから侵入したことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。ドアの上に目を上げると、監視カメラにはレンズと小型タブレット・コンピューターをつないだものが引っかけてあった。これもたぶん、自作したのだろう。


    「……ひょっとして、バレてた？」


    　綾羅木さんは振りかえる。あまり焦あせった様子はなかった。俺は問いつめた。


    「俺たちに見つけられないバグはありませんから。ただ、動機だけがわからない。どうして自分の絵を自分で盗んだりしたんですか。コルビエールさんは『焚書』を見つけて、あんなに喜んでたのに」


    「あの絵が見つかったとき……確認のため写メを送ってもらったけど、アリがたかってたのを見て、正直『しまった！』って思ったわ。一之瀬くんにはバレるかなと思っていたけど、補習クラスの皆さんもなかなか優秀ね。絵の具、扇風機大動員で乾かしたけど、人間の目は騙だませても昆虫の嗅きゆう覚かくは騙せなかったわけね」


    　綾あや羅ら木ぎさんはもう覚悟を決めているようだった。大きくため息をつくと、手に持っていた釘抜きを床に落とした。一いち之の瀬せ巡査が言った。


    「いくら高額な絵でも、ノーブル美術館に持っていったほうが本物ってことになってしまったら、売ることもできない。窃せつ盗とう犯はんになんてならなくても、君ならいくらでも絵を描ける。なぜこんな意味のないことをしたんだ？」


    「……そう。一之瀬くんにも動機がわからないってことは、やっぱりわたしは『望み薄』だったのね」


    「望み薄って、何が？」


    「本当のことを聞きたい？」


    「もちろんだ。君を逮捕したくない」


    「わたしも逮捕されては困るの。ムッシュ・コルビエールは素晴らしい学芸員で、ノーブル美術館の百周年記念展覧会にわたしを選んでくれたことは画家として誇りだし感謝もしているし、全面的に協力して成功させ、期待に応えたいと思ってるから」


    「それならなぜ、その目玉になる絵にケチをつけるようなことを？」


    「本当のことを聞いても、後悔しないと約束してくれる？」


    　そう言うと、綾羅木さんは半分木枠からはずしているキャンバスをぺらっとめくった。絵の裏の、すみっこの部分。そこに、赤い絵の具で何か文字が書かれていた。大きな絵にしてはとても小さく、すみっこに、文章全体の長さはほんの三十センチ程度だ。そこには、こう書かれていた。


    



    ───この絵を一之瀬誠まことに捧げる　愛を込めて　綾羅木彩あや───


    



    　たったこれだけの、簡単な、でもそれだけに熱いラブレターだった。


    　一之瀬巡査の顔が、かーっと赤くなった。シャーリー先生は両手で口を押さえて「まあ」と声をもらし、安あ心じ院むと火ひ村むらは妙にそわそわしている。影かげ月つきはよくわかってないようで、きょとんとしていた。シャーリー先生は、優しい声で綾羅木さんに言った。


    「よくわかりましたわ、ミズ綾羅木。あなたはこれを隠したかったのですね。絵を展示したいというミスター・コルビエールの望みは拒否できない、けれどこのメモが公おおやけになれば一之瀬巡査もそのご家族も、パパラッチの注目を浴びてしまう」


    「……わたしがパパラッチに追われるのはわたしの責任、わたしが選んだ道。けれど一之瀬くんを巻きこめない。図書館の警備に来ていたときは驚いて、昔の友達だとわかったらパパラッチにつきまとわれると思って、他人のふりをしたわ。指を見ると結婚指輪をふだんはめているのか、左の薬指だけ毛が抜けていて……わたしはスキャンダルを利用して名を売っている確信犯だけれど、だからこそ、そんなわたしと旧友でしかも半裸の絵のモデルだとわかれば、面白半分にどんな記事を書かれるかわからないわ。一いち之の瀬せくんにもう家族がいるならなおのこと、わたしなんかのせいでその幸せをつぶすわけにいかないと思ったの」


    　確かめるように、綾あや羅ら木ぎさんは一之瀬さんの左薬指に光るプラチナの結婚指輪を見つめた。一之瀬さんは安あん堵どしたようだった。


    「嫌われて無視されてたわけじゃないなら、よかった。ぼくは最初はすごく嫌な同級生だったろうから、離れてるうちにだんだんそっちにシフトしたのかなって心配してたんだ」


    「そんなことないわ、今も一之瀬くんには深い友情を感じているわ。図書館の絵を任せられて、人生初めての大作のプレッシャーに押しつぶされそうになったとき、支えてくれたのは一之瀬くんだった。モデルになってくれただけじゃない、差し入れもしてくれたし、心が折れそうなときには、わたしの才能を信じてくれた。一之瀬くんのおかげで『焚ふん書しよ』を描き上げられたの。それで最後に、この文字を書いたのよ。絵が描き上がって、二人でいっしょに壁にかけたときに、この文字に気づいてくれたらいいなと思って。……気づいてなかったみたいだけど」


    　綾羅木さんは苦笑した。一之瀬巡査は、申し訳なさそうにうつむいた。


    「ごめん、気づいてなかった」


    「ってか、なんでメモなの！　ずっと一緒にいたんでしょ？　告白すればよかったじゃん！」


    　火ひ村むらが自分のことのように、焦じれてエキサイトしている。綾羅木さんは、首を横に振った。


    「告白する勇気はなかったもの。花占いみたいな気持ちだった。気づいてくれれば叶かなう、ぐらいの軽い気持ちだったのよ。そんな高校時代の軽い気持ちで、一之瀬くんに迷惑かけられないでしょ？　それに、今のわたしは広い世界に生きていて、一之瀬くんのことはもう過去の思い出だし」


    　綾羅木さんはさっぱりした笑顔で言った。


    「だから、明日ノーブル美術館へ旅立つ『焚書』がこれからは本物で、この絵はこのまま処分させてほしいの。永遠に誰の目にもふれないように燃やしてしまいたいの」


    　一之瀬巡査はどうしていいものか、迷っている。シャーリー先生が言った。


    「わたくしは、それが一番いいと思いますわ。制作時期がたった四年ちがうだけで、同じ作者の同じ絵ですもの。何も問題はないと思いますわ」


    　俺たちも同感だった。すると一之瀬巡査もうなずいたので、綾羅木さんはホッとしたように胸を手で押さえた。


    「ありがとうございます、シャーリー先生。絵を持ち出すのになるべく安全な方法を考えたのに、わたしの配慮が至らなくて捻ねん挫ざさせてしまってすみませんでした」


    　綾羅木さんは深々と頭を下げた。シャーリー先生が捻挫したときにひどく泣いていたのは、自分のせいだという罪悪感のためだったのか。


    　綾あや羅ら木ぎさんはこのまま作業を続けると言った。俺たちは、ここにいるともし誰かに見つかったときに「共犯」になってしまう。綾羅木さんの配慮もあって、その場を離れることにした。


    　図書館を離れるとき、綾羅木さんは一いち之の瀬せさんに声をかけた。


    「迷惑かけてごめんなさい、一之瀬くん。久しぶりに会えて、高校生のころの気持ちになれてよかったわ」


    「ぼくのほうこそ。君という圧倒的な才能に出会ってなかったら、家庭の事情で美術の道を諦あきらめたこと、一生後悔して、ほんとならやれてたはずなんだって運命を恨んで生きていく人生だったと思う。だけど君がいたから、自分の才能は平凡だとわかった。諦めもついたし、逆に凡人にしては絵がうまいほうだから、指名手配犯の似顔絵描きに本庁まで呼びだされるぐらい引っぱりダコなんだ。ぼくの似顔絵で逮捕された犯人がもうすぐ百人になるから、そうすると警視総監から表彰されるらしい」


    「すごいわ。出世コース確実じゃない」


    「そうかもしれない。だから、美術科で勉強していたことは何ひとつ無駄じゃなかった。君と出会えたこともそうだ。感謝してる、ありがとう」


    「わたしも感謝してるわ。奥さんと……もうすぐお子さんが生まれるんだったっけ？　『犯人』のわたしが言うのも変だけど、家族のため平和のためにがんばってね、おまわりさん」


    　二人は握手して、それから別れた。


    　歩いているうちに、一之瀬さんは胸を押さえて、大きなため息をついた。


    「……はー、緊張した。まさか、あの綾羅木がぼくを好きだったなんて……」


    　どうやら、今まで必死に平静を装っていたようだ。かなり動揺し、何度も深呼吸をしていた。


    「今も昔も、そんな雰囲気全然なかったから……ああ、ほんとにびっくりした。いっそ、絵が消えたときよりもびっくりしたかもしれないよ」


    「残念、だったり？」


    　火ひ村むらが探りを入れると、一之瀬さんはまさかというように首を振った。


    「彼女は偉大な芸術家だよ。友人であることが誇りだし、ピカソやゴッホを尊敬するように尊敬している。女性だからといって誰でも恋愛感情的な尺度で測るのはセクハラってやつだ、彼女に失礼だよ。彼女自身、ぼくのことはもう何とも思っていないんだし」


    　そのとき俺は、綾羅木さんが「望み薄」と言った意味がわかった。たとえ一之瀬さんが高校時代にメッセージに気づいたとしても、綾羅木さんの恋が叶かなう目はなかったのだ。


    　何より、もし叶っていたら、世界的アーティスト・綾羅木彩あやは生まれなかったと思う。


    　道を極めるというのは、何かを捨てなきゃならないのかもしれない。孤独に耐えて進みつづける、強い意志と覚悟が必要だ。プロフェッショナルになるというのは、時には厳しい選択をしなくちゃならないのかもしれない。自分のロボット工学者としての未来と重ねて、俺は妙に重苦しい気分になってしまったのだった。

  


  
    



    ７章　花占いのつぶやき


    



    　次の日、俺は何事もなかったかのように姉たちといっしょに登校した。


    　綾あや羅ら木ぎさんたちの飛行機は昼前に飛びたつらしい。もう空港に行ってるだろう。「焚ふん書しよ」が二枚あったことは、俺たち補習クラスの胸の中だけにしまい込まれている。綾羅木さんの作品はきっと何百年も後の教科書にも載るだろうけれど、そこに掲載されるであろう処女作「焚書」が本物ではなかったことは、その裏に書かれていた恋の告白とともに、永遠に封印される美術史の秘密だ。


    　図書館はどうなってるだろう。完全に証拠は隠滅されてるだろうか。うっかり忘れ物でもして、それとも壁にチョークがまだ残っていたりして、そこから足がついたりしないだろうか。念のため、ちょっと確認しておこうと思った。


    「あれ？　あらたん、どこ行くの？」


    　家政科棟の隣の工学科棟ではなく、中央図書館のほうへ道をそれていった俺に目ざとく気づいて、姉が声をかけた。


    「図書館のほうに、ちょっと」


    「なーにー？　霧きり絵えの弟ったら、Ｒの発音ができなさすぎて、朝も補習クラスを追加されちゃったんじゃないでしょうね」


    　七なな緖おが相変わらずの憎まれ口をたたいた。「もう、七緖ったら」と姉が軽くいさめてから、俺にたずねた。


    「シャーリー先生、美術科棟の貨物エレベーターに引っかかってケガしちゃったんですってね。メモに、貨物エレベーターは乗っちゃだめって書いておけばよかったわ」


    「いや、姉貴のメモは十分役に立ってるさ。たいしたケガじゃなかったし、シャーリー先生も俺たちも気をつけるようにするし、もう大丈夫だと思うぞ」


    　しょんぼりしている姉にそう言うと、姉はうれしそうに笑った。


    「あらたんって、やっぱり優しい。大きくなってちょっと冷たくなっちゃったかなって寂しかったけど、やっぱりあらたんはあらたんね。慰めてくれてありがと」


    「だから、あらたん言うな！」


    　照れくさくなって、俺はダッシュでその場から逃げ、図書館のほうに向かったのだった。


    



    　朝の図書館は静かだった。司書たちはもう来ていて、閉へい架か書庫との本の入れ替えに大わらわだった。


    　そして、春はる山やまが花壇にいた。ここしばらくの騒動で、やじ馬やパパラッチや警官に、あちこち踏み荒らされたり、並べた縁石が踏み壊されたり、しげみの枝が折れたりしていた。それをひとつひとつ丁てい寧ねいに直していた。


    「朝から大変だな。手伝おうか？」


    　ハンドボールぐらいの大きさの縁石が動かなくて、うんうん言ってる春はる山やまに、俺は声をかけた。俺もそんなに腕力があるわけじゃないけど、これぐらいなら転がして元の位置に埋めなおすことができた。


    「いえ、あの……。花壇の補修もですけれど、綾あや羅ら木ぎさんが何か証拠を残していないかと思って、それでやってるだけですから……気をつかっていただかなくても……」


    「そうなのか。俺と同じだ」


    　俺が驚くと、春山もびっくりして目をぱちくりした。


    「千せん石ごくくんも、心配して……？」


    「だってあんなに必死に隠そうとしてて、隠す理由があって、それなら協力したいじゃないか」


    　すると春山は、ふわっと、今まで見たこともないぐらいうれしそうな顔でほほえんだ。


    「……やっぱり千石くんは、優しい人ですね」


    「べ、別に優しいとかそんなんじゃないが。で、証拠は？」


    「完全に元通り、何もありませんでした。大丈夫です」


    「そっ、そうか、よかった」


    　春山の笑顔が珍しくて、ドキドキして、俺は石を転がしていた。


    　そのとき、俺たちのもとに誰かが近づいてきた。朝だというのに黒ずくめで、サングラスとマスクで完全に顔を隠した、思いっきり怪しい人物である。


    「綾羅木さんっ？」


    「よくわかったわね」


    「そこまで怪しければむしろわかりますよ。飛行場に行ってるんじゃないんですか？」


    「出発まで時間があるもの。ほかのスタッフとちがって、空港の売店で日本土産みやげを探す必要もないしね。だから、そっちのお嬢ちゃんに伝えておかなくちゃいけないことがあって、寄ったのよ」


    「わ、わたし……ですか？」


    　春山はきょとんとして、自分を指さした。綾羅木さんはうなずいた。


    「あなたにけっこう意地悪しちゃったことを先に謝るわ。昔のわたしにすごく似ていて、じれったくて、つい、ね」


    「わたしなんかが、綾羅木さんに似てるなんて、まさか。ご冗談ですよね？」


    「冗談じゃないわ。安あ心じ院むさんだっけ、あの子も少し心配そうだったけど、あの子には親友がいるのね、不安をすぐに消してくれるような……。でも、あなたはひとりぼっちなのね。ほかの女の子たちが親切にしてくれて、自分も打ち解けようとはしているけれど、心の中に自分で壁を作っていてどうしても相談できない、不安がそのまま心の中に残っている……。そして一人で悩んでいる」


    　綾あや羅ら木ぎさんは胸に手を置いて、苦しそうにそう言った。春はる山やまは綾羅木さんのことばに、困惑している。


    「ど、どうしてわたしのことを、そんなに……」


    「だから、あなたがわたしにそっくりだからよ。そしてこれから話すのは、単なるわたしの愚ぐ痴ち。わたしの後悔。あなたに聞いてほしくてきたの」


    　綾羅木さんは春山の手を取ると、真剣な表情でじっと春山の目を見つめ、一度深呼吸してから思いきったように口を開いた。


    「わたしはね……ほんとは、一いち之の瀬せくんのことがまだ好きよ」


    「えっ！」


    　俺と春山は同時に叫んだ。まさか、と思った。でも綾羅木さんは寂しそうにほほえんだ。


    「ほんとよ。あのときメッセージじゃなくて、きちんと告白していれば未来は変わったかも、ってずっとモヤモヤしていたわ。図書館の前で再会したときは運命かもと思って、でも彼の指に指輪をはめていた痕こん跡せきがあるのを見て、最初から縁がなかったんだって思ったわ。だけど、ほんとのことを言うとね……わたし、今のわたしなら、少し強引にがんばれば、彼を奪えるかもしれないって、一瞬悪魔がささやいたのよ。彼や彼の家族を不幸にしても、一度きりの人生なんだし、わたしが幸せならそれでいいんじゃないかって……」


    「そ、それは、ちがうと思います！」


    　俺が反論すると、綾羅木さんはすなおにうなずいた。


    「うん、そうね。新あらたくんは、昔の一之瀬くんにすごく似ていたから、あのころ勇気を出せなかった代わりみたいにちょっかいかけちゃった。こんなふうに強引にがんばれば彼のことも奪えるかなって、思ったりもした……」


    「俺は一之瀬巡査の代わりだったんですか」


    「最初はね、ごめんなさい。だってあんまり似てたんだもの。本気で人違いしてしまうぐらい。おかしいわよね、卒業して何年も経ってるのに、わたしの中で一之瀬くんは高校のころから成長してなかったなんて。でもほんとに、高校生のころこうしておけばよかったって思って、懐かしくて……」


    「いやいやいやいや、俺はあんなムキムキマッチョの大男じゃないですよ？」


    「ううん、高校一年生のとき、水泳部に入る前はこんな感じだったのよ。背は高かったけれどね……でも、自分の道を頑固に信じてる、プライドの高そうなところがすごく似てた。そして新くんも、どんなにわたしが強引にしてもなびかなかった。それで余計に高校時代の気持ちになって……それで、自分が間違ったって気づいたの。わたしは友達がいなかったからわからなかったけど、補習クラスのみんなはとても友達思いで、それを見ていて反省したの。やっぱり、友達が不幸になることなんてできないって……やっぱりあの絵は、この想いは消してしまうべきだって」


    　綾あや羅ら木ぎさんは、今にも泣きだしそうな顔で、無理にほほえんだ。


    「高校生のころ、わたしにはあなたたちみたいな友達がいなかった。わたしはみんなを無視していたし、みんなはわたしを無視していたわ。でも一いち之の瀬せくんはいつもつっかかってきた。どうしてわたしなんかが気になるんだろうって気になってた。そのうち、わたしの絵を褒ほめたり、絵の話をどんどんするようになって……水泳部で体を鍛きたえてどんどんかっこよくなって、自分の絵があるのにみんなのモデルを快く引き受けて……『焚ふん書しよ』のモデルを頼むときにはもう、好きになってたのよ。二人きりで絵を描いてるうちに、どこかで告白するチャンスがあると思っていたけれど、勇気がなくて無理だった。せめてと絵の裏に書いた告白も気づかれなかった。それで忘れるために卒業後、アメリカに行ったの……まさか、自分の絵がノーブル美術館に飾られるぐらい出世するなんて、そのときは思ってもなかったわ。ただただ一之瀬くんを忘れたくて夢中で、周りの知り合いが持ってきてくれる新しいアート企画にどんどん飛びこんでいただけだった」


    「そのおかげで、今の綾羅木さんがいるんですね。素晴らしいです」


    　いつもネガティブな春はる山やまが、珍しくすなおに賞賛した。そのとき、綾羅木さんのほほえみが寂しく揺れた。


    「そうかもしれないわ。でも人間は欲張りで、画家として成功すると、隣の芝しば生ふが青く見えてしまう。『こちらの道を行かなかった自分』を想像してしまう。一之瀬くんは画家の道をきっぱり諦あきらめられたのに、画家の道を行ったわたしはまだ一之瀬くんへの恋心を諦めきれないままでいる……たぶん一生諦められないんだと思う」


    「それは……おつらい、ですね」


    　春山はつらそうに胸を押さえた。綾羅木さんが言った。


    「あなたもわかるんでしょう、この気持ち。だから気づいてほしかったの、チャンスの時は短いって。それであなたの気持ちがわかっているのに、目の前で新あらたくんにベタベタしたりして、きっと心配させたり傷つけたりしたわよね。ごめんなさい……でも気づいてほしかったの、勇気を出して伝えないと後悔するって。新くんが一之瀬くんに似ているように、あなたはわたしにとてもよく似ていたから」


    　綾羅木さんは、ついにこらえきれずに泣きだした。春山はとまどって、ためらって、それから意を決したように口を開いた。


    「……あの。わたし、コルビエールさんはプロフェッショナルですから、あの絵が偽物か本物かはわかっていたと思うんです」


    「えっ？」


    　綾羅木さんは驚いて、涙に濡ぬれた目を見開いた。俺も驚いた。


    「偽物だって見抜いてたってことか？　でもコルビエールさんは、偽物の絵のことを褒めてたぞ？　っていうか、偽物の絵のほうがもっと褒ほめられてたぞ？」


    「それは、わたしもあの絵を見て感じたのは、燃え上がるような情熱で……。それは本を燃やされても屈しない知的探究心の炎だと、それを表現している絵なんだとはわかっています。でもあの炎にさらに熱を増しているのは、作者の燃えるような気持ちだったんだと思います。綾あや羅ら木ぎさんの今までの芸術作品の、ほとばしる命のたぎり、火花が散るような感情のたかぶり、その根底にあるのは全て一いち之の瀬せさんへの恋心じゃないかって。叶かなわない恋心だからこそ、芸術の中で昇華されて、見る者全てを世界観の中に引きずりこむようなパワーを放っているのじゃないかって……追っても追っても叶わない想いだからこそ、想いはいっそう強くなって、希望、渇望……その命の爆発が、絵を見る人たちの心を圧倒するんじゃないかって……」


    　春はる山やまは、想いをこめてていねいに語った。


    「わたしは、どちらの絵も写メで見ただけなので、間違った感想かもしれませんけれど、間違いを承知で言うと……元の絵は一之瀬さんに向けた強い愛。新しい絵は一之瀬さんを守ろうとする強い愛……。人間的に成長した愛が新しい絵にはあって、前の絵よりもずっと名作で、だからコルビエールさんは全てを気づいていても新しい絵でいこうと思ったんじゃないでしょうか」


    「……まるで芸術批評家ね。心の中まで透視されてるみたい。やっぱりわたしたちは似ているのね。あなたには、わたしの気持ちが自分のことみたいによくわかるのね」


    　綾羅木さんが、恥ずかしそうに涙を拭ぬぐう。


    　そのとき俺は、狩かり谷やがもとの「焚ふん書しよ」を見たとき、全然萌もえ絵じゃないのに萌えを感じたと言っていたのを思い出した。俺には正直、今の解説を聞いてもさっぱりわからなかったのだが、狩谷は二次元マスターだから、好みの絵柄ではなくても肌感覚で気づいていたのかもしれない。この絵からほとばしり出ているという愛とかいうやつを。


    　そのとき、綾羅木さんが腕につけていたスマートウォッチがピピピッと鳴った。


    「おっと、そろそろ空港に行かないと置いていかれちゃうわ。じゃあね、いろいろ迷惑かけてごめんなさいね」


    「行ってらっしゃい、気をつけて」


    　俺は社交辞令的にそう言ったのだが、そのとき、綾羅木さんがぎゅっと俺を抱きしめると、頬ほおにキスをした。もうお別れだと思って油断していた俺は、まさかこのタイミングで、と驚いた。春山も呆ぼう然ぜんとして俺たちを見ている。綾羅木さんはそっちに視線を向けて、


    「わたしみたいに後悔する前に、思いは伝えておきなさい。新あらたくんはけっこういい男よ。ほかの女の子がそれに気づく前に、手が届かなくなるまえに動いておかなきゃ、わたしみたいな悪い女に横取りされちゃうかもよ？」


    「ちょっ……な、何タチの悪い冗談言ってるんですか！」


    　俺は叫んだ。綾羅木さんは楽しげに笑いながら、俺から手を離した。


    「じゃ、ほんとに急がないと。またそのうちゆっくり母校に遊びにくるから、そのときは遊んでね。それからあなた、春はる山やまさんだっけ……わたしの分までがんばってね」


    　綾あや羅ら木ぎさんはタクシーで構内まで入ってきたようだ。すぐそばにタクシーが待っていた。ほんとに時間ギリギリの状態で会いにきたみたいである。俺たちは、タクシーを見送ったのだった。


    　綾羅木さんは寂しそうだった。寂しくて孤独だから、あんなすごい芸術を作れるんだろうけれど、でも、やっぱり一人は寂しいだろうと思った。


    　春山もきっとそうだ。俺は避けられてるような気がして、つい腰が引けていたけれども、一人が寂しくないわけがない。俺は勇気を出して、口を開いた。


    「……あの。謝っとかなくちゃと思って。いろいろドン引きすることもあるかもしれないけど、俺のことが嫌でも、補習クラスには来てほしいんだ。春山の将来のためだし、俺もなるべく気をつけるようにするから……」


    「えっ？」


    　春山は、目を真ん丸にした。何を言ってるのかわからない、というような表情だった。俺も、春山がどうしてそんな顔をしているのか、わからなかった。


    「えっ、だって……俺のこと嫌いだろ？　迷惑って言ってたし」


    「なっ、何を言ってるんですかっ？　どうしてわたしが、いつそんなっ……！」


    　春山は慌てて叫んで、ふと何かに気づいた様子で、はっと口を押さえた。


    「あっ……もしかして、ツツジの花がら摘つみのときのこと、ですか？」


    「それそれ」


    　あのとき春山は、俺とつきあってる的なことを朝あさ宮みやたちに言われて、「つきあってるなんてぜったいにちがう、そんなの迷惑だからやめろ」的な返事をしたのだ。


    「ち、ちがいます！　あれは、主語が……わたしなんかとつきあってるなんて言われたら、千せん石ごくくんに迷惑だからって意味なんです！」


    「えー！　まさかの、俺の長文読解ミスだったのかっ？」


    　こくこくっ、と春山が必死にうなずいた。ひょっとして、俺は火ひ村むらといっしょに国語の補習も受けなくちゃいけないんだろうか？　いや、それ以前に、なんで俺に迷惑なんだ？


    「俺はむしろ、俺とつきあってると思われたら春山に迷惑、っていうほうが文法的に正しい気がする。だって俺はこんなだし、春山はかわいいじゃないか」


    「そんなことありません！　せ、千石くんは否定してもいいとおっしゃってくれたから、反論させていただくと、千石くんは優しいしかっこいいし頭もいいし、だから千石くんのほうが迷惑がかかるんです！」


    　なぜか怒られてるみたいなテンションなんだが、これってひょっとして、俺はすごくほめられてるんだよな？　何だかくすぐったくて、照れくさくなってきて、いたたまれない。


    「だ、だけど……それって、それなら、すぐに言ってくれればよかったのに。ずっと避けられてたから、軽けい蔑べつされてると思ってたし……」


    「それは、千せん石ごくくんはかっこいいからモテるのはしかたないって思ってても、じっさいに目の前でモテてるのを見るのは、胸が何だか……」


    　春はる山やまの声がつまり、つらそうに胸を押さえた。春の風がざあっと吹いて、散りかけた花びらを舞いあげた。春山の長い髪に花びらがいっぱい絡まって、花の妖精みたいに見えた。


    「で、でも……綾あや羅ら木ぎさんが言ってたこと、きちんと言わなくちゃ後悔するって……。ほんとですね、不安だったら千石くんに言えばよかったんですね。わたしが心を開かないから、千石くんを逆に不安にしてしまっていたんですよね。ごめんなさい」


    「なんで春山がそこで謝るんだよ？　きちんと聞いて確かめなかったのは俺も同じなんだから、それなら謝るのはやっぱり俺のほうだぞ」


    「だってわたし、影かげ月つきさんみたいに思ったことを何でも言えるタイプじゃないし、安あ心じ院むさんみたいに感じたことをすなおに言えないし、火ひ村むらさんみたいに屈くつ託たくなく話せないし、綾羅木さんはもう圧倒的な実力と魅力があるので別格だとしても、どうしてほかの女の子たちはあんなに自然に話せるんだろうってうらやましかったんです。だけど、わたしにはそんなの無理だって、ずっと決めつけてたんです。だから、わたしのほうがごめんなさいです」


    　春山は、ぺこっと勢いよく頭を下げた。しばらく頭を下げっぱなしだったので、どうしたのか心配になってのぞきこもうとすると、そのまま春はる山やまは続きをしゃべりはじめた。

  


  [image: ]


  
    「……だけど、そんなわたしも綾あや羅ら木ぎさんに言われて気づいたんです。後悔したくないって。綾羅木さんみたいになりたいと思ってうらやましかったけど、綾羅木さんはわたしが似てると言ってくださったし、千せん石ごくくんは何でも聞いてくれると言ってくださったので……勇気を出して、後悔しないよう、ひとつだけ、白状します」


    　春山は、意を決したように思いっきり顔を上げると、俺を見つめた。


    　肩は小さく震ふるえているし、長いまつげがうるんでいて、色白の頬ほおが紅潮して、熱でもあるんじゃないかと心配になる。


    「花がらを摘つんでたとき、わたし、花占いをしてたんです。だから、千石くんが来たときびっくりして、変なテンションになってしまったんです。……そっ、それだけです！」


    　春山はそれだけ言うと、ダッシュで園芸科のほうへ逃げだしてしまった。ダッシュといっても、あまり足が速くないようでぱたぱたとした走りであるが、それにしてもよく逃げる奴だ。


    「おーい、今日も補習クラスあるからな、ちゃんと来いよ！　勉強、大事だからな！　待ってるからな！」


    　誤解も解けたことだし、もう春山が補習クラスに来るのをためらうことはないはずだが、念のため俺は声をかけた。春山は俺から二十メートルほど離れたところで、ぴたっと足を止め、ためらうように一度振りかえったが、俺と目が合いそうになると、何かひどく焦あせった様子になって、もっと速度を上げて逃げだした。


    　何を逃げることがあるんだろう。っていうか、なんで花占いをしていて、俺が来たら逃げるんだ？　聞かれたくなかったとか？


    　そのとき、俺はふとある違和感バグに気づいた。


    　あのとき、春山はツツジの花がらを摘んでいた。そしてツツジはラッパみたいな形をしている。合ごう弁べん花かといって、花びらはくっついて一枚だけのはずだ。


    「花占いって『好き』『嫌い』って順番に、花びらをちぎっていくやつじゃないか？　そんな花で花占いしたって、『好き』しか出ないじゃないか。意味あるのか？」


    　変な奴だな、と思った。春山が逃げ去ったあとには、清せい楚そな花の底に甘い蜜みつを秘めたツツジの花が、道の両脇で風に揺れているばかりだった。

  


  
    



    　あとがき


    



    『デバガ』一巻ではページ数がぎりぎりになって、あとがきが一ページしか入りませんでした。あとがきを楽しみにしてくださっていた皆様、本当にすみませんでした。


    　今回の『デバガ』は絵のお話なんですが、わたしは絵が大好きで美術館によく行きます。土偶や中世のイコンみたいな、プリミティブ感のある作品がとくに好きです。人間の魂がどこから来たのか、その深しん淵えんをかいま見ることができるような気がするからです。


    　それで、抽象絵画も好きです。とくに好きなのはミロと岡おか本もと太た郎ろう。有名な「電気服」の田た中なか敦あつ子この赤い円い絵も大好きです。夫の金かな山やま明あきら先生とは学生時代からおつきあいがあって、小説家になってすぐのころ、創作についていろいろアドバイスをいただきました。人の心の深淵をすくい上げて表現するという意味で、小説と抽象絵画は似ていると思います。


    　物もの部のべ高校の中央図書館の地下に幻の絵があるという設定は、大阪万博公園の「太陽の塔」の地下にあったという「地底の太陽」のオマージュです。


    　太陽の塔は一九七〇年の大阪万博で作られて、作者は抽象芸術家の岡本太郎です。四個の顔があって、てっぺんの「黄金の顔」、正面の「太陽の顔」、裏の「黒い太陽」。さらに地下に「地底の太陽」がありましたが、紛失したそうです。今年太陽の塔の内部公開がはじまるので、それに合わせて復元されるらしいので、すごく楽しみです。


    　ところで五番目の太陽、「緑の太陽」があるのを知ってますか？　岡本太郎の、現存する唯一の壁画作品だそうで、大分県の別べつ府ぷ駅から歩いてすぐのビルの壁面にあります。太陽の塔と同時期に作られ、白い人間を緑の太陽が照らしています。白い人間は万博公園の「青春の塔」に、緑の太陽の顔は「太陽の顔」に似ています。そして壁画は東の海、大阪のほうを向いています。太陽の塔の四個の顔が「現在・過去・未来・地底」をあらわすなら、これは西の海に沈んだ太陽、海の彼方かなたの異こと世よの太陽なのでしょうか。緑色なのは、夕日の赤の補色として、裏（ネガ）の世界をあらわしてるかなと思います。


    　大阪には「夕ゆう陽ひ丘がおか」という場所があって、昔の人はここから西の瀬せ戸と内ない海かいに沈む夕日に極ごく楽らく浄じよう土どを見ていたそうです。この海の道を大阪から別府まで、さんふらわあというフェリーがつないでいます。その船体に描かれた赤い太陽も岡本太郎の作品で、水平線の上に半分だけ。太陽の塔（常とこ世よ）と緑の太陽（異世）、海をへだてて離れた二つの世界を、太陽を追うヒマワリの名を持つ、日の出と日没の太陽の船がつないでいる。エジプト神話みたいな壮大な世界を表現した超巨大な一つのオブジェなんじゃないか、と妄想しています。


    　いわさきたかし先生、今回もワイワイ賑にぎやかでキュートなイラストをありがとうございました。読者の皆様、今回もお読みいただいて本当にありがとうございました！


    
      二〇一五年四月　夏緑＠別府ラクテンチのコスプレ撮影は鳥居の階段がお勧めポイント

    

  


  
    夏　緑
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